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　　　ombre──暗あん翳えい







　大気をつんざく巨雷が大地をゆるがせた。

　まばゆい白光が森の端はを焼き、激しい雷音が茂る針葉樹をなぎ倒す。

　光が薄うすれたあとの地に、黒い鎧よろいの騎き士したちが、雷らい撃げきに打たれたように横たわっていた。




「…………く」うめき声を上げ、女騎士イリーナは目を開いた。

　鎧ごしに感じる背中は硬い地面。かすむ目がとらえる頭上は黒い針葉樹に縁取られた灰色の空。どうやら森のなからしい。どこの森だろう……。

「ユーサー殿でん下か！」叫びが口をついて出た。イリーナは跳ね起きる。

　覚める意識が痛みも呼び覚ます。傷ついた腕が燃えるように痛くなった。

「……目覚めたか、イリーナ」

　かたわらで、双そう剣けんの騎士ギャラングが頭を振りつつ身を起こした。

　巨漢の騎士バルドルも、長なが柄え戦せん斧ぷを支えに起き上がる。怪け我がを負った仲間たちが地に倒れているのが見えた。そして──なぎ倒された木々のあいだに横たわる少年騎士の姿も。

「あれは……」あえぐように女騎士はつぶやいた。「殿下！」

　這はうようにしてイリーナは駆け寄った。ギャラングもバルドルも追う。

「殿下、ユーサー殿下！　しっかりなさってください！」

　女騎士は少年を抱え上げ、泣きそうな声で呼びかけた。だが彼は微動だにしない。血のにじむ美しい面おもては蒼そう白はくで、息すらしていないように見える。

「そんな、目を開けてください、殿下！」悲痛な叫びが木々にこだましたとき、

「……だい、」黒の手てつ甲こうをつけた腕が、女騎士の腕に触れた。「じょうぶ……だよ」

「殿下!?」女騎士はユーサーをのぞきこんだ。かすかな光をたたえた黒い瞳ひとみが見返す。

　イリーナは息を吐はいた。身も凍る恐怖が解けて、代わりに温かな安あん堵どが胸に訪れる。

「それで、ここはどこだ」バルドルの短い問いが聞こえた。

「この森の植相は北だ」ギャラングがつぶやく。「たぶん、ダルディスの領内だろうな」

　イリーナが顔を上げる。「まさか、聖座島サン・スイエージユから一気に移動したとでも!?」

「殿下の〝魔ま呪じゆ〟ならできる」確信をこめてギャラングは答えた。「問題は、領内のどこかってことだ。もしキンブリ族の所領なら、生命を拾うのに骨を折るぞ──比ひ喩ゆでなく本当に」

　同じ民族とはいえキンブリ族は好戦的だ。ましてや妾しよう腹ふくで、どんな部族の後ろ盾もないユーサーを丁重に遇するとはまったく思えない。

　バルドルが戦斧をにぎってつぶやいた。「邪じや魔まなら、殺すだけだ」

「落ち着けよ、バルドル」ギャラングが苦笑する。「キンブリ族より血に飢えてるのか？」

　そのとき、ユーサーの弱々しい声が上がった。

「安心……しろ。グレイドの……クァディ族の砦とりでの……近くのはず、だよ」

「グレイドの？」イリーナたちが復唱すると、ユーサーはふたたび意識を失った。血の気の失うせた彼の面おもてに、イリーナは重い枷かせをつけたように胸が締しめつけられる。

「周囲の様子を見てくる」ギャラングがイリーナとバルドルに命じる。「バルドルとイリーナはここで待機だ、皇おう子じを頼たのむぞ。負傷者は、なるべく楽な格好にしてやれ」

「ひとりは危険だ」バルドルが声をかける。

「ひとりでいい。皇子たちを守るものが少ないほうがずっと危険────さわるな！」

　ギャラングが怒鳴った。皇子の甲かつ冑ちゆうをはずしかけていたイリーナが手を止める。

「殿でん下かは格好つけだ。鎧よろい下しただけのあられもない姿にされたら、あとでご機き嫌げんが悪くなるぞ」

「そ……そうね」イリーナはそっと手を下ろす。

「じゃ、いってくる」ギャラングは背を向けた。根元からへし折れた大木を身軽に乗りこえ、双そう剣けんの騎き士しは木立のまばらな方角へ歩いていく。

　その後ろ姿に、バルドルはものいいたげに眉まゆをひそめたが、身をひるがえして負傷者の様子を見にいった。イリーナは腕のなかのユーサーに視線を移す。

　皇子は死んだように目を閉じていた。息も苦しげで、いまにも消えそうに思える。

（……少し、首まわりをゆるめてさしあげるだけでも）

　女騎士は自分の手てつ甲こうを脱いで、ユーサーの肩けん甲こうと胴どう甲こうをつなぐ革かわ紐ひもをはずした。

　肩甲がずれて、鎖くさりかたびらを縫ぬいとめた鎧下が現れる。首元を締める紐をゆるめたとき、ユーサーが「う……」とかすかにうめいて顔を真横に向けた。そのとたん、

「っ！」走る鋭い痛みに、イリーナは手を引いた。見ると、指先に一いち条じようの赤い傷跡が生まれている。女騎士は視線を落とした。

　その刹せつ那な、全身が総毛だった。

　ユーサーの、汗に濡ぬれた白い首筋に見えたのは────鱗うろこ。

　鋭く尖とがった妖あやしげな輝かがやきをはなつ黒い鱗だ。

　凍るイリーナがまばたきする間に、鱗はユーサーの肌に溶けるようにして消えた。気づけば、あの不気味な黒の鱗はどこにもない。ただ残るのは、指先の痛みだけだ。

　イリーナは目を閉じて、指をにぎりしめた。手のひらのなかで、燃える痛みがいつまでも彼女をいたぶるようにうずきつづける。

　閉じたまぶたに、リールエルバンの暗い小部屋で古い書に手を置く皇子の姿がよぎった。

（殿下……殿下、あなたはいったい、どんな忌いまわしい力を手にしてしまわれたのです？）

　深い森の梢こずえが風にざわめく。

　それは、自分たちがあとにしてきた遠い彼方かなたの潮しお騒さいのように聞こえた。










　　　第一章　碧へき湾わん







　　　　　　　　　　１




　舳へ先さきの向こうに、美しい街並みが広がった。

　緑の丘につらなる白壁の家々と、青く澄すんだ湾わん。あざやかな白と青の対比が目にまぶしい。湾には、色とりどりの帆ほを上げる大小の帆はん船せんが浮かんでいる。

　ひしめく船のあいだを、小さな帆船は風を一杯に帆に受けてゆっくりと進む。

　暖かな晩春の風に乗り、にぎやかな港のざわめきが運ばれてきた。




「文化の香りよ！」

　青空の下、アリアンの第一声が響ひびき渡る。

「ああもう、当面船旅なんて遠えん慮りよするわ。船室も甲かん板ぱんも狭いし臭くさいし、陽ひ射ざしは強くて風も強くて、食べ物だって水だって塩臭くてしかもずっとゆれてるし」

　聖せい王おう女じよは小さな帆船から降り立つと、ふ頭で両手を広げて大きく深呼吸した。

「この活気ある空気、ひとのざわめき、石造りの街なみとゆれることのない大地……そうよ、これこそあたくしの待ち望んでいた匂におい、まごうことなき文化の証あかしだわ！」

「どーこーが、文化の香りだ。この小娘」アリアンの後ろから声がした。「海に浮かんでるゴミと、漁船が捨てた魚の残ざん骸がいの臭においしかしないぜ」

　巨きよ剣けんを背負った赤毛の若者──レオンが、船から降りつつそっけなくいった。ふりそそぐまぶしい陽の光に、巨剣の獅し子しの両目にはまった紅あかい宝石が輝かがやきを増す。

「同意してもらわなくってけっこうよ、この野蛮人バルバリエ」むぅ、とアリアンが可愛かわいい頰ほおをふくらませた。「あたくしのいい気分を邪じや魔ましないでいただけるかしら」

「事実をいったまでだ。聖王女さまのお気に召さなくても、一向にかまわないぜ」

「事実ですって？　お可哀かわいそう。野蛮人は文化の香りもかぎわけられないのね」

「お可哀そうなのは、ゴミの臭いすらわからない夢見がちな小娘のほう、だ！」

「……やれやれ、やっと王おう領りようアクィタニアに到着しましたのに」深みのあるおだやかな声が聞こえた。「着いた早々口くち喧げん嘩かとは、つくづく仲のよろしいことで」

　入領管理の役人に通行証を見せて、船から降り立った詩人ラウルがにこやかにほほ笑んだ。半はん裸らの女戦士カラと、ラウルの弟子の少女ジジもあとにつづく。

「まったくよね。船の上でも散々やってたくせに」カラがあきれたようにいう。

「おふたりのやりとりは絶妙です。打てば響くとはこのことですね」とジジ。

「では、仲の良いふたりは放っておいて」ラウルがすましてジジとカラにいった。「われわれは先に、ランゴニアの領事館で休きゆう憩けいしましょう。着替えに食事、湯ゆ浴あみでも」

「湯浴みですって？」アリアンが急いで振り返る。「待って、ええ、待って。船旅のあいだ、体を洗うといったら雨水で三度ほど体をふいただけですもの。なにはさておいても湯浴みよ。それこそあたくしの望む洗練された文化だわ！」

「軟弱小娘」レオンが吐はき捨てる。「三度も体を洗えりゃ充分だ。水の貴重な船旅じゃ、風ふ呂ろなしが前提だぜ。北のバルテンには、一生湯に入らないヤツだっている」

「……最低だわ」アリアンはぞっと身を震ふるわせた。「もしかして臭におうのは、ゴミでなくってあなたではないの？　いやっ、湯浴みするまであたくしの十歩以内に近寄らないで！」

「いったな小娘」レオンは意地悪く笑った。「そういわれるとよけいに近寄りたくなる」

「いやーっ！　馬ば鹿か、馬鹿レオン！　こないでよ、こないでっていってるでしょう！」

　ずんずん歩き出すレオンに、アリアンは嬌きよう声せいを上げて逃げ出した。

「おい、そんなに走ると危な」

　レオンが声をかける間もなく案の定、「ほにゃぁー」と間抜けな声でアリアンは、こけた。みごとなこけっぷりに人混みが割れ、大きなざわめきが起こる。

　レオンは大きく、大きくため息をつき、人々に囲まれて倒れる少女に歩み寄った。

「俺おれはおまえを守って戦うために雇やとわれたんであって」レオンはアリアンを助け起こした。「こけまくる阿あ呆ほうな小娘をいちいち起こしてやるためじゃないんだがな」

「あ、あたくしだって、嫌いや味みをいちいち聞くためにあなたを雇ったのでなくってよ」

　アリアンは可愛かわいい鼻を押さえて立ち上がり、レオンに食ってかかった。

「でしたら、こうしたらいかがでしょう」

　すっとジジが近寄ると、アリアンの腕をレオンの腕にかけさせた。

「は!?」「え、あの、ジジ？」

「これでアリアンさんも転びません。起こす手間もはぶけます。では、わたしは先に」

　そういうとジジはさっさと歩いていく。レオンとアリアンは腕を組んだまま、ぼうぜんと彼女を見送った。悪気も含むところもないのだろうが、かえって性た質ちが悪わるい。

　しかたなくレオンとアリアンは、ぎくしゃくと歩き出す。背の高いレオンと背の低いアリアンが腕を組むと、おかしなまでに凸でこ凹ぼこで、とても歩きにくい。

「し、しっかり支えてくださらないかしら、この野蛮人バルバリエ」

「う、うるさいな。そっちこそしっかり歩けよ小娘」

「あなたの腕が高すぎるのよ。なによ、これで転んだらあなたのせいだから！」

「ひとのせいかよ！　おまえのことだから俺ごと転ぶに決まってる！」

　港にひしめく人々のあいだを、ふたりは小声でいい争いつつ進んでいった。




　──〝聖座島サン・スイエージユ〟の崩ほう壊かいより、十五日あまり。

　海図も観測具もなかったが、レオンが星の位置を読み、ラウルが豊富な知識を駆く使しして、央おう海かいの半ばは無事越えられた。途中立ちよった小さな港街で船を替え休息をとり、ようやくのことで今日、王おう領りようアクィタニアの玄関口ともいえる港街トレゴンへ到着したのだ。

　央海を越えるあいだに、時候は聖花月エウレニアから至賢月エラトニア──春の第二月へと移った。春は盛りをすぎ、来月はもう夏の第一月。汗ばむ海辺の空気に、初夏のきざしが感じられる。

（……ずいぶんと、にぎやかな港だな）

　レオンは周囲を見まわす。トレゴンの街は、小さいがかなりのにぎわいだった。

　ひっきりなしに出入りする漁船や連絡船、交易船に護衛の船に、水先案内人の小船。

　満載した荷車の車輪が砂じや利りを嚙かんできしむ音、荷揚げする人夫のかけ声、露ろ店てん商しようの呼びこみと、さわやかな香りの果汁を売る女の呼び声が響ひびき渡る。

　鼻び腔こうをくすぐるのは、とれたての魚を焼く香ばしい匂においや、なじみのない香料の香り。

　荷をかついで走る黒く焼けた南方の男。腰を振って歩いていく、薄うす絹ぎぬをまとう黒い目の女。かと思えば金髪の上品な娘が侍じ女じよと護衛に守られて通りすぎる。

　波は止と場ば通りにあふれる種々雑多な人々の、汗や息づかいが混じりあう熱気……。

　ダルディス軍に占領され、寂さびれていたリールエルバンとは雲うん泥でいの差だった。

　生きているのだ。この街は────

『おお、やはり活気のある街は、心身ともにはずむ気がするぞ！』

　背中から楽しそうな声が聞こえた。獅し子しの顔を持つ巨きよ剣けん、〝弑し神しん〟の声だ。

『どうであるか、せっかくにぎやかな街にきたのだ。最上級の鞘さやを武具職人に作らせてみよ。いいかげん、布を巻いただけの仮ごしらえの鞘ではわれにふさわしくない』

　レオンは冷ややかにつぶやいた。「おまえを売り払ってその金で、作る」

『それは名案……のわけがなかろう！　われを納めぬ鞘など花はな婿むこのおらぬ初夜であるぞ！』

「なんだその微妙な抗議は。そんなことより」レオンはささやいた。「ここからどう動くかが問題だ。おまえが〝弑神〟と名乗るなら、英雄ライオネルに使われたはずだろう。なにか少しでも記き憶おくにないのか。あの……〈無む貌ぼうの王おう〉について」

　聖座島で、レオンはアリアンに「〈無貌の王〉を退ける方法を探そう」と告げた。

　しかし、あの恐るべき存在についての手がかりは、いまのところまったくない。少しでも解決の糸口となるなにかが、レオンは欲しかった。

　だがそんな切実な思いとは裏腹に、弑神の答えはあまりに脳天気だった。

『うぅむ、なにせ二千年前の話。偉大なる神秘の存在たるわれでも、さすがに記憶が……』

「もうろくじじい！　とても英雄の剣には思えない。どこの邪じや剣けんだ！」

「なあに、レオン。またひとりごと？」アリアンがいぶかしげにいった。

　ぎく、とレオンは口をつぐむ。「い、いや、なんでもない」

「おかしなひと。それよりずいぶんにぎやかな街ね！　王おう領りようとはいえ遠く離はなれた地だから、初めてきたのよ。でもお父さまから話はよく聞いていたわ」

　アリアンは街を見まわして、懐なつかしそうな声でいった。

「西の〈緋ひ海かい〉のほとりは奇観で名高くて、巨岩の地と呼ばれているとか、不思議な巨人伝説や遺跡が残っているとかって。もっとも本土が占領されたいま、ここの治世はどうなっているのかはわからないけれど……あら、あのお店で売っているのはなあに？」

　アリアンはもの珍めずらしげに目を輝かがやかせ、通り沿いの露ろ店てんをのぞきこむ。

「おい、見物している暇ひまなんかあるか。ラウルたちに追いつかないと」

「少しぐらいならいいでしょう。領地の視察も聖せい王おう家けの務めよ。まあ、不思議な色使いの衣類や装身具！　香料や果物も見たことのないものね。なにか異国の匂においがしてよ」

「脳天気すぎるぜ、小娘」レオンは嘆息した。「のんきに見物がよくできるな」

『あせるでない』弑し神しんが余裕綽しやく々しやくでいった。『貴様も少しは息抜きをしたらどうであるか。なに、われもいずれなにかの拍子に思い出す──かも、しれぬ』

（こんなボケた神秘の存在があるか……まあ、こいつが思い出すのを期待せず待つとして）

　レオンはここからの行き先について考えをめぐらす。

　アリアンを休ませるためにランゴニア領事館によるとしても、正体を隠し、思惑を隠すラウルを信用はできない。独自の考えを秘めて動いているらしい、女戦士カラもだ。

　とすると、アリアンをつれてレオンひとりで行動しなくてはならないだろうか。

　保護者であるマグヌス公が生きていれば、彼を頼たよって北の海洋国バルテンへ渡ることもできる。だが第一王子スヴェンが死んだいま、王座をめぐる争いがまた起きるかもわからない。

　マグヌス公の庇ひ護ごがあっても、レオンたちはその争いのなかで孤立するだろう。

　なにより、いつ〈無む貌ぼうの王おう〉がアリアンのもとへ現れるか……。

　レオンは、いかに自分に力がないかを改めて思い知る。

　剣を手に戦い、目の前の敵を打ち負かし、困難な状況を切り抜けることなら自信がある。

　だがそんな力なぞ、実は貧弱なものだ。多くの人々を動かし、状況を変える。自分ひとりでは成し得ないことを成し遂とげる。それこそが真実の〝力〟と呼べるものなのだ。

　いまの自分には、そんな力はない────

「ねえ、レオン。あたくし、ずっと考えていたのだけれど」ふいにアリアンが真剣な声でいった。「……この先、どう進めばいいかって。なぜってどんな手がかりもないのですもの」

　思わずレオンはアリアンを見下ろす。彼女も自分と同じことを考えていたのだ。

「ああ」レオンは神妙に答える。「知っているのは、不確実な伝説だけだしな」

「ええ。塔とうの学まなび舎やは焼かれ、賢けん人じんも亡なくなり、集められた文ぶん献けんも失われてしまった……」アリアンは目を伏せた。「でも、賢人たちがすべてを調べられたわけがないわ。各地に残る遺跡を訪ね、文献や伝承を探すのはどうかしら。きっと新たな事実が見つかるはずよ」

「口でいうより途方もない方法だぞ」レオンは眉み間けんにしわを刻んだ。「分かたれし大陸ガトランは広い。ダルディス皇こう国こくもこのまま俺おれたちを放っておくとも思えないしな」

「でも、〝始まりの一歩はすでに半ばである〟という格言もあるわ。踏ふみ出さなければ終わりは見えないのよ。あたくしは古語も神じん代だい文も字じも判読できるし、賢けん人じんがいなくても遺跡や文ぶん献けんを調べられるわ。まずは、この地の領主を訪ねてみましょう。それが最初の一歩よ」

　ぎゅ、とアリアンはレオンの腕をにぎると、彼を見上げて強い声で告げた。

「ね、レオン。あたくしも、自分にできることは全力で行うわ。あなたが剣をもって戦うなら、あたくしは剣をもたぬ戦いをします。絶対に……負けなくてよ」

　レオンは目を開かされた気がした。アリアンは、ただ守られるだけの少女ではない。信しん頼らいを預け、ともに歩める、自分と対等な相手なのだ。

「できることは、か」レオンは笑う。「だったら、まずは転ばないことから始めるんだな」

　む、とアリアンが頰ほおをふくらませると、レオンは一言ささやいた。

「……俺が支えるから」

　翡ひ翠すいの瞳ひとみが大きく見開いた。レオンはなにもなかったように前を向いている。

「そ、そうね」頰を染め、アリアンはそっぽを向いた。「わかったわ。あなたを杖つえとでも思うことにします。ちょっと嫌いや味みが多くても、我が慢まんしてさしあげてよ」

「どうだか」レオンは皮ひ肉にくった。「嫌味なのは平たいチビの小娘のほうだろ」

「あら、なにか聞こえた気がするわ。ずいぶん文句と皮肉と嫌味の多い野や蛮ばんな杖ね」

「なにひとつ我慢する気がないじゃないか、この小娘！」

　にらみ合いかけたとき、ふたりは周囲の視線に気づいた。巨きよ剣けんを背負う異国人の若者と、美しい金髪の少女が目立たないわけがない。あわててふたりは口を閉ざし早足になる。

「いったいランゴニア帝てい国こくの領事館とやらはどこなんだ、ラウルのやつ」

　前を歩くラウルたちは、小高い丘につづく階段状の坂道を上っている。人混みで見失わないように、ふたりは必死に追っていく。ふとアリアンがけげんそうにいった。

「なにかしら、あのひとだかり？」

　行く手の広場に、多くの人々が集まっている。ふたりは歩みを止めた。

「……入信せよ、バアシュ教に入信せよ……！」

　聞こえてきた男の声に、レオンとアリアンは凍りついた。

「バアシュ教……!?」「そんな、どうしてここに？」

「聞くがよい、アクィタニアの民よ！」

　広場の中央で、剃てい髪はつの教兵たちに守られた黒こく灰はい色しよくのローブの男が、群集に向かって声を張り上げた。どうやらバアシュ教の聖せい職しよく者しやらしい。

「ローレアン聖せい王おう国こくの威い信しんをしめす聖座島サン・スイエージユは、男だん神しんバアシュの怒いかりにふれて海に没した。二千年の歴史をほこる聖王国は、いまや完かん膚ぷなきまでに瓦が解かいしたのだ！」

　レオンは鋭く息を吞のんだ。聖座島サン・スイエージユの崩ほう壊かいは、すでにここまで伝わっていたのだ。

「混迷の時代がくる。地上は再び屍しかばねにあふれる。大地を引き割さいた神々の闘争デイヴアン・ゲールのごとき争いが、神話に語られる恐るべき災さい厄やくが、分かたれし大陸ガトランを襲おそうだろう。だれも逃れられぬ。すべての国々も、ガトランに住まうすべてのものどもも、みな」

　バアシュの聖せい職しよく者しやは、重く響ひびく声で叫んだ。

「────聖せい王おう国こくと同じく滅ぶのだ！」

　群集が一いつ瞬しゆん、静まる。そしてすぐに大きな、困惑のざわめきが起こった。

「すべてはバアシュの怒いかりの裁きだ！」聖職者の叫びがざわめきを割る。「かつてガトランを屍で汚けがした罪により、人間どもはひとり残らず大地の亀き裂れつに落とされるだろう。そこに一切の救いはない。それは生けるものたちが負う根源の罪によるものだからだ!!」

「ガトランを屍で汚した罪？」アリアンがいぶかしげにつぶやいた。「創世神話のこと？　なぜ異教の神であるバアシュに裁かれなくてはならないの。アル＝エルが裁くならまだしも」

「ラウルの話だと」とレオン。「バアシュはアル＝エルと同一視されているそうだ」

「なんですって？　どうして大たい神しんがバアシュなどと混同されるの!?」

「ロレアンティスの文化と交わるうちに影えい響きようされていったらしい。それに……おまえは聞いていたか。聖座島でバアシュの女主しゆ教きようが、〈無む貌ぼうの王おう〉を〝バアシュ〟と呼んだんだ」

　不ふ吉きつな沈ちん黙もくにふたりは沈む。

「そういえば」とアリアン。「聖座島の地下でユーサー皇おう子じは、英えい王おうの屍とともに葬ほうむられたのは伝説の至し宝ほうではなく、異界〈カーエル・ロイ〉へ通じる門を開く鍵かぎだといっていたわ」

「カーエル・ロイ？」

「大神アル＝エルが去った地よ。もしも、その言葉に一いつ端たんでも真実があるなら……バアシュとアル＝エルと……〝あれ〟に、なんらかのつながりがあることになるわ……」

　アリアンは直接名前を呼ばなかった。その不安が、レオンには理解できた。

「これは聖せい地ち浄じよう化かだ！」聖職者の声が人々の上に響く。「大地の穢けがれを清め、すべてを無に帰すバアシュの御み業わざだ！　ただバアシュの信徒だけが、この浄化を生きのびるであろう！」

　アリアンは口を閉ざし、レオンにぎゅっと身を寄せた。

「おや、おふたりとも、こちらにいらしたのですか」

　ラウルが気づいてやってくる。ジジとカラも背後に気を配りながらつづいた。

「あの説教を聞いておられたようですね」ラウルは、レオンとアリアンにいった。「バアシュ教が非常な早さで広まっているとは聞いていましたが、まさかダルディスから遠く離はなれたこの地までとは……しかもどうやら、ここの公こう吏りにも認められているようです」

「公吏に？」レオンは驚おどろいた。「まさか、役人がバアシュ教を勧すすめているとでも？」

「勧めているかどうかわかりませんが、少なくともトレゴンの街を管かん轄かつする公吏は了解しているはずです。無断でこれだけひとを集めたなら、とがめられないはずがない」

　レオンは厳しいまなざしを広場の中央に移す。

　聖せい職しよく者しやを守るふたりの教兵はダルディス人ではない。南方人らしい黒い肌の男と、ランゴニア人らしい涼やかな顔立ちの男。各国にバアシュ教が浸透し、信者がいる証拠だ。

「立ち去ったほうがいいよね」カラがささやいた。「あの教兵たち、さっきから度たび々たびこっちを見てる。港街で異国人は珍めずらしくないけど、あたしたちは目立ちすぎだし」

「そうですね、つまらぬさわぎにかかわる間はありません。まいりましょうか」

　ラウルがうながす。レオンはうなずくと、アリアンの肩を抱いて身をひるがえした。

「入信せよ、入信せよ……！　われらが同胞となり、聖せい地ち浄じよう化かを生きのびよ……」

　がなり立てる声を背に、レオンたちは歩き去る。彼らが場を離はなれたのを見はからったように、ひとりの教兵がきびすを返し、群集のあいだに消えていった。
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「まあ……港が一望できるのね」

　露ろ台だいにつづく窓を開け、アリアンは感嘆の声を上げた。眼下に広がるのは、目が覚めるほど蒼あおい海だ。真昼の陽ひの光が海面に跳ね返り、きらきらとまばゆく輝かがやいている。

　アリアンたちは、小高い丘の中腹にあるランゴニア領事館に賓ひん客きやくとして迎えられた。

　領事館は、丸い柱と凝こった彫刻が特徴的な帝てい国こく風の瀟しよう洒しやな館やかたで、アリアンにあてがわれたのは三階の二間つづきの部屋である。広さといい調度といい、貴賓用の客間だ。

　つかの間、アリアンはいまの状況を忘れ、目の前の光景をながめた。

　港の街並みと湾わんをゆったりと出入りする船、輝く蒼い海を見ているうちに、おだやかな気持ちになる。湯上がりの濡ぬれた髪に、吹き上げる海風が涼しい。

　そのとき扉を叩たたく音が聞こえた。「失礼いたします、聖せい王おう女じよ殿でん下か」

　アリアンは名残なごり惜おしげに窓から離れ、「お入りなさい」と返事をした。

「おつれのレオンとおっしゃるかたが、お目通り願いたいそうです」若い侍じ女じよが一礼して入ってくる。「殿下はお休み中と申し上げたのですが、どうしてもとおっしゃられて」

「レオン？」アリアンはあわてた。「身み支じ度たくをするから、少し待つように伝えて」

「かしこまりました」侍女は下がると、控えの間の外とやりとりしてもどってきた。

　アリアンは侍女に手伝ってもらい、室内着からすっきりとしたドレスに着替え、濡れた金の髪を丁てい寧ねいにくしけずると、鏡で自分の姿を点検してから控えの間に移った。

「……ずいぶんと待たせるな」入ってきたレオンは、むっつりといった。

　彼も湯ゆ浴あみと着替えをすませたようで、洗練された仕立ての衣服と胴どう衣いを着ている。

　もっとも洗い上がりの赤い髪はぼさぼさだし、背負った巨きよ剣けんも厳いかつくて、せっかくの衣装に似合っていなかったが。

「どこかの野蛮人バルバリエとは違ってよ」すましてアリアンは答えた。「ひとと会うのに身み支じ度たくを整えるのは文明人として当然だわ。なあにその髪。下げ僕ぼくが主あるじに会うのに失礼でなくて？」

「だーれが下僕だ。いちいち髪なんぞに気をつかっていられるか」

「下僕の教育も主の務めかしら」アリアンは細い指を頰ほおにあて、わざとらしくため息をついた。「道のりは険しそう……でも主の品格にかかわるから、きちんと指導しないと」

「街についたとたん、ずいぶんエラそうだな、この小娘。船旅じゃあんなに泣き言を」

「それでなんのご用かしら。急ぎのようだけれど？」

　にっこりほほ笑んでアリアンがさえぎる。レオンはむっと唇くちびるを引き結ぶと大きくひとつ息をつき、それから扉の脇わきに控える侍じ女じよにちらと目をやった。

　アリアンは察して、侍女に場を外すよう目線でうながす。侍女はとがめるような視線を向けたが、一礼して部屋を出ていった。ふたりきりになると、レオンは口を開いた。

「アリアン、俺おれはいまからちょっと港に下りてくる。海洋国バルテンのマグヌス公に、連絡がとれるかもしれないからな」

「バルテンですって。だいじょうぶなの。あなた国では……」

　レオンは海洋国バルテンの前王グリグを殺した身である。バルテン王家が彼を追っている可能性は大だ。バルテン人の前に身を現すのは危険ではないのか。

「だいじょうぶだ。俺の素す性じようを知ってる人間はそんなに多くない」

　レオンはそっけなく答えたが、逆にアリアンの不安はかきたてられる。

「でも、都合よくマグヌス公に連絡がとれるかしら」

「マグヌス公の家系は、代々海運業を営んでいる。大陸ガトランの主な港は、たいてい公の息がかかった船の寄港地だ。今後の旅の支度もあるし、ランゴニア領事館の世話にばかりなっていられない……おまえはアクィタニア侯を頼たよるといったが、侯への連絡はどうする」

「そうね、ここの公こう吏りから侯こう爵しやくに連絡してもらおうと考えたけれど、でも危険かもしれないわ。バアシュ教が、この地でどこまで浸透しているかわからないから」

「ああ、他ほかの手段がないか探ってくる。あと、俺がいないあいだラウルには気をつけろよ」

　アリアンの細い眉まゆがはね上がった。「ラウルに、なぜ？」

「あいつの親切に裏がないとでも思ってるのか」

　鋭くレオンが答える。アリアンは一いつ瞬しゆん、息がつまった。

「ラウルはランゴニア帝てい国こくと商業国コレドムに雇やとわれてる」レオンはつづける。「亡国の王女と傭よう兵へいをわざわざ領事館に通すからには、それなりの考えがあってだと思うぜ」

「そう、そうよね……」不安で重くなる胸に、アリアンはうつむいた。「気をゆるめないようにするわ。では、どんなに遅くなってもいいから、帰ったらここに顔を出して」

「わかった。そんな顔するな。あまり不安にならなくてもいい」

　気づかうレオンの声で、アリアンはあわてて顔を上げる。

「不用意なことをしなきゃいいだけだ。じゃあ、いってくる」

「気をつけ……」といいかけてアリアンはぎゅっと手をにぎり、つんとあごを上げた。「そうよ、早くもどってきなさい。主あるじのそばにいるのが下げ僕ぼくの務めよ」

「小娘こそふらふら出歩いてすっころぶなよ。俺おれは助け起こしてやらないぜ」

「いらない世話をいう暇ひまがあるなら、さっさと行きなさい、この野蛮人バルバリエ！」

　アリアンの怒いかりの声はレオンの笑いと同時に閉まる扉にぶつかった。

　部屋が静かになる。その静寂と、レオンが去り際ぎわに告げた言葉が、不安を呼びよせた。

　たしかにラウルという人物は謎なぞめいている。聖座島サン・スイエージユで、彼が〈無む貌ぼうの王おう〉を退けたときのことを、アリアンはおぼろげだが覚えていた。あのとき彼が発した不思議な言葉は、高い教育を受けてきたアリアンでも、どこの国のものか判別できなかった。

　至賢人グラン・サージユだと名乗る彼は、これから自分たちをどうするつもりなのだろう……。

（レオンが帰ってきたら、きちんと話し合わなければならないわ）

　そうだ、彼にも訊ききたいことがある。たとえばあの巨きよ剣けんのこと。聖座島で手に入れたというだけでレオンは言葉をにごしている。話そうかどうしようか迷うように。

　養い親である海かい賊ぞく王おうハイレディンや、マグヌス公のこと。前王グリグを殺した経けい緯い……。

　こんなにも知らないことだらけだという事実が、ますます不安を呼ぶ。

　レオンは自分を守るといった。どれだけ口が悪くても、彼の口にした誓いは信用できる。

　だが、いまの状況は、十七歳と十四歳の若者にはあまりにも荷が重すぎた。

（……だめよ、弱気になっては。自分にできる戦いは自分ですると決めたでしょう）

　心のなかで決意を新たにしたとき、再び扉を叩たたく音が聞こえた。

「聖せい王おう女じよ殿でん下か、ラウルさまがお見えでございます」

　どきんとしてアリアンは腰を浮かす。緊きん張ちようが全身に走った。「いいわ。お通しして」

　アリアンの返事に扉が開く。ラウルが優ゆう雅がな一礼をして現れた。

　彼はきっちりと長い髪をとかし、袖そでと襟えりもとに刺し繡しゆうのあるランゴニア風の美しい長衣を寸分の隙すきもなく身につけていた。洗練された文化人といった風ふ情ぜいだ。

　彼のあとから、書しよ板ばんと羽根筆ペンを挿さした洋墨インク壺つぼを持つ男が入ってくる。

「長旅でお疲れのところを申しわけありません、聖王女殿下」

「かまいませんわ。こちらこそ丁重なもてなし、感謝しています」

　アリアンは精一杯の威い厳げんをこめて答えつつ、ラウルの背後にいる男に目をやった。どうやら書記官らしい。つまりこれは私的な訪問ではなく、記録が必要な会見ということだ。

「長々とお話しはいたしません。長旅のあとです、ゆっくり休んでいただきたいので」

　そういってラウルは小卓の椅い子すを指し示した。ふたりは腰を下ろす。

「レオンはいないようですね。彼にも聞いてほしかったのですが」

　アリアンは細い眉まゆをひそめた。「なにかしら」

「現在、聖せい王おう家けの領地は、ここ王おう領りようアクィタニアか隣となりの王領ベルギカのみ。ということはあなたを補佐できるのは、両領地を治める侯こう爵しやくだけとなりますね」

「そのとおりよ」

「アクィタニア侯はこのトレゴンの街の近くではなく、領地の西せい端たん、〈緋ひ海かい〉近くのヴュークスの街に住まわれているとか。船と馬でほぼ一日の距きよ離りです──実はあなたに、アクィタニア侯爵に使いを出す許可をいただきたいのですよ」

「なんですって？」疑念がアリアンを襲おそった。「それは、どういう理由で？」

「ランゴニア領事から、あなたとアクィタニア侯、ランゴニア領事及びコレドム通商館代表を交えた会合を開きたいと要請がありました。その席で、ランゴニア帝てい国こくとローレアン聖せい王おう国こくの同盟について協議したいとのことです。しかし締てい結けつの条件として……」

　深みのある美しい声が、アリアンを打つように響ひびき渡った。

「────聖せい王おう女じよたるあなたの身が、要求されるでしょう」
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「街が荒すさんでいるな」

　混雑する波は止と場ば通りを急ぎつつ、レオンはささやいた。

『というと？』弑し神しんが訊きく。

「道が荒れてるんだ」レオンは答えた。

　港に下りる坂道の途中には、外国人や富裕層の大きな邸てい宅たくが立ち並んでいる。その周囲は手入れが行きとどいていたのだが、いったんそこからはずれると、道みち端ばたには雑草がはびこり芥あくたが増え、道の敷しき石いしもはがれて、物もの乞ごいやごろつきどもの姿が目についた。

「屋敷の手入れは使用人の役目としても、公道は公こう吏りの管かん轄かつだろう」

『整備に人手をまわせぬほど、街の財政が逼ひつ迫ぱくしておるのか、あるいはその金がどこかに消えているのか……つまりは』弑神が笑むようにいった。『役人のふところに？』

「そうと決めつけるわけにもいかないがな」

　統治者に力があれば役人の腐敗も少ない。だがこのありさまでは、公吏の目が街に行きとどいていないのは明白だ。アクィタニア領主の権威のほどがわかる。

　レオンは周囲に目を配りつつ、人々であふれる波止場通りを歩きつづける。

　食料品や日用雑貨を売る市が開かれている。交易船が入港したか、荷揚げや荷積みの人夫や買いつけの商人たちの交わす会話や怒鳴り声で、けたたましいほどだった。

　巨きよ剣けんを背負うレオンはこの混雑のなかで、あからさまに奇異の目で見られていた。

『ところで、われについて聖王女に話さぬのか』弑神が訊いた。

　若者はむすっとして答える。「どう話せっていうんだ」

『うむ、そうであるな……』楽しそうな剣の声が響ひびく。『あの美しき少女が感激に打ち震ふるえつつ抱きついてくるような紹介を望むぞ。おお、古いにしえの伝説に名高き大いなる魔ま呪じゆを秘めし偉大なる神秘の存在とかよいではないかよいではないか！』

「おまえなんざ〝もうろくエロじじい〟で充分だ」

　弑し神しんが罵ば声せいをわめき散らしかけたが、それをさえぎるようにレオンはいった。

「いずれ説明するさ。機会が……あればな」

　レオンの言葉は、なぜか歯切れが悪い。弑神はとがめるようにいった。

『ふん、それは貴様の勝手であるが──ただ、あの〝古きもの〟は、すでにわれを正しく認識しているはずだぞ』

　レオンの耳じ朶だに、聖座島サン・スイエージユの嵐あらしのなかでラウルがつぶやいた声がよみがえる。

〝……その剣を持つだけでも、ただものではないのに……〟

「あいつの魂こん胆たんがわからないんだ」レオンは体を斜めにして人混みをすり抜ける。「聖座島にみなを集めたのがあいつだとしても、伝説のとおりの古きものならなぜ」

『レオン』弑神の鋭い声がした。『だれぞ、つけておる』

　レオンは口をつぐんだ。緊きん張ちように体が硬くなる。

『後方にふたり、前方の二十歩圏内にもひとり』弑神はからかうようにいった。『おお、熱い視線をわれも感じる。あれが美女ならばよいのに！』

「このエロ剣……」レオンは不ふ機き嫌げんにいった。「ふざけてないでそいつらの容姿を教えろ」

『後ろは、焦こげついたように日に焼けた荷かつぎ人夫。禿はげた頭まで真っ黒だ。前方は頭ず巾きんをかぶった農夫であるな。鶏にわとりの入ったかごを天てん秤びん棒ぼうに下げておる』

　レオンは露ろ店てんをのぞくふりで周囲をうかがう。弑神のいうとおり、後方にふたりの人夫、前方には農夫がいた。彼らは人混みにまぎれ、突き刺さるような視線を送ってくる。

「ったく、目立つおまえのおかげで逃げも隠れもできないぜ」巨きよ剣けんに聞こえよがしにレオンはつぶやいた。「この混雑じゃ、もし襲おそわれても剣を抜いてふりまわすこともできない」

『逃げる必要などない。あちらは貴様ひとりをねらっておる。好都合ではないか』

「なにを……」といいかけてレオンは口を閉ざす。妙なことに気づいたのだ。

　人夫も農夫も、頭巾に隠しているが禿とく頭とうなのだ。偶然だろうか、いや違う、あれは──

　ふいに彼は足を早め、市場の人混みをかき分けると、細い路地へ踏ふみ入った。

　狭く入り組んだ裏路地は、露店の天幕と建物の陰になって薄うす暗ぐらく、表通りの熱気が薄れて肌がひやりとした。ぬかるむ剝むき出しの土の地面を踏んで、レオンは無言で路地を進む。

　かすかな足音がひたひたとあとをついてきた。だがレオンは立ち止まらず、人通りのない路地をまっすぐに急ぐ。と、急に彼は横道に身をひるがえした。

　足音がバタバタと激しくなりレオンを追いかけて曲がった。

「下へ手たな尾行だぜ」

　ふたりの人夫がぎょっとして足を止めた。レオンが建物の陰で剣を下ろし、待ちかまえていたのだ。たじろぐ人夫にレオンは剣をにぎって問いかけた。

「おまえら、バアシュ教の教兵だろう。男にケツを追っかけられるのは趣しゆ味みじゃない。いえよ、なぜバアシュ教が俺おれに興味を持つ？」

　禿とく頭とうの人夫は答えない。ひとりは一歩下がるが、もうひとりは腰の後ろに手をやり──

　ひゅん、という鋭い風を切る音がした。

「動くな」目にもとまらぬ早さでレオンが巨きよ剣けんの刃を突きつける。

　腰の短剣を抜こうとしていた人夫が凍りつき、後ろのもうひとりも足を止めた。

「そっちが手を出すなら、こっちもそれなりにやらせてもらうぜ」

　レオンの言葉に緊きん張ちようが高まる。不ふ穏おんなつぶやきを人夫のひとりが吐はいた。

「……聖せい王おう女じよの犬め」

　その瞬しゆん間かん、後方の人夫が身をひるがえす。と同時に前にいた人夫がレオンに跳びかかる。

「待て！」レオンは叫ぶと巨剣をふるった。

　激しい勢いで、斜め上からふってきた剣の平が人夫を建物の壁に叩たたきつける。地面に落ちた人夫の腰から短剣が転がった。素早くレオンはその短剣を蹴けり飛ばす。

『──レオン、後ろだ！』

　弑し神しんの警告が響ひびくと同時にレオンは体をひねる。

　身をかわした耳もとをひょうと空気を切って天てん秤びん棒ぼうがふってきた。

　レオンはとっさに巨剣を振り上げる。だが狭い通路で巨剣はがりりと壁をこすった。

　しまった、と思う間もなく左肩に一いち撃げきが食らわされた。しびれるような強い痛みが肩から腕に走る。うめき声を押し殺して一歩退き、レオンはぶんと下から巨剣を振り上げた。

　農夫姿の教兵が剣の平で吹き飛ばされて、悲鳴を残しぬかるむ地面を滑すべっていく。

　そのとき前方と後方から複数の足音が駆けこんできた。

　禿頭の男たちが手に手に短剣や棍こん棒ぼうをにぎり、瞬またたく間にレオンを囲む。

「くそっ！」レオンは鋭く舌打ちをした。これだけの数から逃れるには、どうしたって手加減はできない。そうなれば確実に怪け我が人にんが──悪くすれば死人も──出る。

　無法地帯や戦場ならともかくここは街中だ。公こう吏りが黙だまっていないに違いない。目立ちすぎるレオンはすぐに居場所をつきとめられ、アリアンにまで迷惑がかかるだろう。

　とっさにレオンは数の少ない前方へ走る。走りつつ巨剣をぬかるむ地面に突き立てる。

「ぐわっ！」巨剣の切っ先が跳ね上げた泥が先頭の男の顔にかかった。

　肩口からレオンは体当たりする。狭い通路でつづいていた男たちがよろめいた。

　ごう、と風を巻いて巨剣が上方から降った。

　剣の平が、男たちを壁になすりつけるように薙なぎ払う。レオンは開いた隙すき間まに素早く突進し、全速力で走り出した。「追え！」後方から叫びが追いすがる。

　レオンは巨きよ剣けんを抱きかかえた。下ろすのはともかく、背負うのは手間がかかるのだ。

　混み合う波は止と場ば通りに走り出る。

　重い波をかき分けるように人々の波をかき分けて、港の方角へ走った。レオンに押されて行商人や農夫たちが怒鳴るが、彼が抱える巨剣に目を剝むいて逃げ出す。そこへ走ってきた教兵たちに突き飛ばされて、人々は地面に転がった。

　レオンは露ろ店てんの店先に飛びこみ「悪い！」と短く謝って、店先の果実の箱を後方へ蹴けり飛ばした。地面に転がる果実に足をとられて人々が転び、追っ手の足を止める。

　商人の怒声を背に、レオンは露店から飛び出すと、近くにつないであった数頭の山や羊ぎの綱つなをベルトの短剣で切り、巨剣の平で山羊の尻しりを叩たたいた。

「行け、行け！」レオンのかけ声に山羊は驚おどろき、鳴き声を上げて群集へと走り出す。突進する山羊は人々を突き倒してさらに混乱を巻き起こした。

　喧けん騒そうを尻目にレオンは駆ける。それでもしつこくいくつかの足音は追ってきた。

　桟さん橋ばしのつづく港に出る。レオンは追われるようにつながれた小舟に飛び乗った。

　舟べりを蹴って次から次へと舟を飛び移る。足もとでざぶんざぶんと波が躍おどって舟が沈みかけた。後を追う男たちも飛び乗り、懸けん命めいに飛び移ってくる。

　波音と舟べりが蹴られてゆらぐ音がレオンのすぐ背中にせまった。

『レオン、またどこぞから増えたぞ！』

　弑し神しんの声が警告した。しかしレオンは返事をする間もない。打たれた肩の痛みと荒い息で焼ける肺の痛みが、焦あせりをさらにつのらせる。

　さわぎを聞きつけ、ふ頭に並ぶ倉庫から水夫たちが出てきた。彼らは船の上を走る赤毛の若者と男たちを見てざわめいている。レオンの耳に彼らの会話が飛びこんできた。

　とっさにレオンはふ頭に飛び乗り、人々を押しのけてひとつの倉庫へ走ると、扉を突き破るようにしてなかへ転がりこむ。

「な──なんだ!?」「なんだ、こいつ!?」

　驚きの声とともに、丸太のような腕をした荒くれ水夫どもが振り返る。

「なんの用だぁ、若造」どすのきいた声が、ひざをつくレオンの頭にふってくる。「面倒ごとを持ちこんできやがって、なんのつもりだ。水夫にでもなりてぇってのか？」

「いいぜ、こき使ってやらあ。臭くさい船底で一生這はいずりまわらせてやる」

　レオンの口が笑みを形づくる。耳に響く荒っぽい言葉──懐なつかしい国の言葉に。

「……海の兄弟」レオンはバルテン語でいった。「ここはマグヌス公家所有の上うわ屋やだろう」

　水夫たちがそのバルテン語に目をみはる。レオンはベルトの裏側の隠しに入れた、小さな印章を取り出した。円い印章には、二頭の海豹アザラシと帆はん船せんの図柄が刻まれている。

「そいつぁ……!?」目を剝く水夫たちに、レオンは印章を掲げて冷静にいった。

「元もと締じめに会いたい。くわしい話はそこでする」
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「……たしかに、マグヌス公の私兵──〝スピオン〟の印章だ」

　初老の元もと締じめは、タールのこびりついた黒い指先で銀の印章をはじいた。

　倉庫の奥の薄うす暗ぐらい部屋には、湿った匂においのする空気がこもっている。

　床にはとぐろを巻く太い縄なわや船の修理道具、浸水を防ぐために船の外板に塗るタールの壺つぼなどがごちゃごちゃとつまれている。元締めが座る机も荷札や書簡で散らかっていた。

「こいつを持ってるヤツにゃ、無条件で融ゆう通ずうしろって通達を受けてる」

　元締めは、筋肉と脂肪のつまった体を椅い子すの背に預けた。ぎっと椅子がきしむ。

　レオンはわずかに頭を下げた。「そりゃ助かる」

「だが」元締めはさえぎるように言葉をつなげた。「おめぇみてえな若造が、マグヌス公が信を預ける精鋭の直属兵……スピオンとはとても思えねえ」

　レオンは顔をしかめる。「その印章が本物だと、あんたは認めてるじゃないか」

「スピオンは公の密命を受けてガトラン中を旅している。特に危険な場をな。戦場で行きあった傭よう兵へいに殺されて、印章を奪われたのかもしれん」

「行きずりの傭兵にうかうか殺されるような間抜けを、公がスピオンに選ぶと思うか」

「面倒ごとを引き起こしてまわる間抜けを選ぶとも思えんな」

「面倒ごとに首をつっこむのが役目だ。でかいケツを椅子に収めて務まる任務じゃない」

「なんだなんだ、口の減らねえ若造だな！」あきれたように元締めは鼻を鳴らした。

「よくいわれるさ、〝若造〟ってのもな」レオンはむっつりと答える。「ったく、少しでも若けりゃハナタレ小僧呼ばわりだ。いつになったら一人前にあつかってもらえる？　骨になってからか？　魚の餌えさにもなりゃしないぜ」

「はっはぁ！」元締めは大笑いした。「生意気な口を叩たたくうちはクソガキだな！」

　海の男らしい豪快な笑いに、レオンはふと養父──海かい賊ぞく王おうハイレディンと、その仲間たちを思い出した。かすかに胸が、追つい憶おくの痛みでうずく。

「……で」笑いを収めて、元締めは真顔になる。「おれと馬ば鹿か話ばなしをしにここへきたわけじゃあるめえ。どんな援助が欲しいんだ？」

　レオンは率直に告げた。「当面、長旅がつづきそうだ。資金が欲しい」

　これまでこんな風に頼たよったことはなかった。傭兵として剣をふるうことで自分ひとりの食い扶ぶ持ちは充分稼かせげたし、だれにも頼らずやってみせると肩ひじ張ってきたせいもある。

　だが状況は大きく変わった。もうひとりではないのだ。

「必要なときに換金できるよう、資金はかさばらない宝石か装飾品で。それと」レオンは背中の巨きよ剣けんを示した。「こいつの鞘さやが欲しい。信しん頼らいのおける武具職人を紹介してくれ」

「遠えん慮りよのかけらもねえ若造だな！」元もと締じめは首を振った。「ふん、まあいいだろう。資金はすぐに用意する。取引のある職工組合にもつれてってやらあ。で、他ほかには？」

「あとひとつ。これが一番大事なんだが……マグヌス公に伝言を頼たのみたいんだ」

「どんな内容だ。長いのか」

「いや、これだけだ」レオンは大きく息を吸いこみ、答えた。「……探し物は、思っていたよりずっと危険な代しろ物ものだ。俺おれは始末をつけるために、獅し子しの娘とともにあとを追う」

　元締めの太い眉まゆが、大きくはね上がる。「なんだそりゃあ」

「マグヌス公に伝えてもらえれば通じるさ。だが」レオンは声をひそめてたずねた。「公は無事なのか。甥おいのスヴェン王子に投とう獄ごくされたんだろう」

「さてな。本国からはなにも聞こえてこねえ」元締めは難しい顔になる。「バルテンは二千海里以上も彼方かなただ。一番速い快速帆はん船せんで、風と潮の流れがよくても二十日以上はかかる」

　レオンは唇くちびるを嚙かんで押し黙だまる。水夫たちの胴どう間ま声ごえが、扉の向こうからかすかに聞こえた。

「そう心配するこたあねえ」元締めは言葉をつなげた。「スヴェン王子が聖座島サン・スイエージユと一いつ緒しよに沈んで魚の餌えさになった話は聞いてる。国にゃ、公を支持するものがまだまだ大勢いるんだ。てぇことは、生きてさえいりゃかならず助け出されて、表に出てくるに違いねえ」

「生きてさえいればな」レオンは重く息を吐はいた。「それに、前王の王子はまだふたり残っている。公が空位の混乱を収めようとしても、他の〝島〟が黙っていないだろう」

「ったくだ」元締めは同意した。「前王グリグも、さっさとだれに王座をゆずるか決めときゃよかったのによ。三人も王子がいたってぇのに」

「それはないな」グリグの名にレオンのまなざしが険しくなった。「グリグは欲深なヤツだった。自分がケツを下ろした場所は便所でもゆずりたくないって手合いだったぜ」

「へっ、違いねぇ」元締めは苦々しげにいった。「やつの強ごう欲よくにゃまいったもんだ。租税を吊つり上げただけじゃねえ、港の使用税に入港税、交易品の関税、船の建造税とあらゆるもんにかかる税を引き上げやがって、しまいにゃ海軍に私し掠りやくを命じるありさまだ」

　レオンは目をみはった。「グリグが海軍に私掠を命じた？　知らなかったな」

「そりゃ、おおっぴらにグリグが認めるわきゃねえさ。だがな、外国籍せきの船だけじゃねえ、バルテンの船、特にマグヌス公所有の船も、散々つけねらわれたもんだ」

（……そこまで汚い裏があるとは知らなかった。あの頃ころ、俺は子どもだったからな）

　とレオンが思ったとき、思いがけない名が聞こえた。

「ハイレディンが略りやく奪だつに血走る軍船を駆く逐ちくしてくれなかったら、どれだけ被害が広がったことか。マグヌス公と親交があったのも道理だな」

　どきん、とレオンの心臓が胸きよう骨こつに響ひびくほど鳴った。「ハ──ハイレディン？」

「そうさ。海かい賊ぞく王おうハイレディンのことだ」元締めがうなずく。「グリグに吊るされたと聞いたときにゃ、心底残念に思ったもんだぜ」

「……ハイレディンがそんな正義漢だったとはな」レオンはささやくようにいった。「軍船ばかりねらっていたのは、たんに向こう見ずなだけだと思っていたが」

「ハイレディンがどういうヤツだったか、本当のところは知らんさ。だがヤツが暴れまわってくれたおかげで、一時的にでも海軍の略りやく奪だつは治まったんだ。すごかったぜ。グリグが金をつぎこんだ、兵も装備も一級品の軍船を、数え切れんほど沈めたんだからな」

　年輪を刻むように深いしわを刻んだ元もと締じめの顔が、ふっと和やわらぐ。

「あいつは……まぎれもなく、海の英雄だったよ」

　しみじみとした声こわ音ねに、レオンは胸が絞めつけられた。

　養父は──彼の名声は、いまだ生きているのだ。どんなに月日が経たっても。

「とにかく、伝言はたしかに受け取った」元締めは、よいしょと大きな腰を上げた。「次の船でバルテンに送るよう手はずは整える」

　レオンはうなずくと、立ち上がった元締めのがっしりとした背中にいった。

「……礼をいわせてくれ。あんたの配はい慮りよに、感謝している」

　元締めはレオンを振り返り、太い眉まゆの片方を上げた。

「どういう厄やつ介かいごとに首をつっこんでるか知らねえが」興味深げにレオンをながめ、元締めは口を開いた。「おめえがいう〝獅し子しの娘〟ってのが──いや、いわねえよ。けどよ、他国の事情に首をつっこむどころか全身つかって溺おぼれて沈むはめにならなきゃいいがな」

「そうだな」レオンは静かに答えた。「マグヌス公から命じられたスピオンの任務を超えていると思う。だが……これは俺おれの招いた結果でもあるんだ」

　沈ちん黙もくが下りた。元締めは目を伏せるレオンをじっと見つめていった。

「バルテンはいままで以上に大変になるだろうぜ。公もまとめるのに苦労するはずだ。他国の厄介ごとにかかわる余裕なんぞねえ。最悪、おめえは切り捨てられるかもしれん」

　レオンは答えない。無言で元締めの言葉の意味を嚙かみしめる。

　今回は助力が得られたが、この先は孤立無援になるかもしれないということだ。

「ああ」レオンは神妙にうなずいた。「公に迷惑をかけるつもりはないさ」

　元締めは重い声でつづけた。「これからも、自分で落ちた穴は自分で這はいあがれよ」

「わかってる」レオンは肩をすくめる。「ガキじゃない、ケツは自分で拭ふけるさ。これまでもずっとひとりで切り抜けてきたんだからな」

「そりゃそうだ。だからこそ若造のくせにスピオンなんだからな。だがよ」元締めは、少し言葉を和らげた。「だれかが差し出してくれた手は、ちゃんとつかめよ。たとえおれたちが助けてやれなくてもな。助けを無視して、逆に穴を掘って埋まっちまうヤツも多いんだ」

　レオンは視線を上げて、元締めの日に焼けた顔を見つめた。

　ひび割れたような黒く深いしわには、レオンがけっして知ることのできない、年齢とともに積み重ねてきた経験の深さも刻みこまれている気がした。

「どうかな……手を差し出してくれたヤツも、穴に引きずりこんじまうかもしれない」

「ったく、とことん口の減らねえ若造だな！」元もと締じめは鼻の穴をふくらませた。「ま、墓穴にはまる間抜けに手を貸すのは、よっぽどのおひとよしか、それとも自分も穴に落ちてもいい覚悟と度胸のあるヤツだろう。そいつごとおめえは、穴に埋まっちまうつもりか？」

　レオンは一いつ瞬しゆん、口をつぐみ、それから答えた。

「だったら、そいつと一いつ緒しよに這はいあがるつもりでいるさ」

「は、その意気だあな」初老の元締めは、灰色のひげに覆おおわれた口もとをにやりとゆがめた。「おめえは生意気だし、とことん素直じゃねえが、それでもつっぱる場合とそうでない場合をわきまえてる。これからもそれを忘れんなよ」

　海の男がくれた思いがけない言葉に、レオンはかすかに頰ほおが熱くなる。

「……それは教えてもらったのさ」かすれた声で、彼はつぶやいた。「生意気な小娘に」
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『いよいよ、われにふさわしき征せい衣いをまとえるわけであるな！』

　弑し神しんのはずむ声が、波は止と場ば通りを歩くレオンに聞こえた。

『……であれば、この情けない格好もしばし耐えようぞ』

　巨きよ剣けんの声の調子が落ちる。レオンはほくそ笑みたくなる衝しよう動どうを抑えた。

　弑神は厳重に帆はん布ぷで巻かれ、レオンの肩にかつがれていた。一方の端はしには木箱がくくりつけられている。少々形がおかしいが、荷運び用の天てん秤びん棒ぼうに見えないこともない。

「このままでもいいかもな。口うるさい邪じや剣けんにふさわしいぜ」

『ふん、貴様こそガラの悪い船乗りの本性が現れておるぞ』

　レオンも服装を変えていた。バンダナで赤毛を隠し、油染じみて古びた胴どう衣いに腰には長帯という、水夫のような姿だ。バアシュ教の教兵たちを警戒しての変装だった。追ってきた教兵はバルテンの水夫たちが追い払ってくれたが、いつまた襲おそってくるかもわからない。

「この通りの先に革職人の工房がある。もう少しだ」

　先を歩く、副元締めの中年の水夫の声が聞こえた。レオンは視線を向ける。

「……訊ききたいんだが」レオンは口を開いた。「ここの港に着いた早々、バアシュ教の坊ぼう主ずががなりたてていたぜ。アクィタニアは聖せい王おう国こく本土と同じく、女神エウレネを信じるものが多いんじゃないのか。なぜバアシュ教があんなにのさばっている」

「ああ、あいつらか」水夫は不ふ機き嫌げんに答えた。「どうもな、本土が落とされて領民が不安になっているのに加え、侯こう爵しやく家けを継いだ若い娘が、領地をまとめるのもままならんところにつけこんだらしい。いまじゃ坊主どもは、勝手に教堂を建てたり教兵を集めたりと好き放題さ。もともとこの地は、宗教がらみでごたついていたらしいが……お、ついたぜ」

　同じような木造の棟がつづく通りに出ると、水夫があごをしゃくる。

　細長い溝に囲まれたこの棟は、複数の職人組合の工房が集まっているらしい。

　溝には濁にごった水が流れている。各工房で使われた染料が流れ出ているのだろう。水夫のあとにつづき、溝に渡された木の板をこえてレオンは棟のひとつに歩み寄る。

「おう、親方はいるかね」水夫はローレアン語で声をかけ、扉を開けてなかに入った。

　とたん、むっとした臭しゆう気きに襲おそわれ、レオンは顔をしかめる。

　この臭気は皮の臭におい──というより皮をなめした薬剤の臭いのようだ。

「親方なら奥だよ。なんの用だい」職人が顔を上げて答えた。窓戸を開け放った工房は、意外と明るい。中年の職人から徒弟らしい少年までが、作業の手を止めこちらを見ている。

「うちの元もと締じめがな、この若いのに鞘さやをあてがってやってくれってさ。ああ、呼んでこなくていい。おれが行く」水夫はレオンを振り返った。「ここで待ってな」

　奥に向かう水夫を見送り、職人たちが作業にもどる。レオンは巨きよ剣けんを肩から下ろすと、きつい臭気をがまんして職人たちの作業を興味深くながめた。

　彼らは手て際ぎわよく革を鋏はさみで切ったり、型取りをしたり、曲げ針で丁てい寧ねいに縫ぬい合わせている。工房を見まわすと、剣帯や鞘に革かわ靴ぐつなど様々な革製品が壁や棚に並べられていた。綺き麗れいな手彫りの装飾がほどこされたものもあり、なかなか見ごたえがある。

　工房の片隅に目をやり──とたん、はっとレオンは目を見開いた。

　暗がりに置かれた人型の台に、美しい漆しつ黒こくの胸むね鎧よろいがかかっている。

　ひっそりと輝かがやく鎧に、思わずレオンは引きよせられるように歩み寄る。近くで見ると、鎧は黒ではなく、深い紺こん藍あいだということがわかった。

　表面はつややかに光るビーズを敷しきつめたようだ。なんと不思議な輝きだろう。材質はなにか、金属か。いやここは革職人の工房だ。では……これは革なのか。

　両の肩当てには星のような美しい模様があり、肩や裾すそには白い革で装飾の縁取りがほどこされ、各所は金の鋲びようで留められて、胸の真ん中には碧あおく輝く緑玉髄クリソプレーズがはめこんである。

　精巧で、精せい緻ちで、息を吞のむほど美しい、芸術品のような鎧だった。

「どうだい、いい鎧だろう」背後から声がした。振り返ると中年の職人が立っている。

「ああ」レオンは感嘆の声で答えた。「いい品だ。素晴らしいな」

「これはな、スティングレイ──海鷂魚エイ皮でつくった革鎧さ」

「スティングレイ……海鷂魚皮？」

「そうさ。海鷂魚皮はな、どんな皮より硬いんだ。石を切るみたいな硬さで、加工するのは大変だが、その分武具にはもってこいだよ」自じ慢まんげに職人は話す。「板金鎧と同等……ってぇわけにはいかないが、そこいらの安い金属鎧よりはずっと信しん頼らいできる。軽さも格段に上だ。丈じよう夫ぶできめが細かいから手入れもいらんし、百年は長持ちする」

　レオンは鎧に触れた。ひやりとした手触りと、しっかりした硬さを、手のひらに感じる。

「よっぽど値がはるんだろうな」

「ああ。金貨一万枚さ」

「金貨一万枚!?」レオンは飛び上がりそうになるのをこらえた。

「当然さ。親方が手がけた一級品だよ。海鷂魚エイ皮は希少だし、加工も大変だからな」そこで職人は声を落とした。「本当は金満商人から屋や敷しきに飾ると注文されたんだが、そいつが破産してね。引き取り手がいないんだ。これだけの逸品、ただのお飾りにゃもったいないが」

　レオンは紅あかい瞳ひとみを鎧よろいに向けた。ぽつりと、その唇くちびるから言葉がもれる。

「……こいつ、欲しいな」

『なんであると!?』「なんだって!?」

　弑し神しんと職人の驚おどろいた声が同時に上がった。

『あれだけわれに文句をつけておきながら、先におのれの征せい衣いを整えるとは！』

「金貨が一万枚だぞ、あんたみたいな若いのが払える額じゃない！」

「百年もつ鎧なんだろう。だったら百年かけてでも払うさ」

　鎧に目を奪われたままレオンが答える。この鎧には──美しさだけではない、気品と、ゆるぎない強きよう靭じんさが感じられる。手がけた職人の意志と魂たましいもこめられている気がする。

　そうだ、それに……ふっとレオンは、なぜか誇り高い聖せい王おう女じよの横顔を思い浮かべた。

「いいだろう、売ってやらんこともない」
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　ふいに、しわがれた声が工房に響ひびいた。中年の職人が驚おどろいて振り返る。

「親方？　正気ですか？」

　やせた猫背の老人が工房の奥から出てきた。あとに副元もと締じめの水夫がつづいている。

「正気で本気だ。おまえもいっただろう、ただのお飾りにはもったいないとな」

　レオンは鎧よろいから視線を引き剝はがし、信じられぬ思いで訊きいた。

「本当か？　本当に……いいのか？」

「やらんこともない、といっただけだ」

　老人は、袖そでをまくった腕で白髪しらが頭をかいた。その腕は枯れ木のごとく細いが固く引き締まり、指やひじには分厚いたこができている。

「マグヌス海運商会の元締めの紹介もあるし、なによりそいつぁおれの傑けつ作さくだ。ほこりをかぶって世に出ないなんざ我が慢まんできん。それに」老人はレオンをしげしげとながめて、にやっと笑った。「戦場で名を馳はせる一級の戦士なら、一級のもんを身につけとるもんだ。貧乏ったらしい格好なのは雑兵と相場が決まっとる。だが、おまえさんは一級かね？」

　老人は笑っているが、そのまなざしは鋭い。

「わしが本気なのはさておいて、おまえさんこそ本気かね。金貨一万枚ってなあ、おまえさんの……これから先の一生を質しち草ぐさにしかねん額だぞ」

　答えにつまるレオンの脳裏に、ふとだれかの姿が浮かんだ。

〝……いいか、レオン〟養父、ハイレディンの自信にあふれた笑みだ。〝どうせ口を叩たたくなら、でっかく叩いとけ。そしたら、それを本当にするためにがむしゃらになるもんだ〟

　あれは──他ほかの海かい賊ぞくどもを巻きこんで、バルテンの大海軍を襲しゆう撃げきしようとしたときだ。

　王家に真っ向から挑む戦いに尻しり込ごみするみなに向かって、親父おやじは豪語した。

〝俺おれについてこい。見たこともない宝と聞いたこともない名声をくれてやる！〟

　あのあと俺は親父になんていったんだろう。そうだ、親父に食ってかかったんだ。

　親父の大口は毎度のことだったけれど、あのときは──あのときも──絶対に無理だ、絶対にそんな阿あ呆ほうなことできるわけがないって思ったんだ。

〝なにいってんだよ。実現できなかったら赤っ恥ぱじじゃないか！〟

〝でかい口に見合ったヤツになれってことさ。でっかいことは口に出して第一歩だぜ？〟

〝第一歩で終わるだろ！〟

〝大口も叩けねえで終わるヤツは海の魚よりも多いっつうの〟

　親父はひょうひょうとした口調でつづけた。

〝だれかのケツにくっついてまわる有う象ぞう無む象ぞうになるなよ。でかい望みを抱いて、でかい言葉を口にして、その言葉を真実にするために動くヤツになれよ……〟

　そして親父は豪語したとおり、大海軍の半分を沈め、国庫を空にしかねないほどの軍資金を奪って意気揚々と凱がい旋せんしたのだ。まるで魔ま呪じゆをつかったような奇跡だった。

（俺おれは親父おやじのようになれるだろうか。死後も名声をとどろかし、経験をつんだ古ふる強つわ者ものでさえ、あこがれをもってその名を語るような人間に）

　レオンは自分に向かって問いかけて、だがすぐに否定した。

（いいや、俺は親父じゃない。どれだけあこがれても、俺は親父と同じにはなれない。けれど親父の言葉は、俺の記き憶おくと体に染しみついて、いまも俺を突き動かしている……）

　のどにからむ声を、レオンは懸けん命めいに押し出した。

「親方。あんたが望んでるのは……たかが〝一万〟って額じゃないはずだ」

「なんだと？」老人の瞳ひとみがきらっと光る。

「大陸ガトラン中に鳴り響ひびく名声──たとえば、あんたの鎧よろいをつけた戦士が、あまたの戦いくさで名を馳はせること……じゃないのか」

「若造、おまえがそんな戦士だとほざくつもりか？」

「いいや、いまはまだだ。だが──この鎧が、俺をそうしてくれると信じている」

　工房は静まり返った。老人がレオンをにらむ。レオンも臆おくせず見つめ返す。

「……ふん、大口けっこう」老人はふふんと笑った。「借金の念書はとるぞ」

　見ていた職人たちと水夫が、驚おどろきとも安あん堵どともつかぬ大きな息を吐はいた。

「もちろん」レオンは真剣な声で答えた。

「剣の鞘さやも、鎧に合わせてつくってやる」

『ふむ』親方の言葉に、弑し神しんが不満げにささやいた。『本来ならば逆であろうが。われに合わせて鎧と鞘をしつらえるべきであるぞ』

「あてがってもらえるだけ感謝しろよ」嬉うれしさにはずむ息をこらえ、レオンはいい返す。

　老人が職人たちに命じた。「おい、この剣の寸法を測れ」

「へ、へい！」職人たちがわれに返る。徒弟の少年がレオンに歩み寄った。

「だいじょうぶっすか。その剣、重そうですけど」

　レオンは帆はん布ぷをほどいて、徒弟が差し出す手に巨きよ剣けんを渡そうとした。

「だいじょうぶだ。デカイが重さはそんなに──」

「わぁ！」レオンの手が離はなれた瞬しゆん間かん、徒弟はひっくり返る。「お、重……！」

　少年は巨剣の下した敷じきになり、工房の床でもがいた。あわてて他ほかの職人が助けに入り、三人がかりでようやく剣を持ち上げる。職人のひとりがレオンにつぶやいた。

「こんな重い剣をよく持ち歩けるもんだ。あんた、どえらい力持ちだな」

「い……いや」レオンの声が驚きでかすれる。「俺には普通の剣と同じ重さだが」

『われがどんな存在であるか忘れたか』弑神の声が耳じ朶だに響く。『所有者たる貴様以外、ただの人間には気安くあつかえはせぬのだぞ』

　レオンはまじまじと巨剣を見つめた。〝魔ま呪じゆ〟を秘めし神秘の存在──にわかにその言葉が現実の重みをもって、剣の巨大さとともにずしりとレオンにのしかかる。

「……先にいえよ」レオンはわざと乱暴に答えた。

『われの力を信じぬ輩やからには、実際に見せつけるほうが効果があるのでな』

「信じてほしけりゃそれらしくしろってことだ、もうろくエロ剣」

「なにをひとりでしゃべっとるんだ」親方が不審そうにいった。「さっさとこの鎧よろいをつけてみろ、わしが細かいところを直してやる。弟子ども、剣のほうを任せたぞ」

　あわててレオンは向き直った。その間に職人たちは巨きよ剣けんをよたよたと運んでいく。

　親方が人型の台から下ろした輝かがやく革かわ鎧よろいを、レオンは受け取って身につける。

　ずしりとした頼たのもしい重さが肩にかかった。いままでの使い古した革鎧より重いが、体にしっくりとなじむ。丈じよう夫ぶさでも格段に上のようだ。

「さほど大きさにズレはないが」肩や腰の革ベルトを締しめつつ、老人がつぶやく。「おまえさんがこれから成長する余地を残しとかんとな。多少のゆるみはベルトで調整しろ」

「わかった」

「あの剣──ずいぶん変わった剣だが」親方はちらと視線を送った。「なかなかの逸品だ」

「そりゃ、どうも」（弑し神しんに聞こえなかっただろうな。つけ上がる！）

「あまたの剣の鞘さやをしつらえてきたが、あれほどよく鍛きたえられたものはなかった。装飾も見たことがない意い匠しようだが、みごとなもんだな。ああいうのをもっとるなら、おまえさんもそれなりの剣士なんだろう……しかも、あの重さをあつかえるとはな」

　老人はふと、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた。

「やはり、わしが武具を手がけるなら戦士か騎き士しのものでないとな。坊ぼう主ずどもの武具なんぞ、金に困った工房だけがやっとりゃあいいんだ」

「坊主？」レオンは聞きとがめた。「まさか──バアシュ教の教兵のことか？　そんな、教兵といっても公の兵士じゃない、一般人だろう。勝手に武装なんかしていいのか」

「そりゃいかんさ。だが坊主どもは仲介の商人を通して、武器やら鎧やら買いあさっとるんだ」親方は不快そうにため息をついた。

　レオンの胸に重い懸け念ねんが広がる。公こう吏りへの影えい響きよう力りよくといい、信者が急速に増えていることといい、兵を武装させる資金力があることといい、ただの一教団ではなくなっている。

　考えこむレオンに、親方が訊きいた。

「鞘ができたら、鎧と一いつ緒しよに海運商会にとどけよう。いいな？」

「あ、ああ。頼む。できればなるべく早く……」われに返ってレオンが答えたとき、

「おおい、いるか、副元締め！」とつぜん扉が開いて、バルテン語が工房に飛びこんできた。現れたのは、息を切らせた若いバルテン人の水夫だ。

「なんだ、いったい」副元締めが振り返ると、若い水夫は荒い息で答えた。

「たったいま本国から快速船がついたんだ。それで」彼は全身に喜びをにじませていった。「マグヌス公は無事だ！　孤島の牢ろうから救い出されて本島の王城にもどったとか」

「なに!?」副元もと締じめの中年の水夫は、声を上げて駆け寄った。

（マグヌス公が生きている？　本当なのか！）

　レオンの面おもてが喜びで輝かがやく。重苦しかった胸のうちに光が差しこんだように思えた。

「ああ。それにな、それに……公を救い出したのは……驚おどろくなよ、なんとあの」

　水夫の次の言葉がレオンに聞こえた。

　その瞬しゆん間かん、ぶん殴なぐられたような驚きと衝しよう撃げきに、彼の視界はぐらりとゆらいだ。

（なに──なんだって!?　いま、なんて……なんて、いったんだ……!?）

　立っていられなかった。耳鳴りがした。すぐそばで親方がなにごとか話しかけていたが、レオンは注意を向けることもできなかった。

　聞き間違いでなければ、いま、若いバルテン人水夫はたしかに、こういったのだ。

「公を救い出したのは、あの、海かい賊ぞく王おうハイレディンなんだ！」
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「レオンは……あたくしの護衛は、どうしたの」

　苛いら立だちを押し隠し、アリアンは戸口に控える侍じ女じよに問いかける。

　すでに陽ひは落ち、外は深い闇やみに包まれている。だがいっこうにレオンの訪れはない。

　今日一日、アリアンは軟禁状態も同然だった。外出もできず、客室から一歩出ると侍女か衛兵がついてくる。執しつ拗ような監視の目に、アリアンは苛立ちがつのり始めていた。

（賓ひん客きやくどころか……これでは囚しゆう人じんではないの！）

　せめてレオンに会いたい。昼間、ラウルから告げられたことについて相談したい。

　焦あせりと不安と、レオンを案じる気持ちとで、アリアンは身がよじれそうな気がしていた。

「どうしてもレオンと話がしたいのよ」客室の控えの間で、アリアンは青ざめた顔でもう一度いった。「帰っているなら、あたくしの部屋までくるように伝えてちょうだい」

「申しわけございません。それはいたしかねます」若い侍女は慇いん懃ぎんに答えた。

「まあ、それはどうして!?」

「殿でん下かは領事館の大切な客人です」侍女はゆっくりと答えた。「いやしい傭よう兵へいを、夜のご寝所にお通しして、殿下の身になにか間違いがあってはなりませんので」

　一いつ瞬しゆん、アリアンの思考に空白が生まれた。

「殿下の護衛は、先ほど下げ賤せんの水夫のような風ふう体ていで殿下を訪ねてこられました。むろん階下で衛兵が追い返しましたが」冷ややかに侍女はいった。「殿下は貴とうときローレアンの聖せい王おう女じよであらせられます。あのようなものを召抱えておられるのは、どうかと思われますが」

　アリアンの停止していた思考に、ようやく侍女の言葉が染しみ渡る。

（この──このひと……レオンを……なんて……）

　なんて下劣な！

　カッと頭に血がのぼった。視界が赤くなって目がくらむような気がした。

（レオンはあなたのような、いいえどんなだれが思うより、はるかにずっと、ずっと立派なひとなのよ！　ゆるせない、なにも知らないくせにどんな資格があって）

　あたくしのレオンを侮ぶ辱じよくするなんてできるの──！

　激しい怒いかりがうずまく奔ほん流りゆうのように奥からわき上がってきた。震ふるえる両手をにぎりしめ、その怒りを吐はき出そうとわななく唇くちびるを開きかける。だが懸けん命めいに押しとどめた。

「……ずいぶんと、勇気があること」アリアンは努めて冷静にそういった。

　侍じ女じよが整えた眉まゆをいぶかしげに上げる。その表情にさらに怒りがつのった。

（そう、やはりレオンを──聖せい王おう女じよの護衛を侮辱したという自覚はあるのね。よろしくてよ。自分がだれに喧けん嘩かを売るような真ま似ねをしたか、もっと自覚させてあげてよ！）

　高貴なる聖王女は、たぎる感情に任せてわめきちらすような恥はずかしい真似はしなかった。代わりに翡ひ翠すいの瞳ひとみに冷たい怒りをたたえ、さげすむようにいった。

「あたくしの選んだ護衛を愚ぐ弄ろうするなんて、あたくしを愚弄するのと同じですもの。もしも、並みいる騎き士しと貴族の並ぶ宮廷でそのような真似をしたなら、聖せい王おう家けを侮辱した罪で、その場で処刑されても当然だわ」

　侍女はかすかに青ざめた。「わ──たくしは、ただ殿でん下かにご忠告を……」

　アリアンはきゅっと唇を引きしめた。賭かけてもいいと思う。もしここが宮廷であれば、彼女はそんな〝忠告〟などけっしてできなかったはずだ。

「そう、感謝させていただくわ」アリアンは、強い口調で答える。「あなたの〝忠告〟は忘れなくてよ。聖せい王おう国こくを復興させて、あたくしが聖せい王おうの座につくまで、けっして」

　言外の意味をさとったか、侍女の青ざめた顔はさらに色を失った。

　アリアンはわざと不ふ遜そんな、これ以上ないほどごう慢まんな口調でたたみかける。

「聖王女として、次代ローレアン聖王国聖王として、あたくしはわが護衛のレオンと、望むときに自由に面会することを正式に要求します。いいえ、命令します！」

「も──申しわけございません、殿下。それは、できません」侍女は震える声で答えた。「わたくしの雇やとい主は、ランゴニア領事ですので……」

「あたくしの命令と要求を退けるのは、領事の命令だというのね。では領事に伝えて。聖王女は、これ以上ないほど不快に思っていると！」

「……かしこまりました、聖王女殿下。では、では──わたくしはこれで」

　侍女はうやうやしく一礼し、火の灯ともる燭しよく台だいをもってそそくさと退室した。アリアンは引きとめなかった。もうこれ以上口もききたくなかった。

　侍女が去って灯あかりが消えた暗い部屋に、アリアンはひとり立ちつくす。

　ふいに寒気が背筋に這はいのぼった。体が凍こごえるように冷えていた。

　あわてて夜着をひるがえして寝室へ入る。扉を後ろ手に閉めると、闇やみと寒さに、熱い怒いかりが急速に冷えていくのを感じた。怒りが消えるにつれて、自己嫌けん悪おがつのってくる。

（あたくしだって散々レオンのことを野蛮人バルバリエと呼んだわ。そのくせ、他人に彼をけなされるのはいやなのね。でも……やっぱり彼を悪あしざまにいわれるのは、ゆるせないもの）

　部屋の中央に置かれた寝台に腰を下ろす。羽根をつめた柔らかな敷しき具ぐが、少女の細ほそ腰ごしを受けとめて沈んだ。

　清潔なシーツと毛布も敷しかれ、ここまでの旅とはくらべものにならないほど心地よい寝台だ。だがもう、アリアンは無防備にくつろげない。

　明日こそ、レオンと会いたい。こんな夜にもかかわらず彼は訪ねてこようとしたのだ。それだけ大事な話があったに違いない。こちらも話したいことがある。絶対に明日は会わなくては──でも、また邪じや魔まされたら？　ありうることだ。

　恐ろしいまでの孤独をひしひしと感じた。見知った人々と遠ざけられ、ろくに話もできず、いやが上にも自分が無力で、孤立していて、ひとりぼっちだと思わされた。

　ふと、アリアンは視線を上げた。なんの音もしなかった。なにも見えず聞こえない。広い寝室は、深い静寂と闇に満ちている。ここにいるのは、本当に、自分ひとりだけなのだ。

　突然、ぞっと背筋が凍った。

　先ほどの寒気とは比べものにならないほど体の芯しんが凍りついた。

　部屋の隅にわだかまる闇のなかから、なにかが、見つめている。そんな気が────

「いや！」アリアンは叫んで毛布を引き剝はがし、寝台につっぷした。

　忘れていたおぞましさがよみがえる。

　あの感覚。あの恐怖。自分の肉体のなかにある無限の闇と、底なしの悪意……。

　────レオン！

　枕まくらに顔をうずめて声を殺す。救いを求める相手の名を、歯を食いしばってこらえた。

　幼い子どものように闇を恐れていると思われるのは、アリアンの矜きよう持じがゆるさなかった。

（そうよ……レオンにだけ戦わせない、守られるだけではなくて、あたくしも戦うって決めたのに……ああ、それでも……いや、いやよ、怖い……レオン……！）

　わきあがる悲痛な叫びが、少女のなかにあふれるばかりにこだまする。

　安らかな眠りの手は、いつまで経たってもおとずれなかった。

　夜が、永遠につづくような気がした────




　蹴けり飛ばすようにしてレオンは自室の扉を開けた。

「……くそっ！」扉が閉まった瞬しゆん間かん、ののしりの言葉を吐はき捨てる。

〝聖せい王おう女じよ殿でん下かはすでにご就寝された。礼れい儀ぎをわきまえよ、いやしい傭よう兵へいが〟

　衛兵の声が脳裏でいまだに響ひびく。見下げるようなまなざしも焼きついていた。

　アリアンは、どんなに遅くなっても自分のもとにくるようにといった。その言葉を忘れる彼女ではないはずだ。となれば、わざと衛兵が自分を通さなかったのか。

　夜遅い、という理由だけならいい。だがラウルか、あるいはランゴニア側がアリアンに会わせないよう命令してはいないだろうか。しかしその理由は、なんだ？

（アリアンは……だいじょうぶなのか？　ちくしょう、いったいなんだってんだ！）

　背後の扉にダン！　と勢いよく背を預ける。背負った弑し神しんが分厚い扉にあたって大きな音を立てた。レオンは苛いら立だつ気持ちをこらえて暗い天てん井じようを見上げる。

〝マグヌス公を救い出したのは……あの、海かい賊ぞく王おうハイレディンなんだ！〟

　耳の奥に残る水夫の声。あの瞬しゆん間かんから、ずっと混乱したまま冷静になれない。

　あれからすぐにマグヌス海運商会にとって返したが、くわしい話は聞けなかった。

〝ハイレディン〟はマグヌス公を王城のある島の港まで送りとどけ、それきり船でいずこかへ去ったということだけしか、わからなかった。

（偽にせ者もの？　他人の空似？　……いや、マグヌス公は親父おやじの親友だった。見間違うはずがない。俺おれが見た、あの吊つるされた死体こそが偽者だったのか？）

　わからない。なにもわからない。自分がこんなに混乱している理由もわからない。

　ずるり、と体がすべる。床に腰が落ちて、立てた両ひざのあいだに顔も落ちる。弑神の剣先が床にあたって派手な音を立て、背中で大きく斜めにかしいだ。

　本当はアリアンに会って、養父が生きていたと話すつもりだった。だが、よくよく考えてみれば、彼女に話してなんになるだろう。不安にさせるだけだ。

　不安に？　なぜアリアンを不安にさせることになるんだ？

　自分が混乱している理由もわからない。マグヌス公が生きていたと聞いたときは、ただ喜びしかなかったのに、なぜいまは、喜びよりも混乱と困惑が強いのだろう。

　わからなかった。レオンのなかで、激しい渦のように問いは繰くり返された。だが答えはいっこうに出ない。混迷がさらに深まっただけだった、

『死人のようなありさまだぞ、貴様』弑神のつぶやきが聞こえた。

「……当然だろ、死人が生き返ったんだ。死ぬほど驚おどろくに決まってるさ」レオンは自じ嘲ちよう気味に答えた。「わかってる……みっともないな、俺は」

　頭を上げて、がつんと強く扉に後頭部を打ちつける。それでも困惑の霧きりは晴れない。

　いまにもトレゴンの港に、養父と仲間が現れそうな気がした。

　真っ白な帆ほを風にはらませた船の上から、変わらぬ笑みで手を差し伸べて。

〝……迎えにきたぞ、レオン。待たせたな。さあ……天てん涯がいの海へいくぞ！〟

　突然レオンは、目の覚める思いで気がついた。

（俺は、そうか……俺は……！）

　レオンは深々と吐と息いきをつく。こぶしをにぎりしめ、天井をにらみつける。

　俺おれは……そうだ、海に、帰りたいんだ。

　幼い日の約束どおり、幼い日に胸を焦こがした夢を求めて、親父おやじや、仲間たちと一いつ緒しよに、あの蒼あおくはてしない海の彼方かなたへと。だが、それは…………それは。




　アリアンとの誓いを、破ることになる──




　簡単に否定して忘れて、捨てられる過去なら、なんの問題もない。だが、いまここにいる自分を作り、動かしているのは、その過去に他ほかならないのだ。

　けれど、アリアンとの誓いこそ捨てられない、捨ててはいけない……！

　レオンは強く唇くちびるを嚙かみしめる。自分のなかの苦悩を懸けん命めいに抑えこむ。

　いますぐ確かめにいきたかった。養父や仲間が、本当に生きているのかどうか。だがバルテンは、はるか二千海里以上も彼方にある。あまりにも遠い。世界の果てにも思える距きよ離りだ。

　終わらぬ苦悩の渦の底に、レオンは深く深く、落ちていった。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　朝もやのなか、トレゴンの港にそそぐ河を一いつ隻せきの小型の帆はん船せんがゆっくりと下る。

　帆船は、河べりの船着場に静かに近づいた。

　水夫があわただしく桟さん橋ばしに飛び降りてもやいをつなぎ、はしご段を下ろす。

　船着場には、近くの宿しゆく駅えきから用意された数頭の馬が待ちかまえていた。立派な馬具といい、緊きん張ちようした様子の馬丁たちといい、これから現れるのは身分の高い人物らしい。

「ついたぞ、セレネ！」

　最初に姿を見せたのは、派手な正装の小柄な若者だ。

　リボンで束ねた、明るい橙だいだい色いろの髪を朝風になびかせ、若者は身軽な足取りではしご段を下りてくる。一見して、いかにも恵まれた貴族の御おん曹ぞう司しだ。

　だが、はしこそうな身のこなしと鋭いまなざしは、貴族然とした容姿にそぐわない。

　そぐわないのはそれだけではなかった。光る釦ボタンの並ぶ上着の袖そで口ぐちは二重に折り曲げられ、刺し繡しゆうのある脚きやく衣いも足首でだぶついている。服が身の丈にあっていないのだ。

　若者は明るい色の瞳ひとみを輝かがやかせ、興こう奮ふん気味に船を振り返った。

「いよいよ聖せい王おう女じよにお目見えだよ！　緊張しないか、セレネ」

「アクィタニア侯と呼ぶんだ、メルキオ……じゃない、ダンジェリー卿きよう」

　兵を従えて、ひとりの少年が船から降り立った。

　いや、少年ではなく、淡い金の巻き毛を短く刈った男装の娘だ。きりっとした真ま面じ目めそうな顔立ちとすらりとした肢し体たいに、男装がよく似合っている。

「言動に気をつけたまえ」男装の娘は少年のような話し方で答えた。「卿きようは、仮にも暫ざん定てい軍ぐんを率いる将だ。そのような軽々しい態度で聖せい王おう女じよ殿でん下かの信を受けられると思うか」

「わかってるよ、セレ……アクィタニア侯」

　若者の軽い口調に娘は眉まゆをひそめる。

「ランゴニア領事館に急ぐよ。書簡を受け取ってから、もう五日も経たってしまった。これ以上、殿下をお待たせしては申しわけない」

　そういうと男装の娘はさっと長い足を前に出し、兵を引きつれて、待たせている馬のもとへと大またで歩いていく。まるで、波を蹴け立たてて進む帆はん船せんのようだ。

　ダンジェリー卿と呼ばれた若者は、気取った顔つきで娘を見送った。

「世話を焼けるのもいまのうちだけだよ、セレネ。ぼくは……」

　若者はにんまりとほくそ笑んだ。

「君が目をみはるほど、出世するんだからな！」

　そのときふいに、河べりを渡る朝風が若者の長い前髪をひるがえす。

　あらわになる彼の額には────醜みにくく赤黒い焼印が、深く刻みつけられていた。










　　　Intermede01──辺へん砦さい







　ダルディスの空は、冬のごとき陰いん鬱うつな雲に覆おおわれていた。

　春の第二月とは名ばかりで、いまにも冷たい雪が降らんばかりに大気は冷たい。

　だがこの寒々とした空の下、険しい崖がけの上に築かれたクアディ族の古い砦とりでは、人々の活気あるざわめきに満ちていた。

　砦の中庭に、武装した数十名の若い兵が整列する。彼らの見送りか、多くの老ろう若にやく男なん女によも集まって、兵に向かって手を振り、にぎやかに声をかける。

　兵の鎧よろいや槍やりは新品同様に磨みがかれているが、彼らを見守る人々はみな、みすぼらしい格好だった。剝むき出しの土の地面を踏ふむのは素足で、重ね着した衣服も薄うす汚よごれてひどく粗末だ。

　だがどの顔も期待に上気している。興こう奮ふんの熱気が寒空に立ち昇るようだ。

　ふいに人々の視線が一斉に動いた。

　砦のなかから、三人の黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士したちが現れたのだ。

　双そう剣けんを腰に下げた騎士と、長なが柄え戦せん斧ぷを背負った巨漢の騎士、そのあとから細剣を下げた若い女騎士が歩んでくる。緊きん張ちよう気味に見つめる兵たちの前で、彼らは足を止めた。




「……殿でん下かは」

　若い兵たちの崇すう拝はいにも似た視線をよそに、巨漢の騎き士しバルドルがつぶやく。

「支し度たく中ちゆうさ。グレイドが呼びにいってる」双そう剣けんの騎士ギャラングが答える。「昨夜ゆうべ遅くまで計画をつめていたからな。俺おれたちが下がったあとも、ひとりで書簡をしたためていたらしい」

「熱心だな」バルドルが短くいう。

「まったくだ」ギャラングが肩をすくめる。「熱心すぎるぐらいにね。いつ寝ているかもわからんぐらいさ……知ってるか、ここ最近、殿下の寝台は乱れたあとがないんだぜ」

　バルドルが青い瞳ひとみをみはる。「それは──」

「だいじょうぶなのか、なんて俺に訊きくなよ。俺が訊きたい」ギャラングはふてくされたようにいった。「グレイドのやつにいさめるよういったが、あいつは殿下のいうなりだからな。ったく、殿下も殿下だがグレイドもグレイドだ。ひ孫を甘やかす爺じじいじゃないんだぜ。少しは意見ってもんを……」といいかけてギャラングは口をつぐんだ。「なんだその顔は」

「なにをすねている」

「別にすねてなんかない」

「グレイドが爺なら」バルドルは片かた眉まゆを上げた。「おまえは駄だ々だっ子だ」

「……おまえ、口数が少ないくせに本当に口が悪いな」

「正直なだけだ」

　バルドルの一言に、ギャラングはむぅっと口を引き締しめる。

　ふたりが軽口の応おう酬しゆうをしているあいだ、背後に立つイリーナは沈ちん鬱うつな表情でうつむいていた。その腕には、丁てい寧ねいにブラシをかけた漆しつ黒こくのマントを抱えている。

（殿下……）イリーナは、きゅっと唇くちびるを嚙かんだ。腕に抱いたマントをにぎりしめる。（わたしは、どうしたらいいのだろう。ギャラングやバルドルのように冗談にまぎらわすことも、勇気を出して正面からたずねることもできない……）

　うつむく女騎士の耳じ朶だを、若いクアディ族の兵たちのざわめきが叩たたく。すぐ目の前に彼らはいるはずなのに、そのざわめきは夢のなかのように遠くから聞こえる気がした。




　石造りの砦とりでの狭い通路を、ひとりの黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎士が歩いている。

　騎士は、厳しいまなざしをした二十代も後半の男だった。

　艶つやのある黒に近い茶の髪と彫りの深い顔立ちは、美び丈じよう夫ふといってもさしつかえない。

　だが、高い鼻び梁りように鋭く厳しいまなざしは、冷れい徹てつに獲物をねらう猛もう禽きんに似ている。腰に下げた大剣は、彼ほどの長身でなければ床に引きずられるほど大きく、威圧的だ。

　古い砦の内部は薄うす暗ぐらく、人気のないいまは、よりいっそう寒々として陰鬱に見えた。騎士のゆるぎなく力強い足音だけが、どこまでも響ひびき渡る。

　騎き士しは突き当たりのらせん階段を上り、最上階の部屋の前で立ち止まった。

「ユーサー殿でん下か、よろしいですか」騎士は、礼れい儀ぎ正しく扉を叩たたいて呼びかける。

「グレイド」はずんだ少年の声が答えた。「いいよ。まだ支し度たく中ちゆうだけれど」

　グレイドと呼ばれた騎士は扉を開け、一礼する。

「殿下、みな、中庭に集合いたしました」

　ユーサーが戸口を振り返る。彼はクアディ族の少年小こ姓しように手伝わせ、甲かつ冑ちゆうをつけている最中だった。信しん頼らいした仲間にだけ見せる屈託のない笑みを浮かべ、皇おう子じはいった。

「わかった。もう少しで終わるから待っていてくれないか」

　グレイドが小姓に手を振った。「下がっていい。殿下の支度はわたしがやろう」

　小姓が一礼して退室すると、騎士は皇子に歩み寄り、胸きよう甲こうと肩けん甲こうをつなぐ革かわ帯おびを丁てい寧ねいに結び始める。ユーサーは目を丸くしていった。

「クアディ族の次期長おさに鎧よろいをつけてもらうなんて、悪い気がするな」

「なに、部族会議にも呼ばれぬ弱小部族です」グレイドは優しく笑う。そうすると猛もう禽きんのごとき鋭さが消え、美び丈じよう夫ふぶりが際きわ立だった。「父の従者だった時代に、いつも出陣の支度を手伝いました。慣れたものです」鎧をつけ終わり、グレイドが一歩下がる。

「ああ、いい具合だね」ユーサーは籠こ手てをつけた腕を曲げてのばした。「たまにギャラングに手伝ってもらったけど、なかなかこんな風にはしてくれなかったな」

「やつは傭よう兵へい時代が長かったんですよ」グレイドの口調が気安くなる。「甲冑より半はん鎧よろいのほうに慣れているのでしょう。わたしも従者のときは、父に散々注文をつけられました」

「違うね。あいつは意地が悪いんだ。ちょっと面倒な仕事を頼たのんだあとだと、いやってほどきつく締しめられたから」

　わざとすねたようにいうユーサーに、グレイドは口もとをほころばせた。

「……では、出しゆつ立たつの前に」ユーサーはかたわらの椅い子すに置いた剣けん帯たいをとり上げて腰に巻き、新しい鞘さやに納めた長ちよう剣けんを下げると、顔を引き締めてグレイドに告げた。

「長老にあいさつをしたい。かまわないか」

　グレイドは頭を下げる。「ありがとうございます。父も喜ぶでしょう」

　ふたりはつれだって部屋を出た。階段を降りて廊下を進む途中、

「あっ、殿下だ」「殿下だぁ」「もうでかけるの？」「どこにいくの!?」

　愛らしい声が聞こえた。見ると、柱の陰から子どもたちがのぞいている。

　みな瘦やせて泥だらけだが、つぶらな瞳ひとみはきらきらと好奇心に輝かがやいている。ユーサーが顔をほころばせると、子どもたちはますます目を輝かせた。グレイドが苦笑して手を振った。

「殿下のお邪じや魔まをするな。中庭で待っているんだ」

　きゃあっと楽しそうな嬌きよう声せいを上げ、幼い子どもたちは逃げていった。

　その後ろ姿をユーサーは見送る。「また子どもが増えたみたいだね」

「ダルディス人は多産ですから」グレイドが優しい声こわ音ねで答えた。

「だが……死ぬ子どもも多いんだろう」ふっと少年皇おう子じの面おもてが暗くなる。「ダルディスの冬は厳しい。とくに、海に面していない内陸は」

「ですが殿でん下かの援助がなかったら、もっと多くのものたちが亡なくなったでしょう」

「それでも充分とはいえない」

「これ以上をお望みなら、国自体に手を入れねば」グレイドは小窓の外の暗い空を見上げた。「ダルディスは国土を食いつぶして進軍してきました。領土は広いが農地は荒れて技術も遅れ、占領した聖せい王おう国こくの遺産にも手をつけかねて放置しているありさまです」

「それもこれも、戦いくさ好きの兄上と──異教徒の血を好むバアシュ教のせいだ」ユーサーの美しい面がゆがんだ。「お祖じ父いさまの代に、農地を休めて収穫量を上げる三さん圃ぽ農法が根づいて、良馬を育てる飼い葉も収穫できるようになったのに、繰くり返された戦で土地の地力が衰おとろえてきている。収穫量が不安定だから人口が安定して増えないし、ゆえに技術や産業を育てる余裕もない。国が発展するためには、確実な食しよく糧りよう供給を考えるのが第一なのに……」

　ユーサーは険しいまなざしになった。

「なのに、どの部族も占領と略りやく奪だつ、そして覇は権けんをにぎることばかりに腐心している。他国から蛮ばん族ぞくとののしられても当然だね」

「それを正すために、殿下はここにおられるのです」

　グレイドの静かな言葉に、ユーサーはうなずいた。

　やがてふたりは、中庭に面した小部屋にたどりついた。兵や人々のにぎやかな声がここまで響ひびいてくる。グレイドが小部屋の扉を叩たたくと、弱々しい返事がかえった。

「……おお、殿下」

　小部屋に入るユーサーに、ひとりの瘦やせた老人が窓辺の寝台で半身を起こした。彫りの深い顔立ちは皇子の背後にいる騎き士しとよく似ている。グレイドの父、クアディ族の長老だ。

「どうかそのままで。出しゆつ立たつのあいさつをすませたら、すぐにお暇いとまします」

　立ち上がろうとする老人をユーサーは手で押しとどめる。

「いよいよ、皇こう都とにおもむかれるか」老人が深々と寝台に沈みつつ訊きいた。

「はい」ユーサーは重々しくうなずいた。「間もなく部族会議が開かれますので。しかしその前に、兄上の別邸に蟄ちつ居きよ中ちゆうの、エンジェリナ皇こう姫きに会うつもりです」

「皇姫……ダリウス大たい皇こうの息女ですな」長老は眉まゆ根ねに深いしわを刻む。「あの娘にはお気をつけくだされ。外身の美しさと内の性しよう根ねが釣り合わぬとの噂うわさも聞きおよんでおります」

「こころえています」ユーサーは真しん摯しな声でいった。「ずいぶんと世話になりました。あとに残る負傷した騎士を、どうかお願いいたします」

「お気になさるな。それよりも、せがれが殿下のお役に立てれば光栄です」

「……老には礼どころか、幾いく重えにも謝罪せねばなりません」長老の言葉に、ユーサーは美しい面おもてを伏せた。「僕の乳う母ばであったあなたの娘は、母が殺されたとき、僕を守って命を落としました。そしていま、次の長おさであるグレイドまで、僕はあなたから奪おうとしている」

「殿でん下かをお守りするのは、お仕えするものの務め。それに殿下は、われらがクアディ族に充分すぎる償つぐないをなさっておられる」老人は、若い息子を見上げて告げた。「グレイド、殿下によくお仕えするのだぞ」

「むろんです、父上」グレイドは真剣な表情で答えた。「わたしの命に代えても」

　親子がうなずきあうのを見とどけ、ユーサーは面を引き締しめて告げた。

「では、老。行ってまいります」

「ご武運をお祈り申し上げます。どうか……」老人は、少年皇おう子じを目を細めてまぶしげに見つめた。「その御み手てに、分かたれし大陸ガトランをお乗せくだされ」

「かならずや、その言葉どおりに」力強くユーサーは答え、きびすを返した。グレイドも老父に会え釈しやくすると、あとにつづく。見送る老人のまなざしが、閉まる扉の向こうに消えた。

「殿下！」「ユーサー殿下！」ユーサーとグレイドが中庭に現れると、どよめきがあがった。兵たちは姿勢を正し、待っていた三人の騎き士しも背筋を伸ばしてふたりに向き直る。

　ユーサーが兵の前に立つ。四人の黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎士がその後ろに並んだ。

　自分を見つめる兵たちの輝かがやく瞳ひとみを、少年皇子は見返した。同い年ぐらいの少年もいるが、ほとんどは年上だ。それでもだれもがみな、とても若い。

（この彼らの命を、僕は預かるということだ……）

　兵たちは自ら志願して、ユーサー配下の兵として加わった。だが若い彼らは、この先の運命をはたして理解しているだろうか。彼らの頭にあるのはおそらく、輝かしい武功と褒ほう賞しようだけだ。貧しい弱小部族のままなら、けっして望めないはずの。

〝……あまたの死の上にあなたは立っている〟

　耳の奥にギャラングの声が響ひびく。聖座島サン・スイエージユに残してきた無数の屍しかばねを思い出す。

　自分に従うものたちの屍を、僕はどれだけ踏ふみつけることになるだろう────

　その瞬しゆん間かん、別の声がその光景に重なった。

〝……どれだけ強くなったって、かならず別の力に屈するんだ……〟

　ユーサーはぐっと奥歯を嚙かみしめた。怒いかりがすべての感情を上回った。

（挫ざ折せつなどこれまでいくらでもしてきた。たとえどんな相手に、それが神だろうがなんだろうが、どれだけ打ちのめされようと、望むものを手に入れるまであきらめるものか！）

「われらは、これから皇こう都とへおもむく」

　ユーサーは口を開いた。泣き言など絶対に吐はくつもりはなかった。必要なのはかならずやりとげるという強い意志、強い言葉だけなのだ。

「その地は終着地ではない。さらにその先へ……分かたれし大陸ガトランを統すべる〈万界の王ドミナントウール〉の座へ向かうための起点である。道のりが平へい坦たんだとはいわない」

　皇おう子じは美しい面おもてを上げて、よく響ひびく声を張り上げた。

「だが、僕は諸君らを、自らの手で武功を勝ち得ることのできる場につれていってやる。栄光の高みに登りたいならくるがいい。僕はかならずや」

　ユーサーは、聞くものをひれふさせる威い厳げんに満ちた声で、告げた。

「〈万界の王ドミナントウール〉として、ガトランの大地に君臨する！」

　その声が響き渡ったとたん、うねるような歓声がわき上がった。

「殿でん下か、ユーサー殿下！」「ユーサー殿下に誉ほまれあれ！」「クアディ族に栄光を！」

　歓呼のなか、厩きゆう舎しやから騎き士したちの馬が引き出された。どの馬も毛並みを整えられ、ひづめは磨みがき上げられている。鞍くらもあぶみも手た綱づなも新品同様に手入れされていた。

　イリーナが無言で近づき、ユーサーにマントを羽織らせる。

　雲が割れて淡い陽光がさし、つややかな漆しつ黒こくのマントと甲かつ冑ちゆうを輝かがやかせた。

　その輝きが、少年皇子を大きく見せる。冒おかしがたい気品、凌りよう駕がしがたい強さ、圧倒されるほどの威厳を少年は輝くように放っていた。

　皇子はマントをひるがえしてひらりと鞍にまたがった。配下の騎士も一斉に騎乗する。

「では、行くぞ」

　ユーサー皇子は、黒い手てつ甲こうをつけた右手を高々と空に掲げた。

「皇こう都とゴドラスへ────！」
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　レオンはゆっくりと、真新しく輝く紺こん藍あいの革かわ鎧よろいを身につけていった。

　今朝とどいたばかりの鎧も鞘さやも、なめし剤の匂においがまだきつい。

　肩、腰とベルトを締しめていくと、ずしりとした重みが体に密着する。鎧と同じ材質の手甲と足そく甲こうをつけ、最後に弑し神しんを背負った。巨きよ剣けんを納める鞘も紺藍の革を装飾に使っている。

　装備を整え終わると、頂点に達していた苛いら立だちがわずかに収まった。

「……やっと、だな」ひとりの部屋につぶやきが響く。

　まもなくアクィタニア侯こう爵しやくを迎えて、ローレアン聖せい王おう国こく聖せい王おう女じよアリアンと、ランゴニア帝てい国こく領事、商業国コレドム通商館代表との会合が開かれるのだ。

　アリアンと会えなくなってからすでに五日。レオンの憤いきどおりと焦あせりは破裂するばかりにふくれあがっていた。会合への出席を要請する連絡がなければ、どんな無む茶ちやな行動に走っていたかわからない──たとえばアリアンの部屋がある三階まで壁をよじのぼるとか。

（そんな阿あ呆ほうなことをするか！　……ともいえない精神状態だったな）

　養父の安否も焦あせりに拍車をかけていた。マグヌス海運商会に、新たな報告が入ったら連絡をと頼たのんであるが、遠いバルテンでのこと、それ以上彼にできることはなかった。

『ふむ、ふむ』弑し神しんが嬉うれしそうにいう。『あの老職人、ひねくれてはいるが腕はたしかである。これであの聖せい王おう女じよもわれに賛嘆の言葉を滝のごとく浴びせかけるに違いな──』

　レオンはむっつりと黙だまって答えない。

『……ずいぶんと不ふ機き嫌げんであるな』

「脳天気なだれかにつっこんでやれる気分じゃない」

　レオンとしては、これから戦いにおもむくような心境だった。その覚悟で弑神と鎧よろいを身につけたのだ。もっともそれは、剣で薙なぎ伏せられるような戦いではないが。

『会合、とやらが不安であるのか』

「当然だ。なにについて話し合うかもわからないんだぞ」

『三国の要人を集めての会合なら、外交問題であるのはたしかであろう』

「なお悪いな。ランゴニア帝てい国こくと商業国コレドム──社交術で世を渡っている帝国人と、駆け引きに長たけた商人とが相手ってわけだ」

『ふむ、せめてアクィタニア侯こう爵しやくが、聖王女の後見としてたよりになればよいが……』

「レオンさん、間もなく会合です」扉を叩たたく音と一いつ緒しよに少女の声が聞こえた。

　レオンが扉を開けると、ジジがきちっとした動きやすそうな服装で外に立っていた。彼女は、レオンの姿を見てつぶらな瞳ひとみを驚おどろいたように大きくみはる。

「なんだ、なにかおかしいか？」レオンがたずねる。

「いえ──そうですね、アリアンさんに評価はお任せします。ところでレオンさん、こちらについてから、アリアンさんと会われましたか」

「いや」苦々しくレオンは答える。「何度会いに行っても衛兵に追いかえされた」

「そうですか。ランゴニア側から妨害があるかも、と師し匠しようがいっていたとおりですね」

「なんだと？　ラウルがそう指示したんじゃないのか」

「いいえ、師匠はむしろ、おふたりに話し合っていただきたかったはずです。それに、師匠にはそれほど自由な裁量はありません。監視の目もありますし」

「監視……カラのことか」レオンの脳裏に、カラの斜にかまえた笑みがよぎる。「じゃあ、あいつはランゴニアかコレドム側の人間ってことか」

「ともいいきれません。カラは、ただ自分に忠実なひとなのだと思います」ジジは扉に視線を向けた。「ではそろそろ、会合のある二階の広間にいきましょうか」

　ジジは先に立って廊下を歩き出した。レオンもあとについていく。

「いったい会合の目的はなんだ。ジジは知っているか」

「はい。ローレアン聖せい王おう国こくと、ランゴニア、コレドムとの同盟についてだそうです」

　ジジの答えは淡々としていた。だがレオンを驚おどろかせるには充分だった。

「同盟だと？　こういったらなんだが、聖せい王おう国こくは国土のほとんどを占領されて、生き残りのアリアンには兵のひとりもない。手を結ぶ国がないのと同じだぞ」

「わたしも不可解に思っています。今回、師し匠しようは三国の仲介役として会合を進めますが、わたしはレオンさんの説明役として、その席で補佐をするよう命じられました──弟子として」

（俺おれたちの補佐をわざわざラウルが命じる？　なぜだ？）

「弟子……補佐ってことは詩人でなく、賢けん人じんの弟子としてというわけか」

「はい。これまで師匠について学んできたことを、試されているのだと思います」

　レオンはわけがわからなくなる。ラウルは、本当は味方なのだろうか？　だがそれなら、

聖座島サン・スイエージユでの彼の行動が理解できない。

　考えるうちに二階についた。浮き彫りのほどこされた大扉の前を、ふたりの衛兵が重々しく守っている。衛兵はレオンの姿をみとめると、一いつ瞬しゆん驚いたように口を開けた。

　レオンがいぶかしく思う間に、ジジが衛兵に声をかける。

「わたしは会合進行役のラウルの弟子です。こちらは聖せい王おう女じよ殿でん下かの護衛のレオン。会合の招待を受けました。入室を許可いただけますか」

　衛兵はうなずいて扉を開けた。レオンとジジは控えの間に足を踏ふみ入れる。従僕がふたりの来室を大きな声で告げて、次の間の扉を開く。とたん、まぶしい昼の光があふれでた。

　そこは、張り出しの露ろ台だいに面した広間だった。金糸織りのカーテンがかかる窓から差しこむ陽ひの光が、中央の大おお卓たくに座る、淡い色のドレスを着たアリアンをまぶしく照らしている。

「レオン！」聖王女は、美しい面おもてをぱっと輝かがやかせて立ち上がった。その唇くちびるが、驚いたように開く。ぼうぜんと、彼女は歩み寄るレオンを翡ひ翠すいの瞳ひとみで見つめた。

　なにをそんなに見ているんだ──と訊ききかけて、レオンはふと少女を見返した。

　こんなに彼女の肌は透きとおるように白かっただろうか。いや、白いというより青ざめている。疲れか憔しよう悴すいかわからないが、五日前の元気な彼女ではない。思わずレオンは訊いた。

「アリアン……おまえ、顔色が悪すぎる。ちゃんと寝て、食べていたのか」

　一いつ瞬しゆん、アリアンの顔がくしゃっとゆがんだ。

　まるで迷子になっていた小さな子どもが、安心のあまり泣き出しそうになったように。

　だがすぐに彼女はにっこりほほ笑んで、つんとあごを上げた。

「だいじょうぶに決まっているわ。あなたに心配されるなんて、くすぐったくってよ」

「心配なんかするか」レオンはわざと乱暴に答えた。「報ほう酬しゆうをもらう前に、雇やとい主にくたばられたらかなわないってだけだ」

「まあ、なかなか挑戦的ないいぐさですこと！　なによ、せっかくその姿、新しい鎧よろいと鞘さやが、あなたに似合ってとても素す敵てきだって見とれて」

　といいかけて、はっとアリアンは口をつぐむと、うろたえたようにいった。

「あ──あの、聖せい王おう女じよの護衛にふさわしいという意味よ！　見とれてはいないわ、その、その、点検しただけよ。けれど格好だけ整えても、やっぱり中身は野蛮人バルバリエね。主あるじに対するもののいいかた、もう少し教育してあげないといけないわ」

「ハ、それだけ減らず口が叩たたけりゃ、元気に間違いないな」

「最初から元気よ。礼れい儀ぎ知らずの野蛮人に負けてなるものですか」

　ふいに、わざとらしい大きな咳せき払ばらいがふたりの会話をさえぎった。

「失礼する、聖王女殿でん下か」初老のランゴニア領事が現れた。「護衛のかたと親密な話をする間がなくて申しわけないが、そろそろ会合を始めさせていただきたい」

　含むようないいかたに、レオンの神経は逆なでされた。アリアンも細い眉まゆを逆立てる。

　そこへにこやかな声が割って入った。「……まあまあ、領事閣下」

　品のいい長衣姿のラウルが、カラをつれて入室してきた。つつましやかに後方で立っていたジジが会え釈しやくする。ラウルはうなずきかえすと、領事に向き直る。

「聖王女殿下は五日ものあいだ、身近なかたと遠ざけられていたのです。これまでの不遇な日日を思えば不安になるのも当然。殿下に忠実な護衛なら、なおさら心配でしょう」そういってラウルは扉を振り返った。「さあ、どうぞみなさまがた、ご入室を」

　その言葉に、続々と人々が入ってくる。壮年のランゴニア副領事、ふたりの書記官、派手な上着の胸に太い金の鎖くさりをかけた商業国コレドム人らしい五十代前後の男ふたり……。

「聖王女殿下！」突然、彼らを押しのけて明るい声が飛びこんできた。

　橙だいだい色いろの長髪を束ねた貴族の若者だ。派手な釦ボタンの、だぶついた正装が、童顔をさらに若く見せている。止める間もなく若者は駆け寄り、アリアンの足もとにひざをついた。

「はじめまして、殿下。ぼくはメルキオ・ダンジェリー。ダンジェリー伯の息子で、聖せい王おう国こく暫ざん定てい軍ぐんの将です。昨年、兵とともにこの地に逃れ、再起をはかっているところです！」

　若者は一息で告げると、うっとうしいほど伸びた前髪の下から満面の笑みで見上げた。

（なんだ、こいつ。聖王国の貴族か。しかし、この若さで暫定軍の将だと？）

「まあ、ダンジェリー伯のご子息？」アリアンが戸惑うように訊きいた。「伯はく爵しやくには一度、宮廷でお会いしたことがあります。でも、ご子息がいらっしゃるとは存じませんでしたわ」

「え……」若者は息を吞のんだ。「あ、いや、それはですね。その……実は事情が」

「失礼いたします。ダンジェリー卿きよう！」若い娘の声が響ひびいた。

　男装の短髪の娘が領事たちに丁てい寧ねいな会釈をしつつ、急ぎ足でやってくる。

「失礼だろう、ダンジェリー卿。正式な紹介を待たずに勝手なことを」

「だって、セレ……アクィタニア侯」若者は、不満げに立ち上がった。「こういう重要な会合があるのに、事前に自己紹介も話し合いもできなかったんだよ」

「けれど、殿下を保護してくださった領事閣下をさしおいて動くのは、礼れい儀ぎに反する」

　きりっとした男装の娘は、少年のような話し方で厳しくいった。

「またいらない世話焼きか……いや、やめておく。わかったよ」

　メルキオ・ダンジェリー卿きようは、橙だいだい色いろの長い髪を振って一歩下がった。

「失礼しました、殿でん下か。わたしはアクィタニア侯こう爵しやくセレネです」男装の娘は一礼した。「亡なき父の跡を継ぎ、一昨年よりアクィタニアを治めております。若じやく輩はいものですが、殿下のために尽力いたします──そしてこちらが、殿下をお救いくださったという傭よう兵へいですね」

　セレネと名乗った娘は、澄すんだ薄うす青あおい瞳ひとみをレオンに向けた。

「感謝します。あなたは聖せい王おう国こくを救ってくださったも同然だ」

「いや」レオンは首を振った。「たいそうなことはしてない。ただの成り行きだ」

「ご謙けん遜そんを。手柄を誇らないとは、傭兵らしくないかただ」セレネはほほ笑むと、レオンの全身をながめていった。「たしかに、傭兵というよりも名のある戦士らしい風ふ情ぜいだが」

　これまで受けたことのないまっとうな評価に、レオンは内心驚おどろいた。

「お歴々はそろったようだな」

　低い静かな声が聞こえた。みなが一斉に振り返る。

　最後に入ってきたのは、右目に眼帯をした、黒こく灰はい色しよくの髪の男だった。

　年は三十代といったところか。眼帯は細かな刺し繡しゆうのある黒の天鵞絨ビロード製で、装飾品としての色合いが強い。仕立てのいい上着に映えて、上品に見える。

　どうやらコレドム人らしく、通商館代表のふたりと会え釈しやくを交わしている。

　男はひとつだけ残る灰色の左目をラウルに向け、「会合を始めてくれ」というと、案内されるまでもなくさっと入り口に近い席についた。

「わかりました、サヴォイア財務官。では──みなさま、ご着席を」

　ラウルが合図をすると、従僕たちが面々を席に導く。

　アリアンの隣となりに、アクィタニア侯セレネ、メルキオ・ダンジェリー卿が座った。

　向かいにランゴニア領事と副領事、その横にふたりのコレドム人が着席する。進行役のラウルは片目のコレドム人の真向かいの席につき、カラはラウルの背後に立つ。書記官たちは壁かべ際ぎわに座り、閉まる扉の前に武装した数名の兵士が立って、厳重に警護する。

　レオンとジジの席は、アリアンの後方に置かれた椅い子すだった。

（……発言なんざ求めてない、黙だまって座って見てろってわけか）

　レオンが腹立たしく思ったとき、アリアンがちらと振り返った。

　緊きん張ちようの色が見える青ざめた面おもてに気づいて、レオンはぐっと自分の憤いきどおりを抑える。

　彼は弑し神しんをはずして脇わきに立てかけ、椅子に浅くゆっくりと腰かけて、ももに両ひじをついて身を乗り出した。ここに自分がちゃんといると、示すように。

　アリアンは安心した表情で前を向いた。見はからったようにラウルの美しい声が響ひびく。

「みなさま、お集まりいただき感謝いたします。それでは、ローレアン聖王国、ランゴニア、コレドムによる三国会合を、始めさせていただきましょう」
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「本題に入る前に、ぼくは抗議させてもらう」

　真っ先に立ち上がって発言したのは、貴族の若者、メルキオ・ダンジェリー卿きようだった。

「今日の会合はランゴニア帝てい国こくと聖せい王おう国こくとの同盟についてとか。そんな重要な会合なのに、事前に殿でん下かとの話し合いができなかったのは、どう考えてもおかしい！」

「ダンジェリー卿、少し抑えるんだ」隣となりのセレネ・アクィタニア侯が心配そうにささやく。

　レオンは後方から、じっとその場の人々を観察していた。

　アリアンはまっすぐ背筋を伸ばして座っていた。真剣に耳を傾けているのがわかる。

　彼女の向かいに座るのは、まなざしに険のある初老のランゴニア領事。その隣の壮年の副領事は、神経質な視線をアリアンたちに向けている。

　ふたりのコレドム人は、通商館代表と補佐役だ。どちらも五十代前後で恰かつ幅ぷくがいい。だが、ただの金満商人でない証拠に、でっぷりした肉に埋もれた瞳ひとみは抜け目なく光っている。

　見ただけで重ねた年齢と経験がわかる面々だ。それにひきかえ……。

（こっちはガキばかりだ──俺おれも含めて）とレオンは苦々しく考える。

　最後に彼は、片目のコレドム人の男を横目でうかがった。

　男は組んだ両手にあごを埋うずめて無言で座っている。その姿には静かな存在感があった。

　いったいなにものなのか──ラウルは彼を「サヴォイア財務官」と呼んだ。だが財務官が、なぜこの場に呼ばれたのだろう……？

「ことを起こすなら、なんだって準備が必要です」メルキオの若く熱い声が響ひびいた。「状況を見きわめ、対応を協議しなけりゃならない。なのに、事前に殿下との話し合いもできず、同盟の条件も教えてくれないって、どういうわけなんです！」

　レオンはメルキオの小柄な背をじっと見つめる。ずいぶん若いが、少なくとも老ろう獪かいな面々相手に真っ向から抗議するとは、勇気──というより蛮ばん勇ゆうは、あるようだ。

「もっともな意見だ、ダンジェリー卿」ランゴニア領事のおだやかな口調がさえぎった。「卿らの到着がもう少し早ければ、殿下との話し合いの席をもうけることができたのだが」

　メルキオが身を固くした。ぐっと彼はこぶしをにぎる。

『ふむ』弑し神しんがささやく。『貴様らがのたのたしておるから悪いのだ、と意訳できるな』

　レオンは答えない。だが胸のうちに、あふれんばかりに罵ば倒とうがうずまいた。

（あんなにあからさまで、意訳の必要があるか！　ふん、噓うそをつけ。到着しだい会合を開くつもりだったんだろう、だったら早く着こうが遅く着こうが同じだ）

「申しわけない、領事閣下」メルキオを抑えるように、セレネが答えた。「片づけておくべき雑事がありましたので。すぐにも殿下の御おん許もとに参じたかったのですが」

「ご領地内の問題か。状況は聞きおよんでいる」領事はおだやかにいった。「うら若い女性の身で領地を治めることがどれだけ困難か、お察し申し上げる」

『ふふん、若い娘に施政などできるものか、ということであるな』

（ついでに自分たちの情報網もうも自じ慢まんしているのさ）とレオンは胸の内で答える。

「お気づかいに感謝します」セレネは礼れい儀ぎ正しく答えたが、メルキオは肩をいからせる。

「……では、これは予備会合と考えてよろしいのかしら」

　アリアンが澄すんだ声でいった。みなの視線が集まる。

「父である聖せい王おうは、国政について協議する前に、かならず廷臣たちと予備会合を開きました。むろん父のもとに上げる前に、下した役やくのものたちが議論と検証を重ねたはずですわ。それだけの入念な準備が、こういう重要な協議には必要だと思われますけれど」

　洗練された口調ながらきっぱりとアリアンは告げた。レオンは紅あかい瞳ひとみを細める。

（よし──よし。あいつは簡単にいうなりになる気も、負ける気もないんだ）

「残念ですが」副領事が気取っていった。「どれだけ準備があろうと役に立たぬこともありますよ。事前の用意が本当に完かん璧ぺきであったなら……殿でん下かは、いまここにはおられないはず」

　アリアン側の人間が、一斉に身をこわばらせた。

『これはこれは、堂々たる侮ぶ辱じよくであるな』弑し神しんがあざ笑うようにいった。『どれだけ備えがあろうと、貴様らの国は破れたではないか、であると！』

「黙だまってろ」レオンは地を這はうような低い声で弑神につぶやく。

「これでは話し合いが進まない！」メルキオが、面おも白しろがるような表情のラウルに叫んだ。「あなたはこの会合の進行役だ。このくだらないやりとりをいますぐ止やめさせてほしい！」

「卿きようの抗議にこちらが答えたまでだ」領事が鋭くいった。

　メルキオは押し黙った。その肩が震ふるえている。

　副領事がもったいぶってアリアンにいった。「殿下を補佐する多くの廷臣たちや下役は、この場におりません。ここにいるもので、殿下のお役に立つようにしていただけませぬか」

『ふん、ランゴニア人め』不ふ穏おんな声こわ音ねで弑神がいう。『舌先で敵を殺せるな』

　レオンは答えない。答えられない。口を開くと熱い怒いかりが飛び出しそうだった。

「事前に説明を行わなかったのは」と領事。「他ほかにも理由があるのだ、聖せい王おう女じよ殿下」

「なにかしら、ランゴニア領事どの？」

　ごう慢まんで不ふ遜そんないいかただった。だいぶ神経が逆なでされているらしい。

「これはまだ、ごく内密な会合だ」領事はおだやかに説明した。「三国以外にこの会合の内容がもれれば……どんな妨害が入るやもわからない」

「他国が間かん諜ちようでも送りこんでいると？」メルキオが険のある声で訊きく。

　レオンは、ふといやな感じを受けた。ランゴニア領事はこちらをまったく見ていない。だが……なぜか、彼の意識がこちらに向いているような気がした。

　領事は、ゆっくりとした口調でいった。「ああ、殿でん下かのすぐそばに」

「あたくしのそばに？」アリアンがいぶかしげに問うと、副領事が薄うすい笑みで答えた。

「御おん身みを守る護衛は、よくよく考えて選ばれるとよろしいですよ」

　その言葉がレオンの耳にとどく。

　言葉が脳に達する。その意味を理解する────瞬しゆん間かん、燃える炎のごとき激しい怒いかりが腹の底から噴き上げた。レオンは椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がりかける。

『レオン』弑し神しんの声が聞こえた。『息をしろ。大きく、深く』

　はっとレオンは動きを止める。

『怒りに溺おぼれるでない』また弑神がいった。『これも、戦いだ』

　ゆっくりとレオンは身を引いた。深い呼吸とともに、かろうじて怒りを吐はき出す。

「レオンさん」ジジがささやく。「あちらはわざと挑発しています。乗ってはいけません」

「……わかっている、ジジ」（これみよがしに張られた網あみにかかる魚になってたまるか）

　すべての視線が自分に向くのを感じる。メルキオやセレネも、驚おどろいたように目を見開いていた。ただひとりアリアンだけが、微動だにせず前を向いていた。

「殿下の護衛は、海洋国バルテン前王の弟、マグヌス公の私兵だとか」レオンの煮える怒りに黒い油をそそぐように、領事がつづける。「公は海運商会を営んでおられる。ガトランのあらゆる港に出入りする商会の船は、多くの荷と一いつ緒しよに各国の情報も運んでいるという噂うわさだ」

「その配下とあらば」副領事が追つい随ずいする。「当然、あらゆる国々の動静を探っているでしょうな。主人であるマグヌス公に知らせるために」

　ひざに置いた手を、レオンはぐっとにぎりしめる。アリアンと遠ざけられていた理由をいやというほど理解した。自分の素す性じようが知られているのはラウルのせいか、と横目でうかがったとき、その背後に立つ女戦士が挑戦的なまなざしをこちらに向けた。

　そうか、二重の報告だ──とレオンは紅あかい瞳ひとみを見開く。カラも見聞きしたことを雇やとい主に告げるのだ。ラウルの言葉の裏づけのためにも。

「賢い殿下ならば、われらの懸け念ねんはお察しいただけよう」領事の声が大きくなる。「殿下の強い要請で、身分もない傭よう兵へいを同席させたが、率直にいえば……」

　隣となりに座る副領事の口もとに、いやらしさの透ける笑みがよぎった。

「殿下はずいぶんとお若くていらっしゃる。自分を救った若者を英雄のように思われても当然です。その若者がどんな思惑を秘めて近づいてきたか、おわかりにならなくてもね。しかし、いやしくも次代聖せい王おうたる身ならば、真実は見きわめなくてはならないと思われますよ」

　ちらと副領事は隣に目をやった。領事はその視線を受けて口を開く。

「聖せい王おう女じよ殿下。その傭兵の忠誠はだれにささげられているか、正しくご判断いただけまいか。二心ある人間は、尊い御身を守るためにはまったく、ふさわしくない。命令をくだすのが気が進まないということなら、わたしが衛兵を呼んで、この場から連れ出し……」

「その必要はない」

　ゆっくりとレオンは立ち上がった。弑し神しんに手を置き、彼はランゴニア領事を見据える。

「自分の足で出ていける──主あるじの命令があれば」

　溶岩のごとき燃える怒いかりはいつしか冷えていた。領事たちの飾り立てた糾きゆう弾だんの言葉が重なれば重なるほど、彼の頭は冷静になり、その本心がくっきりと際きわ立だった。

「俺おれの忠誠は、聖せい王おう女じよただひとりにある」

　たしかな声で、レオンはきっぱりといった。短い言葉だった。だが真実の重みがあった。

　領事たちの狡こう猾かつな弁舌を打ち消すように、その声は人々の上に響ひびき渡った。

「口ではなんとでもいえる」強い口調で領事がいった。「彼の言葉に真実の保証はない！」

「……そう、口ではなんとでもいえますわね、領事どの」

　アリアンがすっと顔を上げ、美しい声で領事の言葉をさえぎった。

「ですけれど、あたくしは彼の行動をこの目で見たのです。万の言葉を費やして、あたくしに不信を植えつけようとなさっても徒労ですわ。どんな誹ひ謗ぼうを聞かされても、命をかけてあたくしに生を与えてくれた彼への信しん頼らいがゆらぐことなどありません」

　聖王女は、威い厳げんに満ちた声ではっきりといい放った。

「レオンは、あたくしの誇る戦士です。二度と彼を侮ぶ辱じよくするのはゆるしません」

　それは〝王〟の声、〝王〟の言葉──ひとの上に立つものだけが発する声だった。

　その場のみなは聖王女の威厳に打たれたように沈ちん黙もくする。

　卓の端はしで、ラウルが満足げなほほ笑みを浮かべた──レオンには見えなかったが。

「……殿でん下かのご意志は、閣下らに伝わったはず」セレネが凜り々りしい口調で、領事たちにきっぱりと告げた。「わたしはアクィタニア侯として、殿下をどこまでも支持しよう」

　ひそひそとコレドム人の代表と補佐が顔を寄せてささやき合う。ランゴニア領事と副領事は、むっつりと口をつぐんで不ふ穏おんな視線を交わした。領事がしぶしぶと答える。

「殿下のご意志が不動なのはわかった。だがその傭よう兵へいにはまだ、隠しごとがあるはずだ」

　問うようにアリアンが顔を向ける。レオンも眉まゆをひそめて領事を見た。

　そこへ思いもかけない衝しよう撃げきの一言がふってきた。

「海かい賊ぞく王おうハイレディンが、バルテンに帰還したそうだな」

　レオンは絶句した。（なに──なぜ、それを知っている!?）

　アリアンが振り返り、レオンのこわばる顔を見て動揺したように瞳ひとみを大きく見開いた。領事の言葉が真実だとわかったのだ。声もないふたりに、領事は執しつ拗ように話をつづける。

「ハイレディンは殿下の護衛の養父だとか。さぞかし心がはやっているはず、殿下を置いていつ出しゆつ奔ぽんするかわからない。そのようなものが真の忠誠をはたして持ち合わせて……」

「────領事閣下。あなたの行為には、益がない」

　低い声が響いた。はっとみなは、眼帯の財務官に視線を合わせる。

「その傭よう兵へいには、聖せい王おう女じよ殿でん下かが特別な信しん頼らいを寄せている。懸け念ねんは理解するが、これ以上の追及は無益だ。この会合の本来の目的と、あなたが欲する真の利益を、お忘れなきように」

　ランゴニア領事は財務官をにらみつける。財務官は動じず片目で見返した。しばしのにらみ合いののち、むっつりと領事は身を引く。そこにラウルが歌うような声でいった。

「座りなさい、レオン。双方とも少し落ち着かれるとよろしいでしょう」

　戸惑いつつレオンは腰を下ろすと、卓の端はしに座る片目のコレドム人をうかがった。どうやらあの財務官は、かなりの力を持っているようだ。

「ジジ……あのサヴォイア財務官ってやつはなにものだ。ただの商人じゃないのか」

「サヴォイア財務官は、ランゴニア領事館に雇やとわれているのです」とジジ。「師し匠しようから教わったのですが、商人は数字をあつかうために事務能力に秀ひいでていて、上級官かん吏りとして他国で重要な地位についているものが多いとか。財務官は王族や貴族、豪農や職工組合の財産を預かって管理し、それを商売に投資して増やすのが仕事だそうです」

「つまり、金蔵の鍵かぎをにぎってるわけだな。金を出すから口も出させろということか」

　レオンは、領事たちと小声で話し合うふたりのコレドム人に目をやった。

　彼らはいかにも〝商人〟そのものだ。だが片目の財務官はまったくそれらしくない。

（物を売り買いするだけが商人じゃない、か。しかし利益を追い求めるのが商人だっていうのなら……あの財務官はどんな利益を求めてこの会合にいる？）
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　ラウルを交えてコレドム人たちと話をしていた領事が座り直す。ラウルが口を開いた。

「では──やっと本題に入れますね。ローレアン聖せい王おう国こくとランゴニア帝てい国こく、コレドム国の、三国同盟相互援助条約締てい結けつ議案についてお話ししましょう」

　書記官がすっと立ち上がり、ラウルの前に書類を広げた。ラウルが読み上げる。

「この同盟は、ダルディス皇こう国こくへ対抗すべく結ばれるものであります。同盟締結の条件として、ランゴニアとコレドム側からは以下の援助を、ローレアン聖王国へ申し出ることとします。


　一、聖王国軍のダルディス占領区域への侵攻の際に軍事的援助を行う。

　二、聖王国軍のダルディス占領区域への侵攻の際に資金の貸与を行う」



　ラウルはいったん言葉を区切りアリアンたちを見まわすと、またつづけた。

「この援助に対して、聖王国に以下の条件を要請いたします。


　一、聖王国領、ゲアブル地方をランゴニア帝国へ譲じよう渡と。

　二、聖王国領、央おう海かい沿岸ラルモール地方をコレドム国へ譲渡……」



　ジジがつぶやいた。「ローレアン側にとても不利ですね」

「たしかにな」レオンは厳しく眉まゆを寄せる。「援軍も資金も、こっちに侵攻できる軍があってこそだ……しかし、帝国が欲しがってるゲアブル地方ってのは、なんだ？」

「たしか王おう都との東……聖王国を縦断するロンヌ河の渡と河か点てんがある場所ですね」

　レオンのつぶやきに、ジジは冷静な声で答えた。

「師し匠しようと旅するあいだに見聞きしました。ロンヌは川幅が広すぎて、橋がかけられません。浅あさ瀬せで人馬の通行が可能な渡河点は、対ダルディス皇国の戦略上で重要です。それに財政的にもうま味のある場所ですね。渡河点で通行税を課せば、かなりの税収が見こめます」

「だがゲアブルもラルモールも、いまはダルディスに占領されている」

「はい。水に映る影を欲しがるようなものです」

　ふたりの話に、ラウルの張りのある声がかぶさった。

「そして、ランゴニア皇こう帝ていブルトゥと聖せい王おう女じよアリアンとの婚こん姻いん──」

　びくりとレオンは身を起こす。いま聞こえた言葉に耳を疑った。

（なんだって、婚姻!?　馬ば鹿かな……！）

「……正気ですの、ラウルどの」震ふるえる声で、アリアンはいった。「あなたは聖座島サン・スイエージユにいらしたでしょう。そこで見聞きしたことを領事閣下に報告なさったなら、この場にいるかたはみな、ご存知のはずですわ────あたくしが、婚姻など考えられないということを」

「いや、聖王女殿でん下か」ランゴニア領事が口をはさんだ。「むろんその報告は詳細に受けている。だからこそ、わが皇帝陛下との婚姻をぜひに望むのだ」

　鋭くアリアンが息を吞のむ音が聞こえた。レオンも息がつまる気がした。

（なにを考えているんだ？　ラウルは……カラはいったい、どう報告したんだ？）

　アリアンと──〈無む貌ぼうの王おう〉という身の毛もよだつ存在との関係を。

　いきさつを知らないセレネとメルキオが困惑したようにアリアンを見る。

　アリアンは「あとで」というように首を振ると、領事たちへいった。

「誤解なさっていらっしゃるようだわ。でしたらなおのこと無理だとおわかりでしょう」

「殿でん下かこそわかっておられませんな」副領事がずいと体を前に出す。「あなたが聖座島サン・スイエージユでどんな〝力〟を手にしたのか、本当におわかりですか。分かたれし大陸ガトランの多くの国々が、あなたの動向に注目しているのです。あなたが──宿した〝力〟をどうするのかと」

「もし、殿下がうかつな行動をとれば」ランゴニア領事があとを引き取る。「ガトラン中の国国は殿下を、ひいてはローレアン聖せい王おう国こくを脅きよう威いと感じ、一致団結して殿下と聖王国に敵対するはずだ。そうなれば……殿下とローレアンの民の運命は、容易に予想できる」

　領事は、ずしりと胸にくる重々しい声で問いかけた。

「この同盟は殿下と聖王国を守るものでもある。よくお考えの上、速すみやかなご決断を」

　領事の重い言葉に押されるように、アリアンはぐっとうつむいて身を引いた。

「……もし」ささやくようにアリアンは訊きいた。「あたくしが、拒否をしたら？」

「拒否など──！」副領事が強い口調でいいかけたとき、ラウルがすっと片手を上げた。

「コレドム通商館代表どの」副領事を押しとどめるように手を上げたまま、ラウルはコレドム人に問いかけた。「そちらのご意見も、ぜひおうかがいしたいかと」

　ずっと様子を見ていたコレドム通商館代表が、肉に埋もれた目を開く。

「……そうでございますね。仮定の話をなさる時間は、残念ながらございません、殿下」

　通商館代表の柔らかな口調に、はっとアリアンは顔を上げる。

「こうしているあいだにも、ダルディス皇こう国こくに占領された領地では、ローレアンの民が奴ど隷れいとして苦渋の日々を送っているはず。それに大たい皇こうが死んだとはいえ、ダルディス皇国は強大な国。態勢を立て直し、やがてまた侵攻を始めるでございましょう。なによりも」

　コレドム通商館代表の小さな瞳ひとみが、ちかりと光る。

「時間がないのは……殿下ご自身にございます」

　重苦しい沈ちん黙もくがその場を支配した。

　レオンはひざの上で、爪つめが手のひらに食いこむほどこぶしをにぎりしめる。

　アリアンの小さな体が、いっそう小さくなったように見えた。領事の巧妙な恫どう喝かつより、コレドム人の物腰柔らかで狡こう猾かつな指摘のほうが、彼女を打ちのめしたのは間違いない。

　コレドム人代表は、おもねるようなほほ笑みでうながした。

「殿下、よいお返事を。同盟が締てい結けつされれば、帝てい国こくもわが国も援助を惜しみませぬ」

　アリアンはうつむき身じろぎもしない。だがやがて、かすれた小さな声でやっと答えた。

「いますぐに返答はできかねます。少し……お時間をいただきたいのですけれど」

「たしかに即決はむずかしいだろう」とランゴニア領事。「しかし今日中にご決定いただきたい。一刻も早く皇こう帝てい陛下に連絡をとり、判断をあおがねばならぬ」

「では、日暮れまで休息を」ラウルが領事をなだめるようにいった。「いまの話を殿でん下かにご納得いただくためにも、時間は必要ですよ……領事閣下、部屋をご用意いただけますか」

　張りつめていた空気がほどける。レオンは肩の力をゆるめ、大きく息を吐はいた。

　だが肩の力は降りても、胸にのしかかる不安の重さは降りない。

　アリアンはうつむいたままだった。最後まで、けっしてレオンを見ようとはしなかった。
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「やっとぼくたちだけで話ができるね」

　メルキオの声が明るい小部屋に響ひびく。レオンたちが案内されたのは、緑の前庭をのぞむ一階の小部屋だった。落ち着いて話ができそうな心地よい部屋だ。

　レオンは扉に背を預け、腕を組んで押し黙だまっていた。アリアンは窓辺の椅い子すに座り、午後の陽ひを浴びる前庭をもの思わしげにながめている。

　そばにはジジが立っており、ラウルから預かった書類に目を通していた。

「だけど、すごい腹の立つ会合だったね。一方的にもほどがあるよ」

　不満もあらわにメルキオはいうと、砂糖づけの果実や小さな焼き菓子など軽食が並べられた中央の卓に歩み寄る。彼はひょいと卓の端はしに腰かけ、果実をつまんで口に放りこんだ。

「ダンジェリー卿きよう、行ぎよう儀ぎが悪い」セレネはたしなめると、ふっと息をついた。「それだけこちらがあなどられているんだ。せめて、わたしが充分に大人だったら……」

「セレネのせいじゃないって」

「アクィタニア侯、だ」厳しくセレネがいうと、卓に腰かけて足をぶらぶらさせ、首もとの釦ボタンをゆるめていたメルキオは「ごめん、ごめん」と肩をすくめて子どものように笑った。

（……どういう関係なんだ、このふたりは）

　レオンは彼らを盗み見る。セレネは立場をわきまえようとしているが、メルキオは家族に対するように気安げだ。顔が似ていないということは親族ではないようだが……。

　そのときメルキオが、目を輝かがやかせて身を乗り出した。

「レオン、だったよね？　ぼく君に興味があるよ。いったいどういういきさつで」

　といってひょいとメルキオは卓から飛び降りた。すかさずセレネがさっと長い足を出す。

　着地しかけたメルキオはみごとにひっかかり、「うっわぁ！」と前のめりになって床を震ふるわすほど思いきりすっころんだ。

「い、いった……なにするんだよ、セレネ！　危ないじゃないか、鼻打ったぞ！」

　鼻を押さえつつ立ち上がるメルキオに、セレネはつんとそっぽを向いた。

「アクィタニア侯だ、メルキオ！　鼻でも頭でも打って目を覚ますといい。殿下の御ご前ぜんでその格好といい言葉づかいといい、いいかげんもう、わたしは知らないから！」

「セレネだってメルキオって呼んだよ」

　ぼそっとメルキオがつぶやくと、セレネは真っ赤になった。

「い、いまのは、あ、あの、メル……えっとダンジェリー卿きようにつられたんだ！」

「ふうぅん、ひとのせいにするのはよくないよね、アクィタニア侯？」

「そ、そうじゃない。そっちこそ自分の失態を海に沈めてひとを……」

「もうやめようよ、セレネ。殿でん下かの前でカッコつけたいかもだけど、ぼくは限界だな」

　くすくすという楽しい笑い声が、メルキオとセレネの会話をさえぎった。

「おふたりとも、とても仲がよろしいのね」窓辺の椅い子すからアリアンが笑いをこらえつつ立ち上がる。セレネが耳もとまで真っ赤になって、あわてふためいておじぎをした。

「も、申しわけありません、殿下。宮廷の作法に不慣れなわたしのせいで……」

　からかうようにメルキオがいった。「話がわかるお姫さまだなあ。ね、セレネ？」

「メ、メルキオ、もう、馬ば鹿かっ！」ますますセレネは顔を赤らめる。

　渋い顔で見ていたレオンは、こちらに視線を向けたアリアンと目が合った。一いつ瞬しゆん、戸惑うような表情が彼女の面おもてをかすめる。だがすぐに、少女は明るい声でいった。

「ほら、レオンもその眉み間けんのしわ、いいかげんにやめたらいかが。若いのに頑がん固こなご老体のようよ。あらでも、ご老体なら小娘呼ばわりも大目に見てあげてもいいかしら？」

「よけいなお世話だ」レオンはぶっきらぼうにいった。

「だが……そうだな。深刻になるのが心底阿あ呆ほらしくなってきた」

「そうよ。深刻に考えすぎてもつまらないわ。時間のゆるすかぎり話し合いましょう」

　アリアンの言葉に、みなは卓のまわりに集まった。レオンは椅子に弑し神しんを立てかけ、腰を下ろす。するとアリアンはほぼ真向かいに座った。

『……わかっておるのか、貴様』ふいに巨きよ剣けんの声がした。なにをだ、とレオンが問う前に声はつづけた。『聖せい王おう女じよは、貴様を避さけておるぞ』

　ぎくりとしてレオンは顔を上げる。アリアンは落ち着いた表情で静かに座っていた。

　いや──わずかだが、彼女はレオンから目をそらしている。

（どういうことだ？）レオンは理由がわからない。会合の場で、ランゴニア領事の糾きゆう弾だんに強く抗議してレオンをかばったことを思い返すと、もっとわからなくなる。

　彼の視線に気づいているのかいないのか、アリアンは書類を手にして立つジジにいった。「あなたも座ってちょうだい、ジジ。あたくしのためにきてくれたのでしょう」

　ジジはつぶらな瞳ひとみをまばたかせ、ぺこりと一礼してアリアンとレオンのあいだに腰かけた。そして軽食の浅皿を脇わきによけて、手にした書類を卓に広げる。

　みなは一斉にのぞきこんだ。先ほどラウルが読み上げた条項が書かれている。

「あらためて見ても、ずいぶん勝手な条件だな」レオンはむっつりとつぶやいた。「主要な沿岸都市とロンヌ河の渡と河か点てんまでとられたら、戦略と交易の要かなめをすべて失うことになる」

「それに」セレネが悲痛な声でいった。「殿でん下かがランゴニア皇こう帝ていと婚こん姻いんなんて！」

「聖せい王おう国こくが帝てい国こくの属国になるも同然ってだけじゃない」メルキオが声を落とす。「アクィタニアはランゴニアの帝都アルバに近いから、噂うわさも色々入ってくるんだ。皇帝ブルトゥは八十を超えた老齢で……しかも」彼は声をひそめた。「ひそかな二つ名が〝愚ぐ鈍どん皇帝〟さ」

「愚鈍皇帝だと？」レオンの声が荒くなる。「陰口にしてもひどい名だな」

「そうあだ名されるほどの人物さ。皇こう后ごうが病死したとたん、たくさんの若い娘を後こう宮きゆうに入れて、口に出すのもはばかられるような……ことにふけって、政務なんか見向きもしないって」

　吐はき気のするような話だった。聞いていたアリアンの顔が蒼そう白はくになる。

「申しわけない、殿下をご不快にさせて」セレネがわびた。「殿下、わたしはこの同盟に反対です。殿下にも聖王国にも、多大な負担を強しいることになる」

「そうだよ、ぼくらだけでやろうよ」メルキオが熱意をこめていった。「この地で軍を編成するんだ。ぼくがつれてきた兵に、アクィタニアの兵を合わせればきっと可能だよ」

「つれてきた兵ですって？」アリアンが目線を上げた。「ダンジェリー卿きよう、あなたは暫ざん定てい軍ぐんの将だとおっしゃったけれど、どういう経緯でその地位につかれたのかしら」

「なーに、ただぼくがダルディス軍に占領されたダンジェリー城から脱出する際、ついでにつれてきたってだけなんだ」と謙けん遜そんしつつも自じ慢まんげにメルキオは答えた。

「まあ、このアクィタニアまで兵をつれて逃げてこられたなんて、大したものだわ！」

「それで」レオンが口をはさんだ。「その兵の数は、どれぐらいなんだ」

　ぐっとメルキオはのけぞった。「……ええっと」彼は目をそらす。「……二十四人」

「はあ!?」レオンは目を剝むいた。

「二十四人!?」アリアンが大きな声を上げた。

「あ、ぼくを入れれば二十五人……」メルキオは必死に抗弁した。「さすがにダルディス軍ばっかりの場所からじゃ、それだけつれてくるのが精一杯だったんだってば」

　レオンは天てん井じようを仰いだ。「それじゃ軍の将ってより、お山の大将だな」

「で、でも、優すぐれた兵ばかりです」セレネがとりなした。「メルキオの話だと、ダンジェリー領は小さいぶん住民の結束が強く、傭よう兵へいにたよらず民を訓練して軍を編成していたとか」

「そうさ、いまもヴュークスの街で、セレネの兵に代わって守備を務めているよ」

　メルキオが得意げにいうと、セレネが少し困ったような視線を彼に向けた。

「侯こう爵しやく。辛しんらつな質問をするが」レオンが厳しくいった。「逃げてきた兵に守備を任せるほど兵が足りないのか、もしくは──猫の手も借りたいほどの危険があるのか？」

　はっとセレネとメルキオが同時に息を吞のんだ。レオンは険しい声でつづける。

「現状を隠さずに話すべきだ。気休めや楽観的な希望は、いまはなんの役にも立たない」

「そうね……レオンのいうとおりよ」とアリアン。「なにか問題が起こっているの？　もしそうなら話して。それも踏ふまえた上で、同盟の是ぜ非ひについて話し合わなくては」

　そのとき、平静な声が聞こえた。「バアシュ教ですか」

　レオンとアリアンの視線がジジに集まる。セレネは恥はじるようにうつむき、メルキオはきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。ジジは落ち着いた声こわ音ねであとをつづける。

「師し匠しように命じられて、アクィタニアの情報をトレゴンの街で集めたのですが、教徒による暴動がヴュークスの街の近辺で頻ひん繁ぱんに起こっていると、あちこちで耳にしたのです」

　ジジの答えに、女侯こう爵しやくは苦しそうに息を吐はいた。

「実は──そのとおりです。彼らは、女神エウレネの聖せい廟びようを打ち壊こわして司し祭さいや信者に暴行したり、領地に許可なく教堂を建設したり教兵に武装させたりと、好きほうだいで……」

「豪農が襲おそわれ、財産を奪われる事件も起こってる。証拠はないけど、たぶんやつらさ」とメルキオ。「ここにくる前も、バアシュ教への弾圧を止やめろってヴュークスに押しかけてきたんだ。弾圧だって？　あいつらの暴挙をセレネの兵が止めようとしただけじゃないか」

「兵を集めるどころじゃないな」レオンが重い声でいった。その場の空気も重くなる。

「たしかに」セレネはうつむいた。「現状では、領地を守る兵すら満足にいない。実はメルキオの頼たのみで、本土へ侵攻するための徴ちよう兵へいを行おうとしたのだけれど……」

「無理だったんだな」

「……ええ。軍を編成するなら、農民たちを徴兵するか傭よう兵へいを雇やとうしかない。けれど農民を有する郷ごう司したちは、まったく耳を貸そうとしないのです」

「遠い本国のことなんか、知ったことかと思ってるのさ」メルキオが苛いら立だたしげにいった。

「わが侯爵家がこの地位にあるのも、その昔この地の管区長官に任じてくださった聖せい王おう家けのおかげです」セレネは苦しげに息を吐いた。「父が生きていれば、なにはさておいても兵を集め、馳はせ参じたはず。わたしが若じやく輩はいものなばかりに……おゆるしください」

『ふむ、これではランゴニアやコレドムが逃げ道をふさぐ必要もない』弑し神しんがささやいた。『とっくに八方ふさがりであるな』

　弑神の言葉に、レオンは苦々しい腹立ちが抑えられない。

　みなの会話を聞いていたアリアンの翡ひ翠すいの瞳ひとみも、苦悩の翳かげりをおびている。

「でも、だからってこんな勝手な同盟を受け入れるわけにはいかない」メルキオが声を張り上げる。「帝てい国こくや商人どもには好きにやらせとけばいいさ。さっさと断ってしまおうよ」

「はたして、断れるかな」レオンがつぶやいた。

「なんですって」アリアンが不安げに訊きく。「拒否できないというの」

「拒否して、この領事館から出られるかどうかってことさ」

　レオンの口中は苦かった。後悔の苦味だった。自分のうかつさを彼は心底悔やんでいた。

「よく考えれば、これはおだやかな身代金要求みたいなもんだ。あっちがその気なら、アリアンに要求を吞のませるまでこの館やかたに軟禁することだってできる」

「なんてこと……」セレネの頰ほおが怒いかりで紅潮する。

「そんなことはゆるさない！」メルキオが椅い子すを蹴け倒たおさんばかりに卓上に身を乗り出す。「こっちは兵をつれてきている。殿でん下かをランゴニアの手に渡すぐらいなら剣を抜くさ！」

「そして領事館で流血沙ざ汰たか」メルキオの怒いかりを冷やすようにレオンがいった。だが彼の声も、押し殺した怒りと苦味で満ち満ちていた。「当然、帝てい国こくは黙だまっていないはずだ。アクィタニア領に帝国の兵が乗りこんでくるぜ──大手を振って堂々とな」

　みなは声を失う。沈みこむ若者たちを、夕暮れの色に染まりかけた陽ひの光が照らす。

「アリアンさんは、どうされたいのですか」

　静かな声でジジが訊きいた。アリアンがふっと目を上げる。

「閉ざされた道を数え上げても、どうすることもできません。これは国と国との取引。いまはアリアンさんが聖せい王おう国こくの意志そのものです。その意志を明確にすべきです」

「あたくしは……」アリアンは卓の上で両手をにぎりしめた。

　聞きたくない、とレオンは唐突に思った。彼女がどんな決断をするか容易に想像できた。だからこそよけいに聞きたくなかった。その想おもいを拒むように、凜りんとした声が響ひびいた。

「あたくしは──ローレアンの民を助けたいわ」

（やっぱりだ。この小娘……！）レオンは口のなかに広がる新たな苦味を嚙かみしめた。彼女の意志がどんな結論を導くのか、それも容易に想像できるような気がして、胸が重くなる。

「あたくしには、事態が好転するのを待つ時間はないのよ。その理由を説明するわ」

　アリアンは聖座島サン・スイエージユでのできごとを話しはじめた。

　細部は端折はしよられていたが、それでも驚おどろくべき内容は十二分以上に伝わった。

「レオンが、〈無む貌ぼうの王おう〉に侵されたあたくしの意識を呼びもどし、聖座島から救い出してくれたの。でも……あの恐ろしいものはあたくしをあきらめたわけではないわ。いつかそう遠くない未来、あたくしのもとへくるはず。それが明日かも、いいえ今夜かもしれない」

　アリアンのにぎりしめた両手は震ふるえている。苦しげに閉じたまぶたも。

　セレネは、どうしたらいいかわからないようにうつむいていた。メルキオもこわばった顔で黙りこくっている。永遠に思える沈ちん黙もくがつづいた。

「……にわかには、信じがたいお話です」セレネが、ぼうぜんとつぶやいた。「ライオネルの伝説も、分かたれし大陸ガトランの創世神話もよく知っています。でも、ただのおとぎ話だとばかり……ですが、殿下が作り話をなさるはずはない」

　セレネはきっと面おもてを上げると、毅き然ぜんとした声で告げた。

「そんなご事情がおありなら、なおさら殿下をお辛つらい目にあわせるような同盟を結ぶわけにはまいりません。われらだけで、本国奪だつ還かんのための軍を起こしましょう」

「いいえ、その必要はないわ。あたくしはこの同盟を────結ぼうと思います」

「アリアン！」「殿下!?」「え、ええ!?」

　レオン、セレネ、メルキオが、同時に立ち上がって叫んだ。

「なに阿あ呆ほうなことを抜かすんだ。どういうことになるかわかってるのか！」

「いけません、殿でん下か！　ご自分を犠ぎ牲せいにされるおつもりですか！」

「愚ぐ鈍どん皇こう帝ていと結婚だよ？　噂うわさだけでもあんなにひどいのに！」

「いいえ、それがローレアンの民を救う道の一いつ端たんとなるなら、あたくしは受け入れるわ」

　つめよらんばかりの三人に、アリアンは首を振る。そこへレオンが強い口調でいった。

「だめだ。俺おれは、おまえをつれていますぐ領事館から出る」

　彼は弑し神しんに手をのばし、開け放たれた窓を見やった。

「幸い見張りはいない。たとえ衛兵に止められてさわぎになっても、護衛の傭よう兵へいが勝手にやったってだけだ。アクィタニア領に迷惑はかからない」

「な──無む茶ちやをいわないで！」アリアンが腰を浮かせた。「なぜそんな馬ば鹿かなことを!?」

　たしかに馬鹿だ。考えなしの向こう見ずな行為だ。彼女にいわれるまでもない。

　同盟を結ぶ以外、いまは方法がないのもわかっている。満足な兵がないいま、強大な兵力と資金力とをほこるランゴニア帝てい国こくと商業国コレドムと手を組むことが、もっとも現実的だ。

　それでも──彼はいわずにはいられなかった。

「何度いわせたらわかる。俺はおまえを守るためにいるんだ」レオンは厳しい口調でいった。「ローレアンの民なんざ知ったことか。さあ、行くぞ」

「……いいえ、行かないわ。あたくしは逃げなくてよ」

　アリアンはきっぱり拒むと椅い子すから立ち上がる。かっとなってレオンはいった。

「なぜだ。不利な同盟を結んで、向こうのいうなりに愚鈍な老皇帝と結婚させられて、おまえがどうなるかわかってるのか！　それにおまえはいっただろう。時間がない、明日にでも今夜にでも」レオンはぐっとこぶしをにぎった。「あいつが……くるかもと！」

「でも、ここで逃げたら本国のローレアンの民はどうなるの」アリアンは負けずにいい返した。「同盟を結んで、ダルディス皇こう国こくに対抗する足がかりを作るべきよ。あたくしだけ逃げて、民を苦しみのなかに置いたままにするなんて、絶対にできません！」

「尊い自己犠牲ってわけか。相変わらず理想を追うのだけは一人前だな！」

　バン！　とレオンはこぶしで卓を叩たたいた。軽食を乗せた浅皿が飛びあがる。

「聖座島サン・スイエージユであんな目にあってまだこりないのか。これ以上の屈くつ辱じよくをなんで好んで受けたがる。自じ虐ぎやく趣しゆ味みか、それとも気高くご立派な自分に酔っ払ってでもいるのか!?」

「聖座島にあなたもいたならわかっているはずよ。あたくしは、次代聖せい王おうとして故国再興の望みを託されているの。亡なきお父さまだけでなく、死んでいった多くの民や……オルガに」

　一いつ瞬しゆんレオンはひるんだが、すぐに叫んだ。「だったら力ずくでもつれていく！」

「いいえ、絶対に行くものですか！」

　レオンとアリアンは一歩も引かない。セレネとメルキオがおろおろと腰を浮かす。

「──おふたりとも、落ち着いてください」

　ジジの平静な声がした。熱くなっていたレオンとアリアンが、はっと声を吞のむ。

「レオンさん。〝戦略〟と〝戦術〟の違いを、ご存知ですか」

「……なに？」思いがけない問いにレオンは戸惑う。「〝戦略〟と〝戦術〟の違い？」

「〝戦略〟とは君主の意志。そして〝戦術〟とは、その意志の遂すい行こう──です」

　ジジがつぶらな瞳ひとみをまばたかせ、ゆっくりと答える。

「師し匠しようが以前、教えてくれました。戦略が君主の意志ならば、戦術は主あるじの意志を実現するために、配下がとるべき手段だと。といってもこれは、ある意味曲解ともいえますが」

　レオンの紅あかい瞳をのぞきこむように、ジジは告げた。

「アリアンさんは意志を示されました。レオンさんはアリアンさんに雇やとわれた身として、その意志を現実のものとするために、尽力すべきです」

　レオンはジジを見つめ返した。平静なジジの言葉に憤いきどおりの熱さが冷えていく。

　どさりと彼は椅い子すに腰を下ろす。アリアンも糸が切れたようにふわりと座った。

　打ちのめされたようにうつむき、レオンは唇くちびるを嚙かむ。わかっていたことだ。アリアンを止められるはずがないのは。わかっていてもなお、抑えられなかっただけなのだ。

「それでも俺おれは反対だ」絶望にも似た気持ちで、彼はいった。「同盟を結ぶとしても、そんな一方的な条件で受け入れようっていうのなら、今度こそ力ずくでアリアンをつれだす」

「レオン……！」アリアンが悲痛な声で名を呼んだとき、

「そのとおりです」ジジが答える。「この条件ではだめです。二国側も、そのまま受け入れられるとは思っていないはず。落としどころがあるはずです。向こうにとって、同盟を結ぶためにこれだけはゆずれないという条件が。それだけ吞めば、あとは交渉の余地があります」

　みなの顔が引き締しまる。全員、卓の上に広げられた書類をそろってのぞきこんだ。

「向こうがゆずれないってのは……アリアンの婚こん姻いんだろうな」

　重い声でレオンはつぶやく。並べられた条件のなかで、最後に提示されたそれがもっとも重要なのはあきらかだ。でなければ、存在しないも同然の国と同盟など結ぶはずがない。

「だが、アリアンの事情をわかっているだろうに、なぜだ。〈無む貌ぼうの王おう〉がアリアンを手に入れたなら、恐ろしい災さい厄やくを自国に抱えこむことになるのに」

「おそらく……アリアンさん自身を、《王獅子の至宝レガリア》だと思っているのでは」

　ジジが答えた。アリアンが息をつめて彼女を見つめる。

「聖座島サン・スイエージユには至宝が秘められていると、ひそかに各国ではいわれてきました。真実なにがあの島にあったにしろ、アリアンさんがそれを手に入れたのは、事実です」

「そうだな。誤解にしろ、真実をわかっているにしろ……くそっ！」

　悪態をついてレオンはがしがしと赤い髪をかきまわし、条項をにらみつける。

　なにもないのか。逃げ道のないこの状況に穴を開けられる、なにかが。

　アリアンの意志はゆるがない。だが彼女を安易に犠ぎ牲せいにするのは、レオンにはできない。

　聖せい王おう国こくの民を救い、なおかつアリアンを犠ぎ牲せいにしない方法はあるのか。そんな都合のいい方法があるのか。〈無む貌ぼうの王おう〉がふたたび現れるまで時間がないというのに────

　ふっとレオンの脳裏に、ある考えがよぎった。

　それは解決方法ではなかった。ある意味とても分ぶの悪い、勝算などどこにもない賭かけのようなものだった。それでも、その危うい考えをレオンは口にした。

「俺おれたちがゆずれないのは、アリアンだ。だが、向こうがゆずれないのもアリアンだ。というよりアリアンの〝力〟だな。だから」レオンの舌がためらう。しかしすぐに彼は一気にいいきった。「もしも、〈無貌の王〉との魂の誓約ゲアスを無効にすることができたなら──どうだ」

　はっとアリアンが翡ひ翠すいの瞳ひとみを大きく見開く。

「そう、そういうことなのね！　そうすれば、二国側があたくしを望む意味がなくなる……でも」一いつ瞬しゆんかすめた喜びの色は、瞬時に消えた。「そう簡単にはいかないと思うわ」

「わかってる。手がかりなんざほとんどないからな」

「それに、ダルディスに占領された地域をとりもどすには、ランゴニアとコレドムの協力が必要よ。あたくしだけ逃れる方法を探すわけにはいかないわ」

「だから、婚こん姻いんを認める代わりに先に支援をとりつける」レオンはきっぱりと答えて、卓の上の条項を指差す。「いま提案されてるやつは、こっちに正式な軍があるって前提の援助だ。ヘタをしたらアリアンだけ奪われて、援助はなにもなしって羽は目めになる」

「そうか」とメルキオ。「兵と資金を先に出させれば、備えが足りなくても進軍できるね」

「たしかに」セレネがうなずいた。「奴ど隷れいになっているローレアン人を解放して軍に加えれば、二国側に兵を引かれてもその先の侵攻は可能かも……」

『ふむ』弑し神しんがあきれたようにいった。『これまたずいぶんと楽観的な見通しであるな』

「いいんだよ。こっちが出せるのはアリアン以外なにもないし、あっちが欲しがってるのもあいつ以外は幻だ。これ以上失なくすものがないなら、なんだってやってみる価値はある」

　小声でつぶやくと、レオンはみなを見まわした。

「なんとしても、アリアンの行動の自由と援助を認めさせる。もしも受け入れられたなら、あっちが援軍を用意するまで日にちがあるはずだ。そのあいだに〈無貌の王〉を退ける手段を探す。と同時に、こっちもできるかぎり侵攻の準備を進めるんだ」

「だったらヴュークスの城にきてもらえばいいよ！」メルキオが立ち上がっていった。

　セレネがびっくりして見上げる。「わたしの城へ？　そんなメルキオ、勝手に……」

「出兵にしぶる領民を、殿でん下かに説得してもらうんだ！」セレネにかまわず、メルキオは夢中な様子でいった。「殿下直じき々じきにお願いされたら、いくら頑がん固こな郷ごう司したちでも断れないよ」

「そうだな……」レオンは卓にひじをつく。「説得できるかどうかは別にして、アリアンをこれ以上この領事館に置いておきたくない。味方の陣地に移るべきだ」

　レオンの言葉に、セレネは困惑した顔で唇くちびるを嚙かんだ。

「殿でん下かをお招きできれば光栄です……しかし、いまヴュークスは不ふ穏おんな状況にあるので」

　アリアンが説得するように身を乗り出す。

「アクィタニア侯、どうかヴュークスへの滞在をゆるしていただけないかしら。ヴュークスは古い街よ。もしかしたら、あたくしの魂の誓約ゲアスを解くための手がかりがあるかもしれないわ。それを調べるためにも、ぜひお願いしたいの」

「そうだよ。たしか、城に古い書庫があったよね。役に立つ文ぶん献けんがあるかもしれない」

　メルキオの言葉にセレネは迷うようにうつむいたが、決断したように顔を上げた。

「わかりました。ご不便をおかけするかもしれませんが、全力で殿下をお守りします」

「ありがとう、アクィタニア侯！」アリアンのはずむ声に、セレネもやっとほほ笑んだ。

「礼にはおよびません。ローレアンの臣民として当然です、殿下」

「決まりだな。あとは二国との交渉だ──いいか、アリアン」見上げるアリアンに、レオンは力強くいった。「自分を安く売るなよ」

「ええ、当然よ」アリアンはくいとあごを上げた。「ローレアンの民すべてと引き換えでなければ、あたくしだってけっして引かないわ」

「その意気だ」レオンはにやりと笑い返すと、ふいに顔を引き締しめた。

　会合に入れば、レオンは容易に口をはさめないだろう。セレネとメルキオ、そしてアリアンという若い三人が、老練なランゴニア人やコレドム人とやりとりしなくてはならない。

　押し寄せる不安を抑え、レオンは心のなかでつぶやいた。

（けっしてゆずれないものだけを、俺おれたちがわかっていればいい……）




　その日遅くまで会合はつづいた。

　協議は難航し、ローレアン側の意見はほとんど一いつ蹴しゆうされかかった。何度も憤いきどおりをおぼえ、何度も失望を味わいつつも、それでもアリアンたちは引かなかった。

　夕食をはさんで真夜中すぎ、出席者の疲労が頂点になる直前、結論が出た。

　ローレアン聖せい王おう国こくはアリアン聖せい王おう女じよの身柄の自由と、ランゴニア帝てい国こくとコレドム商業国から、兵と資金を三ヵ月後の夏の第三月の末までに提供させることを認めさせた。

　これにより三国は協力して、ローレアン人解放と領土奪だつ還かんを行うことになる。

　しかしその代わり、とりもどした領土はほぼランゴニアとコレドムに分割譲じよう渡とすること、なおかつ来年の新年の月、王獅子月ライオニアの聖せい紀き元げん祭さいにて、聖王女アリアンと皇こう帝ていブルトゥとの婚こん儀ぎをとり行うことを、受け入れさせられた。

　そして、アリアンの監視役として、ラウルと女戦士カラを同行させることも。

　以上の条件において三国は同意に達した。あくまでこれは仮の同意であり、ランゴニアとコレドム本国よりの返答しだいで、さらに厳しい条件が加えられる可能性はある。

　とにもかくにも、レオンたちは自由の身だ──少なくとも二国側から返答があるまでは。




　　　　　　　　　　３




　ヴュークスへの出発は、二日後の早朝になった。

「丁重な歓待をいただきましたこと、心より感謝いたしますわ、ランゴニア領事どの」

　アリアンは、川べりの船着場まで見送りにきたランゴニア領事に礼をのべた。

　経緯はどうであれ、聖せい王おう女じよとしての礼れい儀ぎを忘れるつもりはなかった。だがそばにいたレオンは、礼など必要ないというように不ふ機き嫌げんな顔をする。

　見送りのなかには片目のコレドム人財務官もいた。ラウルが親しげに話しかける。

「礼をいいますよ、ジェラルド。あなたのおかげで、会合を無事進められました」

「礼など必要ない、ラウル」片目の財務官は低い声で答えた。「かつてわたくしは、聖せい王おう国こくの王おう都とルテティアの塔とうの学まなび舎やにて学んだ。あの経験は非常に役立っている。つまり聖王国には少なからず恩義があるということ。なにより、わたくしは己の利益のためにしたまでだ」

　財務官はアリアンと、そしてレオンに向き直り、灰色の片目を光らせた。

「いつかあなたがたの財をぜひ、わたくし、ジェラルド・サヴォイアに投資していただきたい。かならずや多大な利益を約束しよう」

　商人らしからぬコレドム人は静かに一礼した。戸惑いつつアリアンも会え釈しやくを返す。

　そのとき街の方角から、いくつものひづめの音が聞こえてきた。「アクィタニア侯！」

　駆けてきた数頭の馬から、身分のありそうな男と数名の兵が降り立った。

　セレネが驚おどろいたように彼を見る。「ロドリグ代官……」

「なかなか執務から離はなれられなくてね。ヴュークスに帰る前に会えてよかった」そういって男はアリアンに視線を向けた。「では、こちらが聖王女殿でん下かであらせられるか」

　はっとセレネは気づいて、あわててアリアンに男を紹介した。

「聖王女殿下。こちらは港街トレゴンを預かるロドリグ代官。彼の家は、侯こう爵しやく家けに代わって代代トレゴンを治めてくれております」

「どうぞお見知りおきを、殿下。お目にかかれて光栄であります」

　男は頭を下げた。アリアンも優ゆう雅がに礼を返しつつ、ひそかに男を観察する。

　年齢は三十半ばか四十近い。態度にも言葉づかいにも年と身分相応の余裕が感じられた。身につけるものにさりげなく贅ぜいを尽くしており、それが彼に落ち着きを与えている。

　代官ロドリグはランゴニア領事にあいさつをすると、片目のコレドム人に声をかけた。

「これは、サヴォイア財務官」ロドリグは丁てい寧ねいに会釈した。「取引のあるコレドム商人から、お噂うわさは聞いています。いつかわたしともおつき合い願いたいものだ」

「その必要はないと思う」財務官の返事はそっけなかった。

　ロドリグは片かた眉まゆを上げる。だがすぐに表情を収め、セレネに向き直った。

「アクィタニア侯、この場では無理だろうが」落ち着いた声で代官はいった。「殿でん下かを城に迎えて落ち着いたなら、以前わたしが申し出たことを考えてはくれまいか」

「それは……」セレネは目を伏せた。「申しわけない、代官。いまは……まだ」

「わかっている。あなたを困らせてすまない」ロドリグ代官はそっとセレネの手をとると、軽く唇くちびるを押し当てた。男装の娘は身をこわばらせ、困惑した顔になる。

　いわくありげなやりとりを見ていたとき、ふとアリアンは刺すような視線を感じた。

（────ダンジェリー卿きよう？）

　若者は、険しい視線をセレネとロドリグに向けている。その瞳ひとみに重苦しい痛みが見えた。

　アリアンは困惑が隠せない。メルキオの、あの明るさが噓うそのように思えた。

　かたわらのレオンを見上げると、彼もメルキオとロドリグを厳しい目つきで見ている。

「それでは出発しましょうか。殿下──みなさま」セレネがみなをうながした。

　桟さん橋ばしで出航を待つ小さな帆はん船せんに、アリアンたち一行は乗りこむ。船が桟橋を離はなれ、見送りの人々が遠くなると、アリアンはようやく息をついた。

（ヴュークスが安心とはかぎらないけれど……敵地にいるような気分にはならないはずよ）

「殿下、船室へまいりましょう」遠ざかる船着場をながめていると、セレネが声をかけてきた。「甲かん板ぱんでは冷えてしまいます。船室は狭いですが、暖かく整えてありますので」

「いいじゃないか、セレネ。甲板のほうが気持ちいいよ。景色も見えるしね」

　メルキオが横から口をはさんだ。若者は朗ほがらかな態度にもどっている。

「勝手なことを、メルキオ」セレネがむっと答えた。「殿下の身を考えるんだ」

「セレネは世話焼きがすぎるよ。風にあたったからって殿下が病気になるわけじゃない」

「船がゆれて、殿下が甲板から落ちでもしたらどうする！」

　これにはアリアンも噴き出した。「あら、そこまであたくしも間抜けではなくてよ？」

「あ……！　も、申しわけありません、殿下」セレナは赤面した。

「ゆるしてやってよ、殿下。セレネは昔からこうなんだ」メルキオが笑いながらいった。「心配性しようで世話を焼きたがるあまり、時々うっかり変なこといっちゃうのさ」

「昔から？」アリアンは訊きいた。「おふたりとも、幼なじみということ？」

「そうさ。だからいまでも、子どもの頃ころみたいにぼくの世話を焼きたがるんだ」

「アクィタニア領とダンジェリー領はずいぶん離れていてよ。なのに、幼なじみ？」

　ぎくりとメルキオがこわばる。セレネもはっと息を吞のんだ。

「それは──」メルキオは口ごもる。「また、いずれ説明するよ」

　ふいと若者は身をひるがえし、船尾へとさっと素早く歩いていった。

「メルキオ！」セレネが叫ぶ。「申しわけない、殿下。しばらくお待ちを」

　男装の娘は会え釈しやくをすると、あわててメルキオのあとを追っていった。

「……甲板から落ちる、か。どこかの間抜けな小娘なら、ありえない話じゃないな」

　ぶっきらぼうな声が背後から聞こえた。アリアンが思わず身を硬くして振り返ると、紺こん藍あいの鎧よろいに巨きよ剣けんを背負うレオンが歩み寄ってきた。

「な──なによ」アリアンは平静を装よそおっていい返した。「その口の悪さも、アクィタニア侯のように世話焼きからというのならゆるしてさしあげるのに」

「悪態をつくのにゆるしはいらないぜ。というか、おまえを見てると勝手につきたくなる」

「あら、あたくしもあなたを見てると皮肉が止まらなくてよ、この野蛮人バルバリエ」

　軽口のやりとりをしつつも、アリアンはレオンと目が合わせられない。

　領事館で、真夜中にひとりでいたときは、あれほどレオンにそばにいて欲しかったのに、いまは──いまは安心しつつも、それを上まわる不安と怯おびえを感じていた。

（彼が怖いの？　いいえ、彼自身が怖いのではないわ……じゃあ、なにが怖いの？）

　わからない。わからないが、アリアンはその不安を見据えたくなかった。

　視線をそらし、彼女は近くのラウルとジジに視線を移す。

　詩人は船べりで涼しい風に目を細め、弟子の少女は興味深そうにあたりを見ている。女戦士カラは後方で腰に片手を当て、みごとな彫像のようにぴしりと立っていた。

　目が合うと、カラはふふんと挑戦的に笑った。むっときてアリアンはそっぽを向く。

「結局、一いつ緒しよについてくることになったな、ラウル」険しいレオンの声が聞こえて、アリアンは振り仰いだ。「これも全部、あんたの企たくらみどおりってわけか」

「さあて」ラウルは優ゆう雅がに風になびく髪をかき上げた。「以前申し上げたとおり、わたしは一介の詩人であり賢けん人じん。そんな神のごとき手腕は持ち合わせておりませんよ。なにより、あなたがたとは協力し合いたいと思っているのですが」

「ハ、袖そでの下に蛇へびを隠すやつの手なんざにぎれるかよ」

「怯えるものほど、ありもせぬ怪物を闇やみに見つけるものです」ラウルは長衣の袖を振った。「わたしの袖に蛇などおりませんよ。それに蛇というものは、えてして飼い主にも嚙かみつくものと決まっていますからね」

「間違って自分に返るような企みを、あんたがするとは思えないがな」

「まあ、思いたいように思えばよろしい。しかしそこまでお疑いなら、なおさらわたしがそばにいるほうがいいのではありませんか？」

「なぜだ」険悪な声でレオンが訊きく。

「あなたが考えるとおり、わたしが全知全能で、たったひとりで国も人々も動かせるのなら」ラウルはおかしそうにほほ笑む。「あなたの知らぬところであれこれ画策されたあげく、ある日突然天変地異のように思いもかけぬ災難が降ってくる……わけです。ならばまだしもそばにいて、あなたが監視できるほうがいいのではありませんか」

「説得力がないな。そばにいても災難は降ってきたぜ」レオンは面おも白しろくなさそうに返すと、訊いた。「そういえばあの片目のコレドム人……あいつ、どういうヤツなんだ」

「ジェラルド・サヴォイアですか」ラウルが答える。「彼は、商業国コレドムの現総代表サヴォイア家の長男です。堅実でしたたかなやり手ですよ──彼と知り合っておくのは悪くありません。今後、兵を動かすには充分な資金が必要ですからね」

「軍の財務を任せると？　自分の利益第一優先ってほざく人間が信用できるのか」

「野心を堂々と口にするのは、相応の自信がある証拠です。彼は、出自は立派ですが不遇でもある。長男でありながら母親はもと奴ど隷れいだったとか。才知があるため父親には認知されていますが、上流階級に食いこむには心もとない。野心を抱くには充分な境遇でしょうね」

「だから聖せい王おう女じよであるアリアンに目をつけたってわけだな」

「それだけではない。あなたを通じてマグヌス海運商会……海洋国バルテンにもつながりをもつことを、考えているでしょう」意味ありげにラウルはつづけた。「聖王女のまわりには、今後も野心をもつ人々が集まってくるはずです。ジェラルド財務官のようなね」

　息をひそめて聞いていたアリアンの心臓が、どきんと跳ね上がる。

「親からはぐれて弱った雛ひなをねらう猛もう禽きんのようにな」レオンが皮肉げに答える。

「そう考えるのはおすすめしませんよ」とラウル。「そういうものたちすべてから聖王女を遠ざけるのは不可能です。でしたら、もっと賢い方法をとるべきですね。彼らの魂こん胆たんを上う手まく利用するとか──まあ、逆に利用されるかは、あなたがたの力量しだいですが」

　ふたりの会話にアリアンは目を伏せて、船べりから底の見えぬ川面かわもを見つめた。

　重石おもしのように、不安が腹の底にたまっていくのがわかる。

　あまりに不利な条件で結ばれた同盟。期限のさだめられたランゴニア皇こう帝ていとの婚こん姻いん。

　そして、なにひとつない〈無む貌ぼうの王おう〉の手がかりと、レオンへの……不安。

　ひとつ、またひとつと重石が積まれる。心だけでなく体まで重くなり、いまにもアリアンは、足もとの川底へ自分が沈んでいくような気がした。

「レオンさん」ジジの声が、うつむくアリアンの耳に響ひびいた。「海洋国バルテンはどういう国なのですか。わたし、バルテンには行ったことがないんです」

「え──バルテン？」レオンがあわてたような声を上げた。

「あら、面おも白しろそうなお話ね」興味深い話題にアリアンは面おもてを輝かがやかせ、ことさら明るくいった。「バルテンとはあまり親交がなかったのよ。あたくしもぜひ聞きたいわ」

「そう……だな」ためらいがちに答えると、レオンは船べりにひじをつく。

　急に彼は無口になった。答えたくないのか──とアリアンが思ったとき、

「バルテンは、いくつもの島が集まってできている国だ」ようやくレオンは口を開いた。「一番大きい本島に、王の住む王城があって、他ほかの島々は〝島とう主しゆ〟と呼ばれる領主が治めている。島主は貴族のようなものだな。財力はあるし兵も船も持っていて、あなどれない権力がある。王のやることに口を出せるほどさ。マグヌス公も島主のひとりだ」

　彼のまなざしは遠い。目の前の川面ではなく、追つい憶おくのなかの海を見つめるように。

「国土のまわりは全部海だから、バルテン人はみな水夫か漁師か船大工、さもなきゃ海かい賊ぞくだ。バルテンの産物は、船か海産物か海賊ってわけだな」

「まあ、ずいぶん野や蛮ばんな国に聞こえてよ」アリアンがあきれたようにいう。

「否定はしないぜ。軟弱さをお上品といいかえてるような国とは違うんだよ」

　アリアンとレオンは、イーッ！　と歯を剝むき出してにらみ合った。

「野蛮かどうかは別として」ラウルが笑う。「バルテン人は海に囲まれているから冒険心が強いのですよ。大いなる外洋をこえたといわれるのはバルテンの海賊だとか」

「知ってるさ」とレオン。「よく自じ慢まんげな話を聞いた────親父おやじから」

　ずきん！　とアリアンは胸が刺されたように痛んだ。思わず胸を押さえてうつむく。

　レオンの顔が見られない。彼がどんな顔をして義父の思い出を語っているか見たくない。きっと、見るだけで切なくなるような、懐なつかしく慕したわしいというような表情のはずだ。

　ふいにアリアンは気がついた。自分の怯おびえに初めて向き合った。

（レオン……レオン、あなたは行ってしまうの？　お義と父うさまのもとへ……？）

「海洋国バルテンは、ランゴニア帝てい国こくと似ているのでしょうか」

　うつむくアリアンの耳に、ジジの言葉がとどく。

「そうだね。帝国もバルテンでいう島とう主しゆにあたる、各領地をおさめる貴族の権力がとても強い点は似ているかな。皇こう帝ていの選出も、選帝侯に任じられた十名の貴族が行うぐらいだから」

　ラウルが答えると、レオンが嚙かみつくようにいった。

「世せ襲しゆう制せいじゃない？　だったら、なんで〝愚ぐ鈍どん皇帝〟なんかが選ばれたんだ」

「ブルトゥ皇帝は、四十年前の皇帝選出の際に選帝侯だったのですよ」

「なんだそれは。自分で自分を選んだのか。そんなことが可能なのか？」

「ええ。彼には充分な地位と権力、他ほかの選帝侯を従える人望がありましたからね」

　レオンはあきれたように天を仰いだ。

「そんな切れ者だったのに、いまじゃ愚鈍皇帝か。年はとりたくないな」

「まあ、評価はひとそれぞれですが……」ラウルは背後を振り返り、女戦士に訊きいた。「どうです、カラ。皇帝ブルトゥについてどう思われます？」

「あんなの、ただの助すけ平べえじじい！」身もふたもない答えが返った。

　おや？　とアリアンは思う。身もふたもない答えだが、声には嫌けん悪お感かんが感じられない。

「というわけで」ラウルは苦笑する。「帝国では諸侯たちが、皇帝を廃して皇こう太たい子しを皇位につけようとしていますよ」

「当然だな。もうろくした好色じじいはさっさと隠居しろってことだ」そこでレオンは声を落とす。「……おまえとは気が合いそうじゃないか」

　これにはさすがにアリアンも頭にきた。

「まあ！　ずいぶんと無礼ないいぐさではなくって!?」

「は？　なんのことだ!?」いきなりいわれて、レオンは驚おどろいた顔で振り返った。

「たったいま、おっしゃったでしょう。あたくしと〝愚ぐ鈍どん皇こう帝てい〟は気が合うって」

「な、ち……違う！　そうじゃない、おまえにいったんじゃない！」

「見え透いたいいわけは見苦しくてよ。そうね、それなら聖せい紀き元げん祭さいを待たずに婚こん姻いんを進めても、いっこうにかまわないわけだわ」

　言葉を重ねるたびに哀かなしみがつのる。裏切られたような思いにアリアンは深く傷つき、その痛みがますます哀しみからくる怒いかりをかき立てた。

「なによ──なによ、そんなふうに思っているのなら、あたくしの護衛なんてする必要はなくってよ。そうよ、あなたなんてさっさとあたくしを置いて……」




　バルテンに帰ればいいでしょう────!!




　という言葉を、アリアンは寸前でぐっと吞のみこんだ。

　代わりにさっときびすを返し、できるかぎりの早さでレオンから遠ざかる。

　激しい感情にかられるままに、船室につづく階段を勢いよく駆けおりる。怒りをぶつけるように扉を思いきり開け、アリアンはなかに飛びこんだ。

「殿でん下か!?」

　はっと足が止まった。目の前でセレネが驚いたようにこちらを見ている。

「どうされたのですか。なにか……とても哀しい顔をなさっておいでですが」

　気づかうようなセレネの優しい声に、アリアンは怒りの熱さが引いた。

「……いいえ」アリアンは首を振った。「なんでもなくてよ、アクィタニア侯」

「それならよろしいのですが。さあ、どうぞこちらに」

　セレネは、小さな船室に備えつけの椅い子すに置かれたクッションをふくらませると、アリアンの細い手をとって座らせた。ここには彼女ひとりしかいないようだ。

「お飲み物はいかがです。ランゴニア領事からの差し入れですが、なかなかいけますよ」

　香料入りの茶を杯に注ぐセレネに、アリアンは訊きいた。「ダンジェリー卿きようは？」

「メルキオは……わたしがうるさいらしい。放っておきます」

　苦笑するセレネの横顔に、アリアンはかすかな陰を見た。

（あなたこそ哀しそうよ……アクィタニア侯。どうなさったの？）

　お茶の入った杯を受け取りつつ、アリアンは事情を聞くに聞けずに黙だまりこむ。

　小さく渦を巻く茶の入った杯をのぞくと、ため息が口をついて出た。

〝俺おれの忠誠は、聖せい王おう女じよただひとりにある……〟

　彼は、あんなにも嬉うれしい言葉をいってくれたのに。

　どんな誹ひ謗ぼうを聞かされても彼への信しん頼らいはゆらがない、などとよくいえたものだ。

　いまこんなに不安でいるのは、ランゴニア領事から聞かされた噂うわさのせいなのだから。

　先ほどの会話も、いつもの軽口だったのかもしれない。面と向かって、彼の本当の気持ちを聞けばすむ話だ。彼もきっと答えてくれるはずだ。

　だが、その勇気はなかった。もしバルテンに帰るとはっきりいわれたら？

　怖かった。とても怖かった。らしくない臆おく病びような気持ちに囚とらわれ、アリアンは面おもてを伏せた。

「殿でん下か、ずっと気の張る思いをしてこられたでしょう」セレネが優しくいった。「城でゆっくりお休みください。先触れを出しておいたので、城の家か宰さいが迎えにきているはずです」

「あら、そんなにのんびりしていられないわ。調べたいこともあるし」アリアンは顔を上げ、無理に笑った。「ヴュークスの街につくのは楽しみね。奇観で名高いと聞いていてよ」

「見慣れれば、ただの風景ですよ」セレネはほほ笑んだ。「崩れた遺跡や岩ばかりで、そのあいだにあるのは草原と耕地ばかり。緋ひ海かいに面した場所は崩れやすい崖がけで、潮の流れも速く、だから大きな港がありません。ただの田舎いなか街まちです……でも」

　ふっとセレネは優しい表情になった。

「わたしは、そんなヴュークスが好きです」

　ふと、アリアンの胸が温かくなる。若くして領主となって、きっと様々な苦労があるだろうに、それでも自分の治める領地を愛しているという彼女を、アリアンは好ましく思った。

　亡なき父の跡を継がねばならない自分と、境遇が似ているところにも親近感がわく。

「……あの、さしつかえなければ」ためらいがちにアリアンは訊きいた。「ふたりきりのときは、セレネさまと呼んでもよろしくて？」

「ええ!?」セレネは驚おどろいて顔を赤くした。「そ、そんなもったいないことを！」

「それと、よければ殿下、ではなくてアリアンと呼んでくださらないかしら」

「あ──そ、そうですね、殿下が、そうお望みなら……ア、アリアンさま」

　アリアンはほほ笑んだ。きりっとした男装姿のセレネが、うろたえて赤くなる様が不釣合いで、それがとても愛らしい。

　それから船着場につくまで、ふたりの娘は船室で仲よくおしゃべりを楽しんだ。







　この上なく不ふ機き嫌げんな顔で、レオンは黙だまりこくっていた。そんな彼にジジが声をかける。

「レオンさん。あれは失礼だったと思います。誤解ならちゃんとそういうべきです」

「俺おれは違うってはっきりいった。聞かないアイツが悪い」

　船べりによりかかり、むっつりとレオンはいう。そこへカラがあざ笑うようにいった。

「ほっとけばいいよね、ジジ。痴ち話わゲンカは魚も食わないし？」

「痴話ゲンカじゃねえ！」思わずレオンは乱暴な水夫言葉で怒鳴る。だがすぐに怒鳴ったことに自己嫌けん悪おを感じ、船べりを蹴けりつけるようにして身をひるがえした。

　足音荒く船尾へ向かうレオンの背中から、弑し神しんの声が聞こえた。

『ふむ。まったくつまらぬ誤解による喧けん嘩かであるな』

「……おまえがもうろくエロじじいだからいけないんだ」

『自分の口の悪さを海に沈めてわれのせいにするのは、卑ひ怯きよう千せん万ばんであるぞ』

「川底と肥こえ溜だめとどっちが好きだ。好きじゃないほうに沈めてやる」

『おお！　ではでは、美女の豊満な胸の谷間なぞ大だい嫌きらいである！』

「肥溜めだな」容よう赦しやなくレオンは返し、また思いに沈みこむ。

〝あなたなんてさっさとあたくしを置いて……〟

　アリアンの声がよみがえった。その先はいわなくてもわかる。彼女は、レオンが養父のもとへ行ってしまうのかと疑っているのだ。それも当然だ。レオン自身でさえ迷いがあるのに。

　トレゴンを発たつ前に、マグヌス海運商会の元もと締じめに自分の行き先を告げ、養父のことがわかったら知らせをくれるように頼たのんだが、むろんまだなにも知らせはない。

　せめて生存の真しん偽ぎのほどがわかったなら、心も定まっただろうに……。

　自分のうかつさが悔くやまれた。普ふ段だんの調子で弑神に軽口を叩たたかなければよかった。そう思う反面、自分を信用してくれないアリアンにも腹が立つ。

（くそ、面倒だな……剣でぶった切るように簡単にいけばいいのに）

　いらいらしていたレオンは、弑神の声に気づくのが遅れた。『レオン、後ろに──』

　その瞬しゆん間かん、視界に明るい橙だいだい色いろが飛びこんできた。「う、うわっ！」

「不ふ機き嫌げんだね」メルキオだ。小柄な若者は、含み笑いを浮かべてこちらを見上げている。

「……なんの用だ」レオンは驚おどろきを必死に隠していった。いくらもの思いにふけっていたとはいえ、こんな間近にこられるまでまったく気づかなかったのだ。

「君に興味があるのさ──というかむしろ警戒してる？」

　メルキオは、橙色に輝かがやく瞳ひとみで値ね踏ぶみするようにレオンを見つめた。

「文字が読める傭よう兵へいって珍めずらしいよね。ぼくが知ってる傭兵は、みんなどうしようもない悪党のクズばっかりだったよ。名前を書くどころか○か×を書ければ上等なぐらいの頭なのに、隙すきあらば腕にものをいわせて略りやく奪だつと強ごう盗とうを働こうとするようなさ」

　あまりのいい草にレオンは不機嫌になる。「ずいぶん、口数の多い小僧だな」

「小僧？　失礼だよ。歳としは変わらないと思うけど。だいたい殿でん下かがあれほど君を信しん頼らいするのもわからない。さっきの喧嘩を見たら、君にたぶらかされたってわけでもなさそうだし」

「はあ!?　そ、そんなことするかっ！　あんな平たい小娘……」

　かっと熱くなってレオンが叫ぶと、メルキオはすっと下がった。

「冗談だよ。まあ、これからよろしく。どうせ、君の魂こん胆たんも同じだろうしね」

　そういって若者は橙色の髪をひるがえし、身軽に船首へと駆けていく。

　遠ざかる背中を険しいまなざしで見送りつつ、レオンはある確信を深めていった。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　小さな帆はん船せんは、木立のあいだの小ぢんまりした船着場に着いた。

　セレネの言葉どおり、初老の家か宰さいが兵とともに迎えの馬車と馬を用意して待っていた。

「ようこそおいでくださいました、殿でん下か」家宰が丁てい寧ねいに一礼する。「ヴュークスはここより馬でしばらく行ったところでございます。どうぞ殿下は馬車に。他ほかのみなさまは馬へ」

　最後に船から降り立ったレオンは、うさんくさげなまなざしを馬に向けた。

「い──いや……」レオンはためらいがちに首を振った。「俺おれは、歩く」

「まさか」メルキオが身軽に馬に乗ると、笑って訊きいた。「君って、馬に乗れないの？　だったら乗せてってあげるよ。けっこうな距きよ離りだからね」

「いるか！　俺は船なら操れるんだよ。というか、なんでおまえは乗れる」

「貴族のたしなみってやつさ」すましてメルキオは答える。

「あたくしも久しぶりに乗りたいわ」そこにアリアンの声がした。「子どもの頃ころ、王家つきの乗馬教師に習ったの。もっとも乗馬用のドレスか横乗り用の鞍くらが必要だけれど」

（くっそ、この優雅なお貴族どもが。悪かったな馬にも乗れなくて！）

　むっとするレオンをよそに、アリアンは残念そうに馬車に乗りこんだ。カラとジジはさっさと馬にまたがり、ラウルは優ゆう雅がに馬車の座席に収まると声をかけた。

「レオン。無理せず、ご一いつ緒しよにいかがです」

　開きなおったその言葉が非常にしゃくに思えて、レオンの不ふ機き嫌げんは頂点に達する。

　ガトランにおいて、馬車は貴族の女性や子ども、怪け我が人にんの乗るものだ。いくら馬に乗れなくても、さすがにレオンは馬車に乗る気になれなかった。

　みなの準備が整うと、セレネを先頭にして、一行は林のなかの小道を進み始めた。

　緑の茂る季節だが、道は丁寧に下生えを刈り、行き来しやすいように整えてある。徒歩のレオンも歩きやすい。彼に合わせ、セレネと家宰が馬の歩みをゆっくりにしてくれた。

　勾こう配ばいのある道をのぼり、やがて木々がまばらになると、視界が大きく開けた。

「これは……！」とたん、レオンは大きな声を上げた。

　カラやジジが馬から身を乗り出す。馬車からラウルとアリアンも顔をのぞかせた。

　眼下に広がるのは、遠くに青い水平線がのぞく緑の草原。

　その広大な緑の草原には────

　巨大な岩石と巨像群が、はるか彼方かなたまで立ち並んでいたのだ。




　驚おどろくみなの耳に、セレネの静かな声が響ひびく。

「ここが、巨岩の地ヴュークス。かつて……巨人ウムベルトが治めていた地です」










　　　Intermede02──皇こう姫き







　広大な館やかたの一室で、ひとりの少女が物もの憂うげに、天てん蓋がいつきの長なが椅い子すに腰かけていた。

　甘く愛らしい顔立ちをしたその少女は、華やかなドレスをまとい、蜂はち蜜みつ色いろに輝かがやく巻き毛の髪を宝石をちりばめた櫛くしで飾って、大きく開いた胸元に真珠の首飾りをかけている。

　どうやら彼女は、訪問者を待っているところらしい。

　少女の年齢は十五、六ほどだ。しかし歳としに似合わぬ、危うい色香がただよっている。

　ドレスの胸元からのぞく深い谷間のせいか。けだるげな表情のせいか、吸いつきたくなるような白い肌かそれとも……口づけを誘さそうように濡ぬれた紅あかい唇くちびるのせいなのか。

　長椅子のひじかけにもたれ、少女はそばの小卓に置かれた花か瓶びんから、白い花を一輪抜きとった。そっと、形のいい鼻を寄せて香りをかぐ。

　──と、おもむろに少女は細い指で花びらをむしり始めた。

　華やかにふくらむドレスの襞ひだに、真っ白な花びらが散る。一本、また一本……茎だけになった花の残ざん骸がいが次々と長椅子の下へと落ちていく。

　窓辺から小鳥の鳴き声がした。少女は金きん茶ちや色いろの瞳ひとみを向ける。

　格こう子し窓まどのそばの台にかけられた鳥とり籠かごのなかで、一羽の小鳥が羽ばたいている。

　しばし少女は、鳥籠の小鳥をじっと見つめる。が、すぐにふいと視線をそらし、また花びらをむしりだした。白い花びらがとめどなくはらはらとドレスの上に舞い落ちる。

　……まるで、鳥の羽のように。

　礼れい儀ぎ正しく扉を叩たたく音が、少女の指の動きを止めた。

「エンジェリナ皇こう姫きさま。ユーサー殿でん下かご一行がお見えになりました」

　侍じ女じよの声に、ぱっと少女は愛らしい顔を輝かせた。「ええ、お通しして」

　重い扉が開かれた。ふたりの兵士が扉の両りよう脇わきに立つと、頭ず巾きんをかぶった老侍女と若い侍女の先導で、一団の黒くろ甲かつ冑ちゆうの騎き士しが入室してくる。その先頭は、怜れい悧りな美び貌ぼうの少年騎士だ。

「お兄さま！」はずんだ声を上げ、少女は長椅子から立ち上がる。

　ひざに散らばっていた花びらがドレスの裾すそを滑すべり落ち、華やかに床へと舞った。

　少年騎士──ユーサー皇おう子じは、うやうやしく一礼した。背後の騎士たちもそれにならう。

「久方ぶりだ、エンジェリナ皇姫」

　皇子のあいさつをさえぎり、少女皇姫は蜂蜜色の巻き毛をなびかせて抱きついた。甘い花の芳香が広がってあたりにただよう。

「嬉うれしい、エンジェリナを訪ねてくださるなんて。待っていたのよ、お兄さま！」

「エンジェリナ……今日は、大事な話があってきたんだ」

　自分にしがみつく少女を、皇おう子じは優しく──だが断固たる態度で押しやる。不満げにエンジェリナは紅あかい唇くちびるをとがらせ、彼の腕に両腕をからめて豊満な胸を押しつけた。

　背後で扉を守るふたりの兵や、若い侍じ女じよが困惑気味に目をそらす。

　ユーサー配下の女騎き士しは顔をしかめ、巨漢の騎士はそっぽを向き、褐色の肌の異国人の騎士はあきれ顔だった。大剣を下げた鋭いまなざしの騎士だけが静かに立っている。

「二年ぶりに会う〝姪めい〟に冷たいことをいうのね」少女は甘い声でささやく。「でも……お兄さま、相変わらずお美しいこと。いいえ、とてもご立派になられたわ。ずっと昔」

　エンジェリナの金きん茶ちや色いろの瞳ひとみに、すっと酷こく薄はくな光がよぎる。

「お父さまに殴なぐられてめそめそ泣いていた頃ころとは、くらべものにならないほどよ」

　その声に秘められた皮肉に、さっと騎士たちのあいだに緊きん張ちようが走った。

「かけたまえ、エンジェリナ」

　ユーサーは顔色ひとつ変えず、少女を長なが椅い子すに導く。皇こう姫きがふわりとドレスをふくらませて腰を下ろすと、ユーサーはよどみない口調でいった。

「まず──聖座島サン・スイエージユの崩ほう壊かい後、お父上であるダリウス大たい皇こうの行方はわかっていない。さぞや不安なことだと思う。お察し申し上げる」

　聖座島で彼が行ったことを考えれば、それはあまりにも不敵な言動だった。

　しかしエンジェリナもまた、あきれるような言葉を返してきた。

「あら、お父さまなんてどうでもいいわ。皇こう宮きゆうからあたしを追い出して、この館やかたに謹きん慎しんさせたひどいひとだもの。帰ってこないほうがいいわ。でも……そうね、不安は不安よ。父のない、なんの後ろ盾もない姫など、平民の娘にも劣るもの」

「アレマン族の族長はどうだ。君の母は族長の娘で、兄上もアレマンの一族だが」

「アレマンのお祖じ父いさま？」

　エンジェリナは小こ馬ば鹿かにしたように鼻にしわを寄せた。

「いつ亡なくなられてもおかしくないお歳としよ。それにお祖父さまなら、一族のだれかにあたしを娶めとらせるでしょうね。他ほかの部族がそれをゆるすなら、だけど？」

　金茶の瞳に鋭い知性のひらめきがよぎる。甘く愛くるしい顔立ちにまどわされそうになるが、この少女はけっして馬鹿ではない。自分が置かれた状況を、冷静に見つめている。

「別の部族も同じ。結局、あたしはお父さまの地位を継ぐための口実として、見も知らぬ相手に嫁とつがされるか、さもなければこの館に捨て置かれたままになるかもしれないわ」

「では、君にもうひとつの道をしめそう」

　ユーサーは、厳しいまなざしで告げた。

「僕は、間もなく開かれる部族会議である提案をしようと考えている。その提案が承認されれば、君は皇こう都とへもどれるだろう。だがそれは──君の支持しだいだ」

　その言葉に、少女の紅い唇の両りよう端はしが、ゆっくりとねじれてつりあがる。

　ただならぬ笑みだった。歪ゆがんだ意志が、透けて見えるような……。

「こういっては失礼だけれど」エンジェリナはねじれた笑みでいった。「他ほかの部族はお兄さまを皇こう家けの一員とは思っていないわよ。どんな提案であれ認めさせるには、とても難しいはずね。それでもあたしに、お兄さまの味方をしろとおっしゃるの？」

「そうだ」

「そう、わかったわ。では、お兄さまの誠意と忠誠を」

　エンジェリナはほほ笑み、椅い子すに腰かけたまま、おもむろに妖よう艶えんな仕草で、

「あたしに────見せてくださる」

　ほっそりとした足を、ユーサーに向けて伸ばした。

　見守っていた騎き士したちが息を吞のむ。皇こう姫きの仕草の意味は、あまりにも明白だった。

「殿でん下かになにを……！」女騎士が気け色しきばんで身を乗り出す。だが大剣を下げた騎士がすばやく片手を伸ばして制した。少女皇姫は小こ馬ば鹿かにしたまなざしで騎士たちを一いち瞥べつする。

「配下の方々はお気に召さないようね。でも、お兄さまは……いかがかしら」

　ユーサーは無言だった。しばし彼は、漆しつ黒こくの瞳ひとみで少女の金きん茶ちやの瞳を見つめる。

　沈ちん黙もくする部下たちの前で、少年皇おう子じはゆっくりと少女皇姫の足もとにひざをついた。

　彼はドレスの裾すそからのぞく少女の小さな足を手にとり────

　なんのためらいもなく、その唇くちびるを足の甲に押しあてた。

[image: ]

　張りつめた空気が部屋に満ちる。

「……これでよろしいか。エンジェリナ」

　ユーサーは顔を上げる。少女皇こう姫きの愛らしい面おもてに、満足げな笑みが浮かんだ。

「ええ、よろしくてよ。お兄さまのお心、エンジェリナはたしかに受けとりましたわ」

　すっとユーサーは立ち上がる。その表情からはなんの感情もうかがえない。

「部族会議は十日後、皇こう都との外で行われる。三日後の朝、出しゆつ立たつするつもりだ」

「三日後……ずいぶん急ね。でもこれで、お兄さまと皇こう宮きゆうに帰れるのかしら」

「それは部族会議の結果による。だが、かならずや君を皇宮の御ご座ざ所しよにおつれしよう」

「嬉うれしいわ」蜂はち蜜みつのようにとろける笑みを浮かべ、エンジェリナは手を差し伸べた。

　ユーサーは丁重に彼女の手をとると頭を下げる。「三日後の朝、迎えにこよう。では」

　うやうやしくそういって、皇おう子じは配下の騎き士したちをつれて退室した。

　兵が扉を閉めて出ていく。あとにはふたりの侍じ女じよと、エンジェリナが残された。

「お祝い申し上げます、皇姫さま。一年ぶりに皇都に帰ることがかないそうですな」

　頭ず巾きんをかぶった老侍女が平淡な声でいった。その頭巾の下は剃てい髪はつのようだ。

「あら、まだどうなるかわからなくてよ。部族会議しだいですもの」

　エンジェリナは、つまらなさそうに差し出した手を引いた。あきらかにユーサーが口づけるのを期待していたのだ。少女は長なが椅い子すに腰かけ、またひとつ白い花をとりあげる。

「でも、こんな軟禁状態はもう飽き飽きだわ。なにもかもあたしをここに閉じこめたお父さまのせいよ。素直に死んでしまっていればいいのに！」

　皇姫は辛しんらつにダリウス大たい皇こうをののしった。

「若い兵たちが勝手にあたしに想おもいを寄せたあげく、決けつ闘とうだの自死だので死んだからといって、あたしになんの罪があるの？　第一、そこらのつまらぬ下げ衆すにこのエンジェリナが身を委まかせると思うなんて、ひどい侮ぶ辱じよく。自分は娘より若い花嫁を娶めとろうとしたくせに」

　エンジェリナは手のなかの白い花に、冷ややかな視線を落とす。

「純潔の価値を、あたしはわきまえているわ。殿方は多くの花を手た折おるのがお好きなのに、その花に傷があるのはゆるせないのよ。それなら手折られる相手は選ばせていただくわ」

　少女は長椅子のひじかけに両腕を預け、うっとりとつぶやいた。

「お兄さま、とても素す敵てきになられた……美しく、才気にあふれて輝かがやいている。ああ、早くお兄さまに、悦よろこびを教えていただく日がくればいいのに」

　そこで少女は、すっと冷めたまなざしになる。

「むろん、あたしの望みにお兄さまがふさわしければの話だけれど」

　無言で聞いていた老侍女が、抑揚のない声でたずねた。

「では、この会見について、ラシュド大だい司し教きようさまにご報告してもよろしいでしょうか」

「勝手になさい。でもバアシュ教にも、あたしを自由にさせるつもりはないわよ」

　その答えに老ろう侍じ女じよは一礼し、静かに退出していった。あとに残されたのは、若い侍女ひとり。彼女は閉まった扉と皇こう姫きを見比べつつ、怯おびえたようにあとじさる。

「こ……皇姫さま、あの、わたくしもこれで……」

「だめよ」

　びく！　と侍女が身をちぢめる。皇姫は甘い笑みを浮かべて侍女に命じた。

「あと片づけが必要なの。そこに控えていなさい」

　エンジェリナは長なが椅い子すから立ち上がり、台にかけられた鳥とり籠かごに向かって歩き出した。

　床に散らばる白い花びらが皇姫の靴くつで踏ふみしだかれる。羽のように花びらは舞い、無残につぶされ、絨じゆう毯たんの上に染しみを残す。

　窓辺に立って、エンジェリナは鳥籠に手を伸ばした。格こう子し窓まどからさしこむ陽ひの光が、少女の蜂はち蜜みつ色いろの巻き毛を美しく輝かがやかせる。

　籠の小鳥はなにかを察したか、激しく羽ばたいた。

　少女皇姫は甘く愛らしい笑みを、羽ばたく小鳥にうっとりと向けた。だがそのとろける笑みの奥に、背筋がぞっとするような妖あやしさが見え隠れする。

　まるで、甘い蜜にくるまれた毒のような……。

　濡ぬれた紅あかい唇くちびるで、エンジェリナ──聖なる天使の名を持つ少女はつぶやいた。

「さあ……おまえはもう、あたしのものよ」










　　　第三章　巨岩
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　空へとそびえる巨岩と巨像の並ぶ緑の大草原を、レオンたち一行は進んでいた。

　あたかも、群島浮かぶ大おお海うな原ばらを、小さな船が進むように。




　圧倒されるばかりに巨大な岩のあいだを、馬と人間たちは通り抜ける。

　崩れかけた槍やり持つ巨人の像。地面に転がる巨大な頭部。足だけになった巨像を横目に、宙に弧を描くアーチ形の大きな岩をくぐり、傾かしいだ巨大な柱と岩の脇わきを通り抜ける。

　神かみ代よからここにあるように、巨岩群は午後の陽を浴びて静かに鎮ちん座ざしている。

〝悠ゆう久きゆう〟という言葉を、その身をもって示すように。

　だれもが言葉もなかった。草原を渡り、草をざわめかせる風の音だけが響ひびいた。

　馬車の後ろを歩むレオンは、ぼうぜんと頭上を仰いだ。目の前の不可思議な神秘に、圧倒されるばかりだった。

「──はるか昔」馬車の御ぎよ者しや席せきに座る家か宰さいが、静かにいった。「この地を治めていたのは、偉大なる巨人ウムベルトといわれる人物でした。彼は古き巨きよ神しんに仕え、〝魔ま呪じゆ〟を用いて、様々な奇跡を行ったとか。天より巨岩を呼び寄せたのも、彼だといういい伝えがございます。侯こう爵しやく家けは、その偉大なるウムベルトの子孫といわれておるのでございますよ」

　誇らしげにいう家宰に、馬車からアリアンが巨大な影を落とす像を見上げて訊きいた。

「では、この地にあるという珍めずらしい遺跡も、ウムベルト由来の場所なの？　いったいどんな遺跡なのかしら。ぜひ、見せていただきたいものだけれど」

「遺跡……それは〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉か、〈斎いわい場ばの宮みや〉のことでございますな」

「〈巨人の聖砦〉と、〈斎場の宮〉？」

「はい。〈巨人の聖砦〉は城の裏手の、南の緋ひ海かいを臨む崖がけにある、それはそれは途方もなく巨大な岩でございます。崩れかけて危険な場にありますので、いまはそこに至る道は閉へい鎖さされておりますが。〈斎場の宮〉は、街のすぐ北にある丘の遺跡でございます」

「そう……では〈斎場の宮〉のほうを、ぜひ見せていただきたいわ」

「ですが、宮はあまりよくない場所でございます……」家宰は歯切れ悪く答えた。「実は十四年前、ウムベルトの神──古き巨神を信仰する教団が、ある事件を起こしまして……」

「家宰！」ふいに前方からセレネの厳しい声が飛んだ。はっと家宰が口を閉ざす。

　レオンは前を行くセレネに視線を向けた。女侯爵の背中はこわばっている。

　隣となりで馬を進めるメルキオも、ほがらかな彼らしくもなくよそを向いて押し黙だまっている。

　レオンはいぶかしげに眉まゆを寄せ、ふたりを見比べた。どうやらいまの会話に、彼らにとって触れて欲しくないことがあったようだが──それは、なんだろう。

（下へ手たに詮せん索さくしないほうがいいのか。変にこみいった事情でなければいいが……）

　やがて行く手に、巨岩と並木に囲まれたヴュークスの街壁が現れた。

　そのとたん、レオンたちは息を吞のんで身を固くする。

　真っ黒に焼けて崩れた街門と、その脇わきの無残に破は壊かいされた建物の跡が見えたのだ。

「街の正門とエウレネの聖せい殿でんさ。バアシュ教徒どもが火をつけたんだ」

　歩みを止める一行に、メルキオが怒いかりの声でいった。

「なんてこと」アリアンが馬車から身を乗り出す。「なぜこんなひどいことをゆるしているの。エウレネ教は聖せい王おう国こくの国教よ。わが国を侮ぶ辱じよくしているも同然ではなくて！」

「それが……」セレネは悲しげに吐と息いきをついた。「教徒のなかには街の若者や、農民の息子たちが多くいるのです。強硬な姿勢で臨めば、彼らをも傷つけることとなる。厳重な処罰を望む住民も少なくありませんが、平和裏な解決を望むものも、やはり無視はできません」

　どうやらセレネは板挟みになっているようだ。レオンは嫌けん悪おもあらわにつぶやいた。

「ったく、いらん争いばかりを引き起こす神なんざ、ろくなもんじゃないな」

「神が悪いのではありませんよ」ふいにラウルの静かな声が聞こえた。「神とひととのあいだを介在する人間、つまり宗教者の責任を問うべきです。どんな神であれ、その神を純粋に乞こい求めるものに、罪はないのですから」

　レオンが馬車を見上げると、ラウルは珍めずらしく険しい表情で破は壊かいされた聖せい殿でんを見ている。彼のなかのどんな感情がそんな言葉を引き出したのか、はた目からはわからなかった。

（……らしくないな。聖せい者じやみたいなことを抜かしやがる）

　一行は黒い瓦が礫れきの横を通りすぎ、木立の陰の、門兵に守られた小さな脇わき門もんへと入る。

　門をくぐると、牧歌的な風景が広がった。

　街のなかにもかかわらず、山や羊ぎが草を食はむ緑の野原や、起伏ある耕作地が点在し、赤い屋根と白い壁の家々の上には、緑の木々が涼しげな影を落としている。清らかな流れの水路に小さなアーチ橋がかけられて、その脇に愛らしい野の花が咲きほこっていた。

　雑多でさわがしい港街トレゴンに比べると、心落ち着く田舎いなか街まちといえた。

　街の中心地にさしかかると、家々の並びも密になり、行き交う人々も増えてくる。

　先頭を行くセレネに、住民たちが会え釈しやくして道をゆずる。彼らは異国人のカラや、最後尾の巨きよ剣けんを背負うレオンに目をみはった。驚おどろいてあとじさるものもいた。人々の目線やささやきに、強い警戒と恐怖が見える。いまこの街は、〝暴力〟の気配に敏感なのだ。

　やがて前方に、小高い丘の上に立つ古城が見えてきた。

　風雨にさらされ、長い年月を経てきた城は、威い厳げんと風格をまといそびえ立っていた。
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「……よくお休みになられましたか、聖せい王おう女じよ殿でん下か！」

　城についた翌朝、アリアンを起こしたのは、貫かん禄ろくのある陽気な侍じ女じよ長ちようだった。

　開け放たれた格こう子し窓まどから入る朝の光に、柔らかな枕まくらに沈みこんでいたアリアンは、まぶしげに目を開ける。久々にゆっくり眠れた気がして、寝台から離はなれたくない。

　寝ぼけまなこで起きあがり、洗顔用の手水ちようずで顔を洗うと、やっと眠気が去った。

「朝食の準備は整っておりますよ」侍女長がてきぱきと手水を片づける。「セレネお嬢じようさまは朝早く見まわりに出かけられましたけど、どうぞごゆっくりとおっしゃってましたわ」

「いいえ、食事は……けっこうよ。早いうちに書庫を見せていただきたいから」

「まああ、いけません！」侍女長がおおげさにたしなめる。「殿下はいささか、お背が小さくていらっしゃいますわ。お体の厚みも必要でしてよ。きちんと召しあがらなくては」

　思わずアリアンは、レオンにいつもいわれる「薄うすべったい」という言葉を思い出した。

（なによ、そんなにふっくらしたのがお好みなら、大おお樽だるにでも入っているわ！）

　アリアンは不ふ機き嫌げんにぷっと頰ほおをふくらませる。そこへ若い侍女が入ってきて告げた。

「失礼いたします。控えの間にて、お着替えのご用意が整いました」

「はいはい、ちょうど殿でん下かがお目覚めになったところですよ。さあさ、こちらへ」

　侍じ女じよ長ちように手をとられ控え室へ入ったとたん、アリアンは驚おどろきに目をみはった。部屋には色とりどりの美しい衣装が入った多くの衣装箱が広げられている。まるで、花畑のようだ。

「いかがです、殿下。お好みの服はございますかしら」

　侍女長や侍女たちが、華やかな衣装を広げる。どれも小さめでアリアンにぴったりだ。

「こんなに……いったいどうしたの。しかもあたくしの丈に合ったものばかり」

「セレネお嬢じようさまがお小さい頃ころ、亡なきお母上さまが王おう都との仕立屋に作らせたものですよ。なのにお嬢さまは、男の格好ばかりなさって……」侍女長は眉まゆを曇くもらせた。「いくらお父上さまが男子を望んでおられたからといって、侯こう爵しやく家けのご息女がはしたのうございます。せっかく、ロドリグ代官さまから求婚されているところですのに、どういうおつもりなのか……」

「求婚!?」アリアンは驚いた。「ロドリグ代官というと、港街トレゴンの？」

「ええ、お嬢さまは十八歳、遅いぐらいですわ。それにお嬢さまも、まんざらではないはずですわよ。家か宰さいの話ですと、ひそかに代官の身上をお調べになっているとか」といって侍女長は、はーっと深いため息をついた。「お嬢さまが跡を継がれてから、バアシュ教徒どものみならず、公こう吏りや廷臣たちも勝手しほうだいですわ。若い女のひとり身では、侮あなどられるのも当然ですわね。早く、頼たよりになる殿方と結婚していただきませんと……」

　侍女長の言葉に、アリアンは眉をひそめる。

（ずいぶんないい草ね。あたくしも即位したら、こんな風にいわれるのかしら？）

「だいたい、あんなどこの魚の骨ともわからない若者を城に置くなんて外がい聞ぶんが悪うございます。貴族なんてどうやって身分をたばかったのか、素す性じようも知れぬ拾い子のくせに……」そこまでいって、あわてて侍女長は話を打ち切った。「まあまあ、つまらぬ話をして申しわけございません。さあ、おまえたち。殿下にふさわしいお姿にしてさしあげるのですよ」

「はい！」侍女たちが満面の笑みで答え、あっという間にアリアンをとりかこんだ。

「なんてお美しい金の髪ですこと。お肌もきめ細かくて真っ白。瞳ひとみも綺き麗れいな翡ひ翠すい色いろ！」

「飾りがいがありましてよ。ほらほら、瞳の色に合わせたリボンを持ってきて」

「宝石のブローチと首飾りはどこ？　髪に編みこむ花もあったほうがいいわ！」

　アリアンは、自分が等身大の着せ替え人形になったような気がした。

（体ていのいい娯楽を提供したみたいだわ……）




　というわけで、薄うす暗ぐらい城の地下の書庫の前でジジに会ったとき、アリアンは全身飾り立てられた上に、とてもごたいそうなドレスを着せられていた。

「アリアンさん」ジジが驚きのにじむ声でいった。「舞ぶ踏とう会かいにでも出るのですか？」

「……書庫に入る格好ではないわよね」ひらひらしたドレスを見下ろしてアリアンはいった。「それより、突然手伝いをお願いしてしまってよかったかしら」

「いえ、わたしも古い文ぶん献けんには興味がありますから。師し匠しようにも一いつ緒しよにきていただこうと思ったのですが、昨夜から姿が見えないんです」

「なんですって。それは大変ではないの!?」

「ご心配なく。これまでの旅からしてある程度、師匠の行動の予測はつきます。ところで、レオンさんこそどちらに行かれたのですか」

「え──」レオンの名に、ずきんとアリアンは胸が痛んだ。「知らなくてよ、あんなひと。たとえいたとしても、どうせ手伝ってはくれないもの。さあ、家か宰さいどの。書庫を開けて」

「かしこまりました。それではこちらになります──どうぞ」

　控えていた家宰が書庫の扉を開けた。とたん、ほこり臭くさい空気があふれ出てくる。思わずアリアンは顔をしかめた。家宰が燭しよく台だいを掲げると、暗がりに書棚が浮かび上がる。

「申しわけございません。もう十年以上は開けておりませんでしたので。この書庫には、遺跡から発掘された遺物や、ヴュークス地方の伝承などもあるはずですが」

「あるはず……って、索さく引いん用ようの目録は？　それか所蔵物の一覧はないの？」

「さて……十四年ほど前、本土から調査にきたエウレネ教の神官と塔とうの学まなび舎やの賢けん人じんが、文献も調べておられたようですが、研究結果を王おう都とに持ち帰って、それきり」

　くらり、とアリアンは目まいがした。ということは、この薄うす暗ぐらく狭くカビ臭い陰気な場所で、ジジとたったふたりでこの文献を調べ上げなくてはならないのか……。

「お嬢じようさまから、できるかぎり殿でん下かの便宜をはかるよう命じられております。なにかご希望がございましたら、ご自由においいつけくださいませ」

　申しわけなさそうな家宰の言葉に、アリアンは腰に両手をあてて書庫をにらむ。

「……ああもう、こんな暗くて陰気でほこり臭い場所にこもるのはごめんだわ！　いますぐ、この城で手の空いてるものを全員！　ここに集めなさい」

「は、全員、でございますか？」

「そうよ。下働きでも侍じ女じよでも兵士でも料理人でもかまわないわ。とにかく全員よ！」
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　その頃ころ、レオンは城壁の望ぼう楼ろう──見張り台に登っていた。

　高台の望楼からは、ヴュークスの城や街の全容がひと目で見下ろせる。

　小高い土ど塁るいに立つ城はかなり古い。中庭や主しゆ塔とうを囲む高い城壁と、城の石壁は、苔こけむして黒ずみ、一部は崩れかけている。だがその古さには風格があり、積み上げられた石や柱、壁のひとつひとつに、年月の重みがにじみ出ていた。

　城壁の向こうはヴュークスの街だ。光る小川の流れと緑まぶしい木々と耕地、赤い屋根の家家がつづく街並みは美しく、まるで箱庭のようだった。

　街の東は緑の大草原、南には青く輝かがやく緋ひ海かい。北の丘の上にある遺跡も一望できた。

　胸の空すくような光景だ。夏へ向かって、海も空も大気も草木も、生き生きと輝いている。

「……いいながめだな」つぶやいて返事を待つ。

　だが答えはない。はっと気づいて、レオンは口をつぐむ。

　いま、彼の背に弑し神しんはない。昨日から部屋に置きっ放しなのだ。厳いかつい巨きよ剣けんに街の人々を怖がらせたくなかったのもあるが、本音は言葉を交わしたくなかったからだ。

　アリアンが誤解したのも、うかつに弑神に話しかけたからで──いや、弑神のせいではない。養父のこと、素直ではない自分の性格、胸のうちの迷い……そんなささいなことが原因だ。けれど、そのわずかな原因が、すれ違いを大きくしていくのではないか。

　取り返しがつかなくなる前に彼女と話さなくては──だがなにを、どうやって？

　迷いながら、レオンは彼方かなたの緋海をながめやった。

　青い海は、初夏へ向かう明るい陽ひ射ざしを浴びて輝いている。水平線には白い雲以外なにもない。水面に浮かぶのは網あみを投げる数すう艘そうの漁舟だけだ。

　レオンはしばし無言で海を見つめた。吹き上げる潮風に、若者の炎のような赤毛は激しくかき乱される。まるで────いまの胸のうちのように。

（阿あ呆ほうだな……俺おれはなにを期待している。なにもない。なにも現れやしないんだ）

　望ぼう楼ろうの石せき欄らんにこぶしを打ちつけ、レオンは海から目をそむける。

　その拍子に、先ほどから気になっていた城の裏手、南の方角へと視線が移る。

　そこにあるのは、途方もなく巨大な岩だ。

　巨岩は、海を見下ろす険しい崖がけの端はしにめりこんでいた。少しでもゆらせば、真っ逆さまに海へ転げ落ちそうだ。だが、巨岩はゆるぎなくその場に鎮ちん座ざしている。

　レオンは目を細める。岩の頂に、城のような建造物が見えた。

　あれが、昨日家か宰さいがちらと話しかけた〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉らしい。とすると、先ほど街の北に見えた丘の上の遺跡が、〈斎いわい場ばの宮みや〉なのか。

〝……十四年前、ウムベルトの神を信仰する教団が、ある事件を起こしまして……〟

　家宰の声が脳裏によみがえる。こわばるセレネの背中と、押し黙だまるメルキオの姿も。

　レオンは石欄にひじをついて考えこむ。

　そういえばトレゴンの街で副元もと締じめが、昔この地で宗教がらみのごたごたがあったと話していた。十四年前の事件とはそのことだろうか────

　レオンは身を起こし、海に背を向けた。ふと、緑生い茂る中庭に視線が落ちる。

　大勢の召使いを引きつれたアリアンが、庭の池のそばを歩いている光景が目に入った。

（なにやってるんだ、あいつ？）

　とっさにレオンは、床の撥はね上げ蓋ふたを開けて、薄うす暗ぐらい望ぼう楼ろうの内部に通じるはしごを降りる。はしごを降りきって外に出る扉を開けると、まぶしい光があふれ出た。

「あ……レオン」戸惑う声にレオンは目を開けた。

　すぐ近くにアリアンが立っている。背後には書物を抱えた召使いがずらりとつづいていた。ふたりは言葉を探すように、しばしむっつりとにらみ合った。

「……なにやってるんだ」不ふ機き嫌げんにレオンは訊きいた。

「文ぶん献けんを調べるついでに書庫の整理よ。側塔の空き部屋に移して虫干しするつもりなの」

「虫干しにそのひらひらした衣装はなんだ。床でも掃くのか」

「聖せい王おう女じよにふさわしい装よそおいでしてよ。野蛮人バルバリエには理解できないでしょうけど」

「ああ、理解できないな。おまえみたいな小娘が着飾ってなんの意味がある」

　いつもの調子でレオンは返す。だが他人行ぎよう儀ぎな空気のせいか、生まれた言葉は予想外に冷ややかだった。自分でいっておきながら、レオンははっとたじろいだ。

　アリアンはきゅっと唇くちびるを引き結び、レオンをにらみつける。

　が──ふっと視線を落とすと、少女は小さな声でいった。

「けっこうよ。言葉を飾ることもできない野蛮人に理解されようなんて、思わないもの」

　少女はレオンの横を通りすぎ、側塔へ歩いていく。召使いたちが、戸惑う表情でぞろぞろとついていき、あとにはレオンと、気まずい空気だけが残された。

　やりきれない感情にレオンは襲おそわれた。なぜこうなってしまうのだろう。仲なか違たがいしたいわけではない。断じてない。なのにますます亀き裂れつは広がっていく。

「……ちくしょう」どうしようもない思いを吐はき捨てて、レオンは一歩下がった。

　その拍子になにかを踏ふみつけた。「きゃっ！」という細い悲鳴が上がる。あわてて茂みをのぞいたとたん、声が出た。「な──なにやってんだ、あんた!?」

　そこには若い侍じ女じよに押し倒された格好のラウルがいた。侍女があわてて身を起こす。

「あ、あの、侍女長には秘密になさってくださいね。詩人さま、わたし、これで……」

「そうですね、名な残ごり惜しいがしかたない。またあとで、可愛かわいいひと」

　ラウルは侍女の手をとり、その甲に優しく口づけた。侍女は頰ほおを赤らめ、スカートをひるがえして走っていく。その姿が見えなくなると、心底残念そうに詩人は吐と息いきをついた。

「どこかの無ぶ粋すいな輩やからのせいで台無しですね。ああ、あと、もう、少しでしたのに！」

「なにがもう少しだ。こんな場所で色ボケてる阿あ呆ほうは踏まれて当然だぜ」

　冷たくいい捨てるレオンに、ラウルはわざとらしく首を振ってため息をついた。

「詩人であるわたしはいま、あなたにぴったりの表現を思いつきましたよ」

「なんだそれは」

「救いようのない馬ば鹿か」

「どこが詩人だぁっ！」思わずレオンは怒鳴った。「そんな悪態、俺おれでもいえる！」

「この上なく的確ではありませんか」しれっとラウルは答える。「あなたはいいかげん馬……もとい頑がん固こなのですよ。あれだけ〝野蛮人〟呼ばわりされて、少しも洗練されてこない」

「ハ！　〝洗練〟ってのは、どこかの茂みで侍じ女じよと昼寝することかよ」

「野や蛮ばんな人間には無理でしょう？」ラウルはほほ笑んで立ち上がる。「そうですね、言葉を飾るのが得手でないというのなら……せめて正直であるべきです」

　歌うように美しい声がレオンの胸をえぐる。彼は目をそむけた。

「正直なんて、あんたに一番似つかわしくない言葉をいわれてもなんの説得力もない」

「なにをいいます、わたしは噓うそなど申しませんよ？　美しい花は美しい、美しい女性も美しい。見たまま感じたまま、わきあがる感情のほとばしりのままに唇くちびるから音に──」

「師し匠しよう」平静な声が陶とう酔すいする言葉を凍りつかせた。「ここで、なにをしているのですか」

　おそるおそるラウルは振り返る。すぐ背後に、ジジが立っていた。

　いつもの冷静な態度──のはずだが、有無をいわさぬ強さが感じられる。

「あ、ああ、ジジ」ラウルがたじろぐ。「いや、その気分が悪くて……休んでいたのだよ」

「噓はいわないんじゃなかったのか」レオンが冷たく指摘する。

「噓ではありませんよ！　これは、いまのわたしの正直な感情からくる発言でして」

「ご気分が悪いのは、昨夜街の酒場で飲みすぎたからです」冷静に、非常に冷静な声でジジがいった。「文ぶん献けんの調査を行えば、きっと気分も治ります。さあ、いきましょう」

　ジジはラウルの長衣の袖そでをにぎりしめ、断固とした態度でいった。どうやら怒おこっているらしい。感情らしい感情を見せない彼女でも怒ることはあるのかと、レオンは驚おどろいた。

「……わかった、わかった、わかりました」負けた、というようにラウルは両手を開いた。「あー、でも、肉体労働はしないからね」

「わかってます。師匠にそんなことは、まったく、これっぽっちも、期待していません」そういうとジジはレオンにぺこりと頭を下げた。「それではレオンさん、失礼します」

　ふたりはアリアンがいる側塔へ向かった。

　あの色ボケ詩人──とレオンは見送る。だが、ただの色ボケでないところが始末に悪い。

　弑し神しんの話が本当なら、ラウルは古きまつろわぬ種族のはずなのだ。一度、はっきりと彼に問いただすべきだろうか。いや、どうせ彼のことだ、のらくらとごまかされるに違いない。

　なにより、自分にしか聞こえない弑神の言葉しか、裏づけはないのだから……。

　そのときレオンはかすかな話し声を耳にした。遠くてはっきりしないが、いい争いのようだ。いぶかしげに眉まゆを寄せ、レオンは静かに歩き出す。

　声は城門にほど近い、中庭のはずれの厩きゆう舎しやの裏から聞こえてくる。

「……どうしてそんな勝手に……」「……セレネこそ……」

（メルキオと、侯こう爵しやく？）レオンは厩舎の陰で足を止める。

　馬たちのいななきと息づかいのあいだから、メルキオの苛いら立だつ声が聞こえた。

「……シュ教徒から街を守らせているだけだよ」

「でも、勝手に動きまわるのは困る。持ち場に入られて城の兵が戸惑っているんだ」

「ダンジェリー兵はぼくの配下だ。どう使おうがぼくの自由さ」

「メルキオ！」セレネの声がして、メルキオが奥から外へ飛び出していった。

　しばらくしてセレネも奥から現れた。彼女はメルキオの去った方角をじっと見つめると、ふっと肩を落とし、反対方向へと歩き去っていった。

　レオンも日向ひなたに出る。メルキオが去った方角と、セレネが歩いていった方向を見やる。

　セレネに訊ききたいこともあるが──いまは、メルキオのあとを追うことに決めた。
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「……これは侯こう爵しやく家けの功績だわ、あまり関係なさそう……あら、ラウルどの、ジジ」

　側塔の一室で書物を読みふけっていたアリアンは、ふたりの入室に顔を上げた。

　ラウルが部屋を見まわす。壁かべ際ぎわには古びた革表紙の書物が積まれていた。書庫からほこりも運ばれたのか、開いた窓から差しこむ光で、空気に細かな粒子が躍おどっている。

「聖せい王おう女じよおひとりですか。文ぶん献けんの整理は？」

「それが、書庫にあった段階で年代順に並べてあったの。だからそのままここに置いてもらったわ。ただこれから目録を作って、どんな内容があるか調べないといけないけれど」

「ふむ」といってラウルは、手近にあった書物を取り上げ、ながめつついった。

「しかし、聖王女。あなたはいったい、なにを調べたいのです？」

「なにをって……決まっているでしょう、あの」アリアンはいいよどむ。名を呼ぶことすら、いまは怖い気がした。「……忌いまわしい存在を退ける手がかりよ。ラウル、あなたは〝至賢人グラン・サージユ〟なのでしょう。なにか、少しでもいいからご存知ではないの」

「そうですね。〈無む貌ぼうの王おう〉を退ける手段は、一応、ありますよ」

　アリアンの胸に喜びがかすめる。が、ラウルはそれを制するように手を上げた。

「その手段とは──あなたの身を、提供することです」

　ぶたれたように歓喜が引いた。絶句するアリアンに、至賢人は言葉をつなげる。

「英雄ライオネル伝説はご存知ですね。〈無貌の王〉は英雄の妻、王女フルーリアの胎はらを借りて、自らを産み直しました。ライオネルは産まれたばかりの赤子を《王獅子の至宝レガリア》のひとつである弑し神しんによって貫き、そのまま地の底へつなぎとめた。その逸いつ話わと、聖座島サン・スイエージユでのできごととを合わせれば、〈無貌の王〉は明確な肉体を持っていないことがわかります」

　アリアンはうつむく。のしかかる絶望を必死にはねのけ、彼女は答えた。

「ええ、わかるわ……聖座島で、あたくしはあの存在に肉体を奪われた。レオンとあなたのおかげで意志をとりもどせたけれど……」思い出したくない記き憶おくに、声が途切れる。「だから、あれがただの意識しか持っていないのはわかります。つまり、あたくしが──」

「そう。刃が通じるための肉の体を、〈無貌の王〉に与えてみれば、よろしい」

「いけません！」ジジが鋭くさえぎった。「それはアリアンさんの命をもささげることです。そんなのはゆるされません。レオンさんも、絶対に怒おこるはずです」

「でも、それしか方法がないのでしょう。たとえレオンが怒ったとしても……」

「いや」ラウルが柔らかな声でいった。「頑がん固こな彼がそんな方法をゆるすはずがない。それに、あなたの身を害するために彼が弑し神しんを……いえ」ラウルはいいかけて止やめた。「なにより、これはただの仮説です。伝説どおりの結果になるという保証はありませんよ」

　アリアンは眉まゆをひそめる。「それでは、どうすればいいの？」

「〈無む貌ぼうの王おう〉はあれほどの存在です。二千年前、〈無貌の王〉討伐にかかわったのは、ライオネルだけではない。他ほかにもいるに違いありません」

「そうよ！」アリアンは目を開いた。「英雄は古きまつろわぬ種族を率いて戦いに挑んだわ。賢けん狼ろうルガル、巨人ギガス、妖よう精せい小こ人びとリリピティエン、聖せい霊れいウルフェ、大だい鴉あコルボ、そして竜りゆう族ぞくドラゴ……人間であるライオネルの伝説があるなら、他の種族から見た逸話も────」

　といいかけて、アリアンは思い出した。古き巨きよ神しんに仕え、魔ま呪じゆを用いて巨岩を天より呼びよせ、様々な奇跡を行った偉大なる人物。この地に残る、巨人ウムベルトの逸話。

　魔呪、巨岩、古き巨神、そして──巨人。その刹せつ那な、はっとアリアンは思いついた。

「もしや……巨人ウムベルトは、創世神話の兄あに神がみウォルカヌスの民、巨人ギガスと……」

「関係がある可能性は、大いにありますね」ラウルが大きくうなずく。

「それならウムベルトに関する記述を探せばいいのね。でも……」アリアンは不安げにつぶやいた。「昔、調査にきた神官と賢けん人じんが、文ぶん献けんまで持ち出していなければいいけれど」

「神官と賢人？」ラウルが聞きとがめる。「神官と賢人が協力して調査を？」

「ええ、家か宰さいはそういっていたわ。十四年前、王おう都とから調査団がきたとか」

「それは珍めずらしい。賢人と神官は、本来対立するものです。神の奇跡を説いて神秘の幕に隠そうとするものと、隠された真理を解き明かすものとはね──まあいい」

　ラウルは立ち上がり、もったいぶった動きで両手を広げた。

「では、調査を始めましょう。くれぐれも、現れる真実から目をそむけぬようにね」
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　そびえる古城の陰になった裏庭を、レオンはひとり歩いていた。

　光と緑にあふれた中庭と比べると、茂る木々に隠れる裏庭はひっそりと静かだった。レオンは木陰で耳を澄すまし、目をこらす。だれかがいる気配は感じられない。

　見失ったか、ときびすを返した拍子に、目の端はしでちかりとなにか光った。

　とっさに踏ふみとどまる。この薄うす暗ぐらい裏庭で光るものといえば────

　レオンは立ち止まり、振り返って叫んだ。「メルキオ、出てこい！　話がある！」

　がさり、と驚おどろいたように遠くの茂みがゆれた──と思った次の瞬しゆん間かん、

「う、うわっ！」いきなり横合いから小柄な若者の姿が現れた。

　レオンが驚いて後ずさると、相変わらず派手な衣装を着たメルキオがいった。

「なんでいるってわかったの？　いま、ぼくが近づくのはわからなかったのに」

「気づかれずに尾行したけりゃ、ちゃらちゃらした飾りのついた服は止やめておけ」

　レオンが指差すと、メルキオは上着につけた派手に光る釦ボタンを見下ろした。

「……ふぅん、けっこう目ざといんだね。で、話ってなに」

　レオンは答えずに視線を落とす。と、いきなり腕を伸ばし強く踏ふみこんだ。

　メルキオの首根をつかむ──はずが空を切った。

「なにするの」はっとレオンが見下ろすと、身をかがめたメルキオが見上げている。

　かと思った瞬間、突如激しい足払いを食らわされた。

「なっ!?」強い衝しよう撃げきに体勢が崩れる。レオンはとっさにメルキオのだぶついた上着の裾すそをつかんだ。たまらず引きずり倒される彼を渾こん身しんの力で押さえつける。

　しかしメルキオは、小柄な身には考えられない強い力でレオンを跳ね除のけた。

「うわあっ！」跳ね飛ばされてレオンはしたたかに背中を打った。

「あなどらないで欲しいな」メルキオが鼻で笑った。「ぼくはけっこう、力も強いんだよ」

（くそ……！）痛みをこらえて身を起こし、レオンは怒鳴った。

「おまえ、貴族の御おん曹ぞう司しなんかじゃないだろう！」

　はっとメルキオの動きが止まる。「な──んで、そんなことを？」

「足音を立てずに歩いたり、気配を殺せたりできるような貴族がいるか。お偉いヤツは身をひそめる必要なんかない。自分の偉さを見せつけるのが役目だからな」

　ぐっとメルキオは口をつぐむ。レオンはさらにたたみかけた。

「それに……おまえは、自分が知っている傭よう兵へいはクズばかりだといったな。たしかに否定はしないが、じゃあなんでお高いお貴族さまがそんなクズを知っている？」

「聖せい王おう国こくでは傭兵を雇やとうのが普通だよ」メルキオはふてくされたようにいった。「王おう都とルテティアが陥かん落らくしたのも傭兵の裏切りのせいだからね。君みたいなさ」

「ダンジェリー領は住民の結束が強いから、傭兵に頼たよらないんじゃなかったのか」

　今度こそ、メルキオは声を失った。

「……貴族じゃないなら」弱々しい声でメルキオが訊きいた。「なんだっていうの」

「さあな。忍び足が上う手まくて身が軽くて隠れるのが得意で、ごろつきみたいな傭兵どもと交流があって──噓うそつきで。どのみちろくなヤツじゃない。盗人ぬすつとか詐さ欺ぎ師しかそんなたぐいの」

「当たり」

「なんだって？」

「当たりだよ。君がもと海かい賊ぞくなら、ぼくは──もと盗賊さ」

　レオンは身を起こし、無言でメルキオを見つめる。そんな彼に、メルキオが訊きいた。

「それで、ぼくがもと盗とう賊ぞくならどうだっていうの。聖せい王おう女じよ殿でん下かに話す？」

「いいや。ただ、あいつを守るために、俺おれもおまえを警戒するだけだ。だが……なんで、もと盗賊が、貴族だなんて騙かたることができた。その理由はなんだ」

　メルキオは答えず、土に汚れたきらびやかな上着をはたく。ふとその手が、止まった。

「……貴族階級なんて、くだらない制度だよね」つぶやく若者の瞳ひとみに、暗い陰りがよぎる。「貴族って人種が、みんな悪いわけじゃない。セレネを見ればわかるだろ。まっすぐで優しくて、誠実で……けど、聖せい王おう国こくはがちがちの血統主義だ。貴族階級と交わろうとしたら、それなりの血筋と格式が求められるわけさ」

　というとメルキオは、長い前髪をかき上げた。思わずレオンは息を吞のむ。

　現れた若者の額には、炎のような赤い焼印があった。

「家か宰さいがいいかけただろ。十四年前、古き巨きよ神しんを信じる教団の起こした事件があったって。ぼくはその事件の生き残りで……神にささげられた、生いけ贄にえだったらしい」

「生贄!?」驚おどろくレオンに、メルキオは自じ嘲ちようするようにいった。

「全身に刺青いれずみもあるよ。こんなおぞましい体じゃ、まともな人間は相手にしないよね」

　メルキオは顔をそむけて近くの木に背を預けた。小柄な若者の姿が木陰に沈む。

「……ずっと出世の道を探してたんだ。どうしても、たしかな身分が欲しかったから」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、木々の陰のなかから若者のささやきが聞こえてきた。

「自分でいうのもなんだけど、才覚はあると思ってたし。でも、こんな得え体たいの知れない人間に、まともな道があるわけないよね。底辺からのし上がろうと思って盗賊になったけど、やっぱり悪党なんかろくでもなかった。結局、ひとを平気で踏ふみつけにできるヤツが強いんだ。ぼくは、それこそ自分でいうなって話だけど──とことん悪くなるにはひとが良すぎた」

　メルキオの言葉の語尾が、かすかに震ふるえる。

「けど、他ほかの道なんて見つからない。ずっとぼくは、泥のなかを這はいずりまわってる気がしてた。一生このまま、底辺で埋もれるのかって。だけどそんなとき、盗みに入ったダンジェリーの街で、ダルディス軍に包囲されてさ。降伏か、徹てつ底てい抗戦か……って状況だった」

　メルキオは、暗いまなざしで頭上の木々を見上げた。

「あの街には死体と悲鳴と嘆きしかなかった。それで、急にいやになった。痛つう烈れつに思ったんだ。死体も嘆きも絶望も、もうたくさんだ──って。それで、いちかばちかの賭かけで、ダンジェリー城主の部屋に忍びこんだんだ。城主のじいさんが傷を負って瀕ひん死しだってのは聞いてたから。ぼくは、死にかけのじいさんに持ちかけた。残ってる精鋭の兵をぼくに預けろ、そしたらダンジェリー領を救ってやるって。その提案を吞のんでもらうまで、絶対引かない覚悟でね」

「そんな阿あ呆ほうな賭けが上う手まくいったのか!?」

　レオンが声を上げると、メルキオは苦笑して答えた。

「いったさ。じいさんも、跡継ぎはないし棺かん桶おけは目の前だし、街は陥かん落らく寸前で……失うものはなにもないって思ったのか、いくら戦時とはいえ、厳重な警戒の城に侵入できた得え体たいの知れない小僧に希望を賭かけたのか、とにかくぼくの口車に乗ったんだ」

　レオンはあきれはてた。そして納得がいった。

　三国会合で彼が真っ先につっかかったのも、この無む茶ちやな性格によるものだったのだ。

「それで盗とう賊ぞくなりの手段で、兵と一いつ緒しよに脱出したわけか」

「うん。抜け道は知ってたし、アクィタニアへ渡るつてもあったしね。領主のじいさんの養子だって兵たちには名乗ったんだ。最初は疑われたけど、ぼくが困難を切り抜けていくのを見たら、みんなすっかり心酔してくれたよ。善人って素直で可愛かわいいよね」

　先ほど「ひとが良すぎる」といった口で、メルキオはとんでもないことを吐はいた。

「だが結局、城は落とされたんだろう。あの世でじいさんは泣いてるだろうぜ」

「噓うそじゃないよ。殿でん下かを助けてダンジェリー領を取り返すつもりさ。それに跡継ぎがなかったんだから、いずれ領地は聖せい王おう家けに返還されたはずだ。だったら領地が残るだけマシさ」

　あまりの厚顔ぶりに、レオンはあきれるのを通りこして疲れを感じる。

「邪じや魔まはさせないよ、レオン。ぼくはかならずのし上がってやるんだ」鋭くメルキオがいった。「ぼくみたいなもと盗賊の孤児でも、才覚と好機があれば貴族階級に登れるんだって示してやる。たとえそれが糞くそみたいな山でも──泥のなかで這はいずりまわるより、ずっといい」

　といってメルキオはにやりと笑った。「君だって聖せい王おう女じよを助けたのは、なにか魂こん胆たんがあったからだろ？　出世したいとか、名声を得たいとかさ。だったらぼくと同じだよね」

「そんなんじゃない」そっけなくレオンはいう。「どう思われようと勝手だが」

「噓だ。無欲なヤツなんかいるもんか」

「噓じゃない。無欲なわけでもないさ。ただ、自分でそう決めただけだ」

「そりゃまた」メルキオは嘲ちよう笑しようした。「聖せい者じやみたいにお高く気取ってるね。傭よう兵へいのくせに」

「自分の野心を卑ひ下げするなよ」

　レオンが強い口調でいった。メルキオの笑みが、驚おどろいたようにすっと引く。

「どんな望みを抱こうが勝手だし、悪ぶったり粋いきがったりするのも、俺おれだってそうだからわかる。けど、おまえの判断で勝手に高低をつけられるのはごめんだ。俺をお高いというのなら、おまえは這い上がろうという野心を抱く自分を低く見てるわけか？」

　メルキオは唇くちびるを嚙かんだ。そして急にくるりと背を向ける。

「もう充分話したよね。それじゃ」といって彼は素早く歩き出した。

「なぜだ！」レオンは去っていく後ろ姿に叫んだ。「どうしてそこまでして貴族になりたいんだ。あこがれてるわけじゃないだろう。貴族階級なんてくだらないっていうくせに！」

「……いいたくない。君みたいな〝お高い〟ヤツには──きっとくだらないよ」

　いい捨てて、メルキオは上着に泥をつけたまま、木立のあいだに姿を消した。
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　書庫を開いて五日後の午後────ヴュークスの空は、快晴だった。

　初夏の気配を乗せた海風が草原をざわめかせ、立ち並ぶ巨岩の上を吹き抜ける。

「気持ちのいい日ね。ずっと古い書物と顔をつき合わせていたから、よけいに爽そう快かいよ！」

　アリアンは、セレネの馬の上から空を仰いで感嘆した。外出のために着たほこりよけの外がい套とうが蒸し暑く、吹き渡る風の涼しさがありがたかった。

　今日の行き先は街の北にある丘の遺跡、〈斎いわい場ばの宮みや〉だ。

　アリアンは馬上から背後を振り返る。セレネの白馬を先頭に、隊列があとに長くつづいていた。最後尾に巨きよ剣けんを背負う若者が見えたが、徒歩だから遅れ気味だ。

　心配になりかけて、あわててアリアンはつんと前を向いた。

（……なによ、あんな野蛮人バルバリエ、あたくしが気にする必要なんてなくってよ）

「ずっとおかまいできず、申しわけない」手た綱づなを繰るセレネが、すまなさそうにいった。「父が存命でしたら、狩りや遠駆けなどでおもてなしができたでしょうに」

「あら、お気になさらないで」アリアンはほほ笑んだ。「書庫を見せていただいたから退屈などしていないわ。それに遠駆けは興味あるけれど、狩りは少し苦手なの」

　アリアンの答えに、セレネはほっとしたようにいった。

「よかった。わたしも狩りは嫌きらいです。それで、なにか書庫から見つかりました？」

「それが……」アリアンは声を落とす。ラウルの協力で目録作りは速すみやかに終わったのだが……「巨人ウムベルトに関する記述を探していたのだけれど、ほとんどなかったの。見つかったのは、ロレアンティス古語で書かれた、古い石板二枚の短い記述だけよ」

「なんですって？」セレネが眉まゆをひそめる。「ウムベルトは侯こう爵しやく家けの祖先といわれ、この地に逸いつ話わも多く残っています。なのに……それはおかしい」

「そうでしょう。だからせめて、ウムベルト縁ゆかりの遺跡を調べればなにかわかるかと思って」

　アリアンは面おもてを上げ、草原を横切る道の行く手の小高い丘を見つめた。

「それで、その石板にはどんなことが書かれてあったのです」

「そうね、あたくしが古語を解読したかぎりでは、一枚はこんな内容だったわ。





──巨人ウムベルト、洋わたの底そこよりきたる名なきもの討ち倒し、

その血、海わたの原はらのぞむ高たか処どの斎いわい場ばの宮みや柱ばしらにいかけたまいて、巨きよ神しんを喚よびたまう

巨人の音おん声じよう、金きん管かんの笛のごとく高らかに海うみ面づらに響とよむなり──






　名なきものがなにものかわからないけれど……海の原のぞむ高処の斎い場というのは、海を臨む、あるいは海が見える高い場所の祭さい祀し場じようのことよね」

「ええ、〈斎いわい場ばの宮みや〉なら、緋ひ海かいまで一望できるでしょう。では、もう一枚は」

「ウムベルトが残した予言の一説らしいわ。ただ、かなり破損して細部がわからないの。





──名なきものの血、王と巨人の血にてあがなわれしそのかみ、

ゆゆし○○かえり、巨きよ塞さい、洋わたの底そこにくづれむ

ただ、神のうつほたるものばかり、そをささうるべし──






　その○○という部分が不明なのよ。ゆゆし、という言葉には神聖で不浄なるものとか、そこから転じて触れてはならない禁きん忌きとかを指すけれど……」

「不可思議な内容ですね……では、殿でん下かは古語を読めるのですか。まるで賢けん人じんのようだ」

「賢人ほど堪たん能のうではないけれど、これも次代聖せい王おうとしての務めよ」

　ふとアリアンは幼い子どもの頃ころを思い出して、くすりとほほ笑んだ。

　毎日の窮きゆう屈くつな勉学から抜け出して、よく広い王おう宮きゆうのなかを逃げまわったものだ。教師や賢人たちの手にあまり、ついに父である聖王ニコラウス二世にアリアンは呼び出された。

　怒おこられるのがいやで、むっつりと黙だまったままの自分に、父は静かにこういった。

〝……このまま次代聖王としての務めを怠おこたるなら、おまえは聖せい王おう国こく史上一の愚ぐ王おうとなるな〟

　幼い頃から気の強かったアリアンは、その言葉にかっとなった。

〝務めだなんて馬ば鹿かげているわ。好んで聖王家の後継に生まれたわけではないもの！〟

　アリアンが叫んだとき、ふいに父は恐ろしいまでの威い厳げんある声で告げた。

〝ならば即刻この王宮を出るがいい。おまえが口にする食物ひと口、身につける衣装の飾りひとつですら、貧しい民から血をしぼるようにして徴ちよう税ぜいした銅貨によって賄まかなわれている。それはなんのためか。われらが統治者として、その責務を全うするためにあるからだ〟

　幼いアリアンは、はっと身を凍らせた。父の重々しい音声に背筋が貫かれた気がした。

　そんな彼女に、父は深い度量をうかがわせる笑みを浮かべていった。

〝よいか、生まれも神にさずけられた天てん賦ぷの才。それを無む駄だにするものこそ愚おろかものだ。どうせ呼ばれるなら、史上一の愚王でなく、史上一の賢けん王おうと呼ばれるのだぞ……〟

　懐なつかしい父の記き憶おくに、アリアンは胸がうずいた。その耳にセレネの声が響ひびく。

「わたしも、古語を学んでおけばよかった。亡なき父は古語に通じていましたが、わたしには必要ないといって、ランゴニア帝てい国こく語ごやコレドム語を学ばせたのです」

「あら、ここは帝国の版はん図とのすぐ近くだから、それも悪くない選択だと思うわ」

「ですが、政務にかまけて充分なおもてなしができない上に、本土奪だつ還かんの準備も進んでいない……せめて古語を読めたなら、アリアンさまのお役に立てたはずですのに」

　アリアンは、すぐ後ろに座るセレネを見上げた。その涼しげな瞳ひとみや白い肌には、かすかな憔しよう悴すいの陰りがある。アリアンは急に申しわけなくなった。

（お疲れなのね。通常の政務だけでなく、バアシュ教や、あたくしのことまで抱えこんでいるのですもの。せめて本土奪だつ還かんの準備を、あたくしが全面的にできないかしら……）

　思いに沈むアリアンとその一行は、丘のふもとにさしかかる。木立と大きな岩のあいだを縫ぬう薄うす暗ぐらい坂道をのぼると、青く円い空の下に、廃はい墟きよと化した城じよう址しが現れた。
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　巨きよ剣けんを背負って小高い丘を上りきり、レオンは遺跡の前に出た。

　天てん井じようが落ちて崩れ、分厚い壁と柱だけになった遺跡の入り口の小さな広場には、先に上っていた一行がすでに下馬して馬を木立につないでいる。

　レオンは一足先に、崩れた壁を乗り越えて遺跡の内部へ入った。

　壁の向こうは、高い柱と、槍やりを持った戦士像の並ぶ大広間だ。だが、像や柱や、色あせたモザイクタイルが敷しき詰められた床は、どこもひどく傷いたみ、瓦が礫れきも同然だった。抜けた天井からそそぐ陽光に照らされて、瓦礫は日向ひなたのほこりくさい匂においがする。

　アリアンも、セレネやラウル、ジジとともに大広間へ入ってきた。

　聖せい王おう女じよ直じき々じきの物見とあって、ヴュークス兵だけでなく、メルキオ率いるダンジェリー兵も警護についている。セレネがつれてきたのか、街の古老らしい腰の曲がった老人もいた。

「殿でん下かの警護はぼくの兵がするよ、セレネ！」メルキオのはずむ声が聞こえた。「ヴュークスの兵は遺跡のまわりを守ればいい。じゃあ、頼たのむよ」

「メルキオ、そんな……」セレネはいいかけたが、ぐっとこらえて身を引いた。不満そうにヴュークス兵も下がる。かわってダンジェリー兵が、誇らしげにアリアンの前でひざをつく。

「殿下、尊い御おん身みを警護できるとは、なんと名誉なことでしょう」

「われらが全ぜん身しん全ぜん霊れいでお守りいたします。どうかご安心を！」

　アリアンは鷹おう揚ような態度でうなずき、彼らとともに歩き出す。その様子をレオンは横目で追った。彼女は、一度もこちらを見ようとしない。だがその意識が痛いほど自分に向けられているのがわかる。当たり前だ。こちらも常に彼女を視界のどこかに入れているのだから。

　なのに言葉を交わせない。苛いら立だたしさに、レオンは胸のうちがじりじりと痛んだ。

「なんで、わざと無視し合ってるの？」

　突然、耳もとでささやきが聞こえた。はっと振り返るとカラが立っている。

「あんたもお姫さまも、お互いすっごい意識してるくせに。また痴ち話わ喧げん嘩かでもしたの？」

「うるさいな」レオンは乱暴に答えると目をそらす。

　ふいにカラが、レオンの腕に手を置いて身をよせた。「お姫さま、こっち見てるよ」

　とっさに目線を動かすと、兵に囲まれたアリアンがそっぽを向くところが見えた。

「おっもしろーい！　お姫さまってばすっごい気にしてる。なのにつんつんしちゃって」くすくすとカラは笑った。「もっとあんたにくっついたら、本気で怒おこるかも！」

「いいかげんにしろ」レオンはカラの手を払いのける。「あいつを挑発するな」

「だって見てておかしいんだもの。お姫さまもお姫さまよね。あんたを自分のものだって主張したいなら、もっと優しくすればいいのに。むやみやたらと、とげとげしないで」

「そんなことより──おまえ、どういうつもりだ」険しい声でレオンは訊きいた。「どんな報告をランゴニア領事たちにした。アリアンを愚ぐ鈍どん皇こう帝ていと結婚させようなんて、正気なのか」

「さーあ。あたしは、どこかの口先男と違って見たまま聞いたまましかいわないし？　それに皇帝は助すけ平べいじじいだけど、現実的な権力があるよね。一介の傭よう兵へいよりは──ずっと」

　カラは人差し指の先を、レオンの紺こん藍あいの鎧よろいの胸にぐいと突き立てた。

「あんたひとりでお姫さま守るなんて、限度があるよね。さっさとあきらめて、帝てい国こくと商人どもに姫さまを渡したら？　隠しごとしてるなら、なおさら！」

　ふふんと鼻で笑って、女戦士は編んだ長い髪をひるがえしてきびすを返す。

『ふむ──なかなかに現状を正しく認識しておるな。あの小娘』不ふ機き嫌げんな弑し神しんの声が聞こえた。『都合の悪いときだけわれに頼たよりたがる、厚かましい若造よりは上等である』

　レオンは目を見開く。「まさかおまえ……怒ってるのか」

『放置しておいてなにをいう。貴様も壁だけ見つめて、何日も過ごしてみたらどうだ』

　レオンは口をつぐんだ。弑神に悪いことをした──と痛つう烈れつに思う。

　だが素直な謝罪の言葉が思いつかない。彼は口をつぐみ、無言で歩き出す。

　柱と像が長い影を落とす広場を、レオンは通り抜けていく。見上げるとまぶしい太陽が、自分の歩みを追うように、槍やりを持つ像のあいだから見え隠れした。

　ふと、レオンは気づいた。よくよく見ると、どの像もある一定の方角を向き、さらに額には炎のような印がついている。見覚えがある気がした。あの形、あの位置────

　レオンは像が見ている方角を見る。崩れた壁の向こうから、ヴュークスの街と、その彼方かなたに〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉と緋ひ海かいがかいま見えた。そのとき、

「……この場の責任者は、セレネさまですぞ。なぜダンジェリー卿きように仕切らせるのです」

　険しい声が響ひびいた。城じよう址しの外で、セレネと年配の兵が話をしている。

「……すまない、隊長。だが殿でん下かをお守りするなら、本土の兵が適任かと思って」

「であればセレネさまからお命じになるべきです。卿の身分は侯こう爵しやくより下なのですから」

「でも、子どもじみた縄なわ張ばり争いより、分別をもって一歩引くほうが大事ではないか」

「ヴュークスの兵たちは、その態度を分別でなく、臆おく病びようと見ておりますぞ！」

「侯爵！」レオンはわざと大きな声で呼びかけた。はっとセレネと隊長が振り返る。「少し訊きたいことがある。悪いが、いいか」

「え、ええ、わかった」セレネは隊長に向き直る。「すまない。またあとで」

　隊長は不ふ承しよう不ぶ承しようきびすを返して下がる。レオンは壁を乗り越えてセレネに歩み寄った。

「失礼なところを見せてしまって……申しわけない」セレネがいった。「亡なき父と比べるとわたしは若じやく輩はいもので頼たよりないから、みなもあれこれいいたくなるんだ」

「気にするな。若造が年寄りに小言をいわれるうるささは、身に染しみて知っているから」

　くすりとセレネは笑った。男装の凜り々りしさが薄うすれ、女性らしい優しさがにじむ。

「ところで、だな」慎重にレオンは切り出した。「メルキオのことなんだが」

　さっと女侯こう爵しやくの面おもてに警戒と緊きん張ちようの色がよぎる。「彼が……なにか」

「十四年ほど前、この地で古き巨きよ神しんを信じる教団の事件があったんだろう。あいつは、そのときの生き残り──しかも、生いけ贄にえだったとかいう話を聞いたんだが」

　レオンの言葉に、セレネがはっと息を吞のんだ。

「なぜそれを!?　城のものが話したのか！」

「いや、あいつ自身の口からだ。ごく断片的にだが」

「そう、彼が素直に話すなんて……」不安げにセレネは問う。「それで、あなたは彼を不審に思っているの？　そんな過去があるから、殿でん下かにお仕えするにはふさわしくないと？」

「いいや、不幸な過去だと思うだけだ。うさんくさいのは俺おれも一いつ緒しよだしな。だが、できれば……その、十四年前の事件とやらの経緯を、くわしく聞きたいんだが」

「あまり……いい話ではない」セレネは眉まゆを曇くもらせた。「それでもよければ」

　レオンがうなずくと、女侯爵は指を唇くちびるにあてて考えこみ、それから話し出した。

「女神エウレネ教がこの地に入ってきて以来、巨神信仰は廃すたれてしまって、父の代にはほぼ消えかけていたらしい。ただ、ごく一部の過激な教団だけは根強く残っていたそうだ。

　十四年前、王おう都とから調査団がやってきたとき、教団が神かみ降おろしの儀ぎ式しきと称して幼い子どもを生贄にささげているという密告が、城にもたらされたの。それで調査団に随ずい行こうした神官兵と父とが、教団の聖地である〈斎いわい場ばの宮みや〉を秘密裏に襲しゆう撃げきし、教団を壊かい滅めつさせた──らしい」

「らしい、か。くわしくはわからないんだな。十四年も前なら無理もないが」

「ええ。信者は全員抵抗して死に、主導者は深手を追って逃げて生死不明……父はくわしい話をしないまま病やまいで亡なくなったし、襲撃を指揮したのは王都の人間だったから、たしかな事実は知られていない。わたしは、父の残した覚おぼえ書がきで知ったけれど」

「メルキオはどうだ。生き残りなら、なにか知っているんじゃないのか」

「それが、彼は当時のことを絶対に話そうとしないんだ」セレネは痛ましげに首を振る。「全身に傷を負って、半はん死し半はん生しようで救い出されたの。きっと、本当にひどい目にあったんだと思う。話したくないのも無理はない……そういえば」ふっとセレネは目線を上げた。「怪け我がで伏せっているあいだ、彼はずっと不思議なうわごとをいってうなされていたんだ。〝殻になんてなりたくない〟とか〝ぼくに屍しかばねを背負わせないで〟……とか」

「なんだ、それは」レオンは眉をひそめて訊きいた。

「さあ……メルキオに訊きいても、覚えてないといいはるばかりで。そうだ、もし興味があるなら、父の覚おぼえ書がきをお貸ししようか。一部古語で書かれていて、わたしには読めなくて」

「残念ながら俺おれも読めない」むっつりとレオンは答える。「アリアンなら読めるが」

「では殿でん下かにお渡ししよう。ウムベルトのことが、なにかわかるかもしれない」といってセレネは瞳ひとみを伏せた。「殿下をお招きしたくなかったのも、そんな陰いん惨さんな事件があったからなの。メルキオも知られたくないと思っていたのに、自分から殿下を招くなんて……」

「ずいぶん、あいつを気にかけているんだな」

「幼なじみだから。母が彼を引き取って一いつ緒しよに育ったの」セレネは寂しげにほほ笑んだ。「でも、いまの彼は子どもの頃ころとはずいぶん違って……知らないひとのように思える」

　レオンは、崩れた壁に隠れて見えないメルキオの方角を横目でうかがった。

　あの若者に見えているのは、自分の野心だけだ。その野心以外、目もくれずに猛進している。疾しつ駆くする馬が、足もとの草花をどれだけ踏ふみつけても気にもかけないように。

　彼にとって過去を知られるよりも、未来の出世のほうがずっと大事なのだろう。

「セレネさま、セレネさま──大変です！」

　そのとき突然、遺跡の入り口の方角から、息を切らせて隊長が走ってきた。

　セレネがはっと顔を向ける。「なにごとだ！」

「この丘の下に、武装したバアシュ教徒が集結しておりますぞ、かなりの数です！」
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　アリアンは、こっそり目の端はしでレオンを探していた。

　先ほどカラと話していたのに、どこに行ったのだろう──と思ったとき、ふたりがくっついていた光景を思い出して、アリアンはなぜか非常に不ふ機き嫌げんになった。

（なによ、これ見よがしに。いいわ、好きなだけあたくしを無視していらしたら！）

　そう思いつつ、アリアンはふと胸がしめつけられるように哀かなしくなる。

　彼は、養父のもとに帰ると決めたのだろうか。だから、あんなひどいことをいったり、自分のそばから離はなれようとしたりするのだろうか……。

「ここは、〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉のなかの祭さい祀し場じようを、模したものらしいのでございますよ」

　しわがれた街の古老の声がして、はっとアリアンは注意を向ける。〈巨人の聖砦〉という言葉に、家か宰さいの話が思い出されて、彼女は古老へ丁てい寧ねいに問いかけた。

「それは城の南の巨岩遺跡のことね。その祭祀場を、なぜわざわざここに作ったの？」

「はい、殿下」古老はうやうやしげに、曲がった腰をさらに曲げた。「おそらく後代になって、信者が詣もうでるために祭祀場だけ移したのではと……聖砦は危険な場にございますから」

「詣でるためなら──祭さい壇だんかご神体は、どこにあるのでしょうね」

　ラウルの声が響ひびいた。アリアンは古老とともに振り返る。

　詩人は戦士像や柱の並ぶ広場の真ん中に立って、周囲を見まわしていた。

　彼が立つ床の近くには、黒いタイルで描かれた円があり、その中央に、アリアンの背丈ほどの錆さびた金属柱が立っている。なぜか柱の表面は、無数の切り傷だらけだった。

　なぜだろう、その柱に不思議と視線が吸い寄せられる……。

「宗教的な場には、中心となる聖所や本殿があるものです」ラウルは両手で周囲を指し示した。「供く物もつや祈りをささげる祭さい壇だん、神の存在を示す神像や宗教画などの象徴、神を降ろすための依より代しろなどが。しかしそれらしい場はありません。この遺跡は破損の度合いがひどすぎますから、壊こわれたのか……いえ、これは自然の風化でなく、あきらかにひとの手による破は壊かいですね」

　まくしたてるラウルに、近くに立つメルキオが目を丸くしてささやいた。

「すごいな、放っておいたら一晩中話しているんじゃないかな！」

「女性を口く説どくためなら」ジジが冷静に答える。「百年でもしゃべっていると思います」

　アリアンは柱から視線を引きはがし、メルキオを見つめた。こうして見ると、快活で屈託のない若者に思える。いわくありげに見えたのは気のせいだろうか……。

「ほら、たとえばこれは」ラウルは、かたわらの赤く錆びついた金属柱を指し示す。「採掘用の鉄てつ槌ついかなにかで切りつけられた跡ですね」

　またもやアリアンは、知らず知らずのうちに柱を凝ぎよう視ししていた。
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「……王おう都との兵が、この場を破は壊かいしたのでございます。十四年前に……」

　古老が、昏くらく沈んだ声でいった。ラウルがたずねる。

「十四年前というと、王都の調査団がこの地にきて、古き巨きよ神しんを信じる教団がなにか事件を起こした時期ですね。いったい、なぜそんなことを……」

　ラウルと老人の会話は、アリアンの耳を素通りしていく。

　彼女の意識は──黒い円のなかの金属柱に集中していた。

　ふらり、とアリアンの足が一歩踏ふみ出る。足音もなく、彼女は静かに柱へ歩み寄る。

　夢のなかにいる気がした。体の動きも、見ている光景も、自分のものではないように感じられた。恐れも、怯おびえも感じない。感情も、封じられてしまったように。

　腕が上がる。手のひらが柱へと近づく。ゆっくりと────

「…………いけない、聖せい王おう女じよ、うかつに触れては……！」

　ラウルの声が意識を引きもどす前に、ざらつく柱の感触を手のひらに感じた。

　そのとき遺跡の入り口の方角がさわがしくなった。はっとアリアンはわれに返り、視線を向ける。ヴュークス兵たちが走っていくのと反対に、カラがこちらへ駆けてきた。

「丘の下に武装したバアシュ教徒が現れたの！　いい、姫さまたちはここを動かないで！」

　厳しい表情でカラが告げると、みなは騒そう然ぜんとなる。即座にメルキオが命じた。

「第一隊は殿でん下かの警護を継続しろ。残りはぼくにつづけ！」

　メルキオと兵たちが走り出す。レオンの身が気になったが、彼の姿を探す間もなく、アリアンは五名の兵とカラに守られて遺跡の奥へと後退させられた。

　ひときわ大きく崩れた、瓦が礫れきのあいだのくぼみのような場所までやってきた。背後の壊こわれた壁の向こうの丘の斜面に、うっそうと茂る薄うす暗ぐらい林が見える。

　カラが腰の小剣を抜き警戒のために前に出ると、若いダンジェリー兵たちが告げた。

「殿下、どうぞここにいてください。後方も偵察してまいります」

　二名の兵がさっと背後の瓦礫を越えて走っていき、残り三名はカラにつづいて前に出る。

　アリアンは、ラウルやジジ、古老とともに、瓦礫のあいだで身を寄せた。古老は震ふるえ上がり、しわ深い両手をにぎり合わせてひざをつくと頭を床につける。

「おお、おお……女神さま、エウレネさま、御おん身みの子らをお守りくださいまし……！」

「いけないわ、立っていて。なにかあっても逃げられなくてよ──」

「うわぁああっ！」突如、後方から兵の叫び声が上がった。

　アリアンが振り返る前に、いきなり背後の瓦礫を乗り越えいくつもの黒い影が躍おどりこんだ。と思った瞬しゆん間かん口をふさがれ、複数の手に暗い林に引きずりこまれる。

（なに──いや、レオン……！）アリアンは悲鳴を上げようとした。

　だがその叫びはくぐもり、弱々しいうめき声にしかならない。助けも呼べぬアリアンに素早く猿さる轡ぐつわをかまし、正体不明の襲しゆう撃げき者しやたちは薄暗い林のなかを走り出した。
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　レオンは丘を降りる道の下へ視線を落とした。

　数十名の黒いローブの教兵たちが、ふもとに群れ固まっているのがかいま見えた。腰に巻いた剣帯と吊つるした剣が厳いかめしい。レオンはひそかにこぶしをにぎる。

（けっこういるな……ここにいるヴュークスの兵より多いぞ）

「二に伍ご隊たいのみ前へ出ろ。教徒たちを刺激しないよう、慎重に──メルキオ!?」

　兵に命じていたセレネが、背後より駆けてくる足音に振り返った。

「セレネ、ぼくらは先にいくよ！」兵をつれたメルキオが走りすぎる。

「そんな、待ってメルキオ！」

　セレネが叫ぶが、メルキオは聞かずにつないであった馬に駆け寄ると飛び乗った。

「メルキオ！」とっさにレオンはその手た綱づなをつかむ。「アリアンの護衛はどうした！」

「一隊残してある。丘の上だし遺跡の奥だし、危険はないよ！」

　レオンはちらと背後の遺跡をうかがうと、メルキオに告げた。

「だったら俺おれも乗せていけ。あの教兵の数なら手は多いほうがいい」

「わかった。走るからちゃんとつかまってよ」とメルキオが手を伸ばす。

　乗馬は初めてだがしかたない、レオンはその手をつかみ、覚悟を決めてまたがった。

「みんな、遅れるなよ。行くぞ！」メルキオが兵に号令して走り出す。

　兵を引きつれて、メルキオの馬は丘の上から坂道をまっすぐに駆け下りた。

　恐ろしい速度にレオンは鞍くらの上で高々と跳ね上げられる。あまりにひどい乗りごこちだ。

（くそ、冗談じゃない……！）レオンはいやいやながらもメルキオにしがみついた。

「……領主はどこだ！」「あの女を出せ……!!」

　聞こえてきた罵ば声せいに、メルキオは怒いかりにかられたようにひときわ激しく馬を走らせる。群れ固まるバアシュ教兵たちに突進する寸前、やっと手綱を引いて停止した。

　すかさずレオンは馬から飛び降りる。が、着地した足もとがみっともなくふらついた。

『ふん、なかなか情けない姿であるぞ』弑し神しんがいった。『初乗馬の感想を述べよ』

「……馬なんざごめんだ」レオンは肩で息をした。「嵐あらしの船のほうがずっといい」

　レオンの横をメルキオの馬が進む。武装した剃てい髪はつの教兵たちが憤いきどおりの声を投げつけた。

「女侯こう爵しやくはどこだ、この貴族め！」「おまえではないぞ、侯爵を出せ！」

　怒りに満ちた声でメルキオが怒鳴る。「黙だまれ、暴徒ども！」

「──暴徒ではない」といって、ひとりの大柄な教兵が一歩前に進んだ。

　その教兵の姿に、レオンの体が思わず恐怖でこわばった。視界に入ったのは、銀の半仮面──あの忌いまわしき、〈無む貌ぼうの王おう〉のような仮面を、教兵はかぶっていた。

「暴徒じゃない？　これだけの数で武装してきて、暴徒以外のなんだっていうんだ！」

　怒いかりもあらわにメルキオが答え、ダンジェリー兵も威い圧あつするように前進する。だがバアシュ教徒たちは、ひるむどころか逆に勢いづいた。

「やはりわれらに武器を向ける気だな」「聖せい王おう国こくの貴族まで、われらを弾圧するのか！」

　まずい、とレオンは思う。バアシュ教徒たちは端はなから衝しよう突とつを望んで、挑発にわざと乗っているようだ。止めなければ──と思ったとき、若い娘の声が響ひびいた。

「止やめろ、双方とも！」徒歩兵をつれたセレネが馬を駆ってやってきた。「兵を引け、メルキオ！」荒い息でセレネが命じると、かっとメルキオが振り返って叫んだ。

「なにをいうんだ、セレネ！　これ以上なめられたままでいいっていうのか！」

「それは領主たるわたしが判断することだ。いいから、ここは引いて！」

　憤いきどおりもあらわにメルキオが押し黙だまると、仮面の教兵が一歩進んだ。

「われらは抗議しにきたのだ、侯こう爵しやく」仮面の下から年配の男の声が響く。「先日、われらの教徒がそちらの兵に傷を負わされた。これはバアシュ教への弾圧だ」

「それについては……こちらも遺い憾かんに思っている」セレネは唇くちびるを嚙かむ。「だが、先に門前でさわぎ立てたのはそちらだ。われらはただ、それを制止しようと──」

「いいわけなどいらない！」「言葉でなく行為で謝罪の意を示せ！」

　言葉をさえぎって教兵たちが叫ぶ。セレネは平静を努めて仮面の教兵に訊きいた。

「いったいどういうつもりだ。何度もこんなに集団で押しかけてくれば住民も怯おびえるし、兵も出さざるをえない。わたしは、できれば無意味な衝突は避さけたいのだ」

「いいや、そちらがバアシュ教を国教と認め、弾圧を止めるまでは何度でもおもむく」

「なにをいうの」セレネが驚おどろいた。「聖王国の国教は女神エウレネ教だ！」

「では聖せい王おう女じよを出せ！」一斉に教兵たちが叫ぶ。「ここにいるのはわかっている。直接話をさせろ」「領主の弾圧を訴え、バアシュ教を国教と認めさせる！」

　思わずレオンは気け色しきばむ。（なにをこいつら……ふざけたことを）

「暴徒を集めての抗議は認めない」セレネは、毅き然ぜんとした態度で答えた。「交渉を望むなら主だったものだけでくるがいい。そうすれば、わたしも話し合いにのぞもう」

　だが非難の声は高まるばかりだ。「ふざけろ、主教さまを捕らえるつもりか！」

「違う、わたしはヴュークスの民のためにも、真しん摯しに話し合おうと……」

「この、薄うす汚ぎたないおとこ女が！」いきなり罵ば声せいとともに石が投げられた。

　セレネの体にびしりとつぶてが当たる。はっとひるむセレネに次々と石が降りそそいだ。

「聖王女を出せ、おとこ女！」「男か女かもわからぬおまえなどに用はない！」

「止やめろ、みな落ち着いて……ぃやっ！」セレネが悲鳴を上げて顔をそむけた。

　彼女の白い額と頰ほおが割れて赤い流れが伝う。それを見たメルキオの表情が一変した。

「こ──いつらっ、よくもセレネを！」

　彼は前まえ鞍くらにつけた鋭い鉤かぎ爪づめの槍やりをつかみ、馬の横腹を蹴けった。いきなり馬は走り出す。

　メルキオは槍を突き立てるようにして教兵たちへと突進した。

　馬に蹴り飛ばされ、ふりまわす槍に跳ね飛ばされて、教兵たちがなぎ倒される。

「ダンジェリー卿きようをお助けしろ！」「そうだ、こんな勝手な異教徒をゆるせるか！」

「みな剣を抜け、バアシュのために！」「弾圧には屈しないぞ、バアシュのために！」

　メルキオ配下の兵が槍を掲げてつづき、教兵たちも剣を抜く。

　彼らは土ぼこりを上げて走り出した。瞬またたく間にあたりは混戦状態になる。

「いけない、みな、下がれ！」

　傷ついた額を押さえてセレネが叫ぶが、だれも聞かない。見ていたレオンは歯は軋ぎしりした。

（くそ、阿あ呆ほうどもが！　だめだ、止めないと……だが、どうやって!?）

　急いであたりを見まわす。丘の上につづく坂道は、岩と木々に囲まれ薄うす暗ぐらい。

（──そうだ！）レオンはセレネに駆け寄った。「あいつらを止める。手伝ってくれ！」

「そんな、どうやって……」訊きき返すセレネに、レオンは手早く説明する。

　驚おどろくセレネを急せき立てて馬に乗せてもらい、レオンは兵をつれてその場を離はなれる。

　坂道を急いでもどり、少し上ったあたりで、セレネの命令で兵が散開した。

　レオンは馬から飛びおり木立のあいだに着地する。木々を透かして下方の喧けん騒そうが見えた。

「すぐに道から外れてくれ」セレネにいって、レオンは弑し神しんを背中から下ろす。

　セレネの馬が遠ざかると、彼は弑神の柄つかを強くにぎり、目の前の木々をにらんだ。

　突如、彼は弑神で思うさま真横に薙ないだ。

　激しい斬ざん撃げきが眼前の若木の幹を両断する。斜めにかしぐ幹をレオンは足で強く蹴り飛ばす。若木は周囲の木々を巻きこんで勢いよく坂道へ倒れ、転がっていく。

「倒木だ、よけろ！」レオンは下方へ向かって叫んだ。次の瞬しゆん間かん、

「うわ、うわああっ！」「ひぃいいっ！」

　ダンジェリー兵と教兵の争いを割るように木々がぶつかり、悲鳴が上がった。

　レオンは素早く木々のあいだを移動し、別の木を切り倒す。倒木が、坂道を大きく弾んで転がり落ちた。ぼうぜんとしていた教兵たちが、わあっと叫んでその場から逃げ出した。

　そのとき弑神がいった。『そんな木こっ端ぱを倒さずと、もっと大胆にやらぬか』

「なんだと？」

『木こりの真ま似ねなぞごめんこうむる。われをあなどるでない』

「そうか──いいぜ、豪語のほどを見せてみろ」レオンは弑神の柄をにぎりなおした。

　足を開き、腰を落とし、深く息を吸い、弑神をぐいと背後に引いて──────

　突如、渾こん身しんの力で一気にふりきった。

　目の前の大きな岩に弑し神しんの刃が激しく食いこんだ、かと思った刹せつ那な、重く強い手て応ごたえとともに岩は両断されて、ぐらりと大きく坂道へ向かってゆらぐ。

　次の瞬しゆん間かん、激しい音を立てて岩がふもと目がけて落下していった。

「え、おお、う、うわああああっ！」「な、なんだあっ！」

　ダンジェリー兵と教兵がわっと散るあとに、大きな岩が地面をゆるがせ激突した。悲鳴と怒号が衝しよう撃げき音おんに吹き飛ばされてかき消され、残ったものは混乱し、右往左往している。

　半仮面の教兵が声を張り上げた。「みな、引け。ここは充分だ！」

　身をひるがえす主導者に群がるようにして、教兵たちが走り出した。

「待て、逃げるな！」メルキオは怒鳴るが、狼ろう狽ばいした兵たちに引きとめられる。

「いけません、ダンジェリー卿きよう。こちらもひとまず引きましょう！」

　メルキオはくやしそうに顔をゆがめると、ふいに馬首をめぐらし坂道を駆け上がった。

「君だな、レオン。よけいなことをして！」

「よけいで悪かったな。だが、あのままだと死人が出たぞ」

　肩で息をしつつ、木立のあいだからレオンは歩み出る。セレネもほっと安あん堵どした顔で、隠れていたヴュークス兵を引きつれて現れた。

「よかった、みんな無事で……ここは撤てつ収しゆうする。急いで殿でん下かをお迎えにあがろう」

　セレネのその言葉を聞いた刹那、レオンの耳じ朶だに、去り際ぎわの教兵の声がよみがえる。

〝引け、ここは充分だ……〟

　ここは、ということは、別の場所もねらっているのだろうか──と考えた瞬間、身がこわばった。思わず彼はメルキオの馬に走り寄り、その手た綱づなをつかむ。

「メルキオ、乗せろ！」レオンは必死の声で叫んだ。「アリアンたちが危ない！」
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　恐ろしい勢いで、アリアンをかついだ襲しゆう撃げき者しやが斜面を滑すべり降りる。

　このままでは連れ去られる────と思った刹那、ふいに衝撃が走って、アリアンは激しく地面に投げ出された。黒い影がさっと駆け抜ける。「ジジ、姫さまを！」

　カラの声が通りすぎていったあと、アリアンは助け起こされて猿さる轡ぐつわをほどかれた。

「アリアンさん」ジジがのぞきこみ、短く告げる。「走ります」

　いわれるがままにアリアンは、ジジに腕を引かれて傾斜になった林を走り出す。

　肩ごしに振り返ると、小剣を手にした黒い肌の女戦士が、いましも黒いローブの人影に素早く切りつけ、背後の別の人影を蹴けり飛ばすところだった。

「殿下、ご無事ですか！」傾斜を上がりきると、ダンジェリー兵が剣を手に出迎えた。

　アリアンは荒い息で必死に告げる。「カラがひとりで戦っているわ。彼女を助けて！」

「いいえ」ラウルの声がさえぎった。「暗い林のなかでは助けはかえって邪じや魔まです。彼女ならひとりでもだいじょうぶ。それより即刻この場を離はなれましょう」

　アリアンを中心に、一団は遺跡の広場を走り出す。そこへ、別の方角から黒いローブのバアシュ教兵たちが剣を手にして走ってきた。数はこちらの三倍はいる。

「ダンジェリー卿きようのほうに合流を！　お早く！」ダンジェリー兵たちはそう叫ぶと、剣を手に勇んで向かっていった。「殿でん下かをお守りしろっ！」

　よろける古老を支え、三人は必死に走る。ダンジェリー兵の攻こう撃げきをかいくぐって追いすがる教兵たちが、剣を閃ひらめかせた。ジジが素早く短剣を抜いて弾はじき返す。

　彼女が引き止めるあいだ、アリアンはラウルや古老とともに必死に走る。もう振り返る余裕もない。そのとき背後から、古老をかばうラウル目がけて剣が振り下ろされた。

「う、うわっ！」からくも避さけた拍子に、ラウルは古老と一いつ緒しよに倒れた。

　ラウルにつまずきひとりの教兵が倒れるが、残ったひとりがアリアンへ向かう。

　ほこり除よけの外がい套とうを背後からつかまれ、引きもどされる。とっさにアリアンは首もとの紐ひもをほどいた。ずるりと外套が脱げて自由になる瞬しゆん間かん、足がもつれた。

「ぃやっ！」たまらずアリアンは転んだ。必死に身を起こして振り返ると、外套を投げ捨てて教兵が走ってくる。這はうようにして立ち上がる少女に、教兵の腕が伸ばされる────

　突如、轟ごう音おんが地面をゆるがせた。

　アリアンは近くの像にしがみついて震しん動どうをこらえる。顔を上げると、大きな柱が広場のタイルを割って地面にめりこんでいた。追ってきた教兵が衝しよう撃げきに吹き飛ばされている。

　目の前に、風のごとく一頭の馬が走ってきた。

　倒れた柱を馬が飛び越える。その刹せつ那な、巨きよ剣けんを手にしたレオンが飛び降りた。

　彼は、ちらとアリアンを安あん堵どしたようなまなざしで見ると、即座に教兵たちへ走っていく。馬を駆るメルキオは鉤かぎ爪づめ槍やりを手に一足先に突進していた。

　たちまち形勢は逆転した。恐ろしい勢いで殴なぐりつけるように巨剣をふるうレオンと、巧みに馬を操って槍を振りまわすメルキオに、教兵たちは蹴け散ららされる。

「アリアンさま──！」セレネが兵をつれて遺跡に駆けこんできた。

　教兵たちは不利と見たか身をひるがえし、遺跡の背後の林へ逃げていく。それを追おうとするヴュークスとダンジェリーの兵たちへセレネが叫んだ。

「追うな！　殿下をお守りして、負傷者を助けるんだ！」

　たちまちアリアンは兵に囲まれた。兵のあいだからアリアンは背を伸ばす。

　巨剣を手にしたレオンが、下馬したメルキオとともに歩んでくる。ラウルやジジも無事だった。兵に支えられた古老も怪け我がはないが、怯おびえきって立つのがやっとのようだ。

　カラはどうしたのか──と見まわすと、遺跡の奥から小剣を手に彼女が現れた。

　アリアンはほっと息をつく。だが安あん堵どもつかの間だった。女戦士がすごい速さでレオンに歩み寄ると、いきなりその襟えりをぐいとつかみ、恐ろしい剣幕で怒鳴った。

「姫さま放ってどこいってたのよ、このバカ！　あんたなんかあの口先男より口先だけよね。なにが〝俺おれの忠誠は聖せい王おう女じよのものだ〟よ。口だけの忠誠になんの意味があるわけ！」

　レオンはぐっと唇くちびるを引き結んだ。返す言葉もないようだ。

「待ってくれ、カラどの」セレネがあいだに入る。「レオンどのはわたしたちを助けてくれたんだ。彼がいなければ大変な被害が出たはず。それに、責めるべき相手は別にいる」

　女侯こう爵しやくは振り返る。そこに立つメルキオに、彼女は険しい声でいった。

「あなたのことだ、メルキオ。なぜ──いつもいつも、勝手なことばかりするの」

「ぼくは君の配下じゃないんだ」メルキオは強い口調で答えた。「独自の判断で動いてもいいはずだよ。それに、ぼくはもう子どもでもない。世話焼きもお節介も、もうたくさんだ」

「子どもと同じだ！」セレネは激しくいった。「勝手に熱くなって、勝手に先走って。あなたが殿でん下かのそばから離はなれなければ、バアシュ教兵たちとの衝しよう突とつも避さけられたはずだ！」

「ここでの襲しゆう撃げきは予期できなかったよ。あの時点では敵のもとへ向かうのが最適だった」

「敵じゃない。あの教徒たちのなかにも領民がいる。無用な衝突は──」

「君はなにが大事なんだ！」鋭くメルキオがさえぎった。「領主としてなにを一番大事にすべきだ。領地とその住民じゃないのか。いけ好かないけど、君の父親はそうだっただろう！」

　はっとセレネが、急所をえぐられたように絶句した。メルキオがたたみかける。

「守るべき相手を、君は間違えているよ。怯おびえた無む辜この民を守らないで暴徒を守るつもりか？　領民だからって罪人を放置はしないだろう！」

「けれど、彼らがバアシュの神を求めるのは理由があるはずだと、わたしは思ってる。たとえば──そう、施政に不安があるからかもと。だから、わたしは……」

「君はもっと、断固たる態度をとるべきなんだ」メルキオは責めるようにいった。「いま求められているのは優しさじゃない、強さだ！　君ができないなら、昔のようにぼくが──」

「勝手なことをほざくな！」ヴュークス兵が声を上げた。「自分でいい出した役目もはたさないくせに、えらそうに侯爵さまばかりを責めるな！」

「なんだと、腰抜けどもめが」「そちらが頼たよりないからだろうが！」

　ダンジェリー兵が激げつ昂こうする。ヴュークス兵もかっとなったように身を乗り出した。

「やめろ！」ふいに重い声でレオンが一喝した。

　はっと兵たちの動きが止まる。その彼らを、レオンは巨きよ剣けんを鞘さやに納めつつ見まわした。

「責任を問うなら、場を離れた護衛の俺にもっとも責任がある。だからいい争う前に街にもどれ。バアシュ教徒が街を襲おそっていないともかぎらない。負傷者の手当ても必要だ」

　みなは声を失った。メルキオがセレネの傷に目をやり、気まずい顔でうつむいた。

「そう……そうね。ありがとう、レオンどの」

　かすれた声でセレネはいって、ヴュークス兵に向き直った。

「二に伍ご隊たいは殿でん下かを守りつつ、負傷者をつれて先に街へもどって。必要なら私の馬を使っていい。他ほかはわたしについて、このあたりの警戒を行う」

　メルキオはうつむいていたが、決心したように面おもてを上げてセレネに告げた。

「セレネ──ごめんよ。ぼくが見まわりをするよ。君は城にもどって怪け我がの手当てを……」

「いいえ」セレネはか細い声で、しかしきっぱりと答えた。「兵をつれて城にもどって。いまは、あなたに……なにも、して欲しくない」

　メルキオは言葉を失う。セレネは彼に背を向けてアリアンの前にやってきた。

「申しわけありません、殿下。わたしのせいで尊い御おん身みをあやうく損なうところでした」

　セレネはひざをつき、赤い血がにじむ面を深々と下げた。アリアンは胸がつまる。

「いいえ、どうかご自分を責めないで。それより……ダンジェリー卿きよう！」

　悄しよう然ぜんと去っていこうとしたメルキオが振り返る。アリアンは彼に告げた。

「こんな場ですが、あなたが率いる隊を正式に、あたくしを守る聖せい王おう国こく軍と承認します」

　驚おどろきのざわめきが上がった。セレネもメルキオも目をみはる。

　無理もない。どういう状況であれ、持ち場を離はなれたメルキオにも責任はある。なのに、アリアンの宣言は、失態を犯した彼に逆に名誉を与えるのと同じだった。

　だがこのままでは、客分にすぎないメルキオたちの立場はますます悪くなる。

　ただでさえヴュークス兵は彼らを不満に思っているのだ。さらなる摩ま擦さつが起きかねない。

　出身は違っても、ダンジェリー兵とヴュークス兵は味方同士。無用な争いは結束を弱めるだけだ。双方の不満をなだめなくては……と思いつつ、アリアンはふと不安になる。

　メルキオたちを認めるなら、レオンにもなにかの地位が必要だ。アリアンに正式な軍が生まれたら、一介の傭よう兵へいにすぎない彼こそ、所属も役割もなくなってしまう。

　そうだ、とアリアンは目を開く。彼に地位を与えれば、そばに置いておける。たとえ彼が養父のもとにもどりたくても、ずっと──と考えかけて、あわててアリアンは首を振った。

（なんて卑ひ劣れつなことを考えるの、あたくしは。彼の意志を無視しようなんて……）

　彼女は誘ゆう惑わくを振り払い、みなに向かって平静を努めて告げた。

「ここにいるだれもが、その場で精一杯の判断と行動をしたとあたくしは思います。いさかいは止やめ、聖王国軍とヴュークス兵とで、城までの護衛を頼たのみます」

　兵たちは返す言葉もなく、深々と聖せい王おう女じよへ一礼した。

　セレネの合図であわただしくみなが動き出す。アリアンのもとへ馬が引かれてきた。

　ジジの助けで鞍くらに腰かけたとき、ざわめきのなかからレオンの声が聞こえた。

「……悪かったな、カラ。迷惑をかけた」

「べっつに。タダ働きがいやなだけ。それに、謝るならあたしにじゃないよね？」

　きっぱりとカラがいう。しかしレオンの返事は聞こえない。

　メルキオに先導され、隊列は動き出す。セレネは自分の兵とともに遺跡へもどる。

　ふたりは振り返らなかった。だが彼らの背中は、ひどく悄しよう然ぜんとして見えた。

　馬上から、アリアンはレオンの姿を探した。動き出す兵たちに埋もれ、徒歩の彼はすぐに見えなくなった。急に、アリアンはいてもたってもいられなくなる。

　間違ったことをしたつもりはなかった。レオンの気持ちも思いやったはずだった。

　だが──なぜこんなにも、胸がかき乱されるのだろう……。

　同じ方角に向かうのに、なぜかレオンとの距きよ離りが離はなれていくような気がした。

　セレネとメルキオの距離と同じように。自分の、本当の想おもいとは裏腹に────




　ラウルはカラの操る馬に乗り、背後に遠ざかる遺跡をちらりと振り返る。

　去り際ぎわにかいま見えた広場からは、なぜかあの──細い金属柱が、消えていた。

　襲しゆう撃げきでだれも気づかなかったが、アリアンが触れてしばらくした後、柱はもろく崩れ去ったのだ。あれだけ傷をつけられても倒れなかった金属の柱が、まるで……砂のように。

「あの柱は、おそらく聖せい砦さいの一部だ」ラウルはささやいた。「強大な魔ま呪じゆを秘めた建造物を模し、その一部を移したなら、呪における感染と類感の法則にならい、なんらかの強い結びつきがあったはず。となれば聖せい王おう女じよの行いは、どんな結果をもたらすだろう……」

　だが、至賢人グラン・サージユのつぶやきは、隊列のざわめきのあいだに消えていった。




　　　　　　　　　　２




　晩春の暖かな夜の闇やみが、巨岩に囲まれたヴュークスの街を包む。

　夕食を終えたあと、アリアンは文ぶん献けんを広げた側塔の一室にこもり、小卓に置いた燭しよく台だいの灯あかりのもと、一束の羊よう皮ひ紙しの書類を読みふけっていた。

　だが文字が頭に入らない。ため息で蠟ろう燭そくの炎をゆらし、アリアンは小窓の外に目をやる。

　夕方セレネが帰城し、また街の守備に出かけるとき、レオンは志願してともに出ていった。セレネも喜んで受け入れ、アリアンに同行をゆるしてくれるよう頼たのんできた。

　内心の気持ちを抑え、アリアンは許可したが……まだ、彼らはもどってこない。

「アリアンさん、少し休憩しませんか」

　扉が開いて、ジジが茶器と焼き菓子の乗った盆を手に入ってきた。アリアンの座る卓に、ジジは盆を置く。干果の入った焼菓子は、蜜みつが染しみて美お味いしそうだ。

「まあ。ありがとう、ジジ」

　思いつめていた気持ちがほっとゆるんで、アリアンはジジにほほ笑みかける。

「アリアンさん、その書類はいったいなんでしょう」

　茶ちや杯はいに甘い香りの茶をそそぐと、ジジはアリアンの手もとをのぞきこんでいった。

「ああ、これは」とアリアン。「先代侯こう爵しやくの覚おぼえ書がきよ。セレネさまが貸してくださったの。十四年前、この地を訪れた調査団がなにを調べたかわかるかもしれないって。ウムベルトに関する資料が少ないから、少しでも手がかりになればと思ったのだけれど……」

　物思わしげにアリアンはため息をついた。

「巨きよ神しん崇すう拝はい教団の起こした事件については、おぼろげにわかったけれど、後半は暗号のようになっていて読めないのよ。だから行き詰まってしまって」

「そうですか。よろしければ、師し匠しように見てもらいましょうか」

「本当？　そうね、ではセレネさまにおうかがいしてから、お渡ししようかしら」

　光明が見えた気がして、アリアンの沈んでいた気分が晴れる。

　ふたりは卓の前に腰かけ、甘い茶と香ばしい焼き菓子を口にしてくつろいだ。

「ところで──ずっと考えていたことがあります。聞いていただけますか」

　一息つくと、ジジが考え深げなまなざしでいった。アリアンは卓に杯を置く。

「かまわなくてよ。いったい、どんなこと？」

「……はい」ジジは珍めずらしく重い声でいった。「不在の神アル＝エルと男だん神しんバアシュ、そして〈無む貌ぼうの王おう〉──これらの、関連についてです」

　思わずアリアンは、卓に置いた杯をぎゅっとにぎりしめる。

「それは……」声が、のどにからみつく気がした。「どんな、関連なの」

「〈無貌の王〉は、不在の神アル＝エルの深い憤いきどおりの証あかしであり、女神エウレネの涙でさえ満たせなかった〝昏こんの深しん淵えん〟より、這はい出てきたと伝えられています。またバアシュ教では、男神バアシュは大たい神しんアル＝エルと混同されています。ですから、つまり────」

　ジジが言葉の先をいう前に、アリアンの脳裏にある声がよみがえり、こだました。

〝……バアシュの女主教が、〈無貌の王〉をバアシュと呼んだんだ……〟

〝……異い界かい〈カーエル・ロイ〉。それへつながる門を開く鍵かぎだ……〟

　それは、レオンとユーサー皇おう子じの声だった。さらに、トレゴンで見た光景も重なった。

〝……すべてはバアシュの怒いかりの裁きだ……〟

「まさか……」われ知らず腰が浮いた。「まさか、まさか〈無貌の王〉と、男神バアシュと……大神アル＝エルがつながると……いうの？　つまり、もしかして同一────」

　声がこわばった。体が震ふるえた。考えたくない。とても信じられない。

　天の主、大いなる創造主、この世にあまねくすべての存在の父ともいうべき大神。

　その大神アル＝エルが忌いまわしき存在と──などと、考えるだに恐ろしい冒ぼう瀆とくだ。

「噓うそよ、噓だわ！」アリアンは髪を乱すほど首を振った。「アル＝エルが憤ったのは、大地を屍しかばねで汚けがされたからよ。大神は命を愛しておられたはず。人間を一掃することを望むバアシュと同じだなんて……でも、もしアル＝エルと〈無貌の王〉が同一なら……七人の兄妹きようだい神しんは己が種族に命じて、父たる神を弑しいしようとしたの？　だから〝弑し神しん〟という名の剣が……」

　アリアンは目を見開いた。伝説の一説が脳裏によぎった。




　──出しゆつ立たつを前に、大たい神しんアル＝エルの使いより、英雄は七つの呪じゆ具ぐをさずけられた。

　邪なるものに鉄てつ槌ついをくだす〝英えい者じやの玉ぎよく杖じよう〟、奇跡を呼ぶ〝遠えん来らいの金きん管かん〟、危難を告げる〝示じ現げんの円えん盤ばん〟、安らぎを奏かなでる〝玻は璃りの小こ鳥とり〟、暗くら闇やみを晴らす〝暁ぎよう天てんの灯とう火か〟、天をもわたる〝星せい使しの楼ろう船せん〟……そして、あらゆる存在を無に帰す神しん剣けん──〝弑し神しん〟──




「いいえ！」アリアンは激しく否定した。「英雄に〈無む貌ぼうの王おう〉を倒すための《王獅子の至宝レガリア》を与えたのはアル＝エルよ。自分で自分を殺すような真ま似ねをしてどうするの……？」

　アリアンは口を手で覆おおってうつむく。わからない。なにが正しいのか──わからない。

「それに」ジジがつぶやく。「なぜ〈無貌の王〉は肉体を持っていないのでしょう」

　思いもかけない問いに、アリアンは顔を上げる。ジジの大きな瞳ひとみが目の前にあった。

「肉体がないために、魂の誓約ゲアスを結んだ相手の体を乗っ取り、自分自身を産み直させようと望むのでしょうか。では〈無貌の王〉の本来の体は、どうなってしまったのでしょう」

　考えたこともない疑問だった。その疑問から、ある考えが引き出される気がした。

　この出口のない状況にもたらされた、わずかな光明のような……。

　そのとき、いきなり扉が開いて飛びこんできた声に、アリアンの思考は霧む散さんした。

「ちょっと、ジジ！」不ふ機き嫌げんな女戦士の声が部屋に響ひびき渡る。「あたしは口先男の監視であってお守もりじゃないの。いつまでも酒場でふらふらされちゃ困るんだけど！」

「それは失礼しました、カラ」ジジが平静な声で訊きいた。「師し匠しようはいま、どこに？」

「襟えり首くび引きずって部屋に叩たたきこんだし」カラが不機嫌に答える。「あんたたちがこんな陰気臭くさいとこに引きこもってるあいだに、あたしはまたタダ働きよね。だいたい、なにを調べる必要があるのよ。無意味なことばっかりしてないで、まわりにちゃんと目を向けたら？」

　アリアンはむっときて、刺とげ々とげしく訊いた。「まあ、それはどういう意味かしら」

「だってレオンの巨きよ剣けんは──」カラはあざ笑うようにいった。「〝弑神〟よね」

　思考が硬直した。

　カラの声が余よ韻いんをともない、アリアンの耳の底でこだました。

「弑神……」ぼうぜんとアリアンはつぶやく。「なぜ、至宝のひとつを……レオンが？」

「カラ、それは──」ジジが口をはさむのを制するように、カラは答えた。

「聖座島サン・スイエージユの地下で、あいつはあのでっかい十字架に呼びかけてたもの。弑神──って。英雄伝説はよく知らないけど、〈無貌の王〉を倒す武器は、ちゃんと目の前にあるじゃない」

　鼓動が止まった気がした。衝しよう撃げきで、血の気がざあっと音を立てて引いた。

　がくり、とひざの力が抜ける。卓につかまった拍子に茶器ががしゃん！　と落ちた。

「アリアンさん！」ジジが駆け寄る。

　アリアンは返事もできず、壊こわれた茶器が散らばる床を見つめる。

　突如、ジジを振り払うようにしてアリアンは戸口へと走った。開いた扉から塔の階段を駆けおりて、暗くら闇やみの中庭に走り出る。

　冷たい夜風が草木をざわめかせ、少女の髪をひるがえして吹き抜けた。




「……今日は、本当に助かった、レオンどの」

　中庭の入り口で、馬を引くセレネが巨きよ剣けんを背負うレオンを見上げていった。

　街の見まわりを終えて帰城し、兵たちが散会したあと、ふたりは厩うまやへ向かって中庭を歩いていた。庭を抜ける小道の石いし畳だたみをひづめが叩たたく音と、馬の鼻息が月明りの下に響ひびく。

「見まわりが無事に終わったのも、あなたのおかげだ」真しん摯しな声でセレネがいう。「いつもなら街に下りると、すぐに陳情の人々に囲まれるけれど、今日、あなたが後ろを歩いていただけで、みなは近づいてこなかったから……」

　ほめられても、内心レオンは嬉うれしくない。（そんなに俺おれは怖いツラなのか？）

「俺は立っていただけだ。カカシの役目でよければ、いつでもお役に立つぜ」

「相変わらず謙けん虚きよなかただ。ではまた、お願いしようかな」おどけたようにセレネは答えるが、どこかその声は沈んでいる。「では、ここで──わたしは馬の世話をしてからもどる」

「侯こう爵しやく自ら馬の世話？」レオンは聞きとがめた。「厩番にやらせないのか」

「こんな夜遅くだもの。厩番は寝ているはずだから」といってセレネは、闇に沈む古城の主しゆ塔とうを見上げた。「メルキオも、もう……いいえ、なんでもない……お休みなさい」

　セレネは丁てい寧ねいに会え釈しやくして、闇のなかへ馬を引いて歩いていった。

　蹄ひづめの音と足音が遠ざかる。釈然としない気持ちでレオンは見送った。

　セレネは優しい。だがその優しさは、侯爵の責務に足りないという自信のなさに通じている気がする。アリアンなら、たぶん当たり前のように厩番にやらせるだろう。それは優しさの問題ではなく、己の地位における領分をはっきり意識しているからなのだ。

　そこまで考えて、レオンは忘れかけていたもやもやとした想おもいに襲おそわれる。

　アリアンに、弱小ながらも正式な軍が生まれた。それ自体は歓迎すべきことだ。

　しかし──そこにレオンの場所は、あるのだろうか。

　味方同士のはずのダンジェリー兵とヴュークス兵のいさかいを見れば、自分のあいまいな立場が、逆にアリアンの足あし枷かせになる可能性は充分にある。

　なによりも──彼女が本当に、自分を必要としているか、どうかだ────

　レオンは苛いら立だたしい気持ちにかられる。ぐだぐだ悩むのは性しように合わなかった。

（ったく、暇ひまだとくだらんことを考えるな。だから街の見まわりに参加したのに）

『……うるわしき侯爵の思い違いを、なぜ正さぬ』レオンの不ふ機き嫌げんを煽あおるように、弑し神しんがいった。『街のものが避さけたのは、偉大なるわれの存在に恐れをなしたからであるぞ』

　がっくりきた。「思い違いってより、勘違いしてるのはおまえだろうが」

『なにをいう！　貴様こそわれの真の実力を見当違いに測りおって──んん？』わめきかけた弑し神しんが、ふと声を収めた。『聖せい王おう女じよが、四阿あずまやにおるぞ』

「なんだって？」あわててレオンは茂みをかき分け、闇やみに目をこらす。

　月明かりを跳ね返す池の真ん中に、人工の小島がある。そこに立つ四阿のなかに、白い室内着の細い人影が見えた。レオンは茂みから飛び出し、島へかかる橋を渡った。

「アリアン！」声をかけると、びくりと人影──アリアンが振り返る。

　レオンは、瀟しよう洒しやな彫刻に飾られた四阿に足を踏ふみ入れた。月明かりのせいだろうか、自分を見上げる少女の顔色はひどく青白く、なにか一心に思いつめているように見えた。

「……おまえ、なにしてるんだ。もう夜中だろうが」

　レオンの問いに、アリアンの視線が四阿の床に落ちる。ぎゅ、と彼女は身を縮める。

「なにも……ただ、あなたに会えないかと、思って……それだけ……」

　切なく、哀かなしげな声だった。ごう慢まんで気の強い彼女らしくない、あまりにはかない声だ。

「俺おれに──」たずねるレオンの声が、不安に重くなる。「なんの用だ」

「……教えて、欲しいの」絞り出すように苦しげな声が、アリアンの唇くちびるから生まれた。「あなたが背負うその剣は……《王獅子の至宝レガリア》のひとつ、〝弑神〟なの？」

　すうっと、冷たい風がふたりのあいだに吹き抜けた。

　夜風は池の水面と草木をざわめかせて去っていき、あとに重い沈ちん黙もくを残した。

「……な──」レオンは、わななく声でいった。「どうして、それを知っているんだ」

「やっぱり、そうなのね……それなら、あなたが」

　深い息を吐はいて、アリアンはまっすぐにレオンを見上げた。

「あなたが、〈無む貌ぼうの王おう〉を……あたくしを、殺すものなのだわ」

　がつんと後頭部をぶん殴なぐられた気がした。

　あまりの衝しよう撃げきに足もとがよろけそうになり、とっさにレオンは強く床を踏みしめた。

「なに──なにを、いったいなにをいってるんだ、おまえは……」

　わななく声でそういった次の瞬しゆん間かん、噴き上げる怒いかりにかられて彼は叫んだ。

「〈無貌の王〉をぶっ殺すのはかまわない。むしろ望むところだ。だが、それがなんでおまえを殺すことになる！」

「ラウルが教えてくれたのよ……〈無貌の王〉を、打ち倒す方法を」

　レオンの声の熱さにくらべ、アリアンの声は哀しく冷えて、沈んでいた。

「〈無貌の王〉は肉体を持っていないわ。だから王女フルーリアの胎はらを借りて、自分を産み直したの。ライオネルは弑神をもって、妻が命とひきかえに産んだ忌いまわしい赤子を貫いたわ。おそらく……産まれた直後の弱々しい嬰えい児じの姿なら、倒すのも容易だったからね」

　アリアンはレオンから目をそむけた。次の言葉を口にするのを、恐れるように。

「そうよ、もしかしたら英雄は──それしか方法がないとわかっていたのだわ。だから自分の妻を……犠ぎ牲せいに、したのよ。分かたれし大陸ガトランを救うために」

　痛みに満ちた沈ちん黙もくが、その場にはりついた。

　その沈黙のなかで、レオンの体を抑えようのない憤いきどおりが駆け巡った。

「なにが──なにが英雄だ」レオンは吐はき捨てた。「それが真実なら、ライオネルってやつはこれ以上ない阿あ呆ほうだ。俺おれはそんなことのために、おまえを守ると誓ったんじゃない！」

「では、なんのためなの」静かにアリアンは訊きいた。「あなたは、ただ……過去の悔くいを、あたくしで晴らそうとしているだけではないの」

　レオンは絶句した。その言葉は、いま彼が隠す痛みと迷いを、まっすぐに貫いていた。

「あたくしを助けても無む駄だよ。あなたが本当に助けたいのは、あたくしではないもの。お父さまが国にもどられたのなら……誓いに縛しばられる必要なんてないわ」

　急にアリアンはきっと面おもてを上げると、挑むように強く告げた。

「あたくしは、是ぜが非ひでも聖せい王おう国こくの民を救わねばならないの。主あるじの意志を遂すい行こうするのが臣下の務めなら、命令するわ。あたくしの身を〈無む貌ぼうの王おう〉に差し出して、その剣で──」

「そんな阿呆な命令が聞けるか！」さえぎってレオンは叫んだ。「おまえは怖いだけだ。抗あらがうのをやめてさっさと楽になりたいだけなんだ。おまえはいっただろう、俺が剣での戦いをするなら、自分は剣を持たぬ戦いをすると。その言葉をたがえるつもりか！」

「あなたこそ怖いのよ！」つられてアリアンが叫ぶ。「強大な敵でなく、ただの小娘の命を奪うことが。まぎれもなく確実な方法がすぐそこにあるのに、なぜ目をそむけるの！」

「なにが確実だ。二千年前のたしかでもない伝説しか根拠がないだろうが！」

「その剣こそ、二千年前の伝説の代しろ物ものよ。そして、あたくしたちが対たい峙じする敵も」

　レオンは言葉につまる。アリアンは声を落とし、視線を落として、ささやいた。

「あなたの手に弑し神しんがあるのは、なぜかはわからない。でも〈無貌の王〉と魂の誓約ゲアスを結んでしまったあたくしのそばに、その剣があるなら、きっと……意味があるのよ」

　ふたりは闇やみのなか見つめ合った。互いの瞳ひとみの色も表情もわからないような暗さのなかで、それでも目を離はなさずに、にらみつけるようにじっと、長いあいだ見つめ合った。

「……だったら俺は、おまえの護衛を辞めるさ」

　憤りに満ちた声でレオンはいった。はっとアリアンが、鋭く息を吞のむ。

「俺がここにいるのは、おまえを守るためだ。阿呆な英雄の轍てつを踏ふむためじゃない。おまえの軍はもういる。俺が守る必要なんざ────どこにもない」

　アリアンは答えない。小さな肩を震ふるわせ、身を縮めて沈黙している──と思った刹せつ那な、

「……なによ」ふいにレオンを見上げ、アリアンは泣きそうな声で叫んだ。「なによなによ、わからずやの野蛮人バルバリエ！　いいわ、あなたがそう望むなら解かい雇こしてさしあげるわ。主の命令も聞けない下僕なんかもう知らない、好きに勝手にすればいいでしょう！」

「どっちがわからずやだ！　ああ、勝手にするさ。解かい雇この必要もない、いますぐ俺おれは──」

「お待ちください、おふたりとも！」「失礼します、アリアンさん、レオンさん」

　そのとき、セレネの声と平静なジジの声がいい争いに割って入った。熱くなっていたレオンとアリアンは、はっと身を引く。ジジが四阿あずまやに足を踏ふみ入れ、静かにいった。

「いまの言葉が本意でないことは、おふたりともおわかりですね」

　冷静に諭さとす声こわ音ねに、レオンは憤いきどおりにたぎる頭が急に冷まされる。アリアンも、はっとうつむいた。セレネがそっとアリアンの腕に触れると、レオンを見ていった。

「性急な結論はしばらくお待ち願えないか。あなたも、殿でん下かも……おふたりともお疲れのはず。ひとまず今夜は、部屋におもどりください。さあ、殿下……お送りしましょう」

　優しい声でセレネはうながした。しばらくアリアンは黙だまっていたが、やがてこっくりとうなずくと、力なく身をひるがえし、セレネとともに四阿を出ていった。

　ふたりの姿が闇やみに溶け、足音すらも消えたあと、レオンは腹の底から深い息を吐はいた。

　四阿の柱に勢いよく背を預ける。弑し神しんが柱にあたり、大きな音を立てた。

「……とことん、みっともないな、俺は……」彼は手のひらで額を押さえると、四阿の天てん井じようを仰ぎ、言葉少なにいった。「すまなかった、ジジ」

「いいえ」ジジも短く答えると、ふっと染しみ入るような澄すんだ声でいった。「人間は、みんなみっともないんです──と、師し匠しようがいっていました」

「なんだ、それは」レオンは苦笑した。「あんまりなぐさめにならないぜ。ましてやラウルがいった言葉じゃな……もっともあいつは、そのみっともなさも楽しんでいそうだが」

「そうですね」かすかにジジが笑う。「師匠はいってました。どうしようもない、抑えられない、情けなくてみっともなくてぐちゃぐちゃで、熱くて震ふるえるような感情から、詩や物語が生まれるのだと。わたしもいつかは……そんな想おもいを感じられると、いいのですが」

　天井を見ていたレオンは面おもてを下げてジジを見た。彼女は黙って池の水面を見ている。

「では、わたしはこれで。おやすみなさい、レオンさん」

　ぺこりとジジは頭を下げ、四阿を出ていった。あとにはレオンと弑神が残される。

『……貴様が』弑神の声がする。『聖せい王おう女じよに話さなかったのは、そういうわけであるな』

　返事はない。しかしその沈ちん黙もくがなによりの答えだった。

　さざ波立つ水面が輝かがやく月の光を跳ね返し、思いに沈むレオンの横顔を照らしていた。
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　少し話を──とセレネに請こわれ、アリアンは家か宰さいに、執務室の応接間へ通された。

　広々とした応接間の布張りの大きな長なが椅い子すに、アリアンは小さく沈みこむ。

　夜気に冷えた体に、家宰が羽織らせてくれたガウンがしみるように暖かい。

「お待たせしました、殿でん下か」執務室からセレネが現れる。彼女は控えていた家か宰さいにいった。「代官の身上調査書は読みました。明日……お返事を出そうと思います」

　深々と一礼して家宰は退室する。扉が閉まると、セレネはアリアンの隣となりに腰かけた。

「どうです。落ち着かれましたか、アリアンさま」

　優しい声こわ音ねに、アリアンはふいに胸がつぶれるような哀かなしみに襲おそわれた。

　どうしてあんな言葉を、彼にいってしまったのだろう。

　どうしてあんな言葉を、彼から引き出してしまったのだろう。

　彼が出ていくことなど、これっぽっちも望んでいないのに。なのに、どうして……。

　涙が奥底からせり上がる。口を開けば嗚咽おえつがこぼれそうで、アリアンは呼吸もできない。セレネは、そんなアリアンをいたわるように見つめると、ぽつりといった。

「なぜ、アリアンさまは……そこまで、ご自分の身を犠ぎ牲せいにできるのですか」

「え──」セレネの問いに、アリアンは顔を上げた。

「民のため、次代聖せい王おうの務めとはいえ、おぞましい相手と結婚するのも、忌いまわしい存在に身をささげるのも、あまりにも酷こくなことではありませんか。きっと恐ろしいと感じられているはずです。なのに、そんな責務から逃げ出してしまいたいとは、思わないのですか」

　静かだが強いセレネの問いに、アリアンはとっさに返事ができない。

「あたくしは……」声がつまる。「そう、もちろん怖いわ。いやだとも思うわ……でも」

　そうだ。あの忌まわしい存在がいまにも現れるかと思うと、とても恐ろしい。だれかにすがりたい。逃げられるならどこまでも逃げたい。いやだ、とても怖い。だけど────

「でも……でも、それはできないの……逃げることは、もっと恐ろしいことなの」

　深い息を吐はき、アリアンは、やっとそれだけを答えた。

　セレネが訊ききかえす。「それは、どうしてです」

　アリアンは目を閉じる。暗い視界の奥で、様々な光景がよぎって通りすぎる。

　聖せい王おう国こくを託すと告げて、火に包まれる王おう宮きゆうに残った父と母。悲鳴と屍しかばねの連なる王おう都とルテティアの大通り。リールエルバンの裏町で見た、貧困にもがき苦しむローレアンの民。故国を救うために命をかけて、無む謀ぼうな計画を遂すい行こうしたローレアン人の残党たち。

　そして、アリアンが最後の希望といい残して死んでいったオルガ……。

　なぜ、自分はあんな忌まわしい力に手を伸ばしてしまったのだろう。

　この身に託されたすべての思いと願いを無にするような行為だったのに──

「……あたくしは、次代聖王として聖王国を背負うべくして、育ってきたわ」

　ゆっくりと、胸のうちの想おもいを吐き出すように、アリアンは答えた。

「ここまでの逃亡で、あたくしは民の困こん窮きゆうのありさまを間近に見てきたの。もしも彼らを見捨て、自分が負う責務を捨てたなら────それは、自分自身をも捨てることになる」

　口に出した言葉に、アリアンはあらためて自身を見つめなおした。

　自分を支え、形作る土台がどこにあるのか、彼女はいまはっきりと思い知った。

「自分を捨てることは、できないわ。それは……それこそ、死ぬのと同じよ」

　アリアンの言葉の余よ韻いんが広い部屋に響ひびく。その余韻が消えたとき、

「殿でん下かは、本当にお強くてご立派なかただ」セレネが、ふっとため息のようにいった。「わたしも侯こう爵しやくとして、領地を治めるものにふさわしい、そんな強さが欲しい」

「強いのではないわ。きっと頑がん固こなだけよ」アリアンは苦笑する。「それにセレネさまは、実際に政務を行っておいでだわ。ふさわしいどころか、とうに立派な施政者ではなくて」

「お優しいことをおっしゃる……では」セレネは思いがけない問いをした。「そこまで責務を第一に考えられるなら、レオンどのと、なにかいい交わしたわけではないのですね」

　思考が真っ白になった。

　次の瞬しゆん間かん、アリアンの頰ほおがかっと燃えるように熱くなった。

「ま──まさか！」アリアンは激しく首を振った。「そんな軽々しい真ま似ねなどできません。聖せい王おうが選べるのは、王おう配はいとなる生しよう涯がいの伴はん侶りよだけですもの。そんな……それに」

（それに、レオンこそあたくしのことを、そんな風には見ていないはずだもの……）

「下世話な問いで申しわけありません」セレネはわびた。「ただ、おふたりと、わたしとメルキオとの関係を引き比べてしまって……」

　セレネは目線を落とす。今度はアリアンが、案ずるように彼女を見つめた。

「──わたしとメルキオは、このヴュークスで、一いつ緒しよに育ちました」

　しばしの沈ちん黙もくののち、静かな哀かなしみを秘めた声で、セレネは語り出した。

「くわしい事情は話せませんけれど、彼はひどい傷を負い、亡なき母に引き取られてこの城にやってきました。年の近いわたしに彼はとてもなついて、わたしもそんな風に慕したってくれるのが嬉うれしくて、辛つらい目にあってきた彼を守ってあげなくてはと思ったものです」

　懐なつかしそうな声が、燭しよく台だいの灯あかりに照らされた部屋に響いた。

「……侯爵家には、ウムベルトの力を継ぐには男子でなければならないという俗信があります。亡き父は、跡継ぎが娘なのがあからさまに不満で、非常に厳しい教育をわたしに課しました。母がかばってくれなければ、実際に男子として育てられたでしょうね」

「そんな……」アリアンは胸が痛んだ。自分の性別を否定されるのは、自分自身を否定されるのと同じではないだろうか。ましてや彼女のように、優しく誠実な人間には……。

「そんなわたしを支えてくれたのが、メルキオです」

　セレネは、彼の名前を愛いとおしそうにつぶやいた。

「父はよく、わたしを狩りにつれだしました。貴族の──侯爵としてのたしなみだといって。わたしは狩りが嫌いやだった。傷つく動物を見るのが恐ろしくて、泣いて熱まで出したこともあります。でも父は、そんなわたしが柔弱だと激怒して……あるとき」

　セレネは、苦しげに目を閉じた。

「罠わなにかかった兎うさぎの入った籠かごと、研といだナイフをよこして、これを殺し、その死体を見せろ……でなければ、もうこの城には置いておけないと、告げたのです」

「なんてひどいことを」アリアンは怒いかりがこみ上げた。「なぜだれも止めなかったの!?」

「父に逆らえるものはおりませんでしたから」セレネは寂しげに笑った。「母も、その頃ころ病床についていましたし──わたしは、裏庭でひとり泣いていました。父の期待に応こたえられない自分に絶望して、でも命をこの手で奪うなんてできなくて……そのとき」

　セレネの声は、感情を殺すように震ふるえていた。

　彼女が感じた恐ろしさや哀かなしさが、まざまざとよみがえっているに違いなかった。

「メルキオがわたしのもとにやってきて、なにもいわずに兎の籠とナイフをとり上げてどこかへ消え──しばらくして、血の滴したたる籠とナイフを持ってもどってきました。これを、父のもとへ持っていけと……わたしは一いつ瞬しゆん、気が遠くなりかけて……でも、気づいたのです。

　彼の顔が真っ青で、血まみれの手は震えていることに。彼だって、本当はとても怖かったんだ。とても嫌いやだったんだ。だけど、わたしのためにその手を汚したんだ──って」

　セレネはまっすぐに虚こ空くうを見つめ、静かにいった。

「そのときから、わたしはどれだけ父から厳しく当たられても、けっして泣き言を吐はかないように努めました。二度と彼に、あんな辛つらい想おもいはさせないと……いえ、彼のおかげで耐えられたのです。たったひとりでも、わたしを守ろうとする味方がいるのだとわかったから」
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　ふいにセレネは目を閉じて、深い、深い深い息を吐はくと、小さな声でささやいた。

「父の跡を継ぎ、未熟なわたしの手に余る施政に悩んでいたとき、彼が帰ってきてくれて……わたし、本当に嬉うれしかった。たったひとりの味方が、帰ってきてくれたって。

　でも──彼は変わってしまった。子どもの頃ころの彼ではない。わたしの味方になってくれた、昔の彼では……それに、わたしもいまや侯こう爵しやくで、治めるべき領地と守るべき領民がいる。殿でん下かがお若い身で責務を果たそうとされるように、わたしも、その責務を全うしなくては」

「セレネさま……」

　アリアンは、昼間の遺跡でのふたりのいい争いを思い出した。

　彼女とメルキオのあいだには、過去にそんな深い結びつきがあったのに──いまはこんなにも、深い亀き裂れつが生まれている。それがひどく哀かなしく思えた。

　セレネは面おもてを上げるとアリアンの手をにぎり、真しん摯しな声で告げた。

「どうか、大切な相手を見失わないでください。アリアンさまとレオンどのは、どんな関係であれ、心をゆるし、信しん頼らいし合っておられます。ご自分ではおわかりにならなくても、わたしにはわかる。わたしは見失ってしまったけれど、どうか、おふたりだけは────」

　アリアンは言葉がなかった。

　自分の手をにぎるセレネの手の、願いをこめるような力強さを、ただずっと感じていた。
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　港街トレゴンの代官ロドリグがヴュークスを訪れたのは、それから六日後──春の第二月最後の日、翌日から夏の第一月に入るという日だ。

　多くの兵と馬を引きつれたロドリグは、まるでこの地の主あるじのように堂々と現れた。

　その日の夕刻、アリアンは城の接見室の、本来なら領主が座るべき席についていた。

　接見室には城の廷臣たち、ヴュークスの街で要職につくものが列席している。ダンジェリー卿きようたるメルキオも、護衛であるレオンもこの部屋にいる。ラウルたちは呼ばれていない。

　つまりこの接見は、アクィタニア領にとって重要な意味があるということだ。

　夏も間近な汗ばむ陽気で、侍じ女じよ長ちように着せられた正装は少々暑苦しかった。

　しかし息がつまるのは衣装や、緊きん張ちようした空気のせいだけではない。

　一番の原因はかたわらに立つレオンだ。

　部屋に入ってからずっと、彼は無言だ。アリアンも気まずさに目が合わせられない。あの夜を思い出すと、不安で体の芯しんが凍こごえるような気がした。

「お待たせいたしました、みなさま」扉のそばに立つ家か宰さいが告げた。アリアンは居ずまいを正す。「アクィタニア侯セレネさま、トレゴン代官ロドリグさま、どうぞご入室を」

　家か宰さいが呼ばわると接見室の扉からふたりが入ってきた。

「セレネ……!?」メルキオの驚おどろく声が聞こえた。

　セレネはいつも以上に凜り々りしい男装だった。その表情は硬く、重苦しい。一方、代官ロドリグは喜びもあらわに、セレネの手をとって歩んでくる。

　いやな予感がして、アリアンの心臓の鼓動は激しくなる。

　ふたりはアリアンの前までくると、うやうやしげに一礼した。

「わが主君、ローレアン聖せい王おう国こく聖せい王おう女じよ殿でん下か」こわばる声でセレネがいった。「わたくし、王領アクィタニア侯こう爵しやくセレネは────」

　一いつ瞬しゆん、セレネはいいよどみ、それからもっと堅苦しい声で告げた。

「トレゴン代理管かん轄かつ官かんロドリグ殿と婚約することを、ここに、ご報告申し上げます」

　アリアンの息がつまった。とっさに返事ができなかった。

　彼女の驚きをよそに、その場に並ぶ人々から嬉うれしそうな声があがった。

「おお、まことでございますか」「おめでとうございます、侯爵閣下、代官閣下！」

　祝福の言葉が部屋に響ひびくなか、かたわらに立つレオンが名を呼んだ。「メルキオ!?」

　アリアンはメルキオに視線を向けて──思わず息を吞のむ。

　メルキオは、いまにも倒れそうなほど蒼そう白はくな面おもてで、ぼうぜんとセレネを見ている。喜びにざわめくこの部屋で、彼だけが凍いてついた氷の柱になったように見えた。

「聖王女殿下」代官ロドリグは、喜びに満ちた声でいった。「われらふたりは新たな結びつきをもって、これまで以上に殿下にお仕えする所存であります。婚資としてアクィタニア侯は、本土奪だつ還かんのための兵を望まれました。とり急ぎ今日、三十名の兵をともなってまいりましたが、この兵をそのまま、喜んで殿下に進呈いたしましょう。お役に立てば幸いです」

「それは……心より感謝いたしますわ。ロドリグ代官」

　かろうじて礼をいうと、アリアンは目を伏せるセレネを見やった。そこにあるのは、婚約を決めた幸せな娘の顔ではない。哀かなしいまでの決意を秘めたものの表情だった。

「式はどうなさるのです。ぜひ、アクィタニア領をあげて盛大に行わなくては」

「侯爵さまの婚礼衣装姿を拝見したいものですな。男装よりずっと美しいはずです」

　廷臣たちが浮かれるように声をかけるが、セレネはかたくなに首を振った。

「いいえ、式などする余裕はありません。バアシュ教の問題や、本土侵攻の計画が……」

「わかっているよ、セレネ」ロドリグは優しくいった。「三国同盟の条件にあるように、ランゴニアとコレドムから兵が送られてくるまであと三ヶ月しかない。それまでに領内を平定し、出兵の準備もすませなくては。まずは婚約のお披ひ露ろ目めとして、郷ごう司したちを招いて晩ばん餐さん会かいを開き、兵の招集を呼びかけてはどうだろう。公の場で殿下から請こわれれば、嫌いやとはいえまい」

「そのとおりだ、ロドリグ殿」セレネは硬い表情でうなずいた。

　思わずアリアンは椅い子すのひじかけを、きつく、手が白くなるまでにぎりしめる。

（いいの？　本当にそれでいいの？　セレネさま、あなた本当は──）

　けっして口にできないその問いを、アリアンはいつまでも胸のうちで繰くり返した。




　セレネたちの様子を、レオンは重い表情で観察していた。

　現実的に、そしてアリアンを第一に考えれば、彼らの婚こん姻いんは歓迎すべきことだ。

　セレネは誠実で努力家だが、バアシュ教の問題や本土侵攻の出兵など、彼女ひとりで対処するには経験も助けも足りない。しかし、トレゴンの代官という要職につくロドリグなら、年齢においても経験においても、セレネとともに領地を治めるにはふさわしいだろう。

　これで、アリアンも安心してこの城に滞在できるはずだ。

　たとえ────自分の進退が、どうなろうと。

　だが、なにか心の隅に引っかかるものがあった。メルキオは、この婚約をどう受けとめているのだろう。そっとレオンは、視線を動かす。

　彼は、いなかった。

　いつの間に接見室を出ていったのだろう。だれも気がついていないようだ。

　アリアンがかすれた声で、祝福の言葉を告げるのが聞こえた。

　拍手と歓声が一斉に起こる。喜びに沸く部屋のなかで、メルキオが立っていた場所だけがぽっかりと、なにをもってしても埋めることのできない空白のように空いていた。










　　　Intermede03──部族







　皇こう都とゴドラスは、夜の闇やみに沈んでいた。

　昏くらい天に向かって、石造りの建物がいくつもそびえ立つ石の都は、闇のなかでは異様に威い圧あつ的てきで、ただならぬ存在感があった。

　皇都はいま、かなりの速度で発展中らしい。数多くの建材が街の各所に積み上げられ、柱の陰では瘦やせた奴ど隷れいたち──多くがローレアン人だ──が身を寄せて眠っている。

　この夜、都の新しい街壁のすぐ外の広大な広場には、巨大な二重の天幕が張られていた。

　今こ宵よい開かれる部族会議のための大天幕だ。

　部族会議は古くからの慣習にもとづき、主な有力部族の長おさのみが出席できる。天幕内では武器も鎧よろいも身につけてはいけない決まりだ。その昔、会議で口論の末、熱くなった長たちが剣を抜いて殺し合う事態がひんぱんに起こったためである。

　だが篝かがり火びに照らされた大天幕の外には、各部族長に従う多くの兵たちが待機している。なにかあらば、彼らが即刻武器をたずさえて乗りこんでくるに違いなかった。




「あの妾しよう腹ふくの小僧がくるというのは本当か！」

　大天幕のなかで、キンブリ族の若わか長おさが身を乗り出して吐はき捨てる。天幕の床に座る他ほかの長たちが、杯を手に顔を見合わせた。

「……皇こう姫きをともなってくるそうだ。一応、皇こう族ぞくの一員ではあるしな」

　中年のラジゲス族の長が、面おも白しろくなさそうに答えた。

「ふん、抜かりましたな、アレマンの長どの」才気走った風ふう貌ぼうの、テウトニ族の若長がいった。「なぜ皇姫をよく見張っておかぬのです。おそらく皇こう弟ていは利用するつもりですぞ」

　含むようなその言葉に、アレマンの老長がゆっくりとつぶやく。

「あの娘は災いのもとだ……あんな小僧に御することなどできはせん」

　列席する長たちのなかで彼が一番の年寄りだ。目鼻はしわに埋もれ、背筋も曲がり、声もしゃがれている。しかし、その瞳ひとみだけは蠟ろう燭そくの灯あかりに炯けい々けいと光っていた。

「どちらにしろ面倒の種ですな、アレマンの長よ」小柄なジュート族の長がいうと、頑健な体つきの壮年のケルスキ族長が、馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「まったく、なにもかもダリウス大たい皇こうがいかんのだ──ふん、あんなくだらぬ式に行かぬでよかったわ。行けばいま頃ごろ、海の底で魚につつかれていたはずだからな」

　さっとその場に殺気が走った。部族の長たちの目が一斉に険しくなる。

「口をつつしめ、ケルスキ」とアレマンの老長。「みなが死んだと決まったわけではない」

「ふん、そうだな。この場にいるものはみな、わしとおまえ以外は仮の長だ。しかし古い長が帰ってこぬほうがよいものもいるのではないか？　なあ、テウトニの長よ」

「なぜわたしの名を出す！」キンブリについで若いテウトニ族の長が声を荒らげた。

「くだらぬいい合いはやめろ。そら、どうやらきたらしいぞ」

　アレマンの長がいったとき、入り口の重い垂れ幕が静かに上がった。

「お待たせした──族長各位どの」

　全身黒一色の装よそおいのユーサー皇おう子じが、姿を現す。

　体にぴったりした漆しつ黒こくの胴どう衣いと、黒に近い灰色の脚きやく衣い。重たげな黒いマントと胴衣には、渋い色合いの金糸で幾いく重えにも刺し繡しゆうがほどこされ、淡い灯りを受けてきらめいている。

　漆黒の髪、濡ぬれたように光る黒い瞳ひとみ、思わず目を奪われる美び貌ぼう──そのすべてがあいまって、少年皇子は他を圧するような静かな存在感を放っていた。

　息をつめて見つめる長たちを皇子は見まわすと、振り返る。

「エンジェリナ皇姫」彼は手を差し伸べた。「こちらへ」

　皇子の手にほっそりとした手が乗せられる。その瞬しゆん間かん、だれもが息を吞のんだ。

　現れたのは、純白のドレスをまとう少女皇姫だった。

　彼女は、入念にくしけずられた蜂はち蜜みつ色いろの巻き毛をつややかに輝かがやかせ、大粒の真珠の首飾りを、開いた胸からのぞく豊満な谷間を強調するようにつけている。

　美しい海の泡のような、ひだの重なる白いドレスの裾すそを引いて、エンジェリナはユーサーとともに歩を進めた。ぼうぜんと長おさたちがそのさまを見つめる。

　ユーサーはエンジェリナを天幕の奥の椅い子すに座らせて、その横に立つ。

　漆しつ黒こくの皇おう子じと純白の皇こう姫き。美しい容よう貌ぼうのふたりは、まるで対ついになった芸術品のようだ。

　声もなく、みなはふたりを見つめる。壮年のケルスキ族の長は好色な視線を少女皇姫にそそぎ、キンブリとテウトニの若わか長おさは魅み入いられたように彼女に見み惚とれていた。

　皇姫は彼らのまなざしに気づくと、とろけるような甘い笑みを向けた。

　若長たちは顔を赤くしてうつむき、ケルスキの長はにやりと下げ卑びた笑みを返す。

「では、会議を始めていただけるかしら」小鳥のさえずりのような美しい声で、皇姫はいった。「進行役は、アレマンのお祖じ父いさま？　お歳としの順からいって」

「……ふん」渋い顔で老人は答える。「ご指名とあらばしかたない。その役を受けよう」

　アレマンの老長は吐と息いきをつくと、しわぶきをひとつして口を開いた。

「聖座島サン・スイエージユでの悲劇より、すでに一月近く経たった。しかし一向に、ダリウス大たい皇こうと部族の長たちの行方は知れぬ。今日、この会議を開いたのは他ほかでもない。首長不在のこの状況を、今後、どうしてゆくか議論するためだ」一同が注視するなか、老長のしわがれた声が天幕に響ひびく。「大皇がもどるまで、各部族の長たちで合議により施政していくか、それともいっそ──無念ではあるが──亡なきものと考えて新しい大皇を選ぶか、どちらかだ」

「ふん、しごく真っ当だな」ケルスキの長がうそぶく。「だが当然、後者だろう」

　その言葉に、長たちが視線を交わす。相手の魂こん胆たんを探るように。

「合議など考えられぬ！　みな部族の長としての自負を持っているのだ。頭がなければまとまるわけがない。ダルディスが国として存続するには、やはり首長は必要だ」

　そういうとケルスキの長は、まなざしに鋭気をみなぎらせ、一同を見まわした。

「充分な経験を積んだ人物が新大皇となるべきだな。たとえば長年部族の長を務め」といって彼は仮の長たちを見やった。「年をとりすぎてもおらず、若すぎもせず……」アレマンの老長、ついでキンブリとテウトニの若長に視線を移す。「ということは──」

「ふざけるな！」顔を真っ赤にして、好戦的なキンブリ族の長が立ち上がった。「キンブリはアレマンとならんでもっとも民の数が多く、みな勇猛で武芸に優れ、みごとな軍馬もそろっている。その長たるこの俺おれが、大皇にふさわしいのだ！」

「勇猛だと？」才気を瞳ひとみに光らせて、テウトニの若長が皮肉った。「尻しりを叩たたけば鈍重な牛とて猛進するさ──谷底に向かってね。勇ましいだけではなんの役にも立たないよ」

「知恵が必要といいたいのかね」中年のラジゲス族の長があざ笑う。「若造の浅知恵など、それこそ牛の尻を叩くぐらいしか役に立てぬだろうがなあ」

「わたしは……遠えん慮りよしますよ。この場を制するような、新大皇にふさわしいかたを支持するつもりです。だが」ジュート族の長は小ずるく目を光らせる。「皮肉と罵ば声せいの応おう酬しゆう以外能がないものしか、この場にはおらぬようですがね」

「なにをいう、貴様とて皮肉しかいわぬだろう！」「遠えん慮りよするだと？　ふん、もの陰に隠れて残りものをあさる畜ちく生しようの真ま似ねか」「なんですと、畜生とはいいすぎではないですか！」

　あっという間に天幕内は喧けん騒そうに包まれた。長おさたちは互いの意見など一切聞かず、口角泡を飛ばすようにして激しく自分の主張を声高に叫ぶ。

「やめぬか、貴様ら」アレマンの長がうんざりしたようにいった。

　だが老人の言葉などだれひとり気にとめず、いい争いは激しくなるばかりだった。

　そのときだった。喧騒を割って静かな少年の声が響ひびいた。

「長がたはお忘れか」

　冷水を浴びせられたように長たちの動きが止まる。

　その声は、ユーサー皇おう子じだった。

「それとも、無視しておられるのか。ここに、正統なる大たい皇こうの世継ぎがおられるのを」

　一同は一斉にエンジェリナを注視した。美しい少女皇こう姫きは、得意げな笑みを返す。

「エンジェリナ皇姫こそ、ダリウス大皇ただひとりのご息女、その跡を継ぐにはもっともふさわしい人物だ。それゆえ、わたしは──ダルディス皇こう家け第二皇子として」

　少年皇子は、他を圧するような声こわ音ねで告げた。

「エンジェリナ皇姫を女じよ皇こうに擁よう立りつし、宰さい相しようとして補佐する旨むねを、ここに宣言する」
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　夏の第一月たる竜来月グランニアの二十日────

　レオンとアリアンが王領アクィタニアに到着してから早一ヶ月以上が経たった。

　今日の夕刻より、アクィタニア侯こう爵しやくセレネと、港街トレゴンの代官ロドリグとの婚約を祝う大だい晩ばん餐さん会かいが開かれる。すでに数日前から今朝にかけて、領内の名だたる名士たちが、護衛の兵やお仕着せを着た召使いを従えて、続々とヴュークスの城に到着していた。

　普ふ段だんは静かな古城も、今日ばかりは息を吹き返したように生き生きとしていた。




「まず、現在いる兵の再編成を先に進めないとな……くそ、メルキオはどこだ！」

　レオンは年若い兵をつれ、おおまたで城の廊下を歩いていた。開け放たれた窓から明るい初夏の朝あさ陽ひがふりそそぐ廊下を、大勢の召使いたちも忙しく行き来している。

「ダンジェリー卿きようは昨夜からまた姿が見えなくて……あ、すみません！」若い兵は、召使いにぶつかりかけて謝った。「なので、レオン閣下に先に進めていただこうかと」

「閣下はやめろよ、マルタン。俺おれにはなんの肩書きもないんだから」

「でも、聖せい王おう女じよ殿でん下かをお救いくださった英雄です。それだけで充分な肩書きですよ」

「英雄こそやめてくれ」心底レオンはそう思った。「俺は、絶対にそんなんじゃない」

　月が変わってから、レオンは目のまわるような日々を送っている。

　ロドリグの兵が増員され、やっと具体的な本土奪だつ還かん計画に着手できるようになったからだ。レオンもセレネからぜひにと乞こわれ、暫ざん定てい的てきだが軍の主導陣として計画に参加している。

　マルタンはダンジェリー兵のひとりで、読み書きに堪たん能のうで目め端はしが利きくため、メルキオに頼たのんでレオンの補佐として働いてもらっている。

　そのメルキオは──セレネの婚約報告から、ひとが変わってしまった。

　覇は気きが消えて寡か黙もくになり、出兵計画にもほとんど参加せず、レオンたちに任せきりだ。

　レオンとて、傭よう兵へいとして戦いくさの経験はあっても、軍の采さい配はいなど素人しろうと同然。任せられて正直困惑していた。とはいえ、海かい賊ぞくの長おさであった養父に小さい頃ころからくっついて、その手腕を見てきたせいか、多勢に命令し、なにがしかの決定をくだすことには勘かんが働いた。

　おかげでなんとかごまかせてはきたが、それにも限界がある。

「あいつ、仮にも聖せい王おう国こく軍ぐんの将だろう」レオンは不満もあらわにいった。「俺みたいな若造の傭兵に、軍を任せっきりでいいのか。いくら人材が足りないにしても」

「閣下以外のだれに任せられるっていうんです。なにもかも、閣下が聖王女殿下をお救いしてくださったおかげなんですよ」彼は希望にあふれた顔で、レオンにいった。「上う手まく行けば、これで故郷に──ダンジェリーに帰れますよね。おれ、がんばります！」

　レオンは神妙な気持ちになる。

　マルタンたちにとって本土奪だつ還かんは、身を削り命をかけてでも実現したい望みなのだ。

「ところで、今夜の晩ばん餐さん会かいには出席されるんですか？」マルタンが興きよう味み津しん々しんに訊きく。

「しなきゃならないらしい。侯こう爵しやくから招待があったからな」

「なんでそんな憂ゆう鬱うつそうなんです。いいじゃないですか、ご馳ち走そう出るんでしょう？」

「正装が嫌いやなんだよ。なんであんなごてごてした服を着なきゃいけないんだ」

　そう答えて、ふと思った。（メルキオは、晩餐会に出るんだろうか……）

　レオンは廊下の途中でマルタンと別れ、三階の自室へもどった。

　部屋に入った瞬しゆん間かん、寝台に広げられたきらびやかな衣装が目に入ってまわれ右したくなる。どうやら留守中に侍じ女じよが置いていったらしい。弑し神しんの楽しそうな声が奥から聞こえた。

『どうであるか、貴様にはずいぶんともったいない衣装であるな』

「……だったらおまえが着て出ろ。主役より注目が集まるだろうぜ」

『おおお、それは賢明な提案。これで美女の視線はすべてわれのものであるぞ！』

　大喜びする弑神に、レオンは心底、代わることができたらいいのにと思う。

　彼はむっつりしたまま、開けられた小窓に歩み寄る。南に面した窓からは、木立を透かして海が見えた。薄うす暗ぐらい部屋から見る海の青は、目に痛いまでにまぶしい。

　彼方かなたを見つめる彼の脳裏に、ふっとアリアンの声がよぎる。

〝……あなたが本当に助けたいのは、あたくしではないもの……〟

　最後に言葉を交わしたのは、もう先月のことだ。セレネの仲裁で自分の進退はお預けになっているが、それについてアリアンと話そうにも、きっかけがつかめないままでいる。

　なぜ俺おれは、まだここにいるのだろう──とレオンは痛つう烈れつに思う。

　アリアンのように民を助けたいという思いもなければ、メルキオのように出世したいという望みもなく、マルタンのように故郷を取り返したいという希望もない。

　養父が生きている可能性があり、アリアンに正式な軍があるいま、自分がここにいる理由はない。どこにもない。なによりも、弑し神しんがアリアンの命を奪うかもしれないなら──

　晴れることのない困惑と迷いに、レオンは石の窓枠に額をつけて、視線を落とす。

　そのとき耳の奥で、遠い日に聞いた養父の声がこだました。

〝……人間には、感情ってしち面倒くさいものがある〟

　あの日もふたりで、青い大おお海うな原ばらを見わたすメインマストの檣しよう楼ろうにのぼっていた。

〝やりたくないことはやらないし、感情を納得させるために理由だって必要になる。だが逆に考えるとだ。自分の望むとおりに進めば、たいていそのとおりになるってわけさ〟

　親父おやじは潮にさらされた銀の髪を風になびかせ、笑うようにそういった。

　子どもだった俺は鼻で笑った。そんなのは、望む道を選べるやつだけだ。希望も抱けず死ぬやつや、感情云うん々ぬんの前に否いや応おうなしに流されてしまうやつが、ほとんどだと。

　だからからかい半分で、だったら親父はどんな望みがあるんだ、とたずねた。

　そしたら親父は破顔一笑、大いばりで胸をそらしてこう答えた。

〝もちろん、『格好いいヤツになる』さ。もっとも、もう充分格好いいがな！〟

　とてつもなく阿あ呆ほうな答えだった。だが養父はその阿呆を貫き、死に挑んでいったのだ。

　レオンは視線を上げる。窓の外の、緑と空のまぶしい初夏の朝に目を細める。

　自分はなにを望んでいるのか。正当な理由も必要もないのに、それでもここにいるのは、なにか他ほかに理由があるからだ。だがそれがつかめない。どうしてもわからない────

　そのとき扉を叩たたく音がした。「……よろしいですか、レオン」

　はっとレオンは振り返る。急いで扉を開けると、長衣姿のラウルがカラをつれて立っていた。会え釈しやくしてラウルはカラとともに室内に入り、扉を閉めるがいなや話し出した。

「実は昨夜、ロドリグ代官の到着と一いつ緒しよにランゴニア領事から連絡がありまして、急ぎトレゴンへもどらねばならなくなりました。カラは同行しますが、ジジは残していきます」

　不安がレオンの胸をかすめる。「なにか問題でも起こったのか」

「ランゴニア側から同盟について回答があったらしく、それについて審議したいそうです。ここでの調査は行き詰まっていましたから、まあ、ちょうどいいかもしれません」

「行き詰まった？　書庫の文ぶん献けんや遺跡からは、なにもわからなかったのか」

「ええ、巨人ウムベルトについて調べていたのですが──ほとんどなにもわからないということがわかりました。文献もない、遺跡は破は壊かいされて瓦が礫れき同然、いい伝えには裏づけがない……十四年前の調査団は、いったいどんな研究結果を持ち帰ったのでしょうね？」

　まったくわけがわからない。レオンが眉まゆをひそめていると、カラが訊きいてきた。

「ねえ、街の周辺にくらべて城の警護が手て薄うすみたいだけど……それってバアシュ教対策？」

「たぶんな。ロドリグ代官が今日の手配をしたんだ。そのあたり抜かりはないだろう」

「ふぅん。ま、あの代官が兵をつれてきてくれたおかげで、最近はバアシュ教のやつらがちょっと大人しくなったみたいだし、この縁組はこれでいいってことかな──女侯こう爵しやくの本心はどうでもね。あんたもいいかげん、お姫さまと仲直りしたらどう？」

「おやめなさい、カラ。本人が自覚しなければ無む駄だですよ。ところで」ラウルは意味ありげにほほ笑んだ。「実は聖せい王おう女じよから、先代侯爵の覚おぼえ書がきをお預かりしていたのですがね。それには非常に興味深い事実が書かれていました。いまジジに、ローレアン語に訳した文を写させています。晩ばん餐さん会かいにはお見せできるでしょう。それでは──」

　ラウルは丁てい寧ねいに一礼すると、カラにせかされるようにして出ていった。

　あとにはレオンと、不可解な空気の余よ韻いんだけが残された。
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　古城二階の大広間を、無数の蠟ろう燭そくが灯ともされた金の燭しよく台だいが照らし出す。

　中庭を見下ろすテラスのあるこの大広間に、続々と客人が足を踏ふみ入れていた。

　出席者はみな田舎いなか郷ごう司しで、装よそおいも立ち居振る舞いも少々野や暮ぼったい。しかし、着飾った婦人や若い娘たちがドレスの裾すそを引いて現れると、広間は一気に華やかになった。

「お待ちしておりました、みなさま。さあ、どうぞお席へ」

　広間の入り口で、晩餐会の主人である代官ロドリグとセレネが出迎えた。きっちりと礼装したロドリグは、祝いの言葉をのべる客たちに、丁重に礼を返している。

　一方、セレネは今日も男装だが、いつにも増して中性的な美しさにあふれていた。

　短い金の巻き毛に宝石のついた帽子をかぶり、ほっそりした体に白いフリルのシャツと銀糸刺し繡しゆうの胴どう衣いを着ている。背の高い彼女にふさわしく、清潔な気品があった。

　そのあいだに広間には、料理が次々と運びこまれる。

　近海でとれた新鮮な魚料理が中心だ。香草をつめて焼いたもの、野菜と蒸したもの、木の実のソースやとろりとしたクリームで煮たもの……串くしに刺した魚は炙あぶりたてで、脂の弾はじける音と、空腹を誘さそういい匂においを放っていた。果実をふんだんに使った焼き菓子も並べられる。

　客たちがすべて部屋に入ったのを見はからって、ロドリグが告げた。

「では、ローレアン聖せい王おう国こく次代聖せい王おう──アリアン聖せい王おう女じよ殿でん下か、どうぞご入室を」

　セレネが手を差し伸べて聖王女を導いた。その瞬しゆん間かん、客たちからどよめきがあがる。

　アリアンは目もあやな、金糸の飾りも美しい薔ば薇ら色いろのドレス姿だった。

　金の髪を花と宝石で飾り、細い首もとに緑柱石エメラルドのチョーカーをはめ、華やかなドレスの裾すそを引いて歩む少女は、侵しがたい美しさと気品にあふれている。

　人々の称しよう賛さんのまなざしを受けて、聖王女が主しゆ賓ひん席せきにつくと、ロドリグが立ち上がった。

「みなさま、今日はわたくしたちの婚約披ひ露ろうの宴うたげに、よくおいでくださいました。そして」彼はアリアンに一礼する「われらが主君である聖王女殿下をこの場にお招きできましたことは、なににも勝る名誉であります。それでは──どうぞみなさま、心ゆくまでご歓談を」

　こうして、華やかな宴はとどこおりなく始まった。




　宴の始まるぎりぎりに、レオンは大広間に滑すべりこんだ。

　着慣れない衣装が息苦しい。折り返しのあるゆったりした袖そで口ぐちも、刺し繡しゆう飾りでごわつく上着も、首もとのレースの縁取りのあるタイも、とにかくすべて着心地がよくない。

　レオンが不ふ機き嫌げんな顔で広間を歩き出すと、好奇心もあらわに客たちが目で追う。

　いったいなんだ、と不快に思ったとき、おりよくジジの姿が見えた。

「レオンさん、遅刻ですね」人混みのあいだを抜けて、軽装の少女はやってきた。

　その軽装がうらやましくて、レオンは不機嫌に答える。「いらん服装で手間取ったんだ」

「座りますか。城の客人ということで、侯こう爵しやくの卓に近い場所に席がありますが」

　ジジの言葉にレオンは視線を移す。セレネとロドリグ、主賓であるアリアンの席のまわりは、あいさつに訪れる郷ごう司しや貴婦人たちでごったがえしていた。

　レオンは顔をしかめる。「……遠えん慮りよする。この辺にいさせてくれ」

「そういうと思ってました。では飲み物をとってきましょう」

　壁かべ際ぎわの長なが椅い子すにレオンを案内し、ジジは杯と料理をのせた皿を持ってくる。杯の中身は水で割った香料入りの果実酒だった。酒というより甘い飲み物に近く、飲みすぎなければ酔うこともないだろう。のどをうるおして、レオンはやっと周囲を見わたす余裕ができた。

　視線はどうしても、主賓席のアリアンに吸い寄せられる。

　美しく装よそおったアリアンは、ひっきりなしに訪れる客と言葉を交わしていた。熱に浮かされたようにしゃべる若い郷司や、ずうずうしく手をとる中年の準貴族もいる。

　見ているうちにレオンは、なんとはなしに不愉快な気分になってきた。

　人々に囲まれるアリアンと、自分のいる場所とは、はるかな隔へだたりがあるような気がした。当然だ──自分にはひどく場違いだが、彼女はあれが本来の居場所なのだから。

　もやもやとする気持ちから顔をそむけ、杯に目を落としたとき、

「アリアンさん、大変そうです」ジジがぽつりといった。「兵をつのるために、ああしてたくさんの郷ごう司したちと会っているんですよね。食事をする暇ひまがあるでしょうか」

　レオンは口をつぐんだ。そうだ──土地の郷司たちは、まだ様子見をしている。

　いくら出兵計画をつめても、兵はまだまだ足りない。レオンたちが実戦を担当するなら、アリアンはその実戦にいたる道筋を整えなくてはならないのだ。

　殊勝な気持ちになりかけたとき、ジジがはっきりといった。

「ですから、レオンさんもアリアンさんと仲直りしてください」

　思いきり痛い点をつかれ、思わずレオンは言葉を失う。むっとして彼は答えた。

「喧けん嘩かしてるわけじゃない。それに普ふ段だんのほうが口喧嘩をしてただろうが」

「では、これが〝普段〟ではないという意識はあるわけですね」

　さらにレオンは言葉につまった。自分でもガキっぽいと思いつつ、ジジにまでいわれてますますレオンはすねてしまう。（くそ、だれが〝仲直り〟なんざするか！）

「……そういえば」無理やりレオンは話題を変えた。「朝、ラウルに聞いたんだが、先代侯こう爵しやくの覚おぼえ書がきで、なにか興味深い事実がわかったそうだな」

「はい。こちらにまとめてありますので」といってジジは腰のポーチから数枚の書かき付つけをとりだし、レオンに渡した。書付にはローレアン語で、なにかびっしりと書かれている。

「その覚書に関してたしかめたいことがあるので、これから側塔に行ってきます」

「俺おれも行く」レオンも腰を浮かせる。居心地の悪いこの場を少し離はなれたかった。

　だが立ち上がりかけたその肩を、ジジが素早く片手で押さえた。

「いいえ、レオンさんは、ここでアリアンさんのそばにいたほうがいいと思います。それに」ずばりとジジはいった。「いらしても、役に立ちません」

　ぐさり、と刺された気がしてレオンはよろめき、椅い子すに沈みこんだ。ジジはお辞じ儀ぎをすると、さっさとテラスから大広間を出ていく。

（悪かったな。どうせ俺は馬にも乗れないし古語は読めないさ。くっそ、船に乗せろ！）

　レオンは腹立ちまぎれにどっかりと長椅子にふんぞりかえり、書付に目を通した。

　最初は流し読みだったが、読むうちにしだいに身が入ってくる。

　覚書は、ローレアン語で書かれた前半部と、古語の暗号で書かれた後半部に分かれている。十四年前の巨きよ神しん崇すう拝はい教団の事件の話が中心で、前半部はセレネの話と同じだ。

　教団が子どもを生いけ贄にえにささげていると、信者のひとりが密告してきたことから始まって、神官と賢けん人じんの指揮のもと、王おう都との調査団に同行した神官兵と協力し、教団の聖地である〈斎いわい場ばの宮みや〉を襲しゆう撃げき、その結果、信者は全員死亡、主導者は行方不明……という流れである。

　しかし後半に入ると一転し、まったく違う事実が判明する。

　まずあきらかになるのは──王都の調査団の、あまりに徹てつ底ていした秘密主義ぶりだった。

　遺跡や文ぶん献けんの調査に、ほとんど侯爵側の人間を参加させなかったこと。

　襲しゆう撃げきも、調査団側が独自に行い、侯こう爵しやく側は関与できなかったこと。

　教団の聖地は〈斎いわい場ばの宮みや〉ではなく、本当は〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉であったこと。

　襲撃後、調査団は〈巨人の聖砦〉へ至る道を封ふう鎖さし、〈斎場の宮〉をも壊こわしたこと。

　そして、城の書庫から文ぶん献けんを──侯爵がひそかに手もとに隠しておいた、もっとも古い石板二枚以外──すべて、押収していったこと……。

　読み進めるうち、さらにおかしな事実もあきらかになっていく。

　実は巨きよ神しん崇すう拝はい教団は、衰すい退たいしかかっていたところを、別の名も知らぬ神をあがめる宗教団によって壊かい滅めつさせられ、〈巨人の聖砦〉を乗っ取られたというのだ。

　名もなき神の信者たちは、乗っ取った聖砦を自分たちの聖地とし、その場で生いけ贄にえの儀ぎ式しきを行ったという。生き残っていた巨神崇拝教団の信者が、それを密告したようだ。

　いつしか前のめりになって読んでいたレオンは、身を起こす。

（ん──どういうことだ。十四年前、巨神を信じる教団と、名のない神をあがめる教団があって、争いがあったと。それで、生贄の儀式を行ったのは、名もなき神の信者たちのほうだったわけか。だがいま現在は、巨神崇拝教団のせいにされている……）

　前侯爵は、調査団から事件について厳しく箝かん口こうされていたらしい。真相がうやむやになっているのも、そのせいだろう。この後半部分は死の床で書いたようで、おそらく死ぬ前に、なんらかの形で真実を後世に残しておきたかったのに違いない。

　しかしなぜ、調査団はそんなにも秘密主義だったのか。なにを隠したかったのか。

　わからないまま、レオンは最後の箇所を読み進める。そこは前侯爵の独白だった。

〝……真実を、だれかに伝えねばならない……〟

　それまで事実の列挙だったのが、初めてここで感情があらわになっている。

〝……だが、娘が真実を知れば、その身も危険だ……娘にわびることもできぬまま、わたしは逝ゆくしかない。これも、古き神を排はい斥せきした罪だろう。偉大なる巨人の力を継ぐには、男子である必要などなかったのだ。ただ巨きよ神しんをあがめ、その大いなる力の器と……〟

「レオンさま、よろしいですか」

　いきなり声をかけられて、一心に読みふけっていたレオンは心臓が飛び出そうになった。あわてて振り仰ぐと、初老の家か宰さいがにこやかに見下ろしている。

「セレネさまとロドリグさまが、ぜひにごあいさつしたいと。ああ、ダンジェリー卿きよう」

　家宰の声に、近くの壁かべ際ぎわに立つだれかがびくっと振り返った。

　それはメルキオだった。いつの間にいたのか、彼は灯あかりのとどかぬ暗がりに、悄しよう然ぜんと沈みこんでいたのだ。まるで、見捨てられ、打ち捨てられた幼い子どものように。

「ちょうどよかった、おふたりご一いつ緒しよに、どうかこちらへいらしてくださいませ」

　家宰に請こわれ、迷うようにメルキオは家宰を見て、レオンを見て、そして──セレネのいる方角を見やった。レオンは書かき付つけを上着のなかに突っこんで立ち上がると、いった。

「メルキオ。行きたくないなら、行かなくてもいいぞ」

「いや……」メルキオは主しゆ賓ひん席せきを見つめつつ、答える。「行くよ」

　家か宰さいに先導されて、ふたりは無言で歩き出した。

「おお、ダンジェリー卿きよう、レオンどの！」

　多くの客に囲まれたロドリグが振り返った。ひとの波に埋もれるアリアンも驚おどろいた様子でこちらを見上げる。そしてセレネが、メルキオに気づいた。

　彼女は瞳ひとみを大きく見開くと、問うようにロドリグを見やる。

「彼らはこれから、本土奪だつ還かんの軍を指揮するのだよ。ぜひ郷ごう司したちに引き合わせなくてはね」セレネにそう答えると、ロドリグはよく響ひびく声でいった。「みなさま、ご紹介しましょう。このふたりの若者がローレアン聖せい王おう国こくの誇る勇士であり、そして希望であります」

　招待客がざわめいて注目すると、ロドリグはメルキオの肩を叩たたいた。

「彼がダンジェリー卿。ダルディス軍に包囲された本土より兵を率いて脱出した強つわ者ものです」

　メルキオは無表情だった。あれほどほがらかだった彼の面おもてには、どんな感情も、どんな思いも、いまはなにひとつ浮かんでいない。

「そして、こちらがレオンどの」ばん！　とレオンの背中をロドリグが叩く。

　レオンは瞳にかすかな炎を宿して見返した。しかし代官はまったく気づいていない。

「この彼こそが、聖せい王おう女じよ殿でん下かを聖座島サン・スイエージユの崩ほう壊かいより救い出した、若き英雄です！」

　わぁっと歓声があがる。ロドリグはさらに声を張り上げた。

「わたしは、この勇気ある若者たちとともにアクィタニア領をあげて、本土奪だつ還かんを目指すつもりです。ここにお集まりのみなさまのご厚情による協力を、心より期待いたします！」

　こういう紹介のしかたは、レオンにとって非常に不愉快だった。まなざしに険が宿るのを止められない。アリアンがとがめるようにロドリグにいった。

「代官どの、彼はこういう場に慣なれておりませんわ。お話ならあたくしがいたします」

「かまわないぜ、アリアン」レオンは吐はき捨てた。彼女にかばわれるのもごめんだった。「これが兵を集めるための見み世せ物ものっていうならな。ろくな芸ができないのが残念だ」

「ああいや、失礼した、レオンどの」如才なくロドリグがなだめる。「とつぜん呼び出して困惑させてしまったね。優れた若者には、称しよう賛さんの場を与えるべきだと思ったのだよ。それと、これからも殿下をお頼たのみするとお願いしたかったからでもある。そうだろう、セレネ」

　ロドリグに呼ばれてセレネは小さくうなずくと、煙けぶるようなまなざしをレオンたちに──いや、メルキオに向けた。しばし女侯こう爵しやくは若者を見つめると、口を開いた。

「わたしは、亡なき父のように、領地と領民を第一にして守っていくつもりです。けれど」透きとおるような声で、彼女は告げた。「あなたがたのいる場所は……殿下のおそばです。どうかこれからは──いいえ、これからもずっと、聖王女殿下をお守りして欲しい」

　静せい謐ひつなまでにおだやかな表情のセレネを、メルキオは見つめ返す。

「……わかった。誓うよ、セレネ」

　メルキオは、まっすぐにセレネを見つめると、静かにいった。

「子どもの頃ころの────君との思い出にかけて」

　その言葉の瞬しゆん間かんだった。セレネの表情が急にゆらぎ、激しい哀かなしみにゆがんだ。

　まるで、胸の奥底に押しこめていた感情が、一気にあふれでたかのように。

　彼女は目をそむけて、かすかな声でささやいた。

「ありがとう……メルキオ」

　セレネのささやきにメルキオも目をそらすと、きびすを返した。束ねた橙だいだい色いろの長い髪をなびかせ、彼は素早く人混みのなかへ消え去る。

「メルキオ！」

　レオンはあとを追おうとしたが、わっと群がる人々に阻はばまれた。

「レオンさま、聖座島サン・スイエージユでのお話を聞かせていただきたいですわ」

「どのように殿でん下かをお救い申し上げたのです。ぜひ後代に語り継ぐべきですぞ！」

　口々に話しかける客たちの頭ごしに、レオンはアリアンを見やった。

　主しゆ賓ひん席せきに座る彼女も、案ずるようにセレネを見て、そしてレオンに視線を移す。

　セレネは──ロドリグに肩を抱かれ、すべての思いを殺したような静かな態度にもどり、客人たちの祝福の言葉を受けていた。
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　アリアンが気づくと、レオンは人々に囲まれて広間の反対側へ遠ざかっていた。

　広間のどこにいても、赤毛で長身の彼は目についた。聖せい王おう女じよを救い出した異国人の傭よう兵へいという素す性じように興味を引かれてか、しきりにみなに話しかけられている──おもに、女性に。

　アリアンは面おも白しろくない。なぜかわからないが、非常に、非常に面白くない。

　むーっと可愛かわいい唇くちびるをとがらせて、彼女はレオンのほうを盗み見る。

　いましもふたりの若い女性が彼に話しかけるのが見えた。女性たちはなれなれしくレオンの腕を両側からとり、抱きつくばかりにして彼を見上げている。

　アリアンはだんだん不ふ機き嫌げんになる。話しかけてくる客にも返事は上の空になる。

「……失礼、申しわけありませんが、殿下」

「え──あ、はい!?　な、なにかしら、代官どの」

　いきなりロドリグに声をかけられ、アリアンはあわてて振り返った。

「所用ができまして、少々わたしとセレネは場をはずさせていただきます。ああ、みなさま」彼は客たちに向かって告げた。「すぐにもどりますので、どうぞご自由にご歓談いただきたい。その際あまり、殿下を困らせないように」

　客たちが笑うと、ロドリグも笑って一礼し、セレネとともに広間を出ていった。

　アリアンは、あまりに静かなセレネの態度に不安にかられつつ、彼らを見送った。

　そのとき、目の端はしでとらえた光景にどきりとした。レオンが先ほどの女性たちとは別の娘につれられて、中庭へつづくテラスへ出ていくところだったのだ。

（まあ、どこへいくつもり!?）思わずアリアンは椅い子すを蹴け飛とばすように立ち上がった。

「せ、聖せい王おう女じよ殿でん下か!?」「いったいどうされたのです？」

　驚おどろいて声をかけるまわりの客や召使いたちに、アリアンは憤ふん然ぜんと答えた。

「あたくしも、少し場をはずさせていただくわ」

「え──い、いったい、どちらへ？」

「用足しよ、ついてこないで！」

　上の空でとんでもないことを口走り、アリアンはかさばる薔ば薇ら色いろのドレスの裾すそを持ち上げて、恐ろしい勢いでテラスに向かった。その剣幕にだれも追いかけてこない。

（なによなによ、レオンの馬ば鹿か、大馬鹿！　あたくしとは話さないのに、他ほかの女性とはあんなに親しく話せるのね。たしかに、あたくしもあなたと話すのがずっと怖かったけれど……だからといって、雇やとい主であるあたくしを放っておくなんてゆるしがたいわ！）

　うじうじ悩んでいるのがいやになった。こうなったら面と向かって、たまっているあれこれをぶつけてやる──とアリアンは勇んで、テラスの階段を中庭へと降りていった。




「この庭、本当にみごとね。先代の奥方さまが丹精こめていただけあるわ」

　レオンと腕を組む娘が、そこここに灯ともされた篝かがり火びに照らされる中庭をながめていった。

　娘のドレスの裾がさわさわと、足もとの草花をゆらす音が響ひびく。

「……それで」不ふ機き嫌げんな声でレオンは訊きいた。「この城の秘密ってのは、なんだ」

「あら、そんな性急でなくても。少し話を楽しみたいわよ」

「それを聞かせてくれるっていうからついてきたんだ。でなければ、もどる」

　ぶっきらぼうにレオンがいうと、娘はしたかたないというように声をひそめていった。

「レオンさまは、メルキオさまが──この城の拾い子だったということは、ご存知？」

「知ってる」そっけなくレオンは答える。

「なあんだ、ご存知だったの」つまらなさそうに娘はいった。「じゃあ、セレネさまと想おもい合った仲だったというのもご存知かしら。先代さまに仲を裂かれたそうだけれど」

　レオンは眉まゆをひそめる。（仲を裂かれた？　そんなことがあったのか？）

　くすくすと娘は意地の悪い笑みをもらした。

「先ほどのおふたりったら、いかにも未練たらたらで！　ロドリグさまも心配なのね。だからさっさと兵を集めて、メルキオさまをアクィタニアから追い出したいんだわ」

　レオンは不快な気持ちになってくる。秘密もなにも、つまらない噂うわさ話ばなしだ。

「わたしのお父さまやお兄さまがいうには、ロドリグさまと結婚されても、セレネさまは結局苦労されるだろうって。なんでも、つき合いがある商人が破産したとか……」

「そろそろ俺おれはもどる。いつまでもつまらん話につき合っていられるか」

　娘の腕をふりほどき、レオンは身をひるがえそうとした。

「なによ、ひどいわ。色々お話ししてあげたのに！」

　憤ふん然ぜんと娘に腕にしがみつかれた拍子に、レオンはドレスの裾すそを踏ふんづけた。

「うわっ！」レオンは娘の上に倒れるように転んだ。「わ──悪い。足もとが狂って……」

　あわててレオンは起き上がろうとしたが、首に娘の腕が巻きついて動けなくなった。

「まあ……嬉うれしい。そういうつもりなら、そうといってくれればいいのに！」

「はぁ!?　い、いや、なんだそういうつもりって、俺はなんのつもりも……」

　じたばたともがくレオンに、娘はますますうっとり身を寄せてくる。だがそのとき、

「もにゃぅるー！」いきなり頭上にわけのわからない悲鳴が降ってきた。

「うわぁあっ！」「いやあっ！」レオンと娘は倒れてきただれかにつぶされる。

　レオンは首をねじって、自分に覆おおいかぶさる相手を見た。「な──アリアン!?」

　ばさり！　と葉っぱを跳ね散らかして、アリアンが勢いよく立ち上がる。

　茂みにつっこんだせいで髪はくしゃくしゃ、ドレスも乱れて草まみれ、聖せい王おう女じよの威い厳げんも気品も台なしで、なのにそんな格好などものともせずに彼女はにっこり優ゆう雅がにほほ笑んだ。

「こんな暗がりで、いったい、なにを、していらっしゃったのかしら？」

　優雅な笑みと声だが──その底に、背筋を寒くするような恐怖がひそんでいる。

「も、もも、申しわけありません、聖王女殿でん下か！」娘が震ふるえ上がって飛び起きた。「あの、こちらのかたがいきなり強引にわたしを押し倒して……」

「なんだって!?」レオンも跳ね起きた。「ち、違う、足がもつれただけだろう！」

「あぁら、そぉーう。あたくしの護衛がとても失礼したわ。よーっく、いい聞かせるから」

　ふいにアリアンは、娘に向かってびしりといい放った。

「即刻、下がりなさい」

　聖王女の（無む駄だなまでの）恐るべき威い厳げんに打たれ、娘は逃げるように立ち去った。しんと静まる庭に、レオンとアリアンだけが残される。気まずい沈ちん黙もくがただよった。

「……いっとくが」レオンはむっつりといった。「俺はあの娘になにもしていないぜ」

「わかっていてよ。お世せ辞じひとつもいえない野蛮人バルバリエが女性を口く説どけるものですか」

　怒おこっている。アリアンはあからさまに怒っている。レオンもつられて腹が立ってくる。

「だったらなんでそんなに怒っているんだ。怒られる理由はなにもないぜ」

「怒るに決まっているでしょう？　接待に忙しい主あるじを放ってどこかへ消えるのですもの」

「ハ、俺がかまう必要なんざどこにもないだろうが。客あしらいはそっちの得手だ」

「なによ、野や蛮ばんな下僕の代わりに主は大変苦労していてよ。少しは労いたわったらいかが」

「どこがだ。お好きな世せ辞じをたくさん聞かせてもらっていたようじゃないか」

　むうぅっとふたりは、暗い中庭で険悪ににらみ合った。

「そうね、どこかの野蛮人バルバリエからはとうてい聞けない雅みやびな言葉を聞かせていただいてよ！」

「俺おれは傭よう兵へいだぜ。世辞が聞きたきゃラウルみたいな口先詩人でも雇やとったらどうだ！」

「あなただってあのカラって胸の大きい女戦士とずいぶん仲よくやってらしたでしょう！」

「なんでそこに胸が出てくる、いくらおまえが薄うすべったいからって！」

「まああ！　あたくしの胸は関係ないでしょう、本当に品がないのねこの野蛮人！」

「なにが野や蛮ばんだ、けつまずいてひとの上に降ってくる小娘こそ野蛮──」

「ぅうるっさあい！」

　いきなり大きな声がさえぎった。仰天してレオンとアリアンは口をつぐむ。

「うー……るさい、なあ……痴ち話わゲンカなら、よそで、やってよ……」

　ゆれる茂みのなかから声がした。レオンとアリアンは急いでのぞきこむ。

「メルキオ!?」「ダンジェリー卿きよう!?」

　メルキオが、どこから持ってきたのか酒のつぼを手にして地面に寝転がっていた。

「ほんっと、嫌いや味み……だよね。このぼくの真上で……仲よくしちゃって、さ」メルキオは、手に持った酒つぼをゆらゆらと振った。「足りない……レオン、もっと持ってきてよ」

「阿あ呆ほう」レオンはひざまずいた。「充分へべれけだ。溺おぼれるぐらい飲んでるだろうが」

「いいだろ、溺れるぐらい飲んでも、当然、だよ……」メルキオは自や棄けになったようにいった。「悪かったな、未練、たらたら……でさ」

　レオンは顔をしかめる。「おまえ──聞いてたのか」

「ダンジェリー卿、だいじょうぶなの？」とアリアン。「未練って、なんのお話？」

「ぼくとセレネが……未練たっぷりって、こと。噂うわさって、ほんと、笑えるな……」

　アリアンが目を見開いてレオンを見つめた。レオンは無言で首を振る。

「彼女と、なにかあるわけ……ないだろ」メルキオは力なくつぶやいた。「どうもなりようが、ないじゃないか。どこの魚の骨ともわからないガキと、侯こう爵しやく家けの娘とが……」

「じゃあ」レオンはいった。「父親に仲を裂かれたってのは、ただの噂なんだな」

「もちろんさ。ただ、セレネのお母さんが亡なくなったとき……悲しんでいた彼女を、部屋で抱きしめて、なぐさめてただけ。なのに父親が入ってきて……誤解して、激怒してさ」

「抱きしめ……って」アリアンが絶句した。「そんな、身分の高い未婚の女性の部屋でそんなことをしていたなら、誤解されても当然でしょう」

「ぼくらが、十二歳かそこらのガキでも？」くくっとメルキオは笑うと、ふっと暗い声になる。「……それで、素す性じようの知れない、いやしい拾い子のくせにって、城から追い出されたんだ。セレネが必死に泣いて止めても、一言も聞かないで……だから、ぼくは……くやしかった。すごくくやしかった。絶対に身分を手に入れてやる、なにものかになってやるって────」

　言葉の語尾が消えた。しばし無言だったかと思うと、ごろりとメルキオは仰あお向むけになる。

　彼は篝かがり火びの炎が上る空を見つめ、やがてぎゅっと目を閉じた。

「……ぼくはずっと……なにものかわからない自分が、心底嫌きらいで……怖かった」

　耳を澄すまさねば聞こえないようなささやきが、メルキオの唇くちびるからもれる。

「ぼくがたったひとつ、この城にくる前のことで覚えているのは……〝おまえは神じん供く、うつほなる殻だ〟って……ぼくが、中身のない空っぽなんだと、繰くり返しいい聞かせる言葉だ」

　耳にするだけで苦しげなつぶやきが、レオンの耳の奥を震ふるわせる。

　快活で、人ひと懐なつっこそうな見かけの裏に、メルキオはこんな思いを隠していたのだ。

「親も生まれもわからない、名前も引き取ってくれたセレネの母親がつけてくれたぐらいで、自分のものじゃない、忌いまわしい事件の生き残りで、神への生いけ贄にえで、この体すら得え体たいの知れない神さまのもので……自分を作る土台も根っこもなくて、ぼくは……ぼくは自分が、あの言葉どおり、本当に空っぽの人間な気がしてた……」

　メルキオの独白に、レオンは己の過去と引き比べる。

　自分も、素す性じようの知れない孤児だ。常に自分は見捨てられたのだという思いがあった。

　養父や仲間がいなければ──かなり問題のある連中だったが、それでも〝家族〟だった彼らがいなければ、メルキオと同じように、深い絶望に取りつかれていたかもしれない。

「けど、そんなぼくを……セレネだけは、受け入れてくれたんだ」

　橙だいだい色いろの瞳ひとみを見開いて、メルキオは深い息を吐はきながらそういった。

「彼女も、父親に否定されて辛つらい想おもいをしてたけど、ぼくには優しかった。傷の痛みで眠れない夜も、忌まわしい記き憶おくに怯おびえる夜も、彼女がそばにいて、抱きしめてくれた……ぼくは、彼女のそばにいるときだけは、この世にいてもいいんだって思えた。たとえなにものでもない、素性の知れないガキでも、たったひとり、そばにいてくれるひとがいるって。

　彼女のそばから引き離はなされて、ぼくは、自分自身まで見失った。空っぽの自分にもどった気がした──だからよけいに、出世しようとがむしゃらになったけど……」

　彼は、くっくっと体を震わせて笑った。哀かなしい、自じ嘲ちようの笑いだった。

「全部……無む駄だだった。馬ば鹿かみたいだ。どんなにがんばったって、身分を手にしたって、結局、生まれが違えば相手になんてしてもらえないんだって、わかっただけだ……」

「そんな、セレネさまも、あなたのことを想ってらしたのよ」アリアンが哀しげにいった。「たったひとりの、味方だって……大切な──相手だったって」

　はっとしてメルキオは、ふらりと身を起こす。

「馬鹿な──そんなわけないよ。それならどうして、あんな父親ほども年上のやつと……」

「ロドリグどのがいっていたでしょう、婚資として本土奪だつ還かんの兵を望まれたって。きっと、結婚を承しよう諾だくするのと引き換えに、あたくしたちのために兵をつのってくださったのよ」

　そこまでいって、アリアンは急に憤いきどおったようにいった。

「ロドリグどのもロドリグどのよ。結婚を盾にしなくても素直に兵を出せばいいのに。それにまわりもまわりだわ。おまえには施政を行う能力がない、だからさっさと夫に任せろ、なんて責めるようにセレネさまに結婚しろ結婚しろってうるさくいって！」

「なんでおまえがそんなに怒おこるんだ」とレオン。

「あら、将来あたくしが同じようなことをいわれないともかぎらないでしょう」

「だいじょうぶだ。おまえはそんなこといわせとくタマじゃない。自分の悪口いわれたら、百倍に返して叩たたきのめすだろうぜ」

「おほめにあずかって嬉うれしいわ。もっともほめているようには全っ然、聞こえないけれど」

「そうだろうな。俺おれもほめたつもりは、一切、ない」

　むうぅっとアリアンがほっぺをふくらませるのにかまわず、レオンはメルキオにいった。

「侯こう爵しやくが代官を選んだのも当然だな。相手の気持ちも考えず、出世した自分を見せつけようと格好ばかりつけたがる幼なじみより、ずっといいだろうさ」

「なに、どういうこと……」メルキオがけげんそうに訊きく。

「バアシュ教の襲しゆう撃げきがあった日、おまえは侯爵にこういったじゃないか。〝領地と領民のことを第一に考えろ、おまえの父親のように〟ってな」はっとメルキオが息を吞のむ。レオンはさらに厳しくいった。「侯爵は父親に否定されて辛つらい想おもいをしていたんだろう。施政が上う手まくいかないところに、心に想う幼なじみに父親と比較されて非難されたら──どう思う」

　メルキオは答えなかった。だが意気消沈している気配は伝わってきた。

　ふいに彼は腕で顔を隠した。まるで──あふれる涙を、隠すように。

「だったら……ぼくは真しん性せいの馬ば鹿かだな。セレネの気持ちを、いいや、自分の気持ちまで見失っていたなんて、本当に馬鹿だ。なにが一番大事か……いまわかったって、遅すぎる……」

　メルキオの声が消える。沈ちん黙もくに沈む彼を、アリアンが気づかうようにいった。

「ねえ、もしかしたら、まだ間にあうのではなくて？　婚約の段階ですもの……」

「レオンさん、アリアンさん！」

　突然、ジジの声が割りこんできた。珍めずらしく焦あせった口調だ。三人が振り返ると、刈りこんだ植樹のあいだからジジが顔を出す。レオンはいぶかしく思ってたずねる。

「どうしたんだ、ジジ。側塔に文ぶん献けんを見にいってたんじゃないのか」

「そのとおりですが──それよりも、側塔の小窓から見えた城の様子がおかしいんです」

「おかしい？」レオンの体が嫌いやな予感でこわばる。

「はい。城のあちこちで、少なくない数の人間が動いています。客や召使いたちでは……」

　そのとき、突如つんざく悲鳴がふたりの会話をさえぎった。

　はっとレオンたちは振り返る。

　城の大広間から、闇やみを裂いてさらにいくつもの悲鳴と叫びがあがった。開け放たれた窓から見える灯あかりが次々に倒されるようにして消えていったかと思うといきなり、

「うわああああっ!!」絶叫とともにテラスから、兵士が落下してきた。

　とっさにレオンは丸腰ながらアリアンをかばうように前に出る。

　植樹の上に兵士は落ちてはずんで地面に叩たたきつけられ、動かなくなる。

　それと同時に大広間から、なにかに追われて人々が逃げ出してきた。家か宰さいや召使い、郷ごう司しの男性や、武器をとり上げられた兵士だ。彼らは悲鳴を上げてテラスの階段から中庭に下りてくる。怪け我がをしているのかよろめいてふらつき、階段を転がり落ちるものもいた。

　彼らを追い立てて、広間から現れたのは────

「バアシュ教徒!?」レオンは小さく声を上げた。

　それは、フードのついた黒いローブに厳いかつい剣帯を締しめ、闇やみに光る剣を振りかざした、バアシュの教兵だった。教兵どもは召使いや郷司たちを追い出すとテラスの扉を閉ざし、大広間を封ふう鎖さするようにその前に陣取った。

（なぜだ、いったいどこからバアシュ教徒は入ってきた!?）

　メルキオがふらつく足で立ち上がる。「セレネは？　まさか、まだなかに!?」

　その言葉に、レオンは木陰からうかがう。中庭に降り立ったのは、侍じ女じよ以外は郷司の男性ばかりで、セレネやロドリグの姿は見当たらない。

　郷司たちが荒い息で、傷ついた兵たちに食ってかかった。「おまえたちなにをしていたんだ。大広間は武装したバアシュ教徒で一杯だぞ！」

「わ、わかりません。突然やつらは現れまして……」

「早く女たちを助けるんだ。街の周囲には守備兵がいただろう。そこから応援を呼べ！」

　そこへ、ばたばたという足音と鎧よろいのぶつかる音がやってきた。

「ダンジェリー卿きよう、レオン閣下！」「おられますか、ご無事ですか！」

　やってきたのは、城門で守備についていた五名ほどのダンジェリー兵だ。なかにはマルタンの姿もある。彼らは傷ついた兵士や郷司を見つけると、急いで駆け寄った。

「だいじょうぶですか、なにが起こったのです!?」

「先ほど、街の外にバアシュ教徒が押し寄せてきたと知らせがあったばかりなのに……」

　郷司たちと城の守備兵は、そろって凍りついた。離はなれた場所にいたレオンたちも緊きん張ちように身をこわばらせて、お互い顔を見合わせる。マルタンが報告をつづける。

「大挙して、教徒たちは街の各門の前に集まっているそうです。教兵に率いられた一般信徒ばかりのようですが、みな間に合わせでも武器を持ち、すでに守備兵と衝しよう突とつを……」

　そのときテラスの扉が開き、だれかが出てきた。みなは気づいて振り仰ぐ。

　中庭の篝かがり火びに照らされて浮かび上がるのは、黒いローブを着て重い剣を下げ、銀色の半仮面をつけた屈強な体つきの教兵だった。それは──遺跡の襲しゆう撃げきで見た、あの主導者だった。

「──聞くがよい、ヴュークスの民よ！」

　見上げる郷司たちへ、仮面の教兵は大声で語りかけた。

「われらは大いなる唯一神、男だん神しんバアシュのしもべである。汝なんじらは、われらが再三再四の呼びかけにもかかわらずバアシュの教えに目をそむけ、過あやまてる神に仕えてきた！

　ゆえに、われらバアシュの信徒は、われらを弾圧してきたアクィタニア侯こう爵しやくと代官ロドリグへの報復のために、そしてわれらの言に耳を傾けず、いまだバアシュの恩恵を拒む無む知ち蒙もう昧まいな汝らに、尊いバアシュの教えを説くために、今夜ここにまいったのだ！」

「なにを……なにを馬ば鹿かなことを」「なにが恩恵だ。娘と妻を返せ！」

　憤ふん然ぜんと抗議する郷ごう司したちに、教兵はあざ笑うように答えた。

「だがもし、われらが差し出す和解条件を吞のむならば、女どもは汝らに返そう」教兵は、さらに声を張り上げた。「まず、即刻バアシュに改宗せよ。次に、この地にある邪なる神エウレネの聖せい殿でんをすべて破は壊かいし、異教の神の教えを広める神官どもを海へ沈めよ。ひとり残らずだ！　そして、バアシュ教をローレアン聖せい王おう国こくの国教と承認し、さらに」

　ざわつく人々の声を抑えつけるようにして、教兵は高らかに叫んだ。

「アリアン聖せい王おう女じよを、いますぐわれらに引き渡せ────以上だ！」

（くそ、あの阿あ呆ほうども。最初からそのつもりか！）レオンは奥歯をぎりっと嚙かみしめると、前へ出ようとするアリアンを鋭く制止した。「だめだ、動くな」

「でも！」とアリアンがいい返したとき、泣き叫ぶ娘の声が聞こえた。

「いや、いやあああっ、助けて、お父さま、お兄さま……っ！」

　広間からひとりの娘が、教兵たちによって引きずり出されてきた。

　レオンを庭に誘さそい出した娘だ。教兵に両腕をつかまれた娘は、髪をふり乱し泣きながら助けを呼ぶ。だが教兵が剣を抜いて突きつけると、娘は凍りついた。

「われらは間もなく改宗の儀ぎを始める」仮面の教兵は、棘とげのついた恐ろしげな三みつ叉またの鞭むちを振り上げた。「異教徒の女どもの身に巣くう、忌いまわしき邪じや神しんの教えをとりのぞくために、この鞭で存分に罰したのち、われらが直に体にバアシュの教えを刻んでくれる！」

　教兵の宣言にその場は騒そう然ぜんとなった。改宗の儀がどんなものか具体的にはわからなくても、それがどんなにおぞましいことかは容易に想像できた。

「やめてくれ、娘になにをする……」「卑ひ劣れつなバアシュ教徒、わたしの妹に触れるな！」

　年老いた郷司と、傷を負った若者が前に進み出て叫ぶ。娘の父と兄のようだ。

　だが仮面の教兵は聞こえたそぶりも見せず、仲間の教兵たちに手を振る。

　剣を突きつけられた娘は、泣きながらまた広間につれもどされた。閉まる扉が、娘の悲痛な叫びと郷司たちの呼び声を無情にも閉ざす。

「聞いているはずだ、聖王女よ！」テラスに立つ教兵が大声で呼ばわった。「この城は、すでにわれらが占せん拠きよしたも同然。力ずくで探し出すのも可能だ。しかし──バアシュの慈じ悲ひを示すために、聖王女自らおもむくのを待つことにする」

　レオンは歯は嚙がみをした。野や獣じゆうが牙きばを剝むくような仕草だった。

　憤いきどおりが抑えられない。これを聞いたアリアンがどんな結論を出すか、目に見える。

「刻限は一燭時経たつまで」高らかに教兵の声が響ひびく。「一燭時ののち、聖せい王おう女じよが城の正玄関に現れねば、即刻われらは改宗の儀ぎを始める。耐え切れず命を落とす女もおろうが、それは教えを受け入れることのできなかった不信心者。聖せい地ち浄じよう化かの一いつ端たんにすぎぬ！

　バアシュは偉大なり。バアシュを信ぜよ。バアシュこそ、唯一無二の絶対神である！」

　仮面の教兵は身をひるがえす。即座に扉は彼を迎え入れて閉ざされた。

　郷ごう司したちはぼうぜんと灯あかりの消えた広間を見上げ、口々につぶやいた。

「そんな、なんてことだ……！」「ここにいる兵で即刻広間に突入すれば……」「だめだ、こんなわずかな兵では無理だ！」「街の外にもバアシュ教徒がいる。助けは呼べんぞ！」

　そのとき、年配の郷司が声を張り上げた。

「いや……そうだ、聖王女を差し出せばいいのだ、聖王女を探すのだ！」

「そうか！」他ほかの郷司たちも明るい声になると、兵や家か宰さいたちに命じた。「おまえたち、すぐに聖王女を探せ。先ほど中庭に出ていくのを見た。近くにいるはずだ！」

（ふざけろ、腰抜けどもめ……これだから他人に頼たよりたがるやつは始末に負えないんだ）

　心のなかでレオンは吐はき捨てた。嫌けん悪おの感情がいまにもあふれそうになる。

　城の兵や家宰、召使いたちは、おろおろとするばかりだった。だがダンジェリー兵は、本土脱出という危難をくぐり抜けてきただけあって、冷静だった。

「落ち着いてください。まずはみなさまと怪け我が人にんの避ひ難なんが先ですよ」

　マルタンはそういって、仲間とともに怪我人を助け起こす。

　ここにいたってレオンも隠れているわけにはいかなくなった。自分が出ればアリアンも出ることになるだろうが、どうせ黙だまって隠れていられる彼女ではない。

「マルタン！」レオンは茂みから出て声をかけた。アリアンも即座に飛び出る。ついでジジが、そして足もとのふらつくメルキオもつづいた。

「レオン閣下、ダンジェリー卿きよう、ご無事でしたか！」安あん堵どの声でいいかけて、マルタンはアリアンの姿に驚おどろいた。「聖王女殿でん下か！　いけません、出てきては……」

「聖王女殿下だと!?」「殿下がいたのか！」喜びの声を上げ、郷司たちが集まった。

　真っ先に、先ほど引き出された娘の父親が、アリアンの前にひざをつく。

「殿下……いまのバアシュ教徒のいい分を、お聞きになったかと思います。どうかわたしの娘を、いいえ、囚とらわれた女どもをお助けください。そうしてくださったならどれだけでも、本土奪だつ還かんのための兵も資金も差し出しましょう」

「お願いでございます。われらも出兵を約束しますゆえ」「殿下！」「聖王女殿下！」

　他の郷司たちも同じように頭こうべを垂れる。アリアンはうなずくと、みなに告げた。

「安心して、みなさま。もちろんあたくしはそのつもりで……」

「そんな必要はない」冷れい徹てつにレオンがさえぎった。

　驚おどろいてみなはレオンを注視する。アリアンがとがめるようにいった。

「こんな状況でなにをいうの、レオン。冗談ごとではないのよ！」

「のこのこ出ていくほうが冗談だぜ。教徒どもの言葉にどんな保証がある？　おまえをつかまえて、もっとでかい条件を突きつけてくるかもしれないだろうが。なにより」彼は郷ごう司したちをさげすむように見まわした。「こいつらこそ、約束を守る保証はなにもないからな」

「な──なにをいう！」郷司たちが叫ぶ。「われらはけっして約束をたがえたりしない！」

「どうだかな」レオンは鼻で笑う。「こんなこともなければ兵を出そうともしないくせに。本土奪だつ還かんの旗印たる聖せい王おう女じよの身を安易に犠ぎ牲せいにしようとするやつらを、どう信じろってんだ。妻子を取り返したけりゃ自分らでやれ。助ける義務なんざこれっぽっちもない」

　レオンの侮ぶ蔑べつに、郷司たちは憤いきどおりもあらわに腰を浮かせた。

「それが聖王女を救った英雄のいうことか！」「そうだ、英雄ならば困こん窮きゆうする民をも救うべきじゃないのか！」「娘はまだ十六なんだ。お願いだ、娘を助けてくれ、英雄どの……！」

「英雄なんて、そんなくだらないものに俺おれはなった覚えはない！」

　郷司たちに向かって、レオンは血色の瞳ひとみを怒いかりに燃やして吐はき捨てた。

「俺は徹てつ頭とう徹てつ尾び、ただの傭よう兵へいだ。雇やとい主である聖王女を守るためだけにいる。泣き言しかいえない阿あ呆ほうどものために、危険に飛びこむような真ま似ねなんざできるかよ！」

「レオン──でも、あたくしは行くつもりよ」アリアンの澄すんだ声がした。

　歯は嚙がみしたくなるような苦々しい想おもいを懸けん命めいにこらえ、レオンは彼女に視線を移す。

「……そうかよ。相変わらず綺き麗れいごとがお好きじゃないか、理想家の聖王女殿でん下か」

「そう。よほど理想家がお嫌きらいのようね。現実主義者のふりをした傭兵どの」

　激しい感情が、視線を通してふたりのあいだに交差した。

　レオンはしばし闇やみを透かしてアリアンをにらみつけると、口を開いた。

「ああ、そうだ。先のことも考えず、つまらん情けで命を落としたがる、底抜けの阿呆が大嫌いなんだよ──おまえは聖せい王おう国こくを復興したいんじゃないのか！」夜気を震ふるわす激しい声でレオンはいった。「こんなところで死ぬつもりか。旗印となるおまえがいなくなれば本土奪還どころじゃない。おまえを待つ、奴ど隷れいとなったローレアンの民とやらはどうなる！」

「レオン……ここにいるのも、ローレアンの民なのよ」

　アリアンが静かに答えた。固かた唾ずを吞のんで見守っていた人々が、胸を衝つかれたように硬直する。あえぐようにメルキオが息を吞むのが、レオンには聞こえた。

　ふと──セレネの言葉がレオンの耳じ朶だによみがえる。

〝……あの教徒たちのなかにも領民がいる……〟

　あのときのメルキオの気持ちが、レオンは痛いまでにわかった。

　自分が傷ついても、愚おろかしいまでに己の信じる理想を貫こうとする相手に、苛いら立だち、歯嚙みし、けっしてその思いをひるがえせないくやしさに身を焦こがす……そんな想いが。

　苦さを嚙かみしめ、それでもレオンはもう一度、アリアンにいった。

「そのひとにぎりの民のために、聖せい王おう国こくの国土と多くの民を捨てるわけだな。目の前の自分の理想を貫くために、現実を犠ぎ牲せいにするってわけだ！」

「違うわ、レオン。いまここに、目の前にあるのは──まぎれもない現実よ」

　だが、レオンの強い言葉は、アリアンの強い決意を秘めた静けさに受けとめられた。

「あたくしたちはこれから、本土奪だつ還かんとローレアン人解放を掲げて戦っていくのよ。なのに、現実に目の前で死に瀕ひんする人々を放って逃げて、だれがその決意を信じてくれるの」

「だからっておまえが危険に足を踏ふみ入れてどうする。おまえは次代聖せい王おうとしてただ守られていればいいんだ。身勝手な腰抜けどもを救う価値なんか、どこにもない！」

　激した口調でいいながらも、レオンにはわかっていた。たとえどれだけ強硬にいいつのっても、けっしてアリアンは考えを変えはしないだろう、そのことを。

（そうだ。俺おれはおまえを止められない。それなら俺を納得させろ。そして俺に教えてくれ。なぜ、おまえはそこまでするのか。なぜ、こんなにも相あい容いれない考えを抱きながら……）




　──俺は、おまえのために戦おうとするのか。




　レオンの心の声に応こたえるように、アリアンはいった。
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「では、助けるに値する民と、そうでない民を区別していくというの？　いいえ、それは違うわ。いまここで彼らを見捨てたら、いつかあたくしたちが危険な目にあったとき、助けるものはだれもいなくてよ。同胞を見捨てる王に、信しん頼らいを預けてくれる民がいるわけがないもの。

　なにより、これからどれだけの困難が待ち受けていると思うの。自分の楽にできることばかり選んで進んでいけるはずがないわ。そうでしょう、レオン」

　闇やみを透かして、アリアンはレオンの瞳ひとみを──彼の心を見つめるようにして、告げた。

「救うなら、すべてを救うわ。それが次代聖せい王おうたるあたくしの……意志よ」

　それは決定だった。けっして覆くつがえせない、聖せい王おう国こくの意志だった。

　郷ごう司したちは地面にひざをつき、深くうなだれる。彼女の決意の強さに打たれたように。

　レオンは、深く、腹の底から息を吐はいた。アリアンの言葉が、胸の奥底に染しみていく。

　やっとわかった。なぜ、自分がアリアンのために戦うのか。

　なぜ、父のもとにもどらず彼女のもとにとどまり、命を賭かけて剣をふるうのか────

　かすかな笑みがレオンの口もとによぎる。

　なにかを見み出いだし、見つけて、つかまえたものだけが見せる、心からの笑みだった。

「……ったく、このわからずやの、無む茶ちやで無む謀ぼうで向こう見ずで阿あ呆ほうの小娘が！」

　どこか楽しげにレオンはいうと、ふいにアリアンに指を突きつけた。

「だがな、アリアン。決意はご立派だが、はっきりいってこの状況じゃそれは無む駄だだ。無策でおまえを送り出しても、おまえの志は実現しないぜ」

　うなだれていた郷司たちがぎくりとして顔を上げた。アリアンがいい返す。

「無駄とはどういうこと。あたくしが人質の身代わりになればいいだけでしょう」

「阿呆。たとえ人質が解放されても、今度はおまえを救い出さなきゃならない。だが、城の内部にくわしい守備兵はみな怪け我がをし、援軍も望めない。無事なのはダンジェリー兵五名と俺おれ、しかも俺の武器は城のなか、城の出入り口はバアシュ教兵が固めているだろう。

　それに、侯こう爵しやくや代官もあっちの手に落ちているはずだ。ふたりの身がはたして交換可能な人質のなかに入っているかどうかだな。つまり、彼らも危険だってことだ」

　メルキオがぐらりとよろめいた。酔いのせいではないのはあきらかだった。

「ようするにだ、アリアン。勝機のかけらもない賭けに俺は乗る気はない。だが」といって、レオンは振り返った。「メルキオ。おまえの気持ちは──どうなんだ」

「ぼく、の……？」弱々しくメルキオが答える。

「そうだ。おまえは、アクィタニア侯を救いたいと思わないのか」

「それは、それは──でも……」メルキオは苦しげに頭を振った。「だけど、セレネは殿でん下かを守れっていった。それが彼女の意思なら、ぼくは……彼女のために従うつもりだ。レオンのいうとおり、この状況で殿下を行かせるわけには、いかないよ」

「それが、おまえの本心か」

「……そうだよ」メルキオが、かすれた声で答えた。

　突如レオンは、若者の首筋をつかんで引きずった。

「な、なにす──」メルキオは足を踏ふん張ろうとするが、酔いの残る体で上う手まく動けない。レオンは抵抗する間も与えずメルキオを庭の池のそばまで引きずってくるといきなり、

「うわぁっ!!」

　どぼん、と水に放りこんだ。

「がふ、ぶはぁっ！　なっ、なにすっ……げふ……！」溺おぼれる寸前で、メルキオはなんとか池のなかで立ち上がった。「げほっ……レ──レオン！　なんだよ、どういうつもりだよ！」

　ずぶ濡ぬれの彼に、レオンがいった。「酔いは覚めたか」

（そういえば、つまらない口ごたえをしてよく親父おやじに海に放りこまれたな）

　少しおかしく思いながら、レオンは声こわ音ねを険しくしていった。

「いいか、メルキオ。俺おれが訊きいたのは、アクィタニア侯の意思なんかじゃない」

　ぐい、とレオンはびしょ濡れのメルキオの襟えりを引っつかむ。驚おどろくメルキオと間近で顔と顔をつき合わせ、レオンは険しい声でいった。

「おまえの、意志だ」

「ぼくの、意志……？」

「たしかにこの数じゃ無む謀ぼうだな。だが、おまえがその気なら──やれる」

　メルキオが大きく目を見開く。声に熱をこめ、レオンはいった。

「大事な幼なじみを助けたくないのか。このまま彼女から、自分の想おもいからも逃げ出して、それで本当にいいのか。まだ遅くない。まだ間に合う。彼女はまだ生きているはずなんだ！　救い出して、たとえどんな結果になろうと面と向かって、自分の気持ちを伝えろよ！」

　呼吸も忘れたように息をつめて自分を見るメルキオに、レオンは重ねていった。

「それに、ジジがいっただろ。〝戦略は君主の意志、戦術は配下の手段〟ってな。おまえは聖せい王おう女じよの配下だ。そして俺もだ。覚悟を決めろよ。あのごう慢まんで横暴な君主の意志を」

　にやりとレオンは笑いかけた。

「俺たちは、命を賭かけて実現させてやろうぜ」

　メルキオは黙だまっていた。黙ってレオンの瞳ひとみを見つめていた。長い前髪から滴したたるしずくが、その頰ほおにとめどなく伝わり流れ落ちる。……あふれて止まらぬ涙のように。

　そっと、若者は自分の襟をつかむレオンの腕に手をかける。

　──と、いきなりメルキオは強い力で池に引きずりこんだ。

　たまらずレオンは頭から池につっこむ。「っ！　っぶわっ！　がぼ、げ……がはっ！」

　レオンはばしゃばしゃともがいたあげく、やっとぶはぁと水面に顔を出した。

「えらそうに説教たれてくれたお返しだよ」いつの間に上がったのか、メルキオが池の端はしに立って見下ろしていた。「君にだけカッコつけさせるのはしゃくだからね」

「メルキオ……きっさまあっ……げほっ！」レオンはずぶ濡ぬれで怒鳴った。

　ざまをみろというようにメルキオは鼻で笑うと、ふっと顔を伏せた。

「でも、君のいうとおりだ。ぼくは……逃げる寸前だったよ」

　メルキオは手を差し出すと、かすかな笑みを含んだ静かな声で、いった。

「失恋と、出世の機会を与えてくれてありがとう。行こうか──レオン」

　レオンは差し出された手を見て、それからメルキオを見上げた。

　にやりと笑って、レオンはその手をつかんだ。力強い手がざばりと彼を水から引き上げる。その瞬しゆん間かん、安あん堵どのような吐と息いきをアリアンがつくのが聞こえた。

「それで、具体的にどうするわけ」濡れた顔をぬぐいつつ、メルキオが訊きいた。

「おまえはこの城で育ったんだろ」頭を振って水を跳ばしながら、レオンはいう。「隅々まで内部を知ってるはずだ。どこか、見とがめられずに入れるところを知らないか」

「簡単にいわないでほしいな。ここは城だよ？　容易に外から侵入されちゃ困る場所だ」

「だが、バアシュ教徒は入ってこれたぜ」レオンは城を見上げる。「まあ、たしかに……低い階に窓はないし、高層の窓も小さい。石組みの壁はしっかりして頑丈だしな」

「広間のテラスの扉はたぶん封ふう鎖さされてるだろうね。ぼくが知ってる出入り口は、正玄関と、普ふ段だん出入りするための通用口、使用人が使う裏口の三つ。正玄関は、当然教兵が聖せい王おう女じよを待っているだろうし、裏口も通用口も、夜は内から鍵かぎがかけられるし──」

「普通の出入り口でなくてもいいのです」

　平静な声が聞こえた。ふたりが振り返ると、ジジが歩んでくる。

「これだけ古くて大きな城なら、使われていない区画がありませんか」

「使われていない区画……？」メルキオは腕を組んで考えこむ。「そうだね、あまりに古くて崩れかけてて、修理するより閉鎖するほうが早いって場所はあるよ」

「そういうところは死角になっているのではないでしょうか。崩れかけているなら、教兵たちも近づきにくく、また気づきにくいでしょう」

「けど、そこは四階だよ。なにより外に通じてるような箇所は──」

　いいかけて、メルキオはぐっと息をつまらせたように口を閉じる。

「どうした、なにか思い当たったのか!?」レオンが勢いこんでたずねる。

　メルキオはためらいがちに答えた。「いや……ないこともない……ってぐらい、かな」

「なんだ、いえよ。はっきりと！」

　つめよられて、メルキオはしぶしぶながらに小声で答える。

「……いいじゃないか」その答えに、にやりとレオンは笑った。「おまえは、たしかいったよな。貴族階級っていう糞くその山をのぼってみせるって。その言葉を実践するときだぜ」
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　初夏の涼しい夜風が、周囲の木々をゆらがせる。

　レオンとメルキオ、そしてジジは、城の北東の木陰で城を振り仰いでいた。三人が見上げる城の一角は、彼らの頭上に突き出るように飛び出ている。

　レオンもメルキオも、ずぶ濡ぬれの上着をとっくに脱ぎ捨て、シャツと袖そでなし胴どう衣いという姿だった。メルキオのほうだけ長い縄なわを腰に巻きつけている。

　城を見上げつつ、レオンはアリアンに思いを馳はせる。自分たちの計画を話すと、彼女は迷うことなくうなずいた。いま頃ごろ郷ごう司したちにつきそわれ、正玄関口に向かっているはずだ。

　自分たちが潜せん入にゆうに成功しなければ彼女は────どうなるだろう。

　だがレオンはその不安を口にも顔にも出さなかった。メルキオも同じ想おもいのはずだ。

　郷司たちの話だと、セレネはロドリグ代官と一いつ緒しよに中座し、そのあと教兵たちの襲しゆう撃げきがあったという。逃げた様子もないなら、やはりふたりともつかまっているに違いない。

（しかし、ずいぶんいい間合いで中座したな……侯こう爵しやくも、代官も）

　と思ったとき、すぐ前にいるメルキオの背が目に入った。なにかがおかしい。濡れたシャツと胴衣のはりつく背中は、わずかだが不自然にふくらんで見えたのだ。

　レオンの視線に気づいて、メルキオが肩ごしに振り返った。

「昔の傷だよ」メルキオが昏くらい声で答える。「ずいぶんひどくやられたみたいで、変に肉が盛り上がってるんだ」といって彼は壁を見上げると、不満げにささやいた。「ところで、ぼくが……なんとかの山を登るっていったのは、ただの比ひ喩ゆなんだからね」

「わかってるに決まってるだろう」

「わかっててさせるわけ。本当、君ってひとが悪いよね」

「性格がいいと思われても困る。いいからさっさとやれよ」

　むっとメルキオは口をつぐむ。暗くてよく見えないが、目の前の壁には上方からなにかが汚らしく垂れ流されこびりついたような跡が残っていた。

　そう──ここは、いまは使用されていない厠かわやの真下なのだ。

「登れるのですか」ジジが訊きく。「足がかりも手がかりもありませんが」

「こんな壁なんて登ってくれっていってるようなもんさ。ぼくの経歴……経験からすればね」といって、ふっとメルキオは吐と息いきをついた。「でも、まさかほんとに糞くその山を登るとは思わなかったよ。使用中でなくて心底助かった──それじゃ」

　メルキオは、濡れた靴をぽんと脱ぎ捨てる。と、ふいに走り出した。

　壁の手前で跳び上がると取りつき、石の隙すき間まに器用に指と足をかけ身軽に登っていく。あっという間に彼は目もくらむ高さを登りつめ、突き出た一角に開く排はい泄せつ用ようの穴に消えた。

　驚おどろいて見上げるレオンたちへ、すぐさま穴から長い縄なわがざっと落とされる。

　ぐい、とレオンは縄を引いた。しっかりした手て応ごたえが返ってくる。

　まずジジが登る。彼女が穴に消えるのを見とどけ、レオンも縄をにぎって登り始めた。

　子ども時代、高いマストを登り、索さく具ぐを伝って遊んだのを、ふと懐なつかしく思い出す。

　メルキオほどではないが、レオンもあっという間に登りつめ、狭苦しい穴に顔を出した。数十年は使われていないようで臭気はないが、あまりいい気分ではない。

　メルキオは手て際ぎわよく縄を回収し腰につけると、そっと扉を開けて廊下をうかがう。

　幸いに教兵たちの気配も物音もないようだ。メルキオがささやく。

「まずはレオンの部屋に移動して、武具をとってこようか」

　彼を先頭にして、三人は崩れて穴の開いた壁から月明かりが差しこむ廊下を歩き出す。

　メルキオはかなり大胆な歩き方だった。爪つま先さき立だちでなく、きちんと足の裏を床につけてさっさと歩いているのに、足音はまったくしない。さすがもと盗とう賊ぞくといったところか。

　三人は真っ暗な階段を降り、客間や城の住人の部屋が並ぶ三階の一角に降り立つ。

　遠くからかすかにざわめきが聞こえてきた。剣の鞘さやがぶつかるような重い音が混じっている。メルキオの先導で暗い廊下に身をひそめ、みなはひとつの部屋にたどりつく。

　メルキオがそっと扉を開け、なかにだれもいないのを確認して合図をした。

　ジジとともにレオンが部屋に入ったとたん────

『レオン！』大声で弑し神しんが呼んだ。『なにをしておったのだ、われを放って！』

　黙だまれといいたいが、いま大声を出してはいけないのはレオンのほうだった。

　口を閉ざしてレオンは駆け寄り、そっと手を伸ばして鞘の上から巨きよ剣けんをなでた。

『ふむ──ふむ』嬉うれしそうに弑神は答える。『またさわがしいことが起こったようであるな。だからわれを晩ばん餐さん会かいにつれていけといったのだ。さぞかし美女が群がったであろうに』

　レオンは苦笑する。たしかに正装で巨剣を背負っていたら、生なま半はん可かな注目度ではなかったはずだ。ただし群がるどころか引かれただろうが。

　安心させるように片手で獅し子しの顔を叩たたくと、レオンは革かわ鎧よろいを身に着け始めた。

「レオン、ちょっと短剣貸してくれないかな」とメルキオが声をかける。

　レオンが短剣を差し出すと、メルキオは腰に巻いた丈じよう夫ぶな縄を適当な長さに切り、それを手首に巻きつけた。いったいなんのために使うのか──とレオンは眉まゆをひそめる。

　メルキオは興味深げに弑神を見上げ、「でっかい剣だなあ、よく背負えるね」といって手を触れた。その拍子に立てかけてあった巨剣がぐらりと傾く。

「危ない！」レオンは叫ぶ。メルキオが弑神につぶされる光景が脳裏によぎった。

　だがメルキオは、がしりと巨剣を片手で受けとめた。足もとがわずかにゆらぐ。

「なに、この剣!?　すっごい重いね」メルキオは驚いたようにいった。

「おまえ──重くないのか」レオンはぼうぜんといった。

「は？　すっごい重いっていったじゃないか。ほら、さっさと背負いなよ」

　メルキオは、よいしょと弑し神しんを押しのける。いぶかしく思いつつも、レオンは巨きよ剣けんを受け取って背負った。それから三人は部屋の外に滑すべり出て、また暗い廊下を進み始める。

　バアシュ教徒の気配が近くなる。話し声がわかる距きよ離りだ。

「……聖せい王おう女じよが……きた……」「見まわりを残して……一階に移動を……」

　聞こえてきた会話に、レオンはひそかにこぶしをにぎった。アリアンはすでにバアシュ教兵のもとへおもむいたのだ。急がなければ────

　いくつもの足音が遠ざかり、階段を降りていく。見まわりに残った教兵の咳せき払ばらいが廊下に響ひびいた。その響きが消えて、廊下はいっそうしんと冷えて静まった。

　メルキオが、レオンとジジを押しとどめるようにすっと手を上げる。彼は静かに廊下を進み、壁にはりついて向こうをうかがう。と、ふいに身を低くして走り出した。

「……う、ぐぅっ！」くぐもる声が聞こえ、なにかが倒れるにぶい音がした。

「ふたりとも、いいよ」メルキオの呼び声に、レオンとジジは急いで走り寄る。

　縄なわを手に、メルキオは床に倒れた教兵を足先でつついていた。

「首を絞めて気絶させたけど、どうする？」

「そうだな、縛しばって手近な部屋に隠すか」即座にメルキオは、短剣で教兵のローブを切り裂いて猿さる轡ぐつわをかませ、手早く縛り上げる。見ていたレオンは驚おどろいた。

「手て際ぎわがいいな。強ごう盗とうもやってたんじゃないのか」

「ほんと失礼だな、君って──否定はしないけど」

（否定しないのかよ……！）レオンは嘆息しつつ、近くの部屋の扉を開ける。そこは奥に寝室らしい小部屋のある書斎だった。窓が開いて、外の月明かりが差しこんでいる。

　レオンはジジたちと一いつ緒しよに寝室に教兵を運びこんだ。残った縄で寝室の扉の取っ手を縛り、メルキオが書斎の重い机を動かして厳重に閉ざす。

「……ここは家か宰さいの部屋だね。やっぱり書類が多いな」

　メルキオは部屋を見わたすと、ふと机に視線を落とした。その動きがはっと止まる。

「これは……これは」震ふるえる声で、メルキオがいった。「まさか、婚こん姻いん契約書？」

　レオンとジジが顔を見合わせ、即座に机をのぞきこむ。ぼうぜんとなるメルキオの横から、ジジが表紙のついた書類を取り上げた。

　外から差しこむ灯あかりに、装飾文字を使って記された文章が浮かび上がる。

「英王ライオネル暦二千十四年、竜来月グランニア十日──」ジジが静かな声で読み上げる。「王領アクィタニア統治官、第三十一代侯こう爵しやくセレネ。トレゴン代理管かん轄かつ官かんロドリグ。上記両者の婚姻をここに認め、両者を王領アクィタニアの共同統治者として宣言するものである……」

「馬ば鹿かな……だって、まだ婚約しただけのはずじゃないか！」メルキオが叫ぶようにいった。「なのに、なんでこんなところに婚姻契約書があるんだよ!?」

「落ち着け、メルキオ」レオンはメルキオの肩をつかむ。「本物かわからないだろう」

「けど、ここにセレネとロドリグ代官の署名があるよ！」

「レオンさん」ジジがはっと廊下に顔を向けた。「だれか、階段を上ってきます！」

　彼女の焦あせりのささやきと同時に、遠くから駆け上がる足音が響ひびいてきた。
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「よくきた──聖せい王おう女じよ」

　銀の半仮面をつけたバアシュの主導者が、アリアンの前に歩んできた。

　アリアンは、手首に食いこむ縄なわの痛みをこらえて、相手をにらみつける。

　彼女は手首を前で縛しばられ、両側から教兵に腕をつかまれ、二階の大広間に入ってきたところだった。広間を照らすのはわずかな燭しよく台だいと、教兵たちが掲げる松明たいまつだけ。このわずかな灯あかりを受けて、主導者のかぶる半仮面は不気味な輝かがやきを放っていた。

　部屋の奥で、鞭むちと剣を持った教兵たちに囲まれた女たちが泣きながら叫ぶ。

「ああ……聖王女殿でん下か！」「聖王女さま……！」

　彼女たちに向かって安心させるようにうなずくと、アリアンは仮面の教兵を見すえる。

「さあ、聖王女はここにいるわ。即刻、彼女たちを放すのよ」

「いいや」仮面の教兵は、容よう赦しやなく答えた。「聖王女の身は交換条件のひとつ。邪じや教きようであるエウレネ教の排除と民の改宗、バアシュ教の国教承認がすまねば、解放などできはしない」

　女たちの悲鳴と泣き声が高まった。くやしさにアリアンは強く唇くちびるを嚙かむ。

「どちらが邪教かしら。非道な手段でなければ目的を遂とげられないなんて」

「われらは弾圧されてきたのだ。これは正しき報復だ」

「弾圧ですって？」アリアンは怒いかりに燃えていった。「聖せい王おう国こくがそんなことをした覚えはないけれど、このやり口を見ればそうされても当然すぎるほどよ！」

　教兵は答えない。アリアンを威い圧あつするように一歩せまると、仮面からのぞく瞳ひとみで見下ろし────と思った瞬しゆん間かん、アリアンの横よこ面つらを激しく打った。

　耳に痛い音をあとに引き、アリアンは床に吹き飛ぶ。女たちの悲鳴が響き渡った。

　一瞬、アリアンはなにが起こったのかわからなかった。燃えるように熱い頰ほおに顔も上げられない。鋭い痛みとともに口のなかに鉄てつ臭くさい味が広がる。唇が切れたのだ。

「図に乗るな、小娘」重い声が降ってきた。「己の立場をわきまえろ」

　アリアンはなんとか体を起こそうとした。だが目がくらみ、手も足も震ふるえている。

「立場……ですって？　立場をわきまえるべきは……そちらでは、なくって」彼女は懸けん命めいに歯を食いしばり、声をしぼり出した。「小娘を打ちすえるしか、できない……くせに。暴力でなければ、他人をひれ伏させることができない、卑ひ小しような人間のくせに！」

　痛みにかき立てられる激しい怒いかりを頼たよりに、アリアンは半身を起こした。

「国教と認めて欲しいのなら、次代聖せい王おうたるあたくしの前に這はいつくばり、頭を床にこすりつけて希こいねがいなさい。力をもって他を圧する輩やからに、聖せい王おう国こくはどんな譲じよう歩ほもしなくてよ！」

　腹を蹴けられた。

　さほど力を入れない蹴りだったが、小柄で細身のアリアンを吹き飛ばすには充分だった。

　女たちの悲痛な悲鳴がさらに大きくなった。

　あえぐこともできず、アリアンは床にうずくまる。胃の腑ふを蹴られた痛みに強いえずきがせり上がり、激しく咳せきこんだ。晩ばん餐さん会かいでなにも食べられずにいたのが幸いし、吐はくことはなかったが、のどの奥に胃液の強い酸味がこみ上げるのがわかった。

　仮面の主導者の、鉄てつ槌ついのごとき声が、うずくまる少女に振り下ろされた。

「バアシュがお望みなのは、その〝胎はら〟だけだ。舌を切り、体を切り刻み、目も覆おおうばかりの無残な姿でわが神の御ご前ぜんに差し出しても──まったくかまわないのだぞ」

　恐怖がアリアンを凍りつかせる。その言葉が本気だとわかった。

　主導者の声は笑っていない。相手を残忍に痛めつけ、喜ぶような手合ではない。だからこそよけいに、声こわ音ねの底にひそむ、ありえぬほどのおぞましさを感じる。

　しびれる腕を強い力でつかまれ、アリアンは体を起こされる。仮面の教兵が命令した。

「十名ほどでここを固めろ。残りはわれらとともに斎いわい場ばへ向かう」

　アリアンは痛みにかすむ目を開こうとした。

　だが、ふいに首筋を激しく打ち据えられた。遠のく意識とともにがくりとアリアンはうなだれる。その軽い体をかつぎ上げ、教兵たちは広間の外の暗い廊下へと出ていった。
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　閉めた扉の向こうから、いくつもの足音と不ふ穏おんな話し声が響ひびいてきた。

「見まわりの兵がいない……どこに……」「扉を開けて部屋のなかを見てまわれ……！」

　背筋に氷の感触が伝う。とっさにレオンは弑し神しんを抜いた。「俺おれが出る」

「無む茶ちやです」ジジが引きとめる。「さわぎを聞きつけて、もっと教兵が増えます」

「むしろ好都合だろう」レオンは低い声でいった。「俺が弑神で暴れるあいだに、おまえたちが人質を解放するって計画だったんだ。少しばかり予定が早まっただけだ」

「でも！」というジジの抗議をさえぎって、メルキオが静かにつぶやいた。

「わかった、いいよ──レオン」彼の声の上に、大きくなる足音がかぶさった。

　とつぜん扉が激しく大きく開き、教兵たちがなだれこむ。「だれかいるのか!?」

　その声を断ち切って、殴なぐりつける風圧が落ちた。

「うわあっ！」教兵が吹き飛んだ。扉から向かいの壁に激突して崩れ落ちる。

　巨きよ剣けんをにぎったレオンが即座に飛び出す。廊下にいた教兵たちが振り返った。

「あれだ、あそこにいるぞ……」「どこから入った！」「下から応援を呼んでこい！」

　教兵たちは身をひるがえし、階段を駆け降りた。レオンは追いすがる。

　階段の一番上から跳ちよう躍やくすると教兵たち目がけ、思いきり剣の平を振り下ろした。

　重い風に打ち据えられて、彼らは段を弾むように転げ落ちると階下に激しく叩たたきつけられた。その横に、レオンはダン！　と床を震ふるわせて降り立つ。

　新たな教兵たちが大広間の方向から走ってくる。みなそろって剣を抜いていた。

『馬ば鹿かめ』弑し神しんがほくそ笑むようにいった。『われに蹴け散ちらされるために群がりおるぞ』

「阿あ呆ほう」レオンも不敵に笑う。「蹴散らすのは、この俺おれだろうが」

　そのつぶやきを残し、レオンは走った。

　教兵たちと肉にく薄はくする手前で、巨剣が激しい風をともない振り上げられる。

　悲鳴を引いて打ち上げられた教兵が天てん井じようにぶつかり、床を震わせて落下した。

　レオンは刃を使わず、剣の平で殴なぐりつけるように教兵たちを薙なぎ倒していく。

　振りまわされる巨大な刃の前に、短い片手剣しかない教兵たちは攻めあぐね、徐々に後退する。ついに彼らは大広間へと逃げこみ、それを追ってレオンも飛びこむ。

　はっとその足が止まる。大広間の奥に、教兵に囲まれた人質の女性たちが見えた。

「剣を置くがいい」女性たちのそばで、教兵が勝ち誇るように告げた。

　レオンは冷静にあたりを観察する。アリアンの姿はない。あの仮面の教兵もいない。教兵の数は──意外に少ない。女性のそばにいるのはほんの五、六名ほどだった。

　だが、こちらと彼らのあいだには、防ぼう柵さくのように卓が積み上げられている。あれを突破して、なおかつ囚とらわれた女性たちを傷つけずに助け出すのは──かなり無む謀ぼうだ。

「早くするのだ！」苛いら立だったように教兵が叫ぶ。女性たちの泣き叫ぶ声が上がった。

　レオンは舌打ちをした。弑神をにぎった右手を真横に伸ばす。

「……レオン」ささやきが背後から聞こえた。一いつ瞬しゆん、レオンの動きが止まる。「剣を床に、前に向かって滑すべらせて。ぼくが走ったら……走って」

（メルキオ!?）小柄な彼の姿は、レオンの体に隠れて教兵には見えないようだ。

「いっただろ」メルキオが笑うように答える。「君だけに、カッコつけさせないって」

　レオンは小さくうなずくと身をかがめ、弑神を勢いよく床に滑らせた。

　そのとたん、ひゅっと風のごとくなにかが脇わきをすり抜ける。

　身を低くし、卓の防柵に隠れるようにメルキオが走っていく。即座にレオンも床を蹴った。その刹せつ那な、すさまじい勢いでメルキオは積み上げた卓に突進する。

　轟ごう音おんとともに卓が崩れて吹き飛んだ。教兵たちは、わっと驚おどろいてあとじさる。崩れる防柵のなかから、剣をつかんだレオンと、メルキオが現れる。

　瞬またたく間にふたりは体勢を崩した教兵たちに肉薄した。

　弑し神しんが三人の教兵を叩たたきつぶし、ひとりをメルキオが素早く首を絞めて床に転がす。

「くっそぉ！」残ったひとりの教兵が、人質の娘の腕をつかんで剣を振り上げる。

　ひゅん、と空気を裂いてなにかが飛んだ。

　激しく手の甲を打たれ、教兵が剣を取り落とす。立てつづけにその顔と額に石つぶてが食らわされた。よろける教兵を、弑神の強いひとふりがはね飛ばす。

　廊下からジジがスリングを手にして走ってきた。「レオンさん、テラスの扉を！」

　テラスへの扉へレオンは向かった。扉は卓を積み上げ閉ざしてあったが、弑神の一いち撃げきで弾はじき飛ばされる。開いた扉を指してレオンは叫んだ。「逃げろ、早く！」

　女たちが泣きながらも互いを支えて出ていくと、中庭から喜びの声がわっと上がった。

「待ってくれ」レオンは近くの女性の肩をつかんだ。「アリアンはどうした。知らないか」

　レオンの声に振り返ったのは、彼を庭に誘さそった娘だった。

「ああ、レオンさん……！　そうよ、殿でん下かをお救いして！」娘は涙をこぼしてレオンにすがりついた。「ひどいのよ、あいつら……殿下に、あんな暴力……」

　びくり、と娘は顔を上げた。彼女の肩をつかむレオンの手に、強い力が入ったのだ。

「どういうことだ」恐ろしいまなざしでレオンが訊きく。「やつらは、あいつになにをした」

　だが娘は怯おびえて声もなく首を振る。重ねて問い詰めようとすると、ジジが抑えるようにレオンの腕に触れた。はっと気づいて彼は腕を引く。

「わ──悪かった。教えてくれ。アリアンはどうなったんだ」

「で、殿下は……」娘はごくりとのどを鳴らすと涙をふきつつ答えた。「仮面の教兵に殴なぐられて、気を失わされたの……あいつらは、斎いわい場ばに行くといってたわ」

「斎い場？」レオンが訊き返したとき、ジジが横からいった。

「それは〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉のことだと思います。前侯こう爵しやくが隠していて、押収を逃れた古い石板にはこう記されていました。〝海わたの原はらのぞむ高たか処どの斎い場の……〟と。ここからなら、街の北にある〈斎いわい場ばの宮みや〉より、聖砦のほうが近いですね。城の裏手で、すぐ目の前ですから」

「〈巨人の聖砦〉──」メルキオが口をはさむ。「そうだ、城の裏庭に昔あった裏門から、たしか通じる道があったはずだよ。子どもの頃ころ、その跡を見たことがある。前侯爵が門をつぶして、石を積み上げて壁にしてしまったけれど……」

　そのとき、テラスの階段を声が駆け上がってきた。

「ダンジェリー卿きよう、レオン閣下！」「お嬢じようさま、セレネお嬢さまはおられませんか！」

　城の兵や家か宰さい、ダンジェリー兵だ。マルタンがメルキオの鉤かぎ爪づめ槍やりを手にしている。

「家宰！」メルキオが恐ろしい剣幕でつめよった。「教えてくれ、なぜ、セレネとロドリグの婚こん姻いん契約書があるんだ。まだ婚約の段階じゃないのか！」

「な──なぜ、それを……」

　家宰は、白髪の眉まゆ毛げを震ふるわせて目を見開いた。

「あれは……ロドリグさまから申し出がありましたのです。これから本土奪だつ還かんのために戦いくさになるなら、いつなにが起こるかわからない、先に契約書だけでも交わしておきたいと……」

「ロドリグが……それで、セレネも受け入れたのか」

　ぼうぜんとメルキオはつぶやく。そこにマルタンが困惑の声でいった。

「ダンジェリー卿きよう、レオン閣下。これからどう動きますか。人質は無事解放されましたが、聖せい王おう女じよ殿でん下かや侯こう爵しやく閣下、代官閣下をお救いしなくてはなりませんが」

　とっさにメルキオが、迷うようにレオンを見上げる。だがレオンは首を振った。

「あいつらはおまえの兵だ。おまえが、あいつらの命を預かる将だ。わかったな」

　マルタンたちに命令を下すのは簡単だった。だがレオンはそれをしなかった。

　自分が命令すれば、メルキオの領分を奪うことになり、命令系統が混乱する。これから軍として成り立っていくなら、将がだれか、兵はだれに従えばいいか、はっきりさせるべきだ。

　メルキオは、感謝するように深くうなずくと、兵たちに向き直って指差した。

「では──その三名は、ぼくたちについてこい。残りのふたりは城の守備兵や郷ごう司しとともに、街を警備する兵たちに応援を頼たのみにいくんだ。馬を使っていい、一刻も早く！」

　メルキオの命令に、即座にふたりの兵がテラスの外へ出ていった。

「ったく、いくら襲しゆう撃げきが予想外でも、もう少し城に兵を残しておけばよかったのに」兵を見送ってメルキオがいった。「こんなまずい兵の配置をしたのってだれだよ」

　いきなりレオンはがっとメルキオの肩をつかんだ。

「な──なに、レオン!?」驚おどろいてメルキオが振り返る。

「……ロドリグ代官だ。あいつが──」食いしばった歯のあいだから、レオンは無理やり声を押し出すようにしていった。「ロドリグが、この襲撃に加担しているんだ」

「な!?」メルキオとジジが声を失う。

「この晩ばん餐さん会かいを計画したのはあいつだ。日取りを決めて手配をしたのも、兵の配置を指揮したのもそうだ。おそらく──これは推測だが──教兵たちを、自分の従者や兵に扮ふん装そうさせて忍びこませておいて、襲撃前に都合よく退席したんだ。

　それに代官は、コレドム商人と取引があると、たしか船着場でいっていただろう。俺おれはトレゴンの革職人の工房で、バアシュ教徒が商人を通じて武具を買いあさっていると聞いたんだ。その資金の捻ねん出しゆつも商人の手配も、ロドリグが行っているとしたら……」

　レオンの脳裏に、荒こう廃はいの進むトレゴンの街角がよぎる。

　代官と通じていたなら、バアシュ教がトレゴンでわがもの顔をしていたのも納得できる。そして、公こう吏りを使う代官自らが腐敗していたなら、街が荒れるのも当然だ。

　さらに船着場で見た光景までもが、レオンの記き憶おくから引きずり出される。

〝……その必要はないと思う〟

　暗に取引を申し出たロドリグに、片目の財務官はそう答えた。

　ラウルはあの財務官をなんと評した？　そうだ、堅実でしたたかなやり手──と。

　あの財務官は、自分やアリアンのような、なんの後ろ盾もない若者に将来の取引を申し出ておきながら、地位ある代官が差し出す手をにべもなく拒んだ。

　勘づいていたのかもしれない、ロドリグに後ろ暗いところがあるのを……。

「まさか……」メルキオが蒼そう白はくの面おもてでいった。「バアシュ教徒の襲しゆう撃げきにまぎれて、セレネを殺そうとするつもりなのか？　だって婚こん姻いん契約書が交わされてるんだ。セレネが死ねば、アクィタニア領は共同統治者のあいつのものになるんだよ！」

　家か宰さいがはっとなって震ふるえ出した。「そんな、お嬢じようさま……！」

「そうだ。あの娘もいってた」レオンは憤いきどおりの声でいった。「ロドリグとつき合いのある商人が破産したと。だったらよけいに領地をわがものにしたいはずだ。くそ！」

「それだけではありません」ジジが冷静な声でいった。視線を向けるレオンとメルキオに、彼女は答える。「代官がセレネさんの命を欲しがるのとは別に、バアシュ教徒も、セレネさんと、そしてアリアンさんの身が必要なのです。書庫にあった石板には──」

　いいかけて、ジジは首を振った。

「説明する間はありません。ただいえるのは、おふたりが危険だということです」

「……わかった。裏門へいこう」家宰や城の兵にあとを任せて、レオンはメルキオとジジ、マルタンたち三名のダンジェリー兵とともに走り出した。

　ジジの不ふ穏おんな言葉が焦あせりをもたらす。その焦りにかられるようにして疾しつ駆くする。

　若者たちの走る足音が、闇やみに包まれた古城に高く遠く響ひびき渡った。
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　身を震わせる強く冷たい風に、アリアンは目が覚めた。

　最初に感じたのは鈍い痛みだ。後頭部、胃の腑ふのあたりと頰ほお。そして地面と接する半身。口を開けると、切れた唇くちびるの端はしに鋭い痛みが走る。

　アリアンは縛しばられた両手をついて身を起こす。手のひらに、割れた石のような感触が当たった。どうも自然の岩ではなく、人工の床のような平たい石だ。

　まわりの光景が目に入る。そのとたん、アリアンは大きく目を見開いた。

　何体もの、恐ろしいほど巨大な槍やり持つ戦士像が、少女を見下ろしていたのだ。

　激しい風が吹き荒れて、アリアンの髪を高々とさらってなびかせる。その風にゆらめく篝かがり火びの炎に照らされた巨像は、ひどく恐ろしく厳いかめしく、不気味に見えた。

　アリアンは息をつめて周囲を見まわす。ここは、かなり広大な広場だった。

　広場の床には割れたタイルが散乱し、巨像と巨大な柱がまわりに立ちそびえ、さらにその背後をぐるりと、半ば崩れつつも高く堅固な壁が囲む──とわかった瞬しゆん間かん、気がついた。

　以前訪れた丘の上の遺跡に似ている。床はモザイクタイルで、立ち並ぶ像と柱の配列もほとんど同じ。違うのは、ここの像と柱はとてつもなく巨大ということだ。

　そう、あの丘の遺跡が普通の人間ものなら──ここは、巨人の場だ。

　複数の足音が近づいてきた。アリアンは振り返る。

　松明たいまつを掲げた教兵たちを従えて、銀の半仮面をつけた教兵が歩んでくる。彼の歩みに、腰に下げる厳いかつい剣と、黒く太い鞭むちがこすれ合い、不ふ吉きつな音を立てる。

　灯あかりが近づいて、仮面の教兵の背後に立つ人物の姿が目に入った。

「ロドリグ代官!?」アリアンは驚おどろいた。「なぜあなたがここに……!?」

　アリアンの声に、代官ロドリグが沈ちん鬱うつな視線を向けた。

　仮面の教兵が無言であごをしゃくる。即座に配下の教兵たちがアリアンを囲んだ。

「──いまここに」仮面の教兵の、ずしりと腹に響ひびく声が聞こえた。「われらが神を弑しいした古いにしえの咎とが人びとへの報復を行い、その血をわれらが神に献じるものとする」

　一斉に松明が頭上に掲げられる。高くなる灯りに闇やみが払われ、視界が広がった。

　アリアンは声にならぬ声を上げ、瞳ひとみを大きく見開いた。

　広場の中心には、天にとどきそうなほど巨大な赤い柱がそびえていた。

　柱には無数の金属の杭くいが打ち込まれ、何重にも錆さびた鎖くさりが巻きつけてある。まるで、柱を固く拘束するように。見るだけで、いいようのない不気味さと忌いまわしさが感じられた。

　そのとき、柱の杭から縄なわで両腕を吊つるされた半裸の娘──セレネの姿が目に入った。

　彼女は上衣をはぎとられ、白い背中をこちらに見せている。

　ほっそりした肢し体たいが風にゆれ、あらわになった豊かな乳房がかいま見えた。

「セレネさま！」アリアンは身を浮かせた。「なにをしたの、セレネさまに！」

「あの娘はウムベルトの裔えい──そして」仮面の教兵は重い声でいった。「おまえは、わが神をその胎はらに降ろすための〝座〟だ」

　教兵が告げた瞬しゆん間かん、荒れ狂う奔ほん流りゆうのごとくアリアンの記き憶おくがよみがえった。

　──巨きよ人じんウムベルト、洋わたの底そこよりきたる名なきもの討ち倒し、

　その血、海わたの原はらのぞむ高たか処どの斎いわい場ばの宮みや柱ばしらにいかけたまいて、巨きよ神しんを喚よびたまう──

　もしや──とアリアンは悟った。

　海の原のぞむ高処の斎い場とは、丘の上の〈斎いわい場ばの宮みや〉ではなかったのだ。

　この場に吹き荒れる強い風。まるで高台に吹きつける海風のようだ。とすると……。

「……どういうこと」わななく声で、アリアンは訊きいた。「あなたがたの神は男だん神しんバアシュでしょう。でも、ここはウムベルトが己の神を祭った聖なる場ではないの!?」

「たしかにそうだ。だが、この〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉にあるのは……」

　くぐもる男の声が、不吉な響きをもって答えた。

「二心によりて神々をまどわした、裏切りの邪じや神しんエウレネが隠す、わが神の因子だ」
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　裏庭の生い茂った木々のあいだを抜け、打ち壊こわされた門の跡を乗り越えた向こうは、激しい潮風の吹きすさぶ崖がけの上だった。

　崖の先せん端たんには、途方もなく巨大な岩──〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉が鎮ちん座ざしている。

　その頂に、長い年月を経て崩れかけながら、いまもなお堅けん牢ろうな城じよう址しが、煌こう々こうと輝かがやく月明かりに照らされてそびえ立っていた。

　レオンたちは無言で、崖の先端につづく細い道を、聖砦を目指して走った。

　先頭は鉤かぎ爪づめ槍やりを持ったメルキオ、次にジジ、三人のダンジェリー兵、最後はレオンだ。

　近づくにつれ、巨岩は星を隠し、月を隠し、夜空を覆おおうばかりになる。間近で見れば見るほど、その大きさに圧倒されるような気がした。

　岩肌に刻まれた階段が見えてきた。メルキオの合図で、一行は警戒のために停止する。

　勾こう配ばいのきつい岩の階段は、もろく風化して、いまにも崩れそうだ。

　階段の両りよう脇わきには、摩ま滅めつして台座だけになった柱が、どこまでもずっと並んでいる。

　だれかが守っている様子はない。だが、その無防備な様子に、ますます不安がつのる。

　メルキオが振り返る。レオンがうなずくと、メルキオが手を上げて合図をする。

　はるか天の頂までつづくような長い階段を、レオンたちは上り始めた。
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「……二心によりて神々をまどわした、裏切りの邪じや神しんエウレネが隠す、わが神の因子だ」

　仮面の主導者の言葉が、アリアンを打ち砕くように振り下ろされた。

　理解が追いつかなかった。二心、裏切り、神々をまどわす邪神……どれも、聖せい王おう国こくがあがめてきた慈じ愛あい深き女神エウレネを表す言葉とは思えなかった。

　なにより、エウレネがバアシュの──〈無む貌ぼうの王おう〉の、なにを隠したと？

　声もないアリアンに主導者は背を向けて、代官ロドリグに歩み寄る。

　棘とげのついた鞭むちをロドリグの手に押しつけると、主導者は耳もとでささやいた。

「……その手で、ウムベルトの裔えいに食らわせよ」

「なんだと？」ロドリグは困惑の声でいった。「わたしが襲しゆう撃げきに協力する代わりに、おまえたちが彼女の命を奪うのではなかったのか!?」

「己の手を汚す度胸もない輩やからに、われらが手を貸すと思うか」

　抑揚のない声が残忍な言葉を告げる。息を吞のむロドリグに主導者はいった。

「逃げるな。己のなかの醜みにくさを見据えよ。バアシュは、それを受け入れようぞ」

　ロドリグは銀の半仮面を見つめた。主導者は、ぐっと鞭むちを押しつける。

　その鞭を受け取り、代官はきびすを返すと、吊つるされたセレネへ歩んでいく。ロドリグは赤柱の杭くいに下がるセレネのそばに立った。「……セレネ！」

　間近で彼が強く呼びかけると、セレネが弱々しく顔を上げる。

「……は」苦しげな声がもれた。「ロドリグ……代官……？　これ……は、いったい……」

　その問いかけに答えず、ロドリグは鞭を地面に垂らした。

「やめて！」アリアンは叫んで立ち上がりかけた。だが教兵たちに乱暴に襟えり首くびをつかまれて引き倒される。主導者が、冷ややかに光る仮面を彼女に向けた。

「見ているがいい、聖せい王おう女じよ。矜きよう持じなど、なんの役にも立たぬことを示してくれようぞ」

　その言葉が終わった瞬しゆん間かん、ひゅん、と空気を裂く音がした。

　次いで、耳じ朶だを打ち据える恐ろしい音が響ひびき渡る。

「あぁっ！」セレネの悲鳴が上がった。たったひと打ちで白い肌に真っ赤な痕あとがついた。

　アリアンは思わず身を硬くする。その耳に、先ほどよりもっと強い一いち撃げきが響いた。

「……っ!!」セレネの体がゆれる。皮ひ膚ふが裂け、見る見るうちに血の玉がにじみだした。

　ロドリグの瞳ひとみが残忍な喜びに輝かがやく。暴力の興こう奮ふんに酔っているのはあきらかだ。

「……この淫いん売ばいめが。わたしは噂うわさを聞いたぞ」

　彼は鞭を手に一歩近寄ると、セレネの耳もとでなぶるようにいった。

「わずか十二かそこらで、あの小僧と通じたそうだな。男装などして、よくも男のふりができたものだ。とっくの昔にその身は、女として男を迎え入れていたというのに！」

　セレネの返事はない。抵抗する力もないように、ぐったりと顔をそむけている。

「なのに、婚約を承しよう諾だくしたのは──ふん、わたしを疑っていたからだろう」

　セレネはかすかに鋭く息を吞んだ。ロドリグはあざ笑うようにのぞきこむ。

「知っているぞ、おまえがわたしの身上を調べていたのを。婚こん姻いんを受け入れたふりをして、魂こん胆たんを探るつもりだったのか、それともわたしが油断してなにかもらすとでも思ったのか？　哀あわれだな、自分の身を犠ぎ牲せいにした捨て身の計画で、文字通り命を捨てることになるとは！」

　ロドリグの嘲ちよう笑しように、セレネはうつむいて悲しげにつぶやいた。

「……そう、わたしが、浅はかだった……本当に、彼と想おもいを通じていたなら……たとえ、この場で殺されても……後悔は、しなかったのに……」

「愚おろかな女め」ロドリグがさげすんだ。「その汚けがらわしい命をバアシュにささげてやる。聖せい王おう国こくはすでにない、アクィタニアは独立し、わたしがこの地の統治者となろう！」

「馬ば鹿かな……！　ランゴニア帝てい国こくが、この機に、乗りこんでく……」

　セレネの弱々しい抗議をさえぎり、無情に一いち撃げきが閃ひらめいた。「ああっ……！」

　強く打ち据えられて、セレネはうめいてうなだれた。白い肌には一面、むごたらしい鞭むちの痕あとがついてはれ上がり、皮ひ膚ふは裂けて赤い血が流れ出す。

「やめなさい、やめるのよ！」

　半泣きでアリアンは叫び、教兵たちをはね除のけようとする。だが少女の抵抗など、屈強な教兵たちには蝶ちようのはばたきほどにも感じられないようで、びくともしなかった。

　仮面の主導者が振り返り、非人間的な銀の半仮面でアリアンを見下ろした。

　アリアンの体が恐怖で震ふるえた。頰ほおを打たれ腹を蹴けられた痛みがよみがえる。だが、少女は目をそらさなかった。セレネへの暴力をたとえ一時でも止められるなら──

「あなたの神など、大したことはないのね。鞭を使わなければ教えを説けないなんて」

　震えながらも、アリアンは必死の声で嚙かみつくようにいった。

「暴力でひとを従わせるなんて簡単だわ。頭も能力も、高い志も理想もいらない、獣けもの以下の行いですもの。なにが聖せい地ち浄じよう化かよ。なにが選ばれし民よ。自分の愚おろかさを誇示する虫けらに名を使われる神こそ哀あわれだわ！」

　仮面は答えない。冷え冷えとした沈ちん黙もくしかそこにはない。アリアンが眉まゆをひそめると、

「では」暗い声がいった。「無意味な矜きよう持じがもたらすのは──なにか」

　主導者はアリアンを向いたまま、声を張り上げた。

「ロドリグよ──贄にえの痛みも苦しみも、流す血と悲鳴にいたるまで、すべてわが神への供く物もつ。欲望のままになぶり、欲望のままに力をふるうがいい。さあ、さらなる加か虐ぎやくを！」

　声が響ひびき渡ったと同時に、強くしなる鞭の音とむごたらしく肉を裂く音がした。

「……あっ、あぁっ……！」セレネが弱々しくうめき、がくりと気を失う。

　アリアンは言葉を失った。全身の血が一気に下がり、爪つま先さきから流れ出ていくような絶望感に襲おそわれた。蒼そう白はくになる少女を、仮面の教兵が見下ろす。

「告げたはずだぞ。矜持などなんの役にも立たぬことを示すと。気高さや矜持で力は阻はばめぬ。力を拒むなら力でくるがいい。それができぬなら、そこで打ちひしがれているのだ」

　うなだれるアリアンを押しつぶすように、重い声が食らわされる。

「おまえの、その高い誇りによる理想も志も、だれにも理解はされない。

　力持つものは、虚勢にすぎぬおまえの理想をさげすむだろう。弱いもの貧しいものは、己の卑ひ屈くつさからおまえの志を嫌けん悪おするだろう。だれもがおまえを偽ぎ善ぜん者しやとののしり、綺き麗れいごとと見下げるはずだ。己を高みに引き上げるより、底辺を這はいずるほうが楽だからだ。

　そのような無益な高潔さなど、捨てるがいい。バアシュはひとの邪じや悪あくさを肯定するぞ。それがひとの本来あるべき姿だからだ──塵ちり芥あくたから生まれたものどもゆえにな……！」

　アリアンは顔を伏せて唇くちびるを嚙かむ。教兵のいうとおりだ。どれだけ言葉を尽くし、抗あらがっても、いま目の前にある暴力を止めることができないのは、事実だ。

　体が震ふるえる。だれに押さえつけられなくても力が入らない。くやしさと絶望の涙がこみ上げて、まぶたの縁ににじむ。心を折られては、もう立ち上がれない────

〝覚悟を決めろよ〟

　うつむく耳の奥で声が聞こえた。メルキオに告げる、レオンの力強い声だ。

〝あのごう慢まんで横暴な君主の意志を、俺おれたちは、命を賭かけて実現させてやろうぜ……〟

　レオン────レオン、レオン──！

　あなたは、きっと自分の言葉をたがえたりしない。

　あたくしがこうして打ちひしがれているあいだにも、あなたはかならず走っているはず。

　自分の言葉を真実にするために。口にした誓いを守るために。

　それなら、あたくしも負けていられない。あなたがよりどころにする王の意志を、あたくし自身が折るわけにはいかない。負けない。絶対に、絶対に負けてなるものですか！

　あなたが命を賭けて、剣をふるうに値する人間となってみせるわ────！

「……それでも、あたくしは理想をひるがえしたりしないわ」

　アリアンは歯を食いしばり、激しい怒いかりを翡ひ翠すいの瞳ひとみで燃え立たせて叫んだ。

「愚おろかだから、卑ひ劣れつだから、邪じや悪あくだから──それを認めるのと、当然だと開きなおるのとは違う。人間が完かん璧ぺきでないのは認めるわ。エウレネがあたくしたちを作られたときからそうなのだし、あたくしにだって馬ば鹿かなところも恥はずかしいところもあるもの。でも」

　心を励まし、涙が混じる声を張り上げて、彼女はまっすぐに告げた。

「だからこそ、理想は──願いは、捨てたくないわ。自分が愚かであるからこそ、せめていまより明日はよくありたいと願いたいわ。たとえだれに理解されなくても、目の前の痛みから目をそむけたりなど、あたくしは絶対にしなくてよ！」

　風に乗り、少女の澄すんだ声が響ひびき渡った。その言葉は、狂信に身をささげた教兵たちも、暴力に酔いしれるロドリグさえも、はっと息を吞のむほどの強い意志に満ちていた。

　だが、少女の懸けん命めいな想おもいを打ち砕く重い声が、その場に落ちた。

「……では、その気高い理想を抱いたまま、絶望にのたうつがいい」

　銀の仮面を松明たいまつの炎に不気味に輝かがやかせ、主導者はぐいと片手を天に掲げた。配下の教兵たちもわれをとりもどし、松明を投げ捨てて一斉に剣を抜き放つ。

　地面に落ちて燃えさかる松明が、少女の蒼そう白はくの面おもてと光る刃を赤々と照らす。

　恐怖に体を震わせ、それでも涙の跡が残る面をアリアンは必死に上げた。

「うわぁああっ！」

　そのときだった。はるか後方から教兵たちの野太い悲鳴があがった。

　と同時になにかが吹き飛び、地面に叩たたきつけられる音がする。

　アリアンのまわりにいた教兵たちは剣を手に振り返る。鞭むちを手にしたロドリグも身をこわばらせてその方向を見る。仮面の主導者はゆっくりと顔を上げる。

　アリアンは無理やり体をねじった。いましも崩れた壁を乗り越えて駆けてくる、ふたりの若者の姿が目に入る。その刹せつ那な、声にならない熱い想おもいが胸にこみ上げる。

　翡ひ翠すいの瞳ひとみの先には────巨きよ剣けんを手にしたレオンが、立っていた。
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　駆けのぼった勢いで弑し神しんを振り下ろした。

　階段の真上に立ちふさがっていた教兵たちが、その一いち撃げきで叩たたきのめされて吹っ飛ぶ。

　レオンは、メルキオとともに入り口のアーチ門をくぐり抜けた。

　体が熱い。燃える息が嵐あらしのように胸の奥で荒れ狂い、肩が激しい呼吸で上下する。ここまで駆けのぼった疲労で足が震ふるえ、いまにもその場にひざをつきそうだ。

　だが地面を踏ふみしめ懸けん命めいに体を起こす。弑神をにぎりなおし、血色の瞳を怒いかりにたぎらせ、レオンは崩れた壁を乗り越えると、その向こうの広場に躍おどりこんだ。

　剣を抜いた教兵たちが一斉に振り返る。ひざまずくアリアンと、それを見下ろす仮面の教兵もレオンたちを見た。奥には、赤い柱に吊つり下げられた上半身裸のセレネと、鞭むちを持って立つロドリグの姿があった。

『ほう、かなりの数であるぞ』弑神が楽しげにいう。『われが蹴け散ちらすには足りぬがな』

「待ってろ、すぐ存分にやらせてやる」レオンは荒い息で巨剣にささやいた。

「レオン……！」両手を縛しばられたアリアンが身を起こす。遠目ではあるが、その頰ほおにはぶたれたような赤い痕あとが見えた。レオンの奥底から激しい怒りが噴き上げる。

「聖せい王おう女じよの犬めが」仮面の教兵がつぶやく。「犬なら杭くいにつないでくれようぞ」

「黙だまれよ外げ道どう」レオンは鋭くいった。「おまえの口は厠かわやの穴だな。糞くそしか吐はかない」

　メルキオは、背中に痛ましい傷を負うセレネを見て、こぶしをにぎりしめた。

「レオン。あいつ……ロドリグは、ぼくが殺してもいいよね」

「だめだ、メルキオ」負けずに剣けん吞のんな声でレオンは答える。「ただ殺してたまるか。いっそ殺してくれと泣き叫ぶまで痛めつけてやるんだ──いくぞ」

　その言葉と同時に、ふたりは地面を蹴って走り出した。

　仮面の教兵がアリアンの腕をつかんで下がる。配下の教兵たちが剣をかまえて前に出た。

　レオンの巨剣が一いつ閃せんする。ごぅっとすさまじい音の風が起こる。

　向かってきた教兵がその風に吹き飛ぶように跳ね飛ばされた。割れたタイルの床に叩きつけられて弾み、巨大な柱にしたたかに背中を打ってずるりと落ちる。

　レオンはここでも刃を使わず、ぶん殴なぐるようにして弑神をふるっていた。

　それは恐ろしい威力だった。巨大な剣は、骨を粉砕するほどの激しさで教兵たちを吹き飛ばした。むしろ、鋭い刃で一息に殺したほうが慈じ悲ひだと思えるような一撃だった。

　メルキオは鉤かぎ爪づめ槍やりをにぎって激しい勢いでふりまわしていた。

　教兵の足を刃先で切り裂き、足もとをすくい上げて転倒させ、鉤爪でローブを引っかけて地に倒し、思うさま横にふりまわして相手の体を薙なぎ払う。

　メルキオの槍の腕は熟練にはほど遠い。しかし力の強さと素早さ、なにより激しい怒いかりに突き動かされた攻こう撃げきは、レオンに劣らずすさまじかった。

　奮ふん迅じんするふたりに、棘とげの生えた鞭むちを手にした教兵が進んで、ひゅんと鞭をしならせた。

　くねる鞭の先を、メルキオはとっさに避さける。だがレオンは反応が遅れ、激しい一撃に肩口を打たれた。衝しよう撃げきは感じたものの、スティングレイの革かわ鎧よろいが痛みを受けとめ分散する。

　レオンは素早く振り返り、繰くり出された二撃目を弑し神しんで弾はじき飛ばした。

　そこへ別の教兵が鞭をふるった。宙を這はうように鞭の先が飛んだ。

「がぁっ！」レオンの首筋から頰ほおにかけて激しい衝撃が走る。

　とっさに上げた左手に鞭が巻きつく。痛みをこらえて顔を上げると、今度は弑神をにぎった右手にもう一本の鞭が巻きつき、レオンを拘束した。

（しまった……！）動けないレオンに教兵の一団が剣を抜いて走る。

「レオン！」メルキオが駆け寄ろうとするが、新たな教兵が剣を手に肉にく薄はくする。

　突如、闇やみのなかから風を切り裂き石つぶてが飛んだ。

　剣を振り下ろしかけた教兵の腕に、顔に、つぶてがめりこむ。

　その隙すきにマルタンたちが飛び出した。彼らは身をひそめ、息を整えていたのだ。

　ダンジェリー兵たちが、鞭を持つ教兵に斬きりつけた。腕を切られて教兵は体勢を崩す。

　レオンは即座にゆるんだ右手を振り払って立ち上がり、弑神を竜巻のごとくぶんまわす。

　悲鳴が上がった。周囲に群がる教兵が弾き飛ばされた。彼は左手に巻きつく鞭をつかんで、その先の凍りつく教兵へと突進し、右手の弑神で思いきり横よこ殴なぐりにする。

　鞭をレオンの腕に残して教兵は宙に浮き、巨像の足もとへ落下した。メルキオを襲おそう教兵も、背後からマルタンに斬りつけられて倒れる。

　レオンたちは態勢を立て直した。巨きよ剣けんをにぎるレオンと、槍をかまえるメルキオが進む。三人のダンジェリー兵が補佐するようにつづいた。

　数で圧倒的に勝るはずの教兵たちは、レオンとメルキオのすさまじい攻撃ぶり、ダンジェリー兵たちの気迫、どこからくるかわからないジジの攻撃に後退しかける。

　レオンは壁のように立ちふさがる教兵たちの向こうをうかがった。

　激しく抵抗するアリアンを仮面の主導者が軽々と引きずり、セレネが吊つるされた赤い柱へと歩み寄っていく。ロドリグがひるむようにこちらを見ていた。

「セレネ！」メルキオが焦あせりの声で叫ぶと、鉤爪槍を突き立てて突進する。

　その勢いに跳ね飛ばされるように、正面にいた教兵たちの壁が割れた。

　あっという間にメルキオは教兵たちの列を突破し、セレネのもとへと疾しつ走そうする。

　鞭むちを手にしたロドリグが、ひるんで一歩後退しかける。だが仮面の主導者が腕を伸ばしロドリグの腕をつかんだかと思うと、いきなりメルキオ目がけて強く押しやった。

「わ、わあぁっ！」たまらずロドリグは前によろめいた。メルキオが風のように肉にく薄はくする。

　ロドリグはしたたかに腹を槍やりの石いし突づきで突かれて地に沈む。

　メルキオのあとを追おうとするレオンの行く手を、教兵たちが即座に群がり阻はばんだ。

　はっとレオンは気づく。教兵たちは、わざとメルキオを通したのだ。しかし気づくのが遅かった。レオンが叫ぶ前に、メルキオに数名の教兵が追いすがる。

　セレネだけを見ていたメルキオの背に、剣が振り下ろされた。

「うわっ……あぁっ！」鮮血がほとばしった。メルキオはもんどりうって地面に倒れる。

「メルキオ！」レオンは名を呼んで、周囲の教兵を巨きよ剣けんで跳ね飛ばして走った。

　血まみれのメルキオを教兵の剣が襲おそう。メルキオは地面に這はったまま、つかんだ槍でまわりを薙なぎ払った。足をすくわれて敵が倒れた隙すきに、荒い息でメルキオは飛び起きた。

　主導者まであと一歩。槍をふるえばとどく距きよ離りだ。

　だが、ひどい怪け我がのためか足がもつれ、モザイクタイルの床に手とひざをつく。その拍子に切り裂かれたシャツから、醜みにくく盛りあがった血だらけの背が大きくあらわになった。

　遠目で見ていたレオンは、ぎくりとした。

　それは、あまりにひどい傷跡だった。赤黒くうねる肉の隆起に背中の全面は覆おおわれ、破れたシャツの隙間からのぞく二の腕には無数の焼印がある。あれが子どもの頃ころに彼が受けた生いけ贄にえの儀ぎ式しきによる傷跡なら、死ななかったのは奇跡に思えた。

　仮面の主導者は、アリアンを赤柱の根元に突き飛ばすとメルキオに向き直る。

　メルキオの、醜く盛りあがる背中の傷跡を見下ろし、主導者は震ふるえる声でいった。

「──そうか、おまえは……あのときの〝巨きよ神しんの子〟か……」

「な……んだって？」苦しげにあえいで、メルキオは顔を上げた。

「わたしが、古き巨神の徒より奪った子らはみな、あの儀に耐え切れず死んだと思っていたが……これは僥ぎよう倖こう。そう、わたしは……おまえを、わが神にささげたものだ」

　というと主導者は、銀の半仮面をずらした。現れたのは、斜めに大きな傷跡が走る、深いしわのよった年配の男の顔だ。メルキオが大きく息を吞のむ。「おまえ──!?」

　主導者は仮面をもどし、周囲の教兵たちを押しとどめるように手を上げる。メルキオやレオンたちを囲んでいた教兵たちが素早く後退していった。

　ふっと主導者の手が、醜く肉が隆起したメルキオの背中に伸ばされる。

「この場で、わが神のために働くがよい……屍しかばねを負う子よ、生ける〝死し影えい〟よ……」昏くらく重い声が夜の天に昇っていく。「バアシュにささぐ奉唱──血によりて喚よばん、肉によりて喚ばん、遣つかわせよ、御おん身みの忠なる眷けん属ぞくを!!」

　その言葉の語尾が暗くら闇やみの空に吸いこまれた瞬しゆん間かん────

　びくり！　と地に這はいつくばるメルキオが弾はじかれたように跳ね上がり、半身を起こす。まるで──まるで、背中に負う、血まみれの赤黒い肉に引きずられたかのように。

「い、いや、いやだ……いやだ……やだ、いやだ……ああ、あああ！」

　メルキオは激しくかぶりを振った。だが突如、その唇くちびるを割って絶叫がほとばしり出た。

「ああ、あ、ああ、あ……うわああああああああああああああああっっ!!!!」

　がくりと彼が両手をついてうなだれた瞬しゆん間かん、聞くに堪たえない肉の裂ける音が響ひびいた。

　レオンは目をみはった。ダンジェリー兵たちが悲鳴を上げてのけぞった。

　メルキオの背中から、破裂し、噴出するように肉が盛りあがる。

　見る間にその肉は甲こう殻かくのごとく硬くなったかと思うと、まるで生き物のごときいくつもの脚に分かれ、鋭い先せん端たんを地面に突き刺さしてぐわりと立ち上がった。

　脚の中央上部が盛りあがり──青ざめた男の顔が張りついた甲こう羅らを持つ体が生まれる。

　そこに現れたのは……赤黒いいくつもの脚を持つ、巨大な甲殻の蟲むしだ。

　だらりとメルキオの体を腹にぶら下げ、おぞましい蟲はゆっくりとレオンへ向き直る。

『レオン！』弑し神しんの叱咤しつたの声が耳じ朶だを叩たたく。『われに返れ、あれは〝死し影えい〟ぞ！』

　弑神の声を耳にしながら、レオンは動けない。聖座島サン・スイエージユで人知を超えたできごとを目にしてきたが、それでも目の前の光景を信じることができなかった。

　死影が、メルキオの体から生まれた──ということが。

『呆ほうけておる場合か、馬ば鹿かめ！』弑神の叫びが響いたとき、

「だめよ、止やめて！」アリアンの悲鳴が重なった。はっとレオンは視線を移す。

　いましも、セレネへと剣をふりかざす主導者に、両手を縛しばられたアリアンが体ごとぶつかるところだった。しかし細い少女の体当たりなど、どんな効果もない。

　主導者が乱暴に片手で振り払うと、アリアンはどさりと地に転がって滑すべった。

「アリアン！」レオンはわれに返って弑神をにぎりなおし、走り出そうとした。

　その前に、激しく地をゆらして死影の脚が突き刺さった。（だめだ、間に合わない！）

　死影の体の向こうで、主導者がセレネへ剣を突き立てる────

　剣の軌跡が弾かれた。仮面の主導者の前に、鋭い二本の短剣を手にしたジジが滑りこむように立ちふさがっている。それを見て、とっさにレオンはマルタンたちを振り返って叫んだ。

「おまえたちはジジを助けにいけ、早く！」

　レオンの命令に、恐怖に凍りついていたマルタンがかろうじて返事をした。

「で、で、でで、ですが、ですがあの化け物は？　ダンジェリー卿きようはっ!?」

「俺がもとにもどす。絶対にそうする。だから走れ！」

　レオンが叱咤するようにいうと、マルタンたちは逃げるようにジジのもとへ向かった。

　その刹せつ那な、死影の巨大な脚がうごめいた。ダンジェリー兵を追うつもりか、甲殻の蟲が向きを変えようとする。レオンは地を蹴けって走ると、その脚を弑神で薙なぎ払った。

　だが、巨きよ剣けんの刃はまるで棒切れで硬い岩を叩たたいたように弾はじかれた。

「なっ!?」強い衝しよう撃げきがもどり、柄つかをにぎるレオンの腕がびりびりとしびれる。

『なにを手加減しておる！』弑し神しんが怒鳴った。

　手加減なんか──といいかけたが、弑神のいうとおりだった。いくら変わり果てた姿となっていても、メルキオの体を持つ死し影えいに全力で立ち向かうなどできない。

　迷う間に、横合いからきた衝撃に吹き飛ばされた。

「うぁっ！」レオンは地面に叩きつけられる。タイルを割って体が弾んだ。

　倒れた彼を踏ふみつけるように巨大な脚が降ってきた。弑神を抱いてレオンは転がり、即座に起き上がると、死影の腹に下がるメルキオの体に呼びかけた。

「メルキオ、メルキオ……起きろ!!」

　しかし反応はない。レオンは背筋が寒くなる心地がした。死影となりはてて、彼はもとにもどらないのではないか。もう──〝メルキオ〟ではないのか。

「弑神、弑神……あいつは、メルキオはもとにもどるのか？　もどるだろうな!?」

『つまらぬ問いをするでない！』弑神が一喝する。『貴様があれにむざむざやられて死ねば、どうであれあの小僧もあのまま死ぬぞ。小僧だけではないがな！』

　レオンはぐっと歯を食いしばる。では、メルキオを助けるにはどうすればいいのか。あの甲こう殻かくの蟲むしはメルキオの背中から生えているのだ。

　単純に考えるなら、蟲の体だけ切り離はなせばいいのか──

（くそ、切り離すといっても……あの脚の動き、それにあの甲こう羅らの硬さ……どうすれば）

　レオンの思考を邪じや魔まするように、ぐったりとぶら下がるメルキオの体を地に引きずって死影はせまりくる。突如、太い甲殻の脚が動いた。

　とっさに弑神を真横にしてかまえた刹せつ那な、身を震ふるわせる一撃がやってきた。

　すさまじい痛撃だった。地面を踏みしめた足がタイルを割ってめりこんだ。だが弑神がその衝撃を受けとめたのか、先ほどのように吹き飛ばされはしなかった。

　レオンは弑神をにぎってその場を飛び退のいた。

　甲殻の体の中央にある、自分を見下ろす青白い男の顔を振り仰ぐ。

　恐ろしいほどに青ざめた死人のごときその面おもては、メルキオの顔ではない。

　ということは、やはりメルキオは死影に体を奪われているのか、使われているかのどちらかだろうか──と思ったとき、レオンは甲殻の体のある一点に目を奪われた。

　深い亀き裂れつが、甲羅の一箇所に走っている。

　亀裂はかなり高い位置にある。どう跳ちよう躍やくしてもとどきそうにない箇所だ。

　そういえば──メルキオは背中の盛りあがった肉のような傷跡を切られていた。あの甲羅の亀裂がその切られた傷口ということだろうか……？

　考えをめぐらす彼の上に大気を割って、恐ろしい勢いで鋭い蟲の脚先が落ちてきた。

　レオンは巨きよ剣けんでその脚を強く弾はじいた。刃と硬い脚が当たって跳ね返り、火花が散る。

　さらに別方向から巨大な脚が薙なぎ払うようにやってきた。

　巨剣で防ぎかけたが間に合わない。「っ!!」

　宙に浮くようにレオンは吹き飛ばされた。食らった衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん気が遠くなりかけ、即座に背中を激しく叩たたきつけられて目が覚め、今度は落下してもっと強く体を打った。

　全身がすさまじく痛い。あまりの痛みに感覚がなくなる。鎧よろいのおかげで骨は折れていないようだが、打だ撲ぼくの痛みはレオンの意識を遠のかせるに充分だった。

『……レオン、馬ば鹿かめが！』弑し神しんが必死の声で叫ぶのが聞こえる。『おまえが守るはずの聖せい王おう女じよでさえ抗あらがっておるのだ。貴様がくたばってどうする！』

　レオンのかすむ脳裏に、アリアンが主導者に小さな体でぶつかっていく光景がよぎる。

（…………そうだ、あの小娘……阿あ呆ほうが、かないっこないって……いうのに……！）

　その刹せつ那な、反射的にレオンはつかんだ弑神で頭上を弾くようにして転がった。

　降ってきた脚先に跳ね飛ばされる勢いでレオンはひざをついて起き上がる。

　弑神を支えに顔を起こすと、死し影えいがタイルの床を割って深々と突き刺さった脚先を引き抜こうとするところだった。その一瞬の隙すきにレオンは周囲を見渡しつつ後退する。

　背後には巨大な像がそびえている。先ほど跳ね飛ばされてぶつかったのはこの像か──と思った瞬間、レオンは全身の痛みをこらえて走り出し、像の背後にまわった。

　視界をさえぎるほど大きな岩の像の後ろで、レオンは弑神をにぎりなおす。

　あまりに目の前の像は大きかった。その幅は弑神の刃の長さよりずっと大きい。

　だがレオンは静かにいった。「……やれるな、〝弑神〟」

『だれに訊きいておる』うそぶく声が返った。

　のたうちまわりたいほどの体の痛みを大きく息を吐はいてこらえ、レオンは弑神の柄つかをにぎりしめて身を低くし────いきなり、地を蹴けって突進しつつ剣を渾こん身しんの力で薙いだ。

　刃が像の岩肌に命中する。強い手て応ごたえと衝撃音とともに、巨剣は像の半ばまで深々と食いこんだ。だがレオンは手の動きを止めない。ふりきるようにすべての力をこめる。

　疑いはなかった。弑神はやれるといったも同然だ。ならば使う自分の力量しだいだ。

　その確信どおりだった。巨剣の刃はまるでレオンの決意を受けとめたように、彼の腕の動きをそのまま威い力りよくに変えて巨像の岩肌を断ち切っていく。

　強い手応えが、一瞬、ふっとなくなる──と思ったとき、飛び散る岩の破片と一いつ緒しよに弑神の刃が見えた。下部を破は壊かいされた巨像が大きく向こう側にかしぐ。

　その機をレオンは逃さなかった。思いきり地面を蹴りつけ倒れる像に飛び乗った。

　倒れる像の上を走る。巨像は向こう側にいる甲こう殻かくの蟲むしの上に落ちていく。

　だが像の倒れる軌道から、辛からくも蟲は避けた。レオンを乗せて、巨像は死影のすぐ脇わきを倒れていく────瞬間、レオンは思いきり像を蹴っ飛ばして跳ちよう躍やくした。

　弑し神しんの刃を下方に向けてにぎりなおし、死し影えいの上に体当たりするように落下する。

　巨きよ剣けんの刃が深々と、甲こう羅らに走る亀き裂れつに食いこむ。

　柄つかをにぎってレオンはさらにあらんかぎりの力で押しこんだ。甲こう殻かくの蟲むしが苦く悶もんするように激しく身を震ふるわせる。巨剣の刃で広げた亀裂が割れて、蟲の半身がずるりとちぎれた。

　そのとき、背後で巨像が地じ響ひびきを上げて地面に倒れた。

　すさまじい倒とう壊かいだった。大気を震わせて、〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉全体に響き渡るような震しん動どうが起きた。瓦が礫れきが飛び散り、タイルの床が大きく割れて陥かん没ぼつする。激しい風圧に甲殻の蟲は、ちぎれた半身から赤黒い中身をまき散らしつつ吹き飛ばされた。

　蟲が腹を見せて地に沈む寸前、レオンは甲羅を蹴けって飛び降りた。死影が倒れる震動に、レオンもこらえきれずに倒れ伏す。

「くっ……」顔をゆがませ、レオンは身を起こす。「……メルキオ!?」

　弑神を杖つえ代わりに立ち上がり、レオンは足を引きずりつつ走った。

　動かなくなった死影の体をまわりこむ。あらわになった蟲の腹のそばに、上半身裸のメルキオが倒れているのが見えた。鼓動が不安で激しく鳴る。

　その背中は、強い力でなにかを引き剝はがしたかのように、一面に血の玉がにじんでいる。しかしあの赤黒い肉の塊かたまりはない。レオンは、小柄な彼の体を抱き上げた。

「メルキオ……」震える声で叫んだ。「メルキオ、メルキオ！　しっかりしろ！」

「……な」弱々しい声を上げ、かすかに腕のなかの若者は目を開けた。「レオン……」

「メルキオ！」レオンの胸に安あん堵どと歓喜の想おもいがこみ上げる。

「ぼくは……くそ、すっごい、背中が……痛い……そうだ、セレネ……！」

「わかってる。急がないとな──起きられるか、メルキオ」

　かろうじてメルキオはうなずくと、立ち上がろうとした。レオンも満まん身しん創そう痍いだったが、メルキオの腋わきの下に腕をまわして支え、弑神によりかかるようにして立ち上がる。

　早くアリアンたちを助けに行かなくては──と、レオンは焦あせる思いで周囲を見まわす。

　そのとたん、彼はメルキオとともに凍りついた。
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　アリアンの目の前で、ジジがひとり、仮面の主導者と対たい峙じしていた。

　両手に持った鋭い短剣を、ジジは素早く踏ふみこんで閃ひらめかせる。仮面の男はからくも剣で打ち払うと、即座に少女に向かって突き刺すように剣先をくりだした。

　ジジは薄うす皮かわ一枚の差で避さけて、ふっと体を沈ませた。主導者が一いつ瞬しゆん、彼女の姿を見失う──かと思うといきなり鋭い刃が突き上げた。

　耳に痛い金属音が響き渡った。主導者の剣とジジの短剣が嚙かみ合う。

　ジジが戦う後方で、アリアンは必死の思いで周囲を見まわしていた。

　レオンはメルキオ──なぜ彼はあんな姿に変わってしまったのか──と向かい合い、マルタンたちダンジェリー兵は教兵に囲まれて、行く手を阻はばまれている。

「アリアンさん！」ジジが名を呼び、左手の短剣を投げた。

　甲かん高だかい音とともに、短剣が足もとのタイルの隙すき間まに突き刺さる。

　とっさにアリアンは短剣に飛びつき、ぐいと引き抜くと刃を自分のほうに向けて、縛しばられた手首の縄なわを切り始める。だが、不自然な姿勢でなかなか縛いましめが切れない。

「……つっ！」手が滑すべり右手首の内側を刃がこする。熱い痛みが走り血が流れた。

　だが、柄つかを必死でにぎりしめ、痛みをこらえてアリアンは作業をつづけた。

　ぶつりと縄がちぎれた。

　自由になる両手から急いで縄を振り払い、短剣をにぎってアリアンはセレネに向き直る。気を失ったセレネは高い位置から縄で吊つるされている。跳ちよう躍やくしてとどく高さではない。

　迷わなかった。いま動けるのは自分しかいない。

　巻かれた鎖くさりのあいだから飛び出る杭くいをアリアンはつかみ、重いドレスの裾すそを蹴け飛とばすようにして登った。血に濡ぬれた手が滑るが、歯を食いしばってこらえる。

　アリアンは右腕を伸ばし、短剣で縄を切り始める。無理な体勢が苦しくて、足が滑りそうになる。手の傷口が開き、血がまたにじんだ。だがやっと縄に切れ目が入った。

　アリアンは腕を伸ばしてセレネを抱きしめる。その瞬しゆん間かん、縄が切れた。

「ゃ、きゃぁっ！」アリアンはセレネを抱いて落下した。どさりと落ちて、柱にぶつかるようにしてくずおれる。大した高さではないが、背中を打った強い痛みに一瞬気が遠くなる。

「…………ア……リアン……さま……」

　苦しげな声が聞こえた。アリアンは必死に意識をつなぎとめ、目を開ける。

　自分によりかかるセレネが、荒い息をしながら、かすかにまぶたを開くのが見えた。

　生きている。セレネは生きている。よかった──とアリアンは痛みも忘れて息をついた。

　だが、ひどい怪け我がだ。背中にまわした手に当たる、皮ひ膚ふが裂けて流れる血とはれあがる肌の感触に気づいて、アリアンは痛ましさに胸が痛くなる。

「セレネさま、立てる？　なんとか、ここから離はなれないと……！」

　アリアンは、自分の血とセレネの血で汚れた右手を、背後の柱についた。鎖を探り、そのあいだからのぞく杭をにぎって、セレネを支えて立ち上がろうとする。

「……メルキオは……どこ……」わななく声でセレネはつぶやいた。

「ダンジェリー卿きようは……」ぐっとアリアンは答えにつまる。「だいじょうぶよ。絶対にだいじょうぶ。ここから逃げられたら、きっと……！」

　セレネはかすかにうなずき、アリアンによりかかるようにしてよろりと身を起こした。

　アリアンは柱の鎖や杭につかまり、足を踏ふん張って彼女を支える。

　ふと、赤い柱から、ぱらぱらと細かいなにかがこぼれ落ちる音が聞こえた。

　アリアンは目を細めて振り仰ぐ。柱の頂から、巻きついた鎖くさりのあいだから、絶え間なく落ちてくる細かい粒──砂？　いや、この臭においは……錆さびだろうか？

「うああっ！」

　男の叫びにアリアンは振り返った。仮面の主導者が腹を押さえてうずくまっている。

　仮面がはずれ、苦しげにゆがむ男の顔が見えた。ジジが短剣をにぎり、肩をはずませてその男を見下ろす。彼女の剣技が、主導者を追いつめたのだ。

　そのときだった。

　突如、地じ響ひびきのような激しい震しん動どうが巨岩を震ふるわせた。

　たまらずアリアンはセレネとともに地面に倒れる。ジジもよろけてひざをついた。広場で戦っていたマルタンたちや教兵たちも、立っていられずばたばたと転んだ。

　いまだ足もとが震えるなか、主導者が顔をゆがませて半身を起こした。

「そんな……馬ば鹿かな！　あの生ける死し影えいを倒しただと!?」

　ぼうぜんとしたつぶやきに、アリアンも急いでその方角を見る。

　周囲を照らす篝かがり火びは弱くなりつつある。濃くなる闇やみの向こうに、根元より倒れた巨像と、くずおれた甲こう殻かくの蟲むしが見えた。主導者が、切られた腹を押さえてよろりと立ち上がる。

「……悲願は……またもや、裏切りの神のしもべによって……阻はばまれるのか……！」

　といって主導者は、傷跡のある顔をアリアンの背後に向けた。

　とたん、彼の瞳ひとみが、丸く、大きく、まぶたを剝むいたように見開かれた。

「いや──いや！　今度こそ、偉大なる唯一神バアシュは世にもどる……バアシュよ、われらが神よ、あなたのしもべどもはここにおりますぞ。どうぞ献身の証あかしをお受けとりくだされ、そして、われらが魂たましいを約束の地……〈天涯の楽土シユマイーン〉へおつれくだされ!!」

　主導者は叫ぶと、地に転がっていた剣を取り上げる。ジジが反応する前に、彼は剣先を自分に向け────いきなり胸の中央に突き刺した。

　剣の柄つかをにぎって主導者はくずおれる。地面に倒れた拍子に深々と柄が押しこまれ、背中まで刃が貫いた。あまりのことにアリアンは口を手で押さえ、悲鳴を必死にこらえる。

　主導者が倒れたのと同時に、広場の方角からうめき声が次々に上がった。

　アリアンが振り向くと、教兵たちが一斉に胸に剣を突き立てて倒れていくのが見えた。自死する彼らのあいだで、マルタンたちはあわてふためき、剣をにぎって身を寄せている。

　バアシュ教徒たちが息絶えて、広場に血まみれで横たわる。

　一いつ瞬しゆん、巨岩の頂に音が消える。戦いの喧けん騒そうに、それまで聞こえなかった吹き荒れる風の音がもどり、嵐あらしのごとく響き渡る────その次の瞬間、

　突如、轟ごう音おんとともに赤い柱が天に向かって爆発した。
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　ヴュークスの街門を、バアシュ教徒たちが掲げる無数の松明たいまつが赤く照らし出す。

　ひしめく教徒たちの前で、武装した禿とく頭とうの教兵が声を張り上げた。

「主教さまは、命を賭としてバアシュの教えを説きに行かれた！　なれば、われらもここで偉大なるバアシュに殉じゆんじる覚悟で、領主の弾圧に臨もうぞ！」

　おおおっと夜気をゆるがす喚かん声せいが上がった。教徒たちはそろいの黒いローブを着て、手に手に松明と、あり合わせの棒や鎌かまや鋤すきなどで武装している。

　彼らに対たい峙じするヴュークスの守備隊は混乱に統率が乱れていた。

　城が襲おそわれたという知らせと応援の要請にくわえ、代官ロドリグの兵がいつの間にか消え、守備が手て薄うすになっている。警護にまわされていたダンジェリー兵も動きがとれない。

　教徒たちは、いまにも守備隊の前衛を突破し、街へなだれこむ勢いだった。




「……よく集まったよね。あれだけの数、どうやって見逃せたんだか」

　街門の近くの岩陰に、皮肉に満ちた若い娘の声が響ひびく。

「おそらく晩ばん餐さん会かいを手配したものが、わざと周囲の警備を甘くしたのでしょう」おだやかな美しい声がそれに答える。「トレゴンから急ぎもどってきてよかったと思いますよ」

「領事からの知らせが噓うそだって勘かんづいてたなら、なんでわざわざ街まで行ったのよ？」

「空から手てでもどって罠わなにはまる必要もありませんからね。それではカラ、頼たのみます」

「ったく。超過報ほう酬しゆうはきっちりいただくからね！」

　その声と同時に、いくつもの黒い人影が闇やみにまぎれて風のごとく走り出る。

　街門前の興こう奮ふん状態の教徒たちのあいだに、影はあっという間にまぎれこんだ。

「われらの神はかならずや信徒を救いたもうぞ」禿とく頭とうの教兵が、声を枯らして叫ぶ。「恐れるな、たとえ死してもわれらが魂たましいは、バアシュの御おん許もとで輝かがやかしい名誉と栄光を──」

　ふいにその声が途切れ、教兵の体がくずおれる。

　教徒たちはあっけにとられた。くずおれる教兵の背後に、いつ忍び寄ったのか、黒い肌の男が立っている。さらに、教徒たちを扇せん動どうしていた教兵たちが次々と地に沈んでいく。

　その場は騒そう然ぜんとなった。ヴュークスの守備兵も驚おどろいて槍やりや剣をかまえる。

　そのとき、松明たいまつの灯あかりのもとに、闇からひとりの若い女戦士が歩み出た。

　漆しつ黒こくの肢し体たいにぴったりした、渋皮で染めた濃茶色の革かわ鎧よろい、そろいの手てつ甲こう足そく甲こうをつけた異国の女戦士──カラが、同じ武装をした黒い肌の男たちを従え、群集の前に立つ。

　彼女は守備隊を振り返り、そっけなくいった。

「城でなにか起こってるんでしょ、さっさと帰ったら。ここはあたしたちだけで充分」

　守備隊は一いつ瞬しゆんざわめいたが、彼女がセレネの客人だとわかり、戸惑いながらも武器を引く。教徒たちのなかから困惑と憤いきどおりの声が彼女に浴びせかけられた。

「お、おまえたちはどこの蛮ばん族ぞくだ、なぜわれらに敵対する！」「いや、たとえ相手がなんであれ、われらは死を恐れないぞ、殉じゆん教きようするものに神はきっと名誉をお与えくださる！」

「やーれやれよね。くっだらないおたわごとに乗せられちゃって」カラは肩をすくめた。「名誉も栄光も、生きてる人間のものだし。死なんて──綺き麗れいごとからどれほど遠いか」

　ふいにカラの切れ長の瞳ひとみが、残忍に細められる。

「下がんな、ド素人しろうとども。真の戦士の戦いぶりを、あの世の楽土で喧けん伝でんさせてあげようか」

　剣けん吞のんな言葉に教徒たちが身を硬くした瞬間、カラの姿が闇に溶けた。背後にいた部族の男たちも同時に散った。

「うわっ、わああっ！」「ああっ！」群れる教徒のあいだから悲鳴が上がった。

　教兵たちが、素早い打だ撃げきや蹴けりで瞬時に地に叩たたき伏せられる。

　抵抗する間も、相手の姿を目にとめることもできず、教兵はあっという間に一掃された。

　暴動を主導する教兵がいなくなり、残ったのは教徒たちだ。まがりなりにも武器を使う訓練を受けていた教兵と違い、彼らは文字通り素人──しかも相手は闇に隠れる戦士だ。

　彼らはたちまち混乱に陥おちいった。やみくもに鋤すきや鎌かまをふりまわすものもいたが、その武器は闇にひそむ戦士に速攻で蹴り飛ばされ、強い一撃を受けて意識を失う。

　そこへ、高らかな声が響ひびき渡った。

「城は制圧された！　主教さまは捕らえられたぞ、逃げるのだ！」

　浮き足立った教徒たちが、はっと凍りついた。声は重ねて叫んだ。

「逃げるのだ、主教さまは退けと命じられていた！」

　わあっと群衆は散った。彼らはあとも見ず闇やみの向こうへ走っていく。そのあとにカラの仲間が操る馬に乗ったラウルが現れて、街門前までやってきた。

　カラが闇のなかから歩み寄る。「……いまの、あんたね？　ほんっと口先男！」

「無用な戦いはもったいないでしょう？　しかも素人しろうと相手では」馬上から、意味ありげにラウルは笑いを返した。「その腕はもっと別の相手にふるわなくてはね」

　守備兵やカラの仲間たちが、倒れた教兵たちや、抵抗をつづけるわずかな教徒たちを捕らえてまわる。混乱がやっと収束していく──と思われたそのとき。

　城の方角から、いきなり轟ごう音おんが上がった。

　と同時に、まるで噴火のごときよどんだ赤い色の火柱が夜空に噴き上がる。

「なっ!?」カラや守備兵たちは身をこわばらせて振り仰ぐ。「なにが起こったのよ！」

　轟音と、噴き上げる赤い噴流が、大地と空気を震ふるわせる。驚きよう愕がくと恐怖に凍りつく人々のなかで、ただひとりラウルだけが、険しく真剣なまなざしで告げた。

「急ぎましょう、カラ。ウムベルトの塞とりでが……崩れ落ちるかもしれません」
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「アリアン！」全身の痛みも忘れ、レオンはたまらず叫ぶ。

　仮面の主導者や教兵たちが突然自死したかと思った次の瞬しゆん間かん、赤い柱がいきなり爆発し、夜空に噴き上がったのだ。

　巨大な赤黒い噴流はかすかに輝かがやきつつ激しく渦を巻き、夜空へと昇っていく。

　アリアンは、ジジやセレネとともに柱の前にいた。だがその姿はどこにも見えない。まさか──まさか、あの噴流に吹き飛ばされたか、巻きこまれたかしたのではないか。

　恐ろしいまでの不安に、胃の腑ふがねじれるほど締しめつけられる。

　もしも彼女を失ったなら。もしも彼女が命を落としていたなら。

　自分がここにいるのはアリアンがいるからだ。なのに、その彼女が失われたなら──!!

「…………レオン……！」レオンの耳じ朶だを、かすかな声が震わせた。

　レオンは目を大きく見開いた。見開く瞳ひとみに、闇のなかから歩んでくる人影が映った。

　セレネを抱きかかえたマルタンたちと一いつ緒しよに、ジジに支えられてアリアンが──間違いなく、生きているアリアンが──レオンを目指してやってくる。

　その刹せつ那な、突き上げるように歓喜が腹の奥からこみ上げた。

　体の痛みも疲労も、なにもかも一切感じなくなった。その喜びの思いにかられて、レオンは名を呼び返した。

「アリアン────!!」

　レオンとメルキオが駆け寄る前に、マルタンたちがふたりの目の前でくずおれるようにひざをつく。彼らの腕から滑すべり落ちるセレネを、メルキオが腕を伸ばして抱きとめた。

　ジジの手から離はなれ、アリアンがレオンの前に歩み寄る。

　と、ふいに彼女は両手を広げ、飛びつくように抱きついてきた。震ふるえる腕で、少女は力のかぎりレオンにぎゅっとしがみつき、その胸に顔をうずめた。

「な……アリアン？」レオンは戸惑う声を上げる。

「よかった……」か細い声が聞こえた。「あなた、生きていてくれた……よかった……」

　少女の声に、かすかに涙が混じる。ふいに抑えきれぬ熱い感情が沸きあがり、思わずレオンも剣を持たぬ左腕で少女の細く柔らかな体を抱きしめた。

　まばたきほどの一いつ瞬しゆん、ふたりは、固く──激しく、抱き合った。

　離れていた距きよ離りと想おもいを埋めるように、二度と相手を離すまいというかのように、その体を強く胸にかき抱く。互いの体温と、熱い息遣いとを感じとる。

　だが彼らはすぐさま身をもぎ離した。無事を喜んでいる暇ひまはない。

　レオンはアリアンの肩に両手を置いていった。「ここを離れるぞ。歩けるか」

「だいじょうぶよ。ジジがとっさにつれて逃げてくれたから。それよりセレネさまを」

　ふたりがジジたちのもとに歩み寄ると、セレネがメルキオの腕のなかで目を開けた。

「……メルキオ」弱々しい声でセレネは名を呼ぶ。体にかけられたジジの上着で、傷ついた背中は見えないが、苦しげな面おもてから怪け我がのひどさがうかがえた。

　メルキオは無言で血のにじむ背を丸め、セレネを包みこむように腕のなかに抱きしめる。言葉にするより、その仕草のほうが何倍も、あふれる想いが伝わってきた。

　マルタンたちダンジェリー兵が、怯おびえもあらわに震える声でレオンに訊きいた。

「あの、ダンジェリー卿きようは……だいじょうぶですか」「さっきのあれは、いったい……」

「だいじょうぶ、あいつはちゃんともとのあいつだ。説明はあとでするが、いまは──」

　レオンは周囲を見まわす。不気味な噴流は変わらずつづき、震しん動どうはますます強くなる。

「おまえたちはアリアンとともに急いでここを降りろ。俺おれは生存者を探して……」

「うわああああああああああ───────っ!!」

　ふいに絶叫が響ひびき渡った。レオンたちは弾はじかれたように声の方角を見た。

　とたん、視界に入った光景に彼らはそろって硬直した。

　夜空に高々とロドリグの体が浮いている──と思った刹せつ那な、その体が広場の床に激突した。そのまま彼は動かなくなる。手足はちぎれかけ、首はあらぬ方向にねじ曲がっていた。

　そして、倒れたロドリグの向こうに起き上がる、異形の姿────

　周囲で次から次へとなにかが弾はじけるように起き上がった。

　死んだはずの教兵たちだ。彼ら、いやそれらは、不自然にねじれた格好で身を起こす。着ていたローブが破れ、その下から怪しい呪じゆ言ごんの刺青いれずみを刻んだ肌が現れる。

　教兵たちの死体がぐいと宙に浮く。その脇わき腹ばらが、背中が裂けて、あきらかに人間のものであり得ない黒光りする数本の脚が生えて、立ち上がった。

　見る間に脚は増え、巨大な蟲むしの胴体もふくらむようにして現れる。何重にも重なる硬い甲こう羅らがぎしぎしと開く。二ふた股またに分かれた鋭い脚先が地面に突き刺さる。

　気づくとまわりには、無数の脚を持つ巨大な甲こう殻かくの蟲どもがそびえるように立っていた。

　黒光りする体と脚をきしませて、甲殻の蟲が一斉に、ぎしりと身じろぎをする。

　身を寄せて凍りつくレオンたちを、あざわらうように。

　レオンの体は極寒の海に落とされたように芯しんまで冷たくなった。やっとの思いで一体の死し影えいを倒したと思ったのに、いままた、あんな数に囲まれるとは……！

「くっそぅ！」レオンは歯は嚙がみして弑し神しんをかまえる。

「みな……動け」メルキオが懸けん命めいに命令する。「殿でん下かたちを守って出口へ走るんだ……！」

　だがマルタンたちダンジェリー兵はぴくりとも動けない。立てつづけに目の前で起こった信じがたく恐ろしい光景に、もはやまともな行動をとることができないようだ。

「うわ、うわあ、もう、もういやだ、いやだあっ！」

「あれはなんだ、あれはなんだ、なんなんだなんなんだなん……！」

「お終しまいだ、あんな数の化け物、もうお終いだああっ！」

　錯さく乱らんした兵たちは、いきなり叫び、わめいて、うずくまる。

　ふいにアリアンが動いた。彼女は一番近いマルタンの前に飛び出ると、血に汚れた右手でいきなりその横よこ面つらをひっぱたいた。

「で、でで、殿下!?」マルタンが大きく目を見開く。

「化け物がなによ！　あたくしは聖座島サン・スイエージユでもっと恐ろしいものに出会ったわ。でも生きてるここで生きているわよだから走りなさい走るの全速力で！　故郷に帰るために！」

　これ以上ない早口でアリアンが必死に叫ぶと、はっとマルタンたちがわれに返った。

「走れ！」凍りつく兵たちを突き飛ばすようにして、レオンは弑し神しんをかまえる。

　甲殻の蟲どもが動いた。大きく跳ちよう躍やくし、逃げ出そうとしていたアリアンやマルタンたちの前に地を震ふるわせて立ちふさがると、鋭い脚の先を振り下ろす。

　弑神が閃ひらめく。

　蟲どもの体から生える脚の一部が斬きり飛ばされた。囲みがわずかに崩れる。開いた隙すき間まから、みなはセレネを支えて無我夢中で走り出す。

　しかしレオンはそれを見送った。逃げるわけにはいかないのを、いやというほどわかっていた。このまま逃げれば、ヴュークスの街に死影どもをおびきよせることになるからだ。

　弑し神しんを手に振り返る。おぞましい死し影えいどもがざわりと立ち上がり、彼を囲んだ。

　そのとき、鉤かぎ爪づめ槍やりを手にしたメルキオがレオンの横に並んだ。

「おまえ──!?」驚おどろくレオンに、メルキオが荒い息で答える。

「……いったよね。君だけに、格好つけさせるのはしゃくだって……さ」

「あいつらに普通の武器が通じるか、死ぬぞ！」

「ひとりで君が戦って死んだら、ぼくも……みんなも死ぬよ。だったら、せめて囮おとりぐらいにはなる。それに」メルキオはささやいた。「……あいつのおかげで、思い出したから」

　ふいに地じ響ひびきが大きくなった。ふたりはせまりくる蟲むしどもに向き直る。

　レオンは巨きよ剣けんをかまえ、メルキオは槍の柄つかをにぎって鋭い刃をぐいと突き出す。

　足もとを激しく震ふるわせる地響き──それをレオンは、せまりくる死影どものせいだと思っていた。だが真実はそうではなかった。

　血色の瞳ひとみが見据える甲こう殻かくの蟲どもの向こうに、発光する赤い噴流がのぞく。

　その噴流が、ひときわ明るく、激しく赤く輝かがやいた。




　マルタンたちに先導されて、アリアンは壁を乗り越え、入り口のアーチ門を目指す。

　門が見えて、その向こうの地上につづく階段が現れた。段は急きゆう勾こう配ばいで幅も狭く、傷ついたセレネを支えてこの震しん動どうのなか降りるのは、とてもむずかしく思えた。

　城の方角から、いくつもの灯あかりが向かってくる。まさか、バアシュ教徒だろうか。

「……セレネさま……」「……聖せい王おう女じよ殿でん下か……！」

　アリアンやセレネの名を呼ぶ声が強い風に乗ってかすかに聞こえてきた。どうやらヴュークスの兵らしい。思わずアリアンは、力が抜けそうなほどの安あん堵どを感じた。

　あともう少しだ、地上に降りれば、きっともうだいじょうぶ──

　だがその安堵を断ち切るように、耳もとでセレネの苦しげな声が聞こえた。

「……早く……ここを、封ふう鎖さ……あの化け物どもが、街へ…………」

　あっとアリアンは声を上げそうになる。そうだ、安心などしている場合ではない。危険はすぐ背後にせまっている──と気づくやいなや、はっとアリアンは振り返った。

　懸け念ねんどおりだった。レオンとメルキオのふたりはいなかった。

（まさか……無理よ、あれだけの数を相手に、たったふたりでなんて！）

　叫びたかった。もどってきてくれと命令できるものならば命令したかった。それこそ無理だとわかっていながら、アリアンは声をかぎりに叫びたかった。

　アリアンは唇くちびるを引き結ぶ。こみ上げる感情を歯を食いしばってのどの奥に押しこめる。ジジとともにセレネを支え、アリアンは爪つま先さきで段を探るようにして足を踏ふみ出した。

　その瞬しゆん間かんだった。

　いきなり足もとが急激に沈み、強い力で背後に引かれたようにアリアンはのけぞる。

　たまらず体勢を崩して、アリアンはセレネと一いつ緒しよに激しく腰から倒れた。

「うわ、うわああっ！」前方にいたマルタンたちが足を滑すべらせた。

　彼らはアリアンとは反対の方向へ階段を転げ落ちていく。ジジもセレネをかばった拍子に転倒し、地上へ向かって落ちかけて、必死に階段にしがみついた。

「ジジ！」

　アリアンは必死にジジに向かって手を伸ばした。だがとどかない。

　そうしているあいだにも地面は激しく震ふるえ、ますます傾き始める。

「これは……」セレネが弱々しい声でいった。「まるで、地面が落ちるような……！」

　その言葉に、アリアンの脳裏になにかが電光のように閃ひらめいた。

〝……名なきものの血、王と巨人の血にてあがなわれしそのかみ、

　ゆゆし○○かえり、巨きよ塞さい、洋わたの底そこにくづれむ……〟

　アリアンは慄りつ然ぜんとした。手首の傷を熱いまでに意識した。

　王と巨人の血。英王ライオネルの子孫である自分と、巨人ウムベルトの裔えいであるセレネ。まさか、このふたりの血が混じり──そして、なにかを呼び覚ましてしまったというのか。

（では、なにが還かえるというの？　それは聖なるものなの、それとも禁きん忌きなの……!?）

　そう考えた瞬しゆん間かん、突如アリアンは天地が逆転したような感覚に襲おそわれた。

　悲鳴を上げるアリアンとセレネを乗せて、巨岩は大きく傾き沈んでいく。




　　　　　　　　　　[image: 区切り]




　突進する巨大な蟲むしを、レオンは間一髪、地に転がって避さけた。

　起き上がりざまに剣を真横に薙なぎ払うと、覆おおいかぶさろうとした蟲がのけぞる。そこに新たな蟲が横合いから驀ばく進しんしてきた。

　とっさに弑し神しんで防いだが、予測を上まわるすさまじさに跳ね飛ばされる。

「うぐあっ！」という悲鳴を引いて、レオンは地面に叩たたきつけられた。

　歯を食いしばり、立ち上がろうとする。しかし足が震えてずるりとひざが折れた。

　即座にメルキオが前に出て、鉤かぎ爪づめ槍やりを激しくふりまわす。いましもレオンに襲いかかろうとしていた死し影えいが、槍に弾はじかれてわずかに軌道がそれた。

　しかしひるんだのも一瞬、すぐに向きを変え、今度はメルキオへと突進する。

　地面を轟とどろかせる驀進を、小柄なメルキオが素早い動きで避けた。動けないレオンから蟲どもを引き離はなすように、彼は槍で打ち払い、受け流して走る。

『レオン！』弑神の険しい声が響ひびいた。『われの刃をあなどるな。あれしきの数、草を刈るより易やすく薙げようぞ。聖座島サン・スイエージユを思い出せ、もっと多くの敵を狩り立てたであろう！』

「な……んだ……と」レオンは答える。

『われの力がその身にそそがれみなぎるのを、脳裏にまざまざと思い描け。よいか、われは貴様にふりまわされるただの道具ではない、貴様を支え、ともに戦う存在である！』

　弑し神しんの声は、レオンの体を震ふるわせるように、腹の底までずしりと響ひびいた。

　強大な敵を相手に立ち向かうメルキオ、自分を鼓舞する弑神。そのふたつの存在に、萎なえかけていた気力がふるい立つ。レオンは巨きよ剣けんを地面について身を起こした。

　弑神の柄つかを両手でにぎりしめる。刃から柄へ、柄からにぎる両手へ、そして腕から全身に広がるあのたぎるような力を想起する。剣に宿るたしかな意志を手のひらで感じとる。

　この手にあるのは一個の確たる存在。大いなる〝魔ま呪じゆ〟を秘めし力だ────！

　メルキオのふりまわす槍が、蟲むしの硬い甲こう羅らにあたって弾はじかれる。

「うっ！」衝しよう撃げきに腕がしびれたか、メルキオは槍をとり落としてひざをつく。その隙すきを狙ねらい、甲殻の蟲どもがメルキオ目がけ地面を蹴け立たてて一斉に猛進した。

　レオンは走り出た。津波のごとくやってくる敵に向かって突進する。

「ぅおおおおおおおぉっ！」

　レオンは咆ほう哮こうした。叫びが彼をさらに走らせた。眼前に死し影えいの群れがせまりくる。それに向かってレオンは突進の勢いに乗せ全力で────弑神を、思うさま振り下ろした。

　その瞬間、レオンは自分の体から、大きな波のような強い力が放出されるのを感じた。

　巨剣の軌跡が、そのまま死影どもを斬きり裂く一いつ閃せんとなる。

　駆け抜けたレオンの周囲に、分断された蟲の残ざん骸がいが落下して飛散した。

「は……！」がくりとひざをつく。全身の痛みに、すでに立っているのもむずかしい。

「レオン、だいじょうぶか!?」メルキオが足を引きずりながら走り寄る。

　ふいに月明かりが消えた。頭上に巨大な影が差す。レオンたちは振り仰いだ。

　背後にいたのは──巨大な、死影だ。

　先ほどの甲こう殻かくの蟲どもとは、桁けた外はずれに大きさも不気味さも違った。

　紫の血管の浮いた不気味な青白い肌。起き上がる鎌かま状じようの大きな前まえ肢あしを持った上半身。その後ろに百足むかでのごとき無数の脚が生えた長い蟲の下半身……。

　はるか高みから、赤黒い傷の走る青ざめた主導者の顔が、ふたりを見下ろす。

　人間としての意志の光がかけらもない、おぞましい顔だった。

　レオンとメルキオが息も忘れて硬直したときだった。

　ひときわ恐ろしい激げき震しんが、世界を震わせるように地面を突き上げた。

　と同時に耳をつんざく爆音を上げ、赤い噴流が破裂し、赤黒い錆さびのようなものが夜空へ向かって勢いよく雲散する。恐怖にかられつつ、レオンは頭上を見上げた。

　夜空を覆おおい、赤黒い霧きりがどこまでも広がっていく。ところどころ、かすかに赤く瞬またたく無数の光をはらんで、まるで血色の闇やみの空のように────

　だが異変はそれで終わらない。いきなり、がくんと急激な勢いで足もとが沈んだ。

「なっ!?」「な──なに!?」

　レオンとメルキオは、あわてて足を踏ふん張る。

　海の方角へ向かって傾きつつ、地面が沈んでいく。体が斜めになり、足もとが徐々に徐々に滑すべり出し、しだいにまっすぐ立っていられなくなる。

『逃げろ、レオン！』弑し神しんが叫ぶ。『堕おちる、堕ちるぞ、〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉が！』

　レオンは総毛だった。きびすを返し、ぼうぜんとしていたメルキオの腕をつかむ。

「メルキオ、走れ、全力で出口へ逃げろ！　ここが堕ちる！」

「な……堕ちるって」メルキオがわななく声で答えた。「なんで、どうして……!?」

「いいから走れ！」レオンはメルキオを引きずるようにして広場を駆け出した。

　ふたりは怪け我がの痛みをこらえ、懸けん命めいに走った。だが彼らのあとを、地面が崩れる音とは別の地じ響ひびきが迫ってくる。レオンは肩ごしに振り返った。

　主導者の顔の巨大な長なが蟲むしが、不気味な鎌かま状じようの前まえ肢あしをふりかざしてせまりくるのが見えた。

　あまりの恐怖に、ふたりは理性も感情もかなぐり捨てて死に物狂いで走った。その足もとがますます傾く。平地ではなく坂を走っているような感覚になる。

「うわ……レオン、レオン！　急げ！」前をいくメルキオが突然叫ぶ。

　荒い息でレオンが前を見上げた。とたん、驚おどろきで目を剝むいた。

　広場を囲む巨像や巨大な柱が、こちらに向かって倒れてくる────

「うわ、うわ、うわあああっ！」レオンとメルキオは同時に叫んで加速する。

　重い風圧が頭上に迫る。間一髪、柱の下した敷じきになる間ま際ぎわになんとか駆け抜ける。

　背後で恐ろしい震しん動どうが起こり、広場の床が割れて砕ける大きな音が響き渡った。

　次から次へと巨像と柱は倒れてくる。

　ふたりが駆け抜けるあとを、倒とう壊かいの轟ごう音おんと死し影えいの突進の地響きが追ってくる。

　レオンとメルキオは死力を尽くして走った。走った。走りつづけた。

「あっ……うわあっ！」瓦が礫れきに足をとられメルキオがつまずく。前のめりになる彼の上に巨大な影が落ちてくる。レオンはとっさに身を低くして力のかぎり地を蹴けって跳ちよう躍やくした。

　メルキオを横抱きにすると、いましも頭上に落ちる巨像の真下を抜ける。

　地面に飛びこむように倒れた瞬しゆん間かん、轟音とともに巨像が倒れた。

　すさまじい風圧に、レオンとメルキオは瓦礫ごと吹き飛ばされる。

「うわあああっ!!」ふたりは跳ね飛ばされて地面に叩たたきつけられて弾んだ。

　全身をしたたかに打ってレオンは息がつまる。うめき声も上げられない。

　身を起こすのも苦しい痛みを、嚙かみしめた奥歯で必死にこらえ、レオンはひざをつく。

「……メル、キオ……もう、少しだ、起きろ……！」

　腕を差し出そうとして、レオンは自分の左腕に感覚がないのに気づいた。ひどい打だ撲ぼくのせいか、あるいは折れてしまったのか、しびれるほど激しい全身の痛みのせいか。

　利きき腕ではないが、両手で弑し神しんがにぎれないのはかなりの窮きゆう地ちだ。

　荒い息でレオンは背後をうかがう。幸いなことに倒れた巨像や柱に阻はばまれて死し影えいは動けない。いまのうちに逃げ切れば、あの死影ごと巨岩は海に落ちてくれるだろう。

　レオンはメルキオと支え合いつつ、よろめく足で壁を乗り越えて進んだ。

　アーチ門が近づく。巨大な門はいまにも倒れそうにこちらに傾いているように思えた。

「……セレネ!?」メルキオが驚おどろきの声を上げた。

　メルキオの言葉にレオンも暗くら闇やみに目をこらし、思わず目をみはった。

　逃げ遅れたのだろうか、アリアンが傷ついたセレネを支え、門の柱にしがみついている。

「レオン……！」彼女はレオンの姿を見つけると、切せつ羽ぱ詰つまった声こわ音ねで名を呼んだ。

　ゆらぐ地面に門はいまにも倒れそうだった。危ない、とレオンは叫ぼうとする。

　その瞬しゆん間かんだった。アーチ門の頂部が崩れかけた。

　全身の血が引いた。レオンはあらんかぎりの気力をふりしぼって走った。感覚のない左腕をアリアンへと精一杯に伸ばした。

　だが無情にも、伸ばす腕の向こうで、巨大な要かなめ石いしが落下してくる。

　メルキオが恐ろしい速さで飛び出した。身を縮めるアリアンとセレネの真上へ落ちてくる、巨石の真下へ滑すべりこむように突進していく。

「メルキオ！」レオンは叫ぶ。その叫びを絶つように、巨石がメルキオの上に落ち────

「なに!?」『なんであると!?』レオンと弑神が同時に声を上げた。

　巨石の落下が、止まった。

　徐々に徐々に、石は浮き上がる。身をすくめていたアリアンとセレネが顔を上げる。浮いた隙すき間まから、メルキオが両腕と両肩で巨石をがっしりと受けとめているのが見えた。

　信じられなかった。小柄なメルキオがなぜあの巨大な石を支えていられるのか。

　メルキオは一瞬だけ身を沈ませると、いきなり巨石を跳ね除のけた。重石おもしが消えて、メルキオはがっくりと崩れるようにひざをつく。セレネが身を乗り出して手を差し伸べた。

「レオン、後ろ！」アリアンの警告が飛んだ。はっとレオンは振り返る。

　主導者の顔を持つ巨大な死影が、倒れた巨像と崩れた壁を乗り越えてやってくる。

「……くっそ……いいっかげんにしろよ……次から次へと……！」

　かろうじて動く右腕で、レオンは弑神をにぎりしめる。大きく息を吐はく。

　この体でどこまでできるだろう。だが、やらなければ────！

　長なが蟲むしは巨きよ軀くに似合わぬ素早い動きでせまると、ふいに巨大な前まえ肢あしを振り上げた。

　鋭い鎌かまの刃が落下する寸前、レオンは右手の弑神を懸けん命めいに振り上げる。鎌の刃先がそれて分厚い壁へ突き刺さり、壁は一いち撃げきで崩れて瓦が礫れきが飛び散った。

　しかし抵抗はそこまでだった。弾はじき返した激しい衝しよう撃げきに、足もとがくずおれる。とっさに地面についた感覚のない左手がずるりと滑り、たまらず転倒した。

　倒れたレオンに巨大な死し影えいが突進する。アリアンの泣きそうな叫びが耳じ朶だを打った。

　その突進に、いきなり飛び出した影が真正面からぶつかった。

「な──メルキオ！」やっと身を起こしたレオンが震ふるえる声で呼んだ。

　メルキオが、まるでしがみつくようにして巨大な長なが蟲むしを押しとどめている。恐ろしい力だった。あの小柄な若者のどこに、あんな化け物を押えこむ力があるというのだろう。

「……セレネ！」メルキオが首をねじってセレネを振り返る。

「……メルキオ……なにを……？」セレネが弱々しい声で彼の名を呼ぶ。

　激しい震しん動どうのなか、メルキオはセレネを見つめると、小さく口を開いた。

「……ずっと………」かすかな声で、彼はいった。「…………好きだったんだ、君が……」

　聞こえるか、聞こえないかの、ほんの小さなささやきが、崩ほう壊かいの音にかき消される。

　ふいにメルキオは死影を見上げると、突如声を張り上げて、叫んだ。

『────わが神、ウォルカヌス！』

　それは、不思議な言語だった。聞いたこともない異国の言葉に思えた。レオンには意味がわからない。ただ、〝ウォルカヌス〟という言葉だけが、聞き取れた。

『神じん供くたるわれ、ここに身を捨て──御おん身みを受くる殻とならん────！』

　言葉の語尾が消えた。そのときだった。奇妙なことが起こった。

　死影にしがみつくメルキオの背が、ぐわりと大きくなったように見えた。

　錯さつ覚かくか、とレオンが瞬まばたくあいだに、またその体はそそり立つように縦横に伸びた。

「な……なんだ!?」レオンはぼうぜんとつぶやいた。

「メルキオ!?」セレネが這はうようにしてやってくる。

「レオン……レオン、あれは、ダンジェリー卿きようはどうしたの!?」

　アリアンがこけつまろびつレオンに歩み寄ると、その腕につかまってあえいだ。

　三人は目の前の、信じられない光景に目を疑った。

　メルキオの体が見る間に巨大化していく。破れたシャツががびりびりと散り散りに裂け、筋肉が盛り上がり、束ねていた髪がふり乱される。

　あっという間に死影の巨きよ軀くほどの大きさになり、それでもまだ成長は止まらない。

　突如、レオンの脳裏で様々な光景がよぎる。

　裏庭で見たメルキオの額の、炎の形の焼印。〈斎いわい場ばの宮みや〉の、戦士像の額にあった印。

　常人にはひとりで支えることもできない弑し神しんを片手で支えるメルキオの姿。

　この地に残る巨人ウムベルトの伝説、覚おぼえ書がきの一説と、耳朶を打つ弑神の声。

〝偉大なる巨人の力を継ぐには……ただ巨きよ神しんをあがめ、その大いなる力の器と……〟

〝……所有者たる貴様以外、ただの人間には気安くあつかえはせぬのだぞ……〟

　それらの光景と目の前のメルキオの姿が、欠片かけらを組み合わせるようにひとつの形を成す。

「まさか──」レオンは声を上げた。「まさか、メルキオが……巨人の────」

　そのときメルキオが、長なが蟲むしの太い前まえ肢あしのつけねを大きな両手でにぎりしめ、いきなり恐ろしい力で引きちぎった。苦く悶もんの絶叫を上げ、ちぎれた前肢のつけねから黒い液体をまきちらして、死し影えいが上半身をくねらせる。さらに巨人は両腕で死影を抱きかかえる。

　その二の腕の筋肉が巌いわおのごとく隆起したかと思うと、突然肉のちぎれる音と一いつ緒しよに、まるで巨木をへし折ったような恐ろしい音が響ひびき渡った。

　長蟲が、背骨の真ん中を基点に真っ二つに折れた。

　上半身と下半身がちぎれ、動かなくなった死影が、巨人の腕のあいだから滑すべり落ちる。斜めに傾かしいだ広場に、地響きを立てて死影の巨体が叩たたきつけられた。

　レオンたちはぼうぜんとその光景を見ていた。それ以外、なにひとつできなかった。

　そのとき、一気に足もとが沈んだ。まるで落盤のような沈下だった。

　レオンは察してしまった。ついに〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉が崩れるのだ。

　絶望がレオンを襲おそう。無む駄だだったのか──どんな死し闘とうも、尽力も、全部……!!

　闇やみのなかを巨岩が滑り落ちていく。その感覚が無限の恐怖を呼ぶ。せめてもと、アリアンとセレネをかばうように抱いてレオンは地に伏せた────

　と思った刹せつ那な、突き上げる激しい衝しよう撃げきに地面が震ふるえた。

　それきり────落下が、止まった。

　はっと、レオンは目を開けた。アリアンもレオンにしがみついたまま振り仰ぐ。

「あ……」セレネが、アリアンの肩にすがるようにして身を起こす。「メルキオ!?」

　三人が見上げる夜空から、天にもとどくほどの巨大な影が見下ろしていた。

　ざんばらの橙だいだい色いろの髪と、巌いわおのごとく硬く盛り上がる筋肉を持つ恐ろしげな巨人だった。ただ、額に残る焼印と、哀かなしげな瞳ひとみだけが、若者の面おも影かげを残している。

　すぐそこに月明かりに輝かがやく水面が見える。あれは緋ひ海かいだ。〈巨人の聖砦〉は、半ば海につかっているのだ。落下しかけたところを巨人が受けとめて、安置してくれたのか。

　巨人は、ゆっくりと身をひるがえす。大きな波が立ち、巨岩にざぶりとかかる。

　空がわずかに白み始める。明けゆく空の下、巨人はただひとり傷ついた背中を見せて、遠く沖のほうへと遠ざかっていく。セレネが、はっと鋭く息を吞のんだ。

「まさか……帰らないつもりなの？　あのまま行ってしまうというの？　そんな……！」

　セレネは瓦が礫れきにつかまり、ふらつきつつも身を乗り出して声をかぎりに叫んだ。

「メルキオ、メルキオ！　待って、いかないで……メルキオ────！」

　だが巨人は振り返らない。セレネは怪け我がをした身で歩き出そうとした。

　レオンがその肩をつかむ。「だめだ、海へ入るつもりか!?」

「でも……でも、彼がいってしまう……！　わたし、彼に……わたしの気持ちを、伝えていない……やっと、やっと自分の、本当の想おもいが、わかったのに……！」

　セレネの汚れた頰ほおに涙が伝う。彼女は乱れた髪を振って、沖に向かって叫んだ。

「メルキオ、もどってきて、行かないで……お願い、お願い……メルキオ！」

　それだけを力をふりしぼって叫び、セレネはがくりとその場にくずおれた。

「どうしたらいいの……」アリアンが、苦しげにつまる声でつぶやいた。「どうにもできないの。このまま──ダンジェリー卿きようをいかせてしまうしか、できないの……？」

　レオンはこぶしをにぎりしめた。どうにかできる方法があればどうにかしたかった。

　だが、どうしようもないことは、おそらくメルキオ自身が一番わかっているのだ。わかっているからこそ、もとにもどれないからこそ、彼は去っていこうとしているのだ。

「セレネお嬢じようさま、ご無事ですか！」「聖せい王おう女じよ殿でん下か！」「レオンさん、アリアンさん！」

　背後から人々の声が聞こえた。振り返るとジジとカラを先頭に、城の兵や家か宰さい、ダンジェリー兵が、崩れ落ちた崖がけを降りて巨岩の上を走ってくる。最後尾はラウルだ。

　人々は緋ひ海かいを見やると、怯おびえたような声であ然とつぶやいた。

「あれは……そんな、まさか」「伝説の、巨人ウムベルト……!?」

　だれもがみな、目の前の信じられない光景に目線と声を奪われていた。人々はなす術すべもなく立ち尽くし、遠ざかっていく巨人をぼうぜんと見送った。

　ただひとりセレネだけが、小さくうずくまり、声もなく肩を震ふるわせている。

　見ていられなかった。メルキオの思いも、セレネの思いも知っていたから、よけいに離はなれていくふたりの距きよ離りが痛ましかった。ふいにレオンは振り返り、人々の波をかき分ける。

　一番後ろで静かに立っていたラウルに歩み寄ると、彼はつかみかかるように訊きいた。

「ラウル──どうにかならないのか。メルキオをもとにもどす方法はないのか!?」

「もとにもどす方法……ですか」ラウルが神妙に答える。

「そうだ！」レオンはいいつのった。もはやごまかされるだろうとか、まわりの目だとか、まったく気にならなかった。ラウルの肩をつかみ、レオンは叫ぶように問いつめた。「あいつは……俺おれたちを助けるために巨人の姿になったんだ。つまりあいつは、巨人ギガス──古きまつろわぬ民なんだろう？　そしておまえもだ、否定するなよ、俺は知っているんだ。聖座島サン・スイエージユで〈無む貌ぼうの王おう〉を退けたように、おまえの言葉でなんとかならないのか!?」

　痛ましげにラウルは目を伏せた。「それは……無理です」

「なに……」レオンは信じられない思いで訊きかえす。「なぜだ、なぜできない！」

「ならば、どうやってダンジェリー卿は、巨人の姿に変わったのです」

「それは──」レオンはいいよどむ。「たしか……聞いたこともない言葉を叫んで……そうだ、〝ウォルカヌス〟と、あいつは呼びかけていた」

「では、彼は己が神ウォルカヌスに呼びかけて、自らの身を変えたのですね。それは神々をも縛しばる〈魂の誓約ゲアス〉です。であれば、もはや他人にはどうしようもありません。その誓約に瑕か疵しがあるか、奇跡でも起きないかぎり、彼をもとにもどすのは……不可能です」

　よろり、とレオンは一歩下がる。打ち倒すばかりにのしかかる深い絶望に、たまらずひざをついた。そのまま彼は立てなかった。弑し神しんをにぎる手にも、もう力が入らなかった。

　声を押し殺したセレネの嗚咽おえつが、彼の耳じ朶だに痛いまでに響ひびいた。

　そのときだった。ふと、レオンは背筋がぞくりとした。

　恐怖──いや、これは畏い怖ふの感覚だ。なにか尋常ではない、ひとならざるあり得ない気配が、自分のかたわらにいる。それに気づいて、おそるおそるレオンは視線を移した。

「──アリアン!?」思わずレオンは名を呼んだ。

　遠いまなざしをした少女が、彼のかたわらを滑すべるように通りすぎる。

　まるで夢のなかにいるような、目に見えぬなにかに導かれているような歩み方だ。

　少女は巨岩の端はしに歩み寄ると身をかがめた。そこは赤い柱があった場所だ。噴流が消え去った跡には、一本の金色に輝かがやく細い杭くいが突き刺さっていた。

　少女は、その杭をぐっと引き抜くと横にして唇くちびるにあてる。

　空より射さす弱い朝の光を受けて、杭は──いや、杭ではない。小さな穴がいくつか空いた中空の管だ──金色に輝いている。ラウルが驚おどろいたようにつぶやいた。

「まさかあれは……《王獅子の至宝レガリア》のひとつ、奇跡を呼ぶ〝遠えん来らいの金きん管かん〟……!?」

　少女は、金の管に息を吹きこんだ。高く美しい、澄すんだ音色が響き渡る。

　その場にいた人々が、一斉に少女を見つめる。これまで聴きいたことのないような、あまりに澄んだ美しい笛の音に、だれもが声を失ってぼうぜんと聴きほれた。

　常に平静なジジが、目を大きく見開くとつぶやいた。

「遠来の金管……そうです、たしか城の書庫の古い石板には……こう書かれていました。〝巨きよ人じんの音おん声じよう、金管の笛のごとく高らかに海うみ面づらに響とよむなり……〟と……」

　涼やかな妙たえなる音色は、波間に響き渡り、遠く沖にまで風に乗って運ばれていく。

　あまりに美しく、あまりに神秘的な、だれもの胸を感動に打ち震ふるわせる調べが、明けゆく空に高く高く、天上にまでとどくようにどこまでも響き、のぼっていく────

「あ──あれは!?」思わずレオンは、驚きの声を上げた。

　水平線の彼方かなたの空に、蜃しん気き楼ろうのごとく、槍やりを持った巨人の影が浮かび上がったのだ。

　影は増えていく。水平線に巨大な人影は並び、ゆらめいている。

　いましも沖合いに沈もうとしていた巨人──メルキオが立ち止まった。

〝……息子よ〟

　おだやかで力強い声が響いた。巨人たちの影が、メルキオに語りかけているのだ。

〝息子よ。偉大なるウォルカヌスの器であり、ギガスの後継よ……〟

〝われらはすでに影。汝なんじとともに歩むことは、もはやかなわぬ……〟

〝ゆえに、息子よ、汝を愛する娘と、汝を思う友のもとへもどるのだ〟

〝彼らこそが、汝を受け入れ、ともに歩むものたちである〟

〝息子よ、王の擁よう護ご者しやよ。その行く末にわれらが神、ウォルカヌスの祝福、あれ……〟

　巨人の影はしだいに薄うすれ、空に溶けるように消えていく。

　メルキオはうつむき、ひざが落ちる。その体はくずおれて波間に消えた。

　ざわめきが起こった。セレネが驚おどろいたように鋭く息を吸った。

　いつの間に現れたのか、素す裸はだかのメルキオが目の前に倒れていたのだ。セレネがわれに返り、傷ついた体にもかかわらず急いで彼を抱き上げる。

　そのとき、空と海一杯に重々しい声が響ひびき渡った。

〝……エウレネ、わが最愛の妹よ〟

　とっさにレオンは空を仰いだ。すでに巨人の影はなく、声の主の姿もない。その場の人々にも聞こえたか、だれもが頭上を見上げて戸惑い、怯おびえ、身を寄せ合っている。

〝まだ抗あらがおうというのか。まだ飽かずに、挑もうというのか……〟

　また、声は響いた。それは、嵐あらしの央おう海かいで聞いた雷鳴のごとき声と似ていた。あれよりもずっとおだやかだが、体を震ふるわせ、腹の底までずしりとくる重さが感じられた。

　いつしか笛を吹くのを止やめて、空を見上げていたアリアンが答えた。

『……むろんのこと、ウォルカヌス兄上』

　神こう々ごうしいまでに美しい声が、アリアンの唇くちびるから生まれる。

『吾あは、愛いとしきもののために、けっしてあきらめませぬ』

〝そは汝なんじの罪。汝が裏切らねば、そのような虚むなしい抗いをせずともよかったのだ〟

　太く大きな声がアリアンの姿をしたものを打つようにいった。

『それゆえにこそでありまする。兄上』

〝わかっておる。慈じ愛あいこそが汝の性さがなのだから。グランヌスも、オグミオスも、われも、わが民と汝のためならば、力を尽くそう。だが、他ほかの弟たち──とりわけエススは……〟

　不可思議な声の語尾は不ふ明めい瞭りようになり、ふっと消えた。

　声が消えても、その場の人々はいまだわれを忘れていた。いま見た光景は、彼らにとってあまりに荒こう唐とう無む稽けいで、とうてい信じがたいものだったのだ。

　恐ろしいまでに神こう々ごうしい気配をまとった少女が振り返る。みな、びくりと背筋を伸ばして凍りついた。家か宰さいがあわてて平伏すると、続々と人々も地に頭をこすりつけた。

　ただレオンだけは、身じろぎもせず彼女を見つめている。

『翠すい海かいへ……』レオンを見つめて、アリアンのなかの神秘の存在が告げた。『ギガスの裔えいをつれ、南の翠海のほとりにて、リリピティエンにまみえよ。道が、与えられようぞ……』

　その声の終わりが消えかける。思わずレオンは叫んだ。

「待ってくれ、女神エウレネ！　どうか教えて欲しい。俺おれは、なんのために存在するんだ。なぜ俺の手に〝弑し神しん〟がある。あんたは央海で、俺があんたの作り出した〝人間〟ではないといったな。じゃあ……俺は、いったいなにものだ!?」

『……汝は』消え入りそうにはかない声が答える。『汝は、この世のものではない……』

「な……!?」あまりの恐ろしい言葉に、レオンの背筋がぞっと凍った。

『なのに、汝なんじは生きておる。吾あの作りしものではないのに……そして汝は、吾に……なにゆえか、懐かい慕ぼの念を抱かせる……吾には、汝はわからぬ。吾の手の及ぶ場に汝はおらぬ……』

　哀かなしげにわななく声が、少女の唇くちびるをも震ふるわせる。

『汝がいるかぎり、吾の計らいは定まらぬ……ゆえに吾は……汝をいかにすべきか。このまま成り行きを見守るか、あるいは……』

　ふいに、アリアンの顔をした神秘の存在は、ぞっとするような声こわ音ねでいった。

『──その命を、絶つべきか』

　レオンは慄りつ然ぜんとした。絶句する彼に向かい、女神の声はさらに告げた。

『けれど、この娘……神の座は、汝を深く想おもうている。であれば、いま、しばし……』

　声が消えていく。アリアンの面おもてより、ひとならざる表情が消える。

「アリアン！」レオンは手を差し伸べた。その腕に力なくアリアンの体がくずおれる。

　それと同時に、輝かがやく〝遠えん来らいの金きん管かん〟が彼の手に移った。

　意識のないアリアンの体を抱きしめ、ぼうぜんとレオンは目の前を見つめた。

　まばゆいまでに明けた朝の空の下、彼方かなたまで澄すみ渡る緋ひ海かいが広がっている。巨人の影も、あの不可思議な声の余よ韻いんもすでにない。

　ただ女神の言葉だけが、彼の脳裏で不ふ吉きつな警けい鐘しようのごとく、いつまでも響ひびき渡っていた。










　　　Intermede04──宣言







　エンジェリナを女じよ皇こうに擁よう立りつし、自らは宰さい相しようとして補佐する────

　その宣言に天幕内は静まりかえる。だが即座に、喧けん々けん囂ごう々ごうと異議の声が巻き起こった。

「な──なにを血迷っている、この妾しよう腹ふくの小僧め！」

「勘かん違ちがいもはなはだしい。おまえに皇こう姫きさまの補佐ができる能力なぞあるものか！」

「思いあがるのは若造の常だが、こんな場で通用すると思うでないぞ！」

「皇こう家けの一員にも認められぬ異腹の小僧には、過ぎた望みですな」

「馬ば鹿かめ。女の陰に隠れ、己自身で大たい皇こうに立とうともせぬ臆おく病びようもののたわごとだわ」

　キンブリとテウトニの若わか長おさは叫んで立ち上がり、中年のラジゲス族の長は憎々しげに吐はき捨て、ジュート族の長は皮肉げに中傷し、壮年のケルスキ族の長は冷たくあざ笑った。

　アレマンの老長だけが無言で、険しく鋭い光を瞳ひとみに宿して座っている。

「皇姫さまのお考えをうかがいたい。こんな身勝手ないい分に本当にご賛同なのですか！」

　テウトニの長がいきり立って訊きくと、少女皇姫はいたずらっぽく瞳を光らせた。

「……そうね。長のみなさまのご意向を無視するなんて、エンジェリナにはできないわ」

　ユーサーに誓いを強要したことなど忘れたように、彼女はうそぶいた。ちらとユーサーは黒い瞳ひとみを向ける。エンジェリナはまったく平気の顔で、くすりとほほ笑み返した。

「皇こう姫き殿でん下かのご真意がわかった」ケルスキの長おさが勝ち誇って声を張り上げる。「この小僧は殿下のご意志を無視し、自分勝手にいい立てているだけだ。大たい皇こうの系統を重んじるなら、次代大皇が皇姫殿下をめとればすむ話。だがダルディスでは血の近いもの同士の婚こん姻いんはゆるされん。妾しよう腹ふくとはいえ、叔お父じである小僧には殿下との婚姻など無理な話だからな！」

　ケルスキの長はびしりといい放つと、ずいと一歩前に出る。

　巌いわおのごとく頑健な体つきの長は、小柄なユーサーを圧するように見下ろした。

「ダルディスでは力あるものが上に立つ。それが伝統だ。女を盾にする臆おく病びようものの小僧に、われらはけっして耳は貸さぬぞ。それとも武器もない身でわしを打ち倒してみるか？　ふん、たとえその手に剣があろうと、貴様のような小娘のごとき細腕など、わしが片手で魚の骨を折るより容易に折ってみせるわ──即刻この場より下がれ、妾腹の小僧。力なきものは、地位と実力のある長しかゆるされぬこの天幕に居場所はない！」

　大天幕を震ふるわせる恫どう喝かつが、ユーサーを吹き飛ばすように浴びせられた。しかしユーサーは微動だにしない。精せい緻ちな面おもては、なにひとつゆるがずに冷静だった。

　少年皇おう子じは丈高い大男のケルスキの長を見上げ、冷ややかに告げた。

「……貴公のご意志、しかと了解した」

　その瞬しゆん間かんだった。

　ふいに天幕の下からユーサーの足もと目がけ、なにものかが目にもとまらぬ速さで光る長剣を滑すべらせた。ユーサーは間髪容れず剣を取り上げると、

「わが身に嵐あらしのごとき力を──グランヌス！」

　低い声でつぶやき、やにわにすさまじい勢いで剣を振り下ろした。

　次の瞬間、ケルスキの長の首が、エンジェリナの足もとに重い音を立てて堕おちた。

　少女皇姫の純白のドレスの裾すそを、跳ね跳ぶ鮮血が赤黒く染める。そのあとを追うように、首のない体が血を噴き上げながら、どうと倒れた。

　なにが起こったか、わかるものはなかった。

　だれもが凍りつき、いまだ痙けい攣れんしつつ血を噴くケルスキの長の体を凝ぎよう視ししていた。

　少年皇子が、氷のごときまなざしで皇姫を振り返る。

　凄せい惨さんな光景を、エンジェリナ皇姫は椅い子すのひじかけを指先が白くなるほどにぎりしめ、唇くちびるを引き結んで見つめていた。自分を見下ろすユーサーに、皇姫は蒼そう白はくの面を上げる。

　漆しつ黒こくの瞳と、金きん茶ちやに輝かがやく瞳が一瞬、激しくにらみ合った。

「……き、貴様……貴様、貴様あっ！」キンブリの若わか長おさが、錯さく乱らんしたようにいった。「貴様は、貴様は部族会議の掟おきてを破った！　禁じられている武器を持ちこみ卑ひ劣れつにも──」

「僕は、武器など持ちこんでいない」氷の声が、錯乱した若長の言葉を断ち切った。

「幸運にもこの剣が僕の足もとに現れたのだ。それにケルスキの長おさは、たとえ剣があろうと僕の腕を折ってみせるといった。己の言葉をたがえたものに、同情はいらない」

　ユーサーは黒こく曜よう石せきの瞳ひとみを冷れい酷こくに光らせて、静かに告げた。

「ダルディスでは力あるものが上に立つ。そうだったな」

　キンブリの若わか長おさが息を吞のみ、よろりと床にひざをついた。

「詭き弁べんだ、汚い謀はかりごとだ！」テウトニの若長が、必死の口調でいった。「なにが力だ。天幕の裏にひそむものを捕らえればわかるはず。おまえはただ卑劣な悪知恵を働かせただけだ！」

「では、その悪知恵に負けた結果が──それか」

　ユーサーは首のない体を指し示す。テウトニの若長が真っ青になって口をつぐむ。

「聞くがいい、ダルディスの部族の長たちよ！」ユーサーは朗々と響ひびく声でみなに呼びかけた。「これまでわれらは、力と数を頼たのみにして進軍してきた。だが今後、われらの前に立ちふさがるのは、国力のはるかに勝るランゴニア帝てい国こくと、資金と奸かん智ちに長たけた商業国コレドムだ」

　彼は、血ち濡ぬれた剣で床に倒れる屍しかばねを指し示した。

「力だけに驕おごるものは、ランゴニアとコレドムの狡こう猾かつな手口の前に、かならずや倒れるだろう。もしも大たい皇こうの跡目を争い、またもや各部族に分裂したならば、それこそやつらにとっての好機。遠からず攻めこまれ、ダルディスは消滅するはずだ──それをよしとするのか！」

　先ほどまでの冷ややかさなどどこかへ捨て去り、熱く激しくユーサーはいった。

「ダルディス人としての誇りはないのか。いつまでわれらは蛮ばん族ぞくとさげすまれるのか！　目を開け。目先のつまらぬ権利を争うな。大皇を失ったいまこそ、志を一つにせよ。建国の父たるダリウス大皇の意志と血を礎いしずえに、エンジェリナ女じよ皇こう陛下のもと、ダルディスは分かたれし大陸ガトランに君臨すべきだ。その輝かがやかしい栄光を思い描け。われらにはその力がある！」

　ぐいとユーサーはこぶしをにぎり、すべての民に聞こえるような音声で告げた。

「かならずや、ダルディス皇こう国こくはその足下に、ガトラン全土を踏ふみしめるだろう！」

　落雷のごとき激しい言葉に打たれ、みなはぼうぜんとユーサーを見上げた。

　小柄だったユーサーは、いまやそびえるように大きく見えた。

「その栄光のために、僕はあくまで叔お父じとして宰さい相しようとして、女皇陛下に仕えるつもりだ。僕にはどんな部族の後ろ盾もない。あるのはただこの身だけだ。しかし」少年皇おう子じは、ゆるがぬ決意を秘めた声でいった。「その身を、血の一滴にいたるまで、皇国にささげよう」

　キンブリとテウトニの若長が、がくりとうなだれる。ふたりは声もなく、拝伏するように手をついた。ラジゲスとジュートの長が、こっそりと互いを盗み見てささやいた。

（……そうだ、叔父ならば皇こう姫きの夫にはなれぬ。寝室から女皇を操るわけにはいかん）

（どんな部族の後ろ盾もないならば、どの部族も権力を独占はできぬわけですよ）

（これは好機やもしれんな）（アレマン族ばかりに先んじられてなるものですか）

　中年のラジゲス族の長と、小柄なジュート族の長は立ち上がった。

「いいだろう、ユーサー皇おう子じ。貴様の主張をラジゲス族は認めようぞ」

「わがジュート族も、力と知恵を兼ね備えたユーサー皇子に従う所存です」

　残るアレマンの老ろう長おさに、ユーサーは漆しつ黒こくの瞳ひとみを向けた。

　老長の険しいまなざしが、まぶしいまでに若さと情熱を放つ少年皇子を見上げる。

「──好きにするがいい」老長は、重い声で告げた。それが結論だった。

　その一言により、エンジェリナ女じよ皇こうとユーサー宰さい相しようの誕生は決定された。




　すべてが終わったのは、夜明け前だった。

　大天幕の外で待ちかまえていたケルスキ族は、長を失ったことに激しく憤いきどおったが、アレマン族の老長のとりなしにより、前族長の若い息子を新しい長に迎えることとなった。

　大天幕が片づけられる。朝もやの立ちこめるなか、各部族はその長のもと、広場を離はなれていった。ユーサーはエンジェリナの手を引いて、やってきた天てん蓋がいつきの馬車に乗せた。

「既成事実を作るために、君にはこのまま皇こう宮きゆうへ向かってもらう」ユーサーはいった。「宮殿は堅固な上、警護の兵もすでに配置した。たとえあとから不満が起ころうと危険はない」

「抜かりないこと」少女皇こう姫きはふわりと小さなあくびをすると、ふっとほほ笑んだ。「皇こう国こくに身をささげるなんて噓うそ。お兄さまが忠実なのは、ご自分の野望だけでしょう？」

　皇子は冷たい瞳で見返す。少女は妖あやしい笑みで、血に汚れたドレスを見下ろした。

「お兄さまはひどいかたね。その野望のためにあたしを……汚すなんて。でも」

　ふいに皇姫は座席から身を乗り出した。

「!?」濡ぬれた紅あかい唇くちびるが、さっとユーサーの唇をかすめる。彼は思わず一歩あとじさった。

「そんな初う心ぶで、あたしの手た綱づなをとろうなどと思わないで」

　エンジェリナは妖よう艶えんな、しかしどこか冷淡な笑みを残して座席に収まった。

「皇宮へ」と彼女が命令すると、馬車は土ぼこりを上げて走り出す。

　ユーサーは無言で馬車を見送った。そこへ人影が歩み寄る。

「ご苦労だった、ギャラング」振り返りもせず、皇子は声をかける。

「どういたしまして。幕のあいだで長時間じっとしているのは、かなりこたえましたがね」

　やってきたのはギャラングだ。いまは鎧よろいも剣も身につけていない。

　彼は走り去る馬車に肩をすくめた。「なかなか、容易ならん娘ですな」

「……ぞっとするね」ユーサーは昏くらいまなざしで、ぐいと袖そでで唇をこする。

「いいんですか。たしかに若すぎるのをのぞけば非常に食指の動く娘です──しかし食われるのはこちらになりそうですよ。食われてもかまわんと思わせる娘ではありますが」

「危険なのはわかる。だが、分かたれし大陸ガトランに君臨しようというのなら、これから僕らはさらなる困難に直面するはずだ。その障害より彼女のほうが脅きよう威いだとしたら」皇子は、さげすむようにいった。「あまりに卑ひ小しようすぎて、ガトランなど手に入れる価値もないね」

　ふたりは無言で立ちつくす。遠ざかる馬車の土ぼこりが、朝の光に消えていった。

「間かん諜ちようから報告があった」ユーサーがいった。「ランゴニアが兵を集結させているらしい。商業国コレドムも追つい随ずいする動きを見せている。ついに……南の大海獣リヴイヤタンが動くよ」

「いよいよ手て応ごたえのある相手とやれそうですか。バルドルを笑えない、俺おれもけっこう血に飢えているようだ──」にやりと彼は酷こく薄はくな笑みを浮かべる。だがすぐにその笑みを引っこめて、ユーサーを見下ろした。「行きましょうか、殿でん下か。グレイドたちが待ってます」

「……ありがとう」そのときやっとユーサーは、瞳ひとみから昏くらい翳かげりを消して、ギャラングをまっすぐに見上げた。「おまえたちがいるから、僕は前に進める」

　ギャラングは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように目を剝むいた。だがすぐに、にやりと小気味よく笑いかけると、少年皇おう子じの肩を大きな手で叩たたいた。ユーサーも小さく笑い返す。

　ふたりはつれだって歩き出す。ユーサーが歩きつつ口を開いた。

「そういえば皇こう宮きゆうに、海洋国バルテンから奇妙な書簡がとどいていたそうだ」

「と、いいますと？」

「差出人はバルテンのマグヌス公こう爵しやく。それ自体は新たなる和平同盟の申し出だが、もう一通、ある書簡が同封されていたよ。たった、こんな一行だけのね」

　ユーサーは、朝あさ陽ひに照らされる巨大な皇こう都とを見上げて、いった。

「近日、ダルディス皇こう国こくの麾き下かに馳はせ参じたい所存──バルテン海かい賊ぞくハイレディン……と」
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〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉崩落より、十日あまり。

　初夏の陽ひ射ざしのもと、ヴュークスの民は普ふ段だんの生活をとりもどしていた。バアシュ教徒による襲しゆう撃げきのあとは片づけられ、壊こわされた正門やエウレネの聖せい廟びようも修復が行われている。

　一見、平へい穏おんな日々だった。だが前と違うのは、ひそやかに交わされる噂うわさと、その噂がもたらす人々の意識の変化……神秘への畏い怖ふだ。

〈巨人の聖砦〉に現れた、得え体たいの知れぬ化け物。緋ひ海かいに出現した巨人ウムベルト。

　聖せい王おう女じよの身に降臨した女神エウレネと、兄あに神がみウォルカヌスとの不可思議で不可解な会話。

　そして、女神に仕えその身を守る、ひとならざる存在の戦士────

　人々は街中で、耕地で、草原で、街道で、船着場で、ことあるごとに噂を交わした。口の端はから口の端へ、行き来する人馬や船を通じて他ほかの街へ、話は広まっていく。

　アクィタニア領だけではない、港街トレゴンに出入りする船を通じて、分かたれし大陸ガトランのいたる場所に、ヴュークスで起きた奇跡は知れ渡っていくだろう。

　レオンやアリアンの知らぬところで、大いなる流れが生まれようとしていた。




「なんて綺き麗れいな砂浜……素す敵てき、こんな美しい場所があったのね」

　早朝の澄すんだ空気のもと、真っ白な砂浜で、アリアンが感嘆の声を上げた。

　静かに波打ち寄せる緋ひ海かいの浜を、レオンは弑し神しんを背負って彼女のあとから歩いていた。

　砂浜にはだれもいない。自分と、アリアンだけだ。ジジを通じて、話があるとアリアンが伝えてきたのは昨夜。だが、彼女はまだその〝話〟をしていない。

　長い金の髪を朝あさ陽ひに輝かがやかせ、アリアンは寄せる波を楽しそうに笑いながら避さけた。冷たい波のしぶきが、小さな靴くつの先と、ひるがえる長いドレスの裾すそにかかる。

「はしゃぎすぎて海に転んで溺おぼれるなよ」レオンはぶっきらぼうにいった。

「わかっていてよ。怪け我が人にんに助けていただこうなんて思わないから」

「阿あ呆ほう。怪我をしていなくても、どこでもかしこでも転ぶ抜けた小娘なんざ助けるか」

「なによ、どうせ怪我をするなら、その嫌いや味みな口だけすればよかったのに！」

　アリアンが憤ふん然ぜんといった。しかし少女はすぐに真顔になって、小さな声でいった。

「……噓うそよ。あなたがまた怪我なんて────やっと治ってきたのに」

　彼女の言葉どおり、レオンはようやくひどい打だ撲ぼく傷しようから回復したところだった。だが、直接バアシュ教兵たちと対たい峙じした城の人々は、いまだに襲しゆう撃げきによる痛手に苦しんでいる。

　セレネは鞭むちの傷がもとで高熱を出し、やっと先日起き上がれるようになった。
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　メルキオは受けた深手が治りきらないうちから、ずっとセレネにつきそっている。

　マルタンたち三人のダンジェリー兵は、崩落の際の落下で骨折や全身打だ撲ぼくを負い、城の兵の多くもひどい怪け我がをして、いまなお治ち療りよう中ちゆうだ。

　けれど──たとえどれだけひどい傷を負っても、彼らは生きている。

　代官ロドリグは悲ひ惨さんな最さい期ごをとげ、多くのバアシュ教兵は自死をした。罪を犯した報むくい、狂信に身をささげた結果といえようが、むごい死にかただったのは間違いない。それを思えば、生きているだけで、まだしも救われる気がした。

　彼は、腰のベルトに革の飾り紐ひもで吊つるした金色の管に手を触れる。冷たい金属の管に触れて、女神の言葉を思い返す。脳裏によぎるたびに、レオンの背筋を寒くするあの声を。

〝……汝なんじは、この世のものではない……〟

　では、自分はなにものなのだ？　よみがえった死人なのか？　だがエウレネはレオンが生きているといった。ならば自分は──どんな得え体たいの知れない存在なのだろう。

「ねえ、レオン」アリアンの声に、レオンは面おもてを上げる。少女は、寄せて返す波を見下ろして、いった。「ウォルカヌスの告げた、女神エウレネの罪──裏切りとは……なにかしら」

　思わぬ問いにレオンは息をつめる。どう返答していいか、とっさにわからない。

「そういえば……央おう海かいでグランヌスも、エウレネを裏切りものと呼んでいたな……」

「ええ。それに、巨岩の頂で、あの仮面の主導者は、こんなことをいっていたの」

　ためらう口調で、アリアンはいった。「〈巨きよ人じんの聖せい砦さい〉に隠されたのは、二心によりて神々をまどわした、裏切りの邪じや神しんエウレネが隠す、わが神……バアシュの因子だと」

「な──!?」レオンは目を見開いた。アリアンはうつむいて顔を上げない。

「ジジから、十四年前にこの地を訪れた王おう都との調査団が、必死になにかを隠そうとしていたと聞いたわ」少女は苦しげに目をつぶった。「大だい聖せい殿でんは、塔とうの学まなび舎やは……もしかしたら聖せい王おう家けは、なにを秘密にしたかったの？　女神の裏切りだというのなら、その裏切りとはどんなものなの？　バアシュと……〈無む貌ぼうの王おう〉と、いったいどんな関係があるというの？」

　ぎゅっとアリアンは細い肩を両手で抱きしめた。

「あたくしは、占領された領土をとりもどし、民を解放したい。是ぜが非ひでもそうしなくてはならない。でもこのまま進めば、知りたくない真実も知ることになるかもしれない……」

　レオンはじっと、うつむく少女の小さな体を見つめた。

　故国復興。民の解放。〈無貌の王〉の脅きよう威いに、秘められた神々の真実。そして、その真実を隠そうとしていた聖せい王おう国こく──この小さな背に、どれだけの重荷を背負えばいいのだろう。

　レオンは、こみ上げる憤いきどおりのような想おもいに、思わずこぶしをにぎりしめた。

「だから……だから、レオン。あなたにどうしてもいいたいの。どうしても訊ききたいの」

　アリアンは振り返り、しばしレオンを見つめると、思い切ったように口を開いた。

「教えて、レオン────あなたは、バルテンのお父さまのもとへ、帰りたいの？」

　レオンは小さく息を吞のんだ。アリアンの懸けん命めいな言葉がつづく。

「この先、どんな恐ろしい困難や、おぞましい真実が現れてくるかわからないわ。でも、それはあたくしの間違いのせいで、あたくしの責務のためで、あたくしが選んで挑むことよ。なのに、あなたの意志を無視してそばにいてもらうなんて、そんなのできない……」

「アリアン……」

「あなたが本当に帰国を望むのなら、あたくしは……快く送り出します。それを約束するわ。だから……レオン、お願い、あなたの本当の気持ちを教えて」

　試すような問いではない。彼女は真しん摯しにレオンの気持ちを案じ、問いかけているのだ。

　レオンはアリアンの翡ひ翠すいの瞳ひとみを見下ろす。自分を見つめるその瞳には怯おびえがかいま見えた。そして彼も、自分のなかに同じ気持ちがあることに、気がついた。

　大きく、彼は腹の底から息を吐はいた。その怯えを吐き出すように。

「わかった、答える。だがその代わり、俺おれの問いにも答えてくれ」

「え、ええ？　い、いいわ。よくってよ」アリアンが覚悟するようにうなずく。

　レオンはすっと息を吸った。一いつ瞬しゆん目を閉じて、それから彼は口を開いた。

「そうだな。たしかに俺は迷っていた。親父おやじのことは、ずっと心のなかにあったから。なぜってそれは……いまここにいる俺を作り、支えている、礎いしずえみたいなものだからだ」

　アリアンはぎゅっと身を縮めた。その眉まゆが哀かなしげに曇くもるが、彼女は目をそらさない。

　そんな彼女に、レオンは静かに答えた。

「けれど、たとえどんなに大切な礎でも、それは俺の過去だ。だがおまえは、たぶん、俺の未来なんだ。俺が見つけた、歩みたい道なんだ……」

　彼の耳じ朶だにアリアンの、たしかな想おもいをこめた声が響ひびく。

〝……救うなら、すべてを救うわ……〟

　──そうだ、俺は、理想のために戦いたいんだ。

　身を焦こがす憎しみや、駆り立てられて追われるような功名心や、他を踏ふみつけにする野望のためでなく、自分が信じる理想と、貫きたい意志のために、剣をふるいたいんだ。

　子どもじみた望みなのも、あきれるほど綺き麗れいごとなのも、いやというほどわかっている。

　阿あ呆ほうの親父のように、救った相手に嗤わらわれて、さげすまれるかもしれない。

　それでも俺は、そんな阿呆な親父みたいに、だれかを守り助けるために剣をささげたい。

　きっとそれが、俺が望む〝格好いい〟ことなんだ────

　その願いと決意を胸に、レオンは目の前の少女に告げた。

「おまえが自分で選んで困難に挑むなら、俺は自分で見つけた道……おまえを選んで、戦いに挑む。だから、もう二度とそんな問いをするな。忘れるなよ。覚えておいてくれ。俺の手に〝弑し神しん〟があるのは、おまえを殺すためじゃない。おまえを──守るためだ」

　翡翠の瞳が、真しん紅くの瞳をまっすぐに見返す。その瞳が、ゆっくりとうるんでくる。

「……ありがとう、レオン。とても、とても……嬉うれしい」

　耳じ朶だに触れる優しい声と、真しん摯しな瞳ひとみに、レオンは急に照れくさくなった。

「いや──おまえが答えろっていったから、答えたまでだ。礼をいわれることじゃない」

「それなら、今度はあなたの質問にあたくしがきちんと答えるわ。どんな問いなの？」

　レオンはぎくりとして口ごもった。あわてふためき、ごまかすように彼は答える。

「あ、ああ、いやその、大した質問じゃない、すっごいくだらない、どうでもいい……」

　だが彼女の真摯なまなざしに耐え切れなくなり、しかたなく口を開いた。

「俺おれは……その、もと海かい賊ぞくでただの傭よう兵へいで、礼れい儀ぎは知らないし教養なんざくそくらえだし、船は操れても馬には乗れないし古語は読めないし、口は悪いし性格もひねくれてて、よると触るとおまえと喧けん嘩かばかりで──はっきりいって、おまえがいうとおりの野蛮人バルバリエだ」

「あら、ずいぶんご自分を客観的に見られるのね」

「っだぁああっ！　黙だまれ、黙って聞け！　だからその、俺の訊ききたいことはだ！」

　自や棄けになったようにレオンは叫んだ。（くっそ、もうどうにでもなれ！）

「そんな俺でも、いいのかってことだ！」

　レオンが息を切らしてそういうと、アリアンは驚おどろいたように小さく口を開けた。

「まあ、レオン……」少女は嬉しそうな、少し泣きそうな顔でいった。「それなら、忘れないで。ずっと覚えておいてね。あたくしは──百万の軍勢より、どんな英雄よりも」

　少女は、星のように輝かがやく翡ひ翠すいの瞳で彼を見つめると、澄すんだ優しい声で答えた。

「あなたがいいわ。あなたに……そばにいて欲しいわ、レオン」

　レオンは声を失った。

　急に彼はぐったりと、少女の肩に顔をうずめるようにしてうなだれた。

「レ──レオン!?　どうしたの？」アリアンがびっくりした声を上げた。

「いや……素直になるってのは、おっそろしく疲れるものなんだと……思ってな」

「そうね」アリアンはほほ笑んで、ふと目を伏せた。「その気持ち、わかるわ。だって素直になるということは、知りたくない真実を知ろうとするようなものだもの」

　レオンの腕に少女の手が触れる。顔を上げると、愛らしいほほ笑みがそこにあった。

「あたくしも、あなたの気持ちを知るのが怖かった。知れば、あなたが行ってしまうのではないかって……でも、哀かなしい誤解を重ねてすれ違ってしまうより、真実を知るほうがずっとよくてよ。これからはなるべく、素直になるように、努力するわ」

「そうだな、俺もまあ、努力、ぐらいは……してみるつもりだ」

　ふたりはそういうと、顔を見合わせてくくっと笑い合った。

「……レオン……！」「アリアンさま、こちらでしたか……」

　自分たちを呼ぶ声に、レオンとアリアンは振り返る。

　城の方角から、メルキオと、彼に支えられて白いドレスを着たセレネが歩んできた。

「セレネさま！」アリアンが飛びつくように駆け寄る。「もう起きて歩けるのね！」

「ええ、メルキオがずっと看病してくれましたから」

「ずいぶん回復したよ。食事もちゃんと普通にとれるようになったしね」

　メルキオが嬉うれしそうに答えると、セレネも優しく彼を見返した。

「珍めずらしい格好だな」レオンが歩み寄り、セレネのドレスを見ていった。

「ええ、母のものなの」セレネは照れくさげに答えた。「いままでは、亡なき父の期待に応こたえようと必死だったけれど、でも彼がそばにいてくれて、たくさん話をして……」

　といって彼女は、そばにいるメルキオを愛いとおしそうに見つめた。

「だれかが望むとおりの、自分以外のなにかになろうと考えるのではなくて──わたし自身に、なりたいと思って。だからいままでやってみなかったことも、やってみようと思ったの。でも男装を止やめたわけではないよ。あれは動きやすいんだ」

「セレネなら、なにを着たって似合うさ」

　メルキオが明るい声でいうと、セレネは頰ほおを染めてほほ笑んだ。あまりの仲のよさに、少々レオンはあてられるような気がする。横からアリアンが嬉しそうにささやいた。

「セレネさまもダンジェリー卿きようも、お幸せそう。こちらまで嬉しくなるわ！」

「どこがだ、こっ恥ぱずかしくて全身かゆくなって逃げ出したくなる」

　そっけなくレオンがいうと、アリアンは「この無ぶ粋すいな野蛮人バルバリエ！」とひじで小突く。

「ところで──レオン。殿でん下かとの話を邪じや魔ましてごめんよ。君に話したいことがあって」

　メルキオがふいに真剣なまなざしになり、レオンを見上げた。

「十四年前……本当はなにがあったのか、ぼくの記き憶おくもあいまいではっきりはわからない。前侯こう爵しやくの覚おぼえ書がきや、ラウルさんの解説からすると、おそらくあのバアシュの主導者が、巨きよ神しんの徒教団の子どもたちをさらって、自分の計画のために犠ぎ牲せいにしていたんだと思う」

　レオンは、仮面の主導者がメルキオを〝生ける死し影えい〟と呼んだのを思い出した。

　自死した教兵たちが死影に変へん貌ぼうしたことと、メルキオの背にあった醜みにくく盛りあがった肉が死影に変化したことを結びつけると、彼が背に負っていたのは──

　それはあまりにおぞましい考えだった。レオンのまなざしが知らず険しくなる。

「ぼくが思い出したのは、ぼくが神じん供く──古き神の力を受けるためのうつほ、つまり器だったということ。巨人に変化するとき口にした言葉は、巨神の徒から教えられたものだ……いまこうしてもとにもどったけれど、あの力が消えたわけじゃない。ぼくのなかに、いまだ脈打つのを感じる……なぜ、こんな得え体たいの知れない力あるのかわからない──けれど」

　メルキオはうつむいた。セレネがはげますように、そっとよりそう。

「君のおかげで、ぼくはセレネを失わずにすんだ。あんな恐ろしい力でも、それがあるから君や、殿下や、そして大事なセレネを助けられた。だから、ぼくがここにいるのも、ぼくのなかにあの力があるのも、きっと意味があることだって信じられる。だから……」

　若者は顔を上げると、まっすぐにレオンに向けて、真しん摯しな声で告げた。

「ぼくは、君に誓うよ。ぼくの仕える聖せい王おう女じよと、愛するセレネの前で。

　巨人ギガスであり、王の擁よう護ご者しやたるぼくは、君の友として、これからも君とともに戦うことを────ありがとう、レオン」

　メルキオは、手を差し出した。レオンはその手のひらを見下ろす。

　人知を超えた力をそなえた手。徒と手しゆ空くう拳けんだった自分に生まれた、心強い味方の手を。

　〝……だれかが差し出してくれた手は、ちゃんとつかめよ……〟

　名も知らぬ、マグヌス海運商会の元もと締じめの声が、心を震ふるわせるように耳じ朶だを震わせる。

「……そうだな、俺おれもおまえの力になれて嬉うれしい。ともに──戦おうぜ、メルキオ」

　レオンはにやりと嬉しそうに笑い返す。メルキオも笑い返した。

　ふたりは同時にパン！　と手のひらを打ち合うと、がつんとこぶしを打ち合わせる。横で見ていたアリアンもふたりの様子に楽しそうに笑い、セレネも優しくほほ笑む。

　四人はつれだって、城へもどるために波打ち際ぎわを歩き出す。

　そのレオンの耳に、巨きよ剣けんのささやきが聞こえた。

『友と呼べる相手と己を支えてくれるものは、英雄でさえ得がたい。大事にするのだぞ』

「わかってるさ」レオンはささやき返した。「俺はただの若造だ。自分にどれだけ力がないか、身に染しみて知っている。たったひとりの力なんてたかが知れてることもな」

　そのささやきに、弑し神しんはいい聞かせるように答えた。

『──英雄とてただの人間であるぞ。英雄の名は、その行いによってのみ与えられる呼称。自称ではない、他称なのだ。あのライオネルも……ごく普通の男であった』

　思わずレオンは目をみはった。「おまえ、まさか昔のことを思い出したのか？」

『……ような、気がする』がっくりする一言を弑神はつけ加えた。

「やっぱり、おまえなんかただのもうろくじじいだ」レオンはあきれてつぶやいた。

　澄すんだ波が、静かに白い砂を洗う。朝あさ陽ひまぶしい波打ち際を歩く四人の若者たちに、やっと心からの笑みと、ほんの一時だが、心を癒いやす静かな平安とがもどってきた。




　古城の暗い一室で、ひとりラウルは、窓の向こうの緋ひ海かいを険しい瞳ひとみでながめていた。

　ここからでは遠すぎて、砂浜は崖がけに隠れている。だがまるで、波打ち際を歩くレオンたちの姿がすぐ間近に見えているかのように、ラウルはささやいた。

「これで、〈万界の王ドミナントウール〉のみが手にするはずの《王獅子の至宝レガリア》は、ふたつ。どちらもレオンの手にある。そして彼が守る聖王女は、女神エウレネを通じて、すべての兄あに神がみを喚よびだせる可能性が出てきた。であれば──すべての神に通じることのできる聖王女を……」

　──もしも〈無む貌ぼうの王おう〉が、手に入れたなら。

　だが、その不ふ穏おんな言葉は口に出されず、まただれに聞かれることもなかった。










　　　mystere──厳秘







　広大な皇こう宮きゆうの奥にある秘密の階段を、ユーサーはどこまでも降りていく。

　前をゆく案内人が掲げる手て燭しよくの炎に、壁に映る長い影がゆらぐ。この階段の存在を知るものは、亡なき祖父と父をのぞけば、いまやユーサーとその腹心ぐらいだった。

　長い段の底につき、行きどまりのすすけた扉を案内人が開ける。

　案内人がうやうやしく頭を下げる横から、皇おう子じは部屋に足を踏ふみ入れる。

　背後で扉が閉まったとたん、書写に使われる洋墨インクの臭においを部屋のなかにかぎとった。

「ようこそ──ユーサー殿でん下か。わざわざこんな穴あな倉ぐらにくるとは、物好きに」

　書物に埋もれた机から、眼鏡をかけた瘦そう身しんの男が立ち上がる。

　どうやらここは彼の書房のようだ。壁の棚にはびっしりと書物が並び、机の近くにはペンをさした洋墨壺つぼと広げた本が置かれた書写台がある。この部屋の主は賢けん人じんらしい。

　だがしかし、この瘦身の男は、浮うき世よ離ばなれした賢人には思えぬ外見だった。

　身につける短いローブもその下の胴どう衣いも、肩からかけた飾り帯も、みな仕立てがいい。眼鏡も分かたれし大陸ガトランでは非常に珍めずらしい貴重品、富裕な知識階級の象徴でもある。

「地上の工房でここだと聞いてきたんだ。相変わらず穴倉が好きだな、フィロン」

　ユーサーが歩み寄ると、フィロンという男は笑みを浮かべた。

「秘密は地下に隠すと相場が決まっているだけだ。私も地上のほうが好きだよ。それよりも、殿下──皇こう都とへのご帰還、および宰さい相しようご就任、お祝い申し上げる」

　男はローブを広げて、ユーサーに丁重に礼をした。仕草も言葉づかいも丁重だが、高貴なるものを相手にしてかしこまる様子はまったくない。

　ユーサーはよせという風に手を振ると、そばの椅い子すに座った。フィロンも腰かける。

「それより僕の島流しのあいだ、地上の工房の研究がどれだけ進んだかを見せてもらったよ。悪くない。いや、なかなか面おも白しろそうだ。実際に試すときが楽しみだな」

「私には手て慰なぐさみにすぎないよ。だが仲間や技師たちは、研究成果が実地に試せそうで嬉うれしいだろう。聖せい王おう国こくでは、どれだけ有意義な発見があろうと、役立てられるのは産業と芸術方面だけだったから──ふふ、慈じ愛あい深ぶかき女神エウレネと神官どもに永遠の呪のろいあれ」

　フィロンは薄うすい笑みを浮かべて目を細めた。

「あれが国教のおかげで、どれだけ学問の進歩が遅れてしまったか。大だい聖せい殿でんは王おう都とで、炎の海に沈んだそうだね……私の研究の邪じや魔まをした当然の報むくいだ」

「おまえは聖王国で、大聖殿側と衝しよう突とつして、蟄ちつ居きよを命じられていたそうじゃないか」

　ユーサーが慎重な面おも持もちで訊きいた。

「そのおかげで、おまえをダルディスにつれてこられたわけだが……しかし塔とうの学まなび舎やと大だい聖せい殿でんは、表向きは相互不可侵だったと聞いている。いったいなにをやらかした」

「なに、つまらないことだよ」フィロンは倦うんだような口調で答えた。「大聖殿は女神エウレネを、清らかなる処女神と伝えていた。だが創生神話では、女神エウレネは塵ちりと芥あくたに己の乳を混ぜてこね、慈いつくしみをこめて人間を作ったとある。しかし……」

　生徒に講義する教師にも似た話し方で、フィロンはいった。

「母乳というものは……普通、出産した女性しか出ないのだよ」

　ユーサーは沈ちん黙もくした。しばしフィロンを見つめたのち、ためらいがちに訊ききかえす。

「女神エウレネが、子を産んでいたと？」

「そう。神話だから神の行いは単なる象徴ともいえるが、言葉どおりの意味にとらえた場合、エウレネは──子をなしていたことになる。その子どもが、エウレネの民といわれる人間であるか、はたまた名も存在も失われた神であるかはわからないがね。だがなんにせよ、女神が処女であるはずがない。しかも相手はだれだ？　兄あに神がみたちか、あるいはもしや……」

　そこで賢けん人じんはほくそ笑んだ。

「私がそんな駄言をいっただけで、頭の固い神官どもは神への冒ぼう瀆とくとさわいだのだよ」

「性格が悪いな」ユーサーは肩をすくめた。「崇すう拝はいする尊い女神が、非処女で近きん親しん相そう姦かんをしていたなんていわれたら、夢想家たちが激怒するのも当然だ」

「頭のまわりに雲をまとう愚おろか者どもは滅びればいい」フィロンは冷ややかにいった。「神話における近親婚など珍めずらしくもないのに。もっとも、神官どもが私の言論を封じたのは、女神への冒瀆だけが理由ではない──そこに、やつらが隠したい真実の一いつ端たんがあったからだ」

　ユーサーが問うように漆しつ黒こくの瞳ひとみを賢人に向ける。

　しかしフィロンは答えず、暗い夜空を思わせる眼鏡の奥の瞳をかすかに光らせた。

「進歩には実践が不可欠だ。聖せい王おう国こくでは与えられなかった機会を、殿でん下かは与えてくれた。心から感謝している。この国であなたのために、存分に私の力を発揮してみせよう」

　落ち着いた口調だが、その瞳にも言葉の裏にも、あふれる野心が見え隠れする。

　ユーサーは、野心のある人間が好きだった。

　いや、好きというよりも理解できるといったほうが正しかった。

　だから野望や功名心のないものは、理解不能であるがゆえに、嫌けん悪おしていた。

（そうだ、あの赤い髪の傭よう兵へい……たとえどれだけ腕が立とうと、僕の眼中にはない……！）

　フィロンは賢人らしからぬ野心にあふれた人間だ。冷れい酷こくではあるが、彼は間違いなくその望みにふさわしい、抜きん出て有能な人物だとユーサーはとらえていた。

「閑かん話わはもういいね。殿下がわざわざ、私に会いにきた理由はひとつだろう」

　フィロンがいうと、ユーサーはすっと机の上にひとつの書物を滑すべらせた。

　それは──得え体たいの知れぬ獣けものの皮で作られた、非常に古い書物だった。

「これが〈鳴なる神かみ喚よび響とよむ書しよ〉──長ちよう兄けい神しんグランヌスの民の書だ」

　ユーサーが名を呼んだとき、地下の書房の空気がふいにぞくりと冷えた。

　まるでその書物から、冷気が立ち昇ったように。

「僕がこの書房にいるあいだなら、この書を自由に読んでかまわない。もちろん書写もゆるす。わずかな時間だが、おまえには充分だろう」

「感謝する」フィロンは書物に視線を落とし、慎重な口調でいった。

　ユーサーは、ゆっくりと書から手を離はなすと両手を組み、身を乗り出す。

「おまえは長年、聖せい王おう国こくで禁きん忌きとされてきた〝魔ま呪じゆ〟の研究に、ひそかに取り組んできた。教えて欲しい。理論的にいうと、魔呪とはいったい、どんなものなんだ」

「魔呪というのは……そうだね」フィロンの口調が切り替わり、真剣味を帯びる。「単純にいえば、神の力を借りて超自然的なわざを行うことだ。ということは、効果の大小にかかわらず、魔呪には神がかかわっていることになる」

　賢けん人じんは眼鏡に触れて位置をなおすと、ユーサーの真正面に向き直る。

「殿でん下かはこの書を通じて、長兄神グランヌスと誓約を交わし、グランヌスの力の一いつ端たんが宿るようになったはずだ。人間という容いれ物に神の力をそそぐことによって、超自然のわざがなせるわけだね──つまり神は、自分をそそぐ〝殻〟、あるいは寄より代しろとなる〝座〟がなければ、この世に具現化できないのだ」

　ユーサーは無言だった。すべての神経を、フィロンの話に集中させているようだった。

「座といえば……私が読んだ古い文ぶん献けんには、〈神の完全なる座〉という記述があったな」

「〈神の完全なる座〉？」ユーサーがささやくように訊きいた。

「この世のあらゆる神々に通じ、その神々のわざのすべてを自在に使うことのできる存在であるらしい。文献はそれを〝アグノストス〟……名のないもの、実体のないもの、正体の知れぬものという意味の言葉で呼んでいた」

　眼鏡の奥のフィロンの瞳ひとみが、闇やみを映したように暗くなる。

　物音のない地の底の書房に、賢人の重く低いつぶやきが響ひびいた。

「すべての神の力をそそがれた存在──それは、どれほど恐ろしいものだろうね」










　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　運動不足解消と健康のために始めたラジオ体操で腰を痛めました。もうだめだ。




　諸もろ々もろの私事情により、一巻よりだいぶ間が空いてしまいました。

　各方面に頭を下げつつ、特に二巻を待っていてくださった読者の方がおられたら、一番におわびしたいと思います。もうしわけないです……。

　しかし、ほとんど外出らしい外出をしない日々でした。

　プロフィール用の写真は食べ物系に統一しようと、デジカメ画像をチェックしていたのですが、どれもこれも数年以上前のものばかりで物悲しくなりました。

　食べ物といえば、結婚文化史の資料を読んでいたところ、十四世紀の庶しよ民みんの結婚式で出された食事の全四コース（一コースは七～八品目で構成）の一覧が記載されていたのですが、凝ぎ乳にゆう入りパンケーキとか冷たいサルビアソースをかけた魚とか浮き実のパン入りベーコン・ミルクとかアジア風ソースにひたした兎うさぎとかとか、とにかく美お味いしそうで美味しそうで。

　いや、兎はどうかな。数年前に一度、友人たちとチュニジア料理店で兎を食べたことがあるのですが……うむ、兎は愛めでるのが一番だと痛感しました。自分は。




　一巻のときに悪かった体調も回復してきたので、今後は仕事のペースを上げつつ、気軽に外出もしたいと──まずはラジオ体操で腰をいわす体力のなさをどうにかしないとですよ。




　以下は謝辞です。

　担当の湯ゆ浅あさ様。平身低頭。下げる頭がいつなくなるかわかりません。

　イラストの双ふた羽ば様。今回一番楽しみにしていたのはエンジェリナのデザインです。いただいたラフを見て、嬉うれしさのあまり顔がにやけまくりでした。

　出版に携たずさわるアスキー・メディアワークス関係者の皆様、家族や身内、友人の皆様。

　なによりも、この本を手に取ってくださった方々へ。

　ありがとうございます。いつか感謝を表す言葉が尽きてしまうのではないかと恐れつつも、何度でも繰くり返し、言葉に尽くせない感謝の思いを伝えていきたいです。




　それではまた、次の本でお会いできれば光栄です。





二〇〇八年　七月　　マサト真希
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

「今日できることは、今日やっといてもいいか」

が現在の信条。
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イラスト／双ふた羽ば 純じゅん

３月15日生。屋久島出身。ファンタジー好き。ゲームのキャラデザ等を手がけ現在に至る。代表作はアトリエシリーズ。画材道具を長年愛用したPainterからSaiに移行しました。
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獅し子しの玉座〈レギウス〉II




巨きょ人じんの聖せい砦さい








マサト真ま希き
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